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巻
一	
周
易	
〇
君
子
・
終
䦁
日
ヒ
ネ
モ
ス
・
乾
䢣
々
䥹
乾
䥺
ナ
リ
・
夕
ヘ
マ
テ
に
惕 ヲソ
ル
ヽ
こ
と
・
厲
ア
ヤ
フ
䥹
返
䥺
ム
か
若
シ
・
咎
䥹
返
䥺
无
䥹
く
䥺
ト
イ
ハ
・
何 ナン
と
䦁
謂 イ
フ
コ
ト
ソ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
128
䥺䥹
・
ひ
ね
も
す
・
な
り
・
ゆ
う
べ
・
ま
で
・
を
そ
る
・
あ
や
ふ
む
・
ご
と
し
・
と
い
は
・
な
ん
・
い
ふ
・
こ
と
・
ぞ
・
䥺	
〇
子
ノ
曰
䥹
く
䥺・
君
子
は
德
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
進 スヽ
メ
て
業
を
忠
䢣
信
䥹
一
䥺
に
脩ヲサ
䥹
二
䥺
ム
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
129
䥺䥹
・
の
・
す
す
む
・
を
さ
む
・
䥺	
〇
德
䥹
返
䥺
を
進 スヽ
䥹
一
䥺
ム
ル
所
䥹
二
䥺
䦁
以
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
130
䥺䥹
・
す
す
む
・
な
り
・
䥺	
〇
辭
コ
ト
ハ
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
脩ヲサ
メ
て
其
ノ
誠
䥹
一
䥺
を
立
䥹
二
䥺
ツ
・
業
䥹
返
䥺
に
居ヲ
䥹
一
䥺
ル
所
䥹
二
䥺
䦁
以
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
130
䥺䥹
・
こ
と
ば
・
を
さ
む
・
そ
の
・
た
つ
・
を
り
・
な
り
・
䥺	
〇
是
ノ
故
に
・
上
䢣
位
䥹
一
䥺
に
居ヰ
䥹
二
䥺
而て
驕ヲコ
䥹
返
䥺
ラ
不
・
下
䢣
位
䥹
一
䥺
に
在
䥹
二
䥺
䥹
り
䥺
而て
憂
䥹
返
䥺
ヘ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
131
䥺䥹
・
こ
の
・
ゐ
る
・
を
ご
る
・
う
れ
ふ
・
䥺	
〇
下
䢣
體
ノ
䥿
之
䦀
上
䥹
一
䥺
に
居ヰ
䥹
二
䥺
・
上
䢣
體
ノ
䥿
之
䦀
下シモ
䥹
一
䥺
に
在
䥹
二
䥺
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
132
・
注
䥺䥹
・
の
・
ゐ
る
・
の
・
し
も
・
あ
り
・
䥺	
〇
夫カ
ノ
終
リ
ノ
蔽
ツ
ヰ
エ
䥹
一
䥺
を
明
ア
キ
ラ
カ
䥹
二
䥺
ン
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
132
・
注
䥺䥹
・
か
の
・
お
わ
る
・
の
・
つ
ゐ
え
・
あ
き
ら
か
ん
す
・
䥺	
〇
故
に
驕
䥹
返
䥺
ラ
不
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
132
・
注
䥺䥹
・
お
ご
る
・
䥺	
〇
夫
の
至
リ
の
々
䥹
至
䥺䥹
一
䥺
ル
を
知
䥹
二
䥺
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
132
・
注
䥺䥹
・
い
た
る
・
い
た
る
・
し
る
・
䥺	
〇
故
に
乾
䢣
々
䥹
乾
䥺
シ
て
其
ノ
時
䥹
一
䥺
に
因ヨ
䥹
二
䥺
䥹
り
䥺
而て
愓ヲソ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
132
䥺䥹
・
す
・
そ
の
・
よ
る
・
を
そ
る
・
䥺	
〇
危
䥹
あ
や
䥺
フ
シ
䥹
返
䥺
と
雖
䥹
も
䥺・
咎
无
䥹
返
䥺
シ
䥿
矣
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
133
䥺䥹
・
あ
や
ふ
し
・
な
し
・
䥺	
〇
愓
䥹
訓
䥺
䥹
る
䥺
と
は
・
怵
ツ
ヰ
ツ
䢣
愓テキ
を
䥿
之
䦀
謂イ
フ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
133
・
注
䥺䥹
・
ツ
ヰ
ツ
テ
キ
・
い
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
飛
䢣
龍
・
天
䥹
返
䥺
に
在
䥹
り
䥺・
大
䢣
人
䥹
一
䥺
を
見
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ル
に
利
ア
リ
と
は
・
何ナン
と
䦁
謂イ
フ
コ
ト
ソ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
133
䥺䥹
・
み
る
・
あ
り
・
な
ん
・
い
ふ
・
こ
と
・
ぞ
・
䥺	
〇
子
ノ
曰
䥹
く
䥺・
同
䢣
聲
・
相
䥹
ひ
䥺
䦁
應
䥹
去
䥺
シ
・
同
䢣
氣
・
相
䥹
ひ
䥺
䦁
求
䥹
む
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
134
䥺䥹
・
の
・
す
・
䥺	
〇
水
は
濕ウル
䥹
返
䥺
ヘ
ル
に
流
レ
・
火
は
燥カワ
䥹
返
䥺
ケ
ル
に
就ツ
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
135
䥺䥹
・
う
る
ふ
・
り
・
な
が
る
・
か
わ
く
・
り
・
つ
く
・
䥺	
〇
雲
は
龍
䥹
一
䥺
に
從
䥹
二
䥺
フ
・
風
は
虎
䥹
返
䥺
に
從
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
135
䥺䥹
・
し
た
が
ふ
・
し
た
が
ふ
・
䥺	
〇
聖
䢣
人
・
作
䥹
音
䥺
シ
而て
萬
䢣
物
・
睹ミ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
136
䥺
䥹
・
す
・
み
る
・
䥺	
〇
亢カウ
䥹
去
䥺
䢣
龍
・
悔
䥹
返
䥺
有
䥹
り
䥺
と
は
・
何
と
䦁
謂
䥹
ふ
䥺
こ
と
ソ
䥿
也
䦀䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
136
䥺䥹
・
カ
ウ
ロ
ウ
・
ぞ
・
䥺	
〇
子
䥹
の
䥺
曰
䥹
く
䥺・
貴
タ
フ
ト
ウ
シ
而て
位
䥹
返
䥺
无
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
137
䥺䥹
・
た
ふ
と
う
す
・
な
し
・
䥺	
〇
下シモ
に
陰
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
无ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
137
・
148
注
䥺䥹
・
し
も
・
な
し
・
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
賢
䢣
人
・
下
䢣
位
䥹
一
䥺
に
在
䥹
二
䥺䥹
り
䥺
而て
輔タス
䥹
返
䥺
ク
ル
こ
と
无
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
137
䥺䥹
・
た
す
く
・
な
し
・
䥺	
〇
賢
人
・
下
䥹
返
䥺
に
在
䥹
り
䥺
而て
位
䥹
返
䥺
に
當
䥹
一
䥺
䥹
る
䥺
と
雖
䥹
二
䥺
䥹
も
䥺・
之コレ
か
助
䥹
一
䥺
ケ
爲タ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ラ
不サ
ル
ソ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
138
・
注
䥺
䥹
・
こ
れ
・
た
す
く
・
た
る
・
ず
・
ぞ
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
䦁
以
て
動ウコ
イ
而て
悔クヰ
䥹
返
䥺
有
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
138
䥺䥹
・
う
ご
く
・
く
ゐ
・
あ
り
・
䥺	
〇
君
䢣
子
は
學
䥹
音
䥺・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
聚アツ
ム
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
139
䥺
䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
あ
つ
む
・
䥺	
〇
問
䥹
音
䥺
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
辯
ワ
キ
マ
フ
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
139
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
わ
き
ま
ふ
・
䥺	
〇
君
の
德
䥹
一
䥺
を
以
䥹
二
䥺
而て
下
䢣
體
䥹
一
䥺
に
處ヲ
䥹
二
䥺
リ
・䥿
於
䦀
物
䥹
一
䥺
を
資ト
䥹
二
䥺
リ
䦁
納ヲサ
ム
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
139
・
注
䥺䥹
・
を
り
・
と
る
・
を
さ
む
・
な
り
・
䥺	
〇
寛
䥹
音
䥺
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
居ヲ
リ
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
140
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
を
り
・
䥺	
〇
仁
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
行
フ
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
140
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
お
こ
な
ふ
・
䥺	
〇
夫ソ
レ
大
䢣
人
は
䥿
者
䦀・
天
䢣
地
䥹
一
䥺
與と
䥹
二
䥺・
其
ノ
德
䥹
一
䥺
を
合カナ
䥹
二
䥺
ヘ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
141
䥺䥹
・
そ
れ
・
そ
の
・
か
な
ふ
・
䥺	
〇
日
䢣
月
䥹
一
䥺
與と
䥹
二
䥺・
其
䥹
の
䥺
明
䥹
一
䥺
を
合カナ
䥹
二
䥺
ヘ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
141
䥺䥹
・
か
な
ふ
・
䥺	
〇
四
時
䥹
一
䥺
與と
䥹
二
䥺
・
其
䥹
の
䥺
序
䥹
一
䥺
を
合カナ
䥹
二
䥺
ヘ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
141
䥺䥹
・
か
な
ふ
・
䥺	
〇
鬼
䢣
神
䥹
一
䥺
與と
䥹
二
䥺
・
其
䥹
の
䥺
吉
䢣
凶
䥹
一
䥺
を
合カナ
䥹
二
䥺
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
142
䥺䥹
・
か
な
ふ
・
䥺	
〇
天
䥹
返
䥺
に
先
サ
イ
タ
テ
ト
モ
・
而
モ
・
天
違タカ
䥹
返
䥺
ハ
弗
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
142
䥺䥹
・
さ
い
だ
つ
・
ど
も
・
し
か
も
・
た
が
ふ
・
䥺	
〇
天
䥹
返
䥺
に
後ヲク
ル
レ
ト
モ
・
而
モ
・
天
の
時
䥹
一
䥺
に
奉ウ
䥹
二
䥺
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
143
䥺䥹
・
を
く
る
・
ど
も
・
し
か
も
・
う
く
・
䥺	
〇
天
モ
・
且マ
タ
・
違
䥹
返
䥺
䥹
は
䥺
弗ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
143
䥺䥹
・
も
・
ま
た
・
ず
・
䥺	
〇
而
を
況
ヤ
・
人
䥹
返
䥺
に
於ヲ
イ
テ
ヲ
乎ヤ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
143
䥺
䥹
・
い
わ
ん
や
・
を
く
・
て
・
を
・
や
・
䥺	
〇
亢カウ
ノ
䥿
之
䦀
言コト
䥹
返
䥺
爲タ
ル
こ
と
䥿
也
䦀・
進スヽ
䥹
返
䥺
ム
を
知
䥹
り
䥺
而て
退
䥹
返
䥺䥹
く
䥺
こ
と
を
知
䥹
返
䥺䥹
ら
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
144
䥺䥹
・
カ
ウ
・
の
・
こ
と
・
た
る
・
す
す
む
・
䥺	
〇
存
䥹
返
䥺
ス
ル
こ
と
を
知
䥹
り
䥺
而て
亡
䥹
返
䥺
ス
ル
こ
と
を
知
䥹
返
䥺䥹
ら
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
145
䥺䥹
・
す
・
す
・
䥺	
〇
得ウ
䥹
返
䥺
ル
こ
と
を
知
䥹
り
䥺
而て
喪
ウ
シ
ナ
䥹
返
䥺
フ
こ
と
を
知
䥹
返
䥺
䥹
ら
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
145
䥺䥹
・
う
・
う
し
な
ふ
・
䥺	
〇
其
レ
・
唯
䥹
た
䥺・
聖
䢣
人
乎か
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
145
䥺䥹
・
そ
れ
・
䥺	
〇
進
䢣
退
存
䢣
亡
䥹
一
䥺
を
知
䥹
二
䥺䥹
り
䥺
而て
其
䥹
の
䥺
正
䥹
音
䥺䥹
一
䥺
を
失
䥹
う
し
䥺
ナ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ハ
不サ
ル
は
䥿
者
䦀・
其
䥹
れ
䥺
唯
䥹
た
䥺
聖
䢣
人
乎か
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
146
䥺䥹
・
う
し
な
ふ
・
ず
・
䥺䥹䣓
失
䣔
の
中
央
に
あ
る
点
は
ヲ
コ
ト
点
の
䣓
の
䣔
点
か
汚
れ
か
䣎䥺	
149
〇
●
坤
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
地
の
勢
イ
キ
ヲ
ヒ
は
坤
䥹
平
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
147
䥺䥹
・
い
き
を
ひ
・
な
り
・
䥺䥹䣓
坤
䣔
の
左
傍
に
䣓
口
本
反
順
也
䣔
あ
り
䣎䥺	
〇
君
子
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
厚
䢣
德
ア
䥹
り
䥺
て
物
䥹
返
䥺
を
載ノ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
147
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
あ
り
・
の
す
・
䥺	
〇
彖タン
に
曰
ク
・
至
レ
ル
哉カナ
坤
䢣
元
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
147
䥺䥹
・
タ
ン
・
い
わ
く
・
い
た
る
・
か
な
・
䥺	
〇
萬
䢣
物
・
資ト
リ
て
生
䥹
音
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
148
䥺䥹
・
と
る
・
䥺	
〇
乃
䥹
ち
䥺
順
䥹
音
䥺
ニ
シ
て
天
䥹
返
䥺
に
承ウ
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
148
䥺
䥹
・
な
り
・
す
・
う
く
・
䥺	
〇
坤
は
厚アツ
ウ
シ
て
物
䥹
返
䥺
を
載ノ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
148
䥺䥹
・
あ
つ
し
・
す
・
の
す
・
䥺	
〇
德
・
无
䢣
疆
䥹
一
䥺
に
合カナ
䥹
二
䥺
ヘ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
149
䥺䥹
・
か
な
ふ
・
り
・
䥺	
〇
含
䢣
弘
・
光
䢣
大
に
シ
て
品
䢣
物
・
咸
コ
ト
／
＼
ク
・
亨トホ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
149
䥺䥹
・
す
・
こ
と
ご
と
く
・
と
ほ
る
・
䥺	
〇
文
䢣
言
に
曰
䥹
く
䥺・
坤
は
至
䥹
り
䥺
て
柔
䥹
音
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
149
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
而
シ
カ
ウ
シ
て
動
ク
䥿
也
䦀
は
・
剛
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
150
䥺䥹
・
し
か
う
し
て
・
う
ご
く
・
な
り
・
䥺䥹䣓
也
䣔
の
右
下
の
句
点
を
乎
古
止
点
の
䣓
は
䣔
と
し
て
処
理
し
た
䣎䥺	
〇
至
䥹
り
䥺
て
静
䥹
音
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
150
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
而
て
德
・
方セカ
ム
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
150
䥺䥹
・
せ
か
む
・
な
り
・
䥺	
〇
萬
䢣
物
䥹
一
䥺
を
含フク
䥹
二
䥺
ム
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
150
䥺䥹
・
ふ
く
む
・
䥺	
〇
而
て
化
䥹
音
䥺
・
光オホ
イ
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
150
䥺䥹
・
お
ほ
い
な
り
・
䥺	
〇
天
䥹
返
䥺
に
承ウ
ケ
而て
時
に
行
䥹
お
こ
䥺
ナ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
151
䥺䥹
・
う
く
・
お
こ
な
ふ
・
䥺	
〇
積
䢣
善
ノ
䥿
之
䦀
家
に
は
必
䥹
す
䥺・
餘
䢣
慶
䥹
一
䥺
有
䥹
二
䥺
䥹
り
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
151
䥺䥹
・
の
・
䥺	
〇
君
䢣
子
は
・
敬
䥹
音
䥺
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
内
䥹
返
䥺
を
直
ナ
ホ
ウ
シ
・
義
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
外
䥹
返
䥺
を
方
ケ
タ
ニ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
152
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
な
ほ
う
す
・
こ
れ
を
も
て
・
け
た
に
す
・
䥺	
〇
敬
䢣
義
・
立
䥹
て
䥺
而て
德
・
孤
ヒ
ト
リ
䥹
返
䥺
ア
ラ
不
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
153
䥺䥹
・
ひ
と
り
・
あ
り
・
䥺	
〇
●
屯
チ
ヰ
ン
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
雲
䢣
雷
ア
ル
は
屯
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
154
䥺䥹
・
チ
ヰ
ン
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
屯
䣔
の
左
傍
に
䣓
張
倫
反
䣔
あ
り
䣎䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
經
䢣
綸
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
154
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
䥺	
〇
君
䢣
子
・
經
䢣
綸
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
時
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
154
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
天
ノの
造
䥹
音
䥺
ス
ル
は
昧マイ
䥹
去
䥺䥹
返
䥺
に
草ハシ
ム
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
154
䥺䥹
・
の
・
す
・
マ
イ
・
は
じ
む
・
䥺	
〇
侯
䥹
返
䥺
を
建
䥹
返
䥺
ツ
ル
に
宜
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
155
䥺䥹
・
た
つ
・
よ
ろ
し
・
䥺	
〇
而
て
寧ヤス
䥹
返
䥺
カ
ラ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
155
䥺䥹
・
や
す
し
・
䥺	
〇
屯
ノの
體
・
寧
䥹
返
䥺
カ
ラ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
155
・
注
䥺䥹
・
の
・
や
す
し
・
䥺	
150
〇
故
に
諸
䢣
侯
䥹
一
䥺
を
建
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ツ
ル
に
利
ア
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
155
・
注
䥺䥹
・
た
つ
・
あ
り
・
䥺	
〇
屯
は
䥿
者
䦀・
天
䢣
地
・
造
䢣
始
の
䥿
之
䦀
時
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
155
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
物
䥹
返
䥺
を
造ナ
ス
䥿
之
䦀・
始
・䥿
於
䦀
冥
䢣
昧
䥹
一
䥺
に
始
䥹
は
し
䥺
マ
䥹
二
䥺
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
156
・
注
䥺䥹
・
な
す
・
は
じ
ま
る
・
䥺	
〇
造
䢣
始
ノ
䥿
之
䦀
時
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
處ヰ
䥹
二
䥺
て
宜ヨロ
䥹
返
䥺
シ
キ
所
の
䥿
之
䦀
善
䥹
音
䥺
・
䥿
於
䦀
侯
䥹
返
䥺
を
建タ
䥹
一
䥺
ツ
ル
ヨ
リ
善ヨ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
キ
ハ
莫
シ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
156
・
注
䥺䥹
・
の
・
ゐ
る
・
よ
ろ
し
・
た
つ
・
よ
り
・
よ
し
・
は
・
な
し
・
䥺	
〇
●
蒙ホウ
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
山
の
下シタ
に
・
出
䥹
つ
䥺
ル
・
泉
䥹
訓
䥺
は
蒙
䥹
音
䥺
ナ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
157
䥺䥹
・
ボ
ウ
・
し
た
・
い
づ
・
な
り
・
䥺䥹䣓
蒙
䣔
の
左
傍
に
䣓
莫
公
反
䣔
あ
り
䣎䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
行
䥹
返
䥺
を
果ハタ
シ
・
德
䥹
返
䥺
を
育
ヤ
シ
ナ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
157
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
は
た
す
・
や
し
な
ふ
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
我
か
童
䢣
蒙
䥹
一
䥺
に
求
䥹
二
䥺
䥹
む
䥺
ル
に
匪アラ
䥹
三
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
158
䥺䥹
・
も
と
む
・
あ
ら
ず
・
䥺	
〇
童
䢣
蒙
・
我
䥹
返
䥺
に
求
䥹
む
䥺
と
は
・
志
の
應
䥹
音
䥺
セ
レ
ハ
ソ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
158
䥺䥹
・
す
・
り
・
ば
・
ぞ
・
䥺	
〇
闇クラ
キ
者
䥹
も
䥺
の
は
明
䥹
訓
䥺
ナ
ル
者
䥹
訓
䥺䥹
一
䥺
に
求
䥹
二
䥺䥹
む
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
159
・
注
䥺䥹
・
く
ら
し
・
あ
き
ら
か
な
り
・
䥺	
〇
明
ナ
ル
者
は
闇クラ
䥹
返
䥺
キ
に
諮ト
䥹
返
䥺
ハ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
159
・
注
䥺䥹
・
あ
き
ら
か
な
り
・
く
ら
し
・
と
ふ
・
䥺	
〇
故
に
・
蒙
ノ
䥿
之
䦀
義
䥹
返
䥺
の
爲タ
ル
こ
と
・
我
か
童
䢣
蒙
䥹
一
䥺
に
求
䥹
二
䥺
䥹
む
る
䥺
に
匪
ア
䥹
ら
䥺
䥹
三
䥺
䥹
す
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
159
・
注
䥺䥹
・
の
・
た
り
・
あ
ら
ず
・
䥺	
〇
童
䢣
蒙
ノ
䥿
之
䦀
來
䥹
り
䥺
て
我
䥹
返
䥺
に
求
ム
ル
は
・
志
の
應
䥹
音
䥺
ス
ル
故
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
159
・
注
䥺䥹
・
の
・
も
と
む
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
蒙
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
正
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
養
ヤ
シ
ナ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
159
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
や
し
な
ふ
・
䥺	
〇
聖
䥹
音
䥺
功
䥹
音
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
160
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
●
師
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
地
䢣
中
に
水
䥹
返
䥺
有
䥹
る
䥺
は
・
師
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
161
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
民
䥹
返
䥺
を
容イ
レ
・
衆
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
畜
ヤ
シ
ナ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
161
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
い
る
・
や
し
な
ふ
・
䥺	
〇
初
䢣
六
は
師
イ
ク
サ
・
出
䥹
つ
䥺
ル
に
・
律
䥹
返
䥺
を
以
䥹
す
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
162
䥺䥹
・
い
く
さ
・
い
つ
・
䥺	
〇/
ア否
シ
ク
シ
テ
モ
䥿
イ
䣍
否ヒ
ニ
シ
テ
モ
䦀・/	
ヨ臧
ク
シ
テ
モ
䥿
イ
䣍
臧サウ
ニ
シ
テ
モ
䦀・
凶ア
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
162
䥺䥹
・
あ
し
・
す
・
て
・
も
・
ひ
な
り
・
す
・
て
・
も
・
よ
し
・
す
・
て
・
も
・
さ
う
な
り
・
す
・
て
・
も
・
あ
し
・
䥺	
〇
師
䥹
音
䥺
ノ
䥿
之
䦀
始
䥹
一
䥺
メ
爲タ
䥹
二
䥺
リ
・
師
イ
ク
サ
䥹
返
䥺
を
齊
ト
ヽ
ノ
フ
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
162
・
注
䥺䥹
・
の
・
は
じ
め
・
た
り
・
い
く
さ
・
と
ど
の
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
令
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
失
䥹
ひ
䥺
て
功
䥹
返
䥺
有
ル
は
・
法
の
赦ユル
䥹
返
䥺
サ
不
䥹
返
䥺䥹
る
䥺
所
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
162
・
注
䥺䥹
・
あ
り
・
ゆ
る
す
・
な
り
・
䥺	
〇
故
に
師
・
出
䥹
つ
る
䥺
に
・
律
䥹
返
䥺
を
以
䥹
返
䥺
セ
不サ
ル
ト
キ
は
・
否ア
シ
ク
シ
テ
モ
・
臧ヨ
ク
シ
テ
モ
・
皆
䥹
な
䥺・
凶ア
シ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
162
・
注
䥺䥹
・
も
て
す
・
ず
・
と
き
・
あ
し
・
す
・
て
・
も
・
よ
し
・
す
・
て
・
も
・
あ
し
・
䥺	
151
〇
上
䢣
六
は
大
䢣
君
・
命
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
有タモ
䥹
ち
䥺
て
國
䥹
返
䥺
を
開ヒラ
キ
・
家
䥹
返
䥺
に
承ツ
カ
シ
ム
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
163
䥺䥹
・
た
も
つ
・
ひ
ら
く
・
つ
ぐ
・
し
む
・
䥺	
〇
小
䢣
人
を
は
用
䥹
返
䥺
䥹
ゐ
る
䥺
こ
と
勿
䥹
か
䥺
レ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
163
䥺䥹
・
な
し
・
䥺	
〇
師
䥹
音
䥺
ノ
䥿
之
䦀
極
䥹
音
䥺䥹
一
䥺
に
處ヲ
䥹
二
䥺
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
164
・
注
䥺䥹
・
の
・
を
り
・
䥺	
〇
師
イ
ク
サ
ノ
䥿
之
䦀
終
䥹
訓
䥺䥹
り
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
164
・
注
䥺䥹
・
い
く
さ
・
の
・
な
り
・
䥺	
〇
大
䢣
君
ノ
䥿
之
䦀
命
䥹
音
䥺
ア
リ
て
功
䥹
返
䥺
を
失
䥹
返
䥺
䥹
は
䥺
不
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
164
・
注
䥺䥹
・
の
・
あ
り
・
䥺	
〇
國
䥹
返
䥺
を
開
キ
・
家
䥹
返
䥺
を
承
䥹
く
䥺
と
は
・
邦
䥹
返
䥺
を
寧
ヤ
ス
ン
䥹
返
䥺
ス
ル
を
以
䥹
も
䥺
テ
䥹
す
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
164
・
注
䥺䥹
・
ひ
ら
く
・
や
す
ん
ず
・
も
て
す
・
な
り
・
䥺	
〇
小
䢣
人
を
は
用
䥹
返
䥺䥹
ゐ
る
䥺
こ
と
勿
䥹
か
䥺
レ
と
は
・
其
ノ
道
䥹
一
䥺
に
非
䥹
二
䥺
䥹
さ
䥺
レ
ハ
ソ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
164
・
注
䥺䥹
・
な
し
・
そ
の
・
あ
ら
ず
・
ば
・
ぞ
・
䥺	
〇
象
に
曰
䥹
く
䥺・
大
䢣
君
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
命
䥹
返
䥺
を
有タモ
ツ
こ
と
は
・
功
䥹
返
䥺
を
正
タ
ヽ
シ
ウ
䥹
返
䥺
ス
ル
を
以
䥹
も
䥺
て
䥹
す
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
165
䥺䥹
・
た
も
つ
・
た
だ
し
う
す
・
な
り
・
䥺	
〇
小
䢣
人
を
は
用
䥹
返
䥺
䥹
ゐ
る
䥺
こ
と
勿
䥹
か
䥺
レ
と
は
・
必
䥹
す
䥺・
邦
䥹
返
䥺
を
亂
レ
ハ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
165
䥺䥹
・
な
し
・
み
だ
る
・
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
●
比
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
地
䢣
上
に
・
水
䥹
返
䥺
有
䥹
る
䥺
は
・
比
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
167
䥺䥹
・
な
り
・
䥺䥹䣓
比
䣔
の
左
下
に
䣓
毗
意
反
䣔
あ
り
䣎䥺	
〇
先
䢣
王
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
萬
䢣
國
䥹
一
䥺
を
建タ
䥹
二
䥺
テ
・
諸
䢣
侯
䥹
一
䥺
を
親
䥹
音
䥺䥹
二
䥺
す
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
167
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
た
つ
・
䥺	
〇
萬
䢣
國
は
比
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
建タ
ツ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
168
䥺䥹
・
た
つ
・
䥺	
〇
●
履
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
上カミ
に
天
ア
リ
・
下シモ
に
澤
䥹
訓
䥺
ア
ル
は
履
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
168
䥺䥹
・
か
み
・
あ
り
・
し
も
・
あ
り
・
な
り
・
䥺
䥹䣓
履
䣔
の
左
下
に
䣓
利
恥
反
䣔
あ
り
䣎䥺䥹䣓
澤
䣔
の
右
上
に
合
点
あ
り
䣎䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
上
䢣
下
䥹
一
䥺
を
辯
䥹
わ
き
䥺
マ
䥹
二
䥺
ヘ
・
民
の
志
䥹
一
䥺
を
定
䥹
二
䥺
ム
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
169
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
わ
き
ま
ふ
・
さ
だ
む
・
䥺	
〇
●
泰
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
天
䢣
地
・
交
マ
シ
ハ
レ
ル
は
泰
䥹
音
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
170
䥺䥹
・
ま
じ
は
る
・
な
り
・
䥺	
〇
后キミ
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
天
䢣
地
ノ
䥿
之
䦀
道
䥹
一
䥺
を
財ハフ
䥹
二
䥺
キ
䦁
成ナ
シ
・
天
䢣
地
ノ
䥿
之
䦀
宜
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
輔タス
䥹
二
䥺
ケ
䦁
相
ケ
て
・
以
て
民
䥹
一
䥺
を
左タ
䥹
二
䥺
䦁
右ス
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
170
䥺䥹
・
き
み
・
こ
れ
を
も
て
・
の
・
は
ぶ
く
・
な
す
・
の
・
た
す
く
・
た
す
く
・
た
す
く
・
䥺	
〇
上
䢣
下
・
大
䢣
通
シ
ヌ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺・
其
ノ
節
䥹
一
䥺
を
失
䥹
二
䥺
フ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
171
・
注
䥺䥹
・
す
・
ぬ
・
と
き
ん
ば
・
そ
の
・
う
し
な
ふ
・
䥺	
〇
故
䥹
に
䥺
財ハフ
キ
䦁
成ナ
シ
而て
輔タス
ケ
䦁
相
ケ
て
以
て
民
䥹
一
䥺
を
左
䥹
二
䥺
䦁
右
ク
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
171
・
注
䥺䥹
・
は
ぶ
く
・
な
す
・
た
す
く
・
た
す
く
・
た
す
く
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
天
䢣
地
・
交
マ
シ
ハ
䥹
れ
䥺
而て
萬
䢣
物
・
通
䥹
音
䥺
す
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
172
䥺䥹
・
ま
じ
は
る
・
䥺	
〇
上
䢣
下
・
交
䥹
れ
䥺
而て
其
ノ
志
䥹
訓
䥺
・
同
䥹
音
䥺
す
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
172
䥺䥹
・
そ
の
・
䥺	
〇
内ウチ
・
君
䢣
子
に
シ
而て
外
・
小
䢣
人
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
173
䥺
152
䥹
・
う
ち
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
君
䢣
子
・
道
䥹
訓
䥺
・
長
シ
て
小
䢣
人
・
道
・
消
䥹
音
䥺
す
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
173
䥺䥹
・
す
・
䥺	
〇
●
否
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
天
地
・
交
䥹
ま
し
䥺
ハ
䥹
返
䥺
ラ
不サ
ル
は
・
否
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
174
䥺䥹
・
ま
じ
は
る
・
ず
・
な
り
・
䥺䥹䣓
否
䣔
の
左
下
に
䣓
備
鄙
反
䣔
あ
り
䣎䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
儉
䢣
德
を
モ
て
難
䥹
返
䥺
に
避
䥹
く
䥺
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
174
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
も
て
・
さ
く
・
䥺	
〇
榮
サ
カ
エ
ト
ス
ル
に
・
禄
䥹
返
䥺
を
以
䥹
一
䥺
す
可
䥹
二
䥺䥹
返
䥺䥹
か
ら
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
175
䥺䥹
・
さ
か
え
・
と
・
す
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
天
䢣
地
・
交
䥹
ま
し
䥺
ハ
䥹
返
䥺
ラ
不ス
シ
而て
萬
䢣
物
・
通
䥹
返
䥺
セ
不サ
ル
ソ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
175
䥺䥹
・
ま
じ
わ
る
・
ず
・
す
・
す
・
ず
・
ぞ
・
䥺	
〇
上
䢣
下
・
交
䥹
返
䥺
ラ
不ス
シ
而て
天
䢣
下
・
邦
䥹
訓
䥺䥹
返
䥺
无
䥹
し
䥺䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
176
䥺䥹
・
ま
じ
は
る
・
ず
・
す
・
䥺	
〇
内
䥹
訓
䥺
・
陰
ニ
シ
而て
外
䥹
訓
䥺
・
陽
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
176
䥺
䥹
・
な
り
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
内
・
柔
ニ
シ
而て
外
・
剛
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
177
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
内
・
小
䢣
人
ニ
シ
而て
外
・
君
䢣
子
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
177
䥺
䥹
・
な
り
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
小
䢣
人
・
道
䥹
訓
䥺
・
長
䥹
上
䥺
シ
て
君
䢣
子
・
道
・
消
䥹
音
䥺
す
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
120
䥺䥹
・
す
・
䥺	
〇
九
䢣
五
は
・
否
䥹
返
䥺
に
休
䥹
音
䥺
す
・
大
䢣
人
・
吉
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
178
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
其
ノ
亡ホロ
ヒ
ナ
ム
・
其
ノ
亡
䥹
ひ
䥺
ナ
ム
ト
シ
て
䥿
于
䦀
苞
䢣
桑
䥹
一
䥺
に
繫カヽ
䥹
二
䥺
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
178
䥺䥹
・
そ
の
・
ほ
ろ
び
・
な
む
・
そ
の
・
な
む
・
と
・
す
・
か
か
る
・
䥺	
〇
否
ノ
䥿
之
䦀
世ヨ
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
居ヰ
䥹
二
䥺
て
能
ク
・
其
ノ
身
䥹
一
䥺
を
全
䥹
二
䥺
ス
ル
は
・
䥿
者
䦀・
唯
䥹
た
䥺・
大
䢣
人
ナ
ラ
ク
ノ
ミ
䥿
耳
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
179
・
注
䥺䥹
・
そ
の
・
よ
・
ゐ
る
・
よ
く
・
そ
の
・
䣬
す
・
な
ら
く
・
の
み
・
䥺	
〇
々
䥹
木
䥺
は
䥿
於
䦀
桑
䥹
一
䥺
ヨ
リ
善
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ヨ
リ
は
莫
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
179
・
注
䥺䥹
・
よ
り
・
よ
り
・
な
し
・
䥺	
〇
人
・
亡
ホ
ロ
ホ
ス
䥿
之
䦀
者
䥹
一
䥺
有
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
䥹
り
䥺
と
欲
䥹
返
䥺
䥹
す
䥺
と
雖
䥹
も
䥺・
衆
䢣
根
・
堅
ク
䦁
固
ク
シ
て
拔ヌ
䥹
返
䥺
ク
能アタ
䥹
返
䥺
ハ
弗ス
䥿
之
䦀䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
179
・
注
䥺䥹
・
ほ
ろ
ぼ
す
・
か
た
し
・
か
た
し
・
す
・
ぬ
く
・
あ
た
ふ
・
ず
・
䥺	
〇
●
同
䢣
人
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
天
與
火
䥿
與ト
䦀䥹
再
讀
䥺
ハ
・
同
䢣
人
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
181
䥺䥹
・
と
・
は
・
な
り
・
䥺	
〇
天
・䥿
於
䦀
上カミ
䥹
一
䥺
に
體
䥹
音
䥺䥹
二
䥺
シ
而て
火
・
炎
䢣
上
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
181
・
注
䥺䥹
・
か
み
・
す
・
䥺	
〇
同
䢣
人
ノ
䥿
之
䦀
義
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
181
・
注
䥺
䥹
・
の
・
な
り
・
䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
類ルイ
ヲ
シ
て
族アツ
メ
て
物
䥹
返
䥺
を
辯
ワ
キ
マ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
181
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
ル
イ
・
を
・
す
・
あ
つ
む
・
わ
き
ま
ふ
・
䥺	
〇
君
䢣
子
・
小
䢣
人
・
各
䥹
の
䥺・
同
䥹
返
䥺
シ
キ
所
䥹
返
䥺
を
得ウ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
182
・
注
䥺䥹
・
お
な
じ
・
う
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
文
䢣
明
ニ
シ
て
以
て
健
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
182
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
中
䢣
正
ニ
シ
而て
應
䥹
音
䥺
ス
ル
は
君
䢣
子
の
正
䥹
去
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
182
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
す
・
な
り
・
䥺	
153
〇
健
䥹
返
䥺
を
行
ヲ
コ
ナ
フ
に
・
武
䥹
返
䥺
を
以
䥹
も
䥺
て
䥹
返
䥺
セ
不ス
シ
而て
文
䢣
明
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
以
䥹
二
䥺
て
用
䥹
ゐ
䥺
ル
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
183
・
注
䥺䥹
・
を
こ
な
ふ
・
も
て
す
・
ず
・
す
・
も
ち
ゐ
る
・
䥺 
〇
相
䥹
ひ
䥺
䦁
應
䥹
去
䥺
ス
ル
に
・
邪
䥹
返
䥺
を
以
䥹
返
䥺
セ
不ス
シ
而て
中
䢣
正
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
以
䥹
二
䥺
て
應
䥹
音
䥺
ス
ル
は
䥿
之
䦀・
君
䢣
子
の
正
䥹
去
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
183
・
注
䥺䥹
・
す
・
も
て
す
・
ず
・
す
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
唯
䥹
た
䥺・
君
䢣
子
・
能
ク
天
䢣
下
ノ
䥿
之
䦀
志
䥹
一
䥺
を
通
䥹
音
䥺䥹
二
䥺
ス
ル
こ
と
を
爲す
䥹
三
䥺
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
183
䥺䥹
・
よ
く
・
の
・
す
・
䥺	
〇
君
䢣
子
は
文
䢣
明
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
以
䥹
二
䥺
て
德
䥹
返
䥺
と
爲ス
ル
・
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
184
・
注
䥺䥹
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
●
大
䢣
有
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
火
䥹
訓
䥺
・
天
䢣
上
䥹
一
䥺
に
在
䥹
二
䥺
䥹
る
䥺
は
・
大
䢣
有
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
185
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
悪
䥹
入
䥺䥹
返
䥺
を
遏ヤ
メ
・
善
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
揚ア
ケ
て
天
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
順
䥹
し
䥺
て
命
䥹
返
䥺
を/
ヨ
ク休
䥿
イ
䣍
休
䥹
音
䥺
䦀
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
185
䥺
䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
や
む
・
あ
ぐ
・
よ
く
す
・
䥺	
〇
故
に
悪
䥹
返
䥺
を
遏ヤ
メ
・
善
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
揚ア
ケ
て
物
ノ
䥿
之
䦀
美
䥹
一
䥺
を
成
䥹
二
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
186
・
注
䥺䥹
・
や
む
・
あ
ぐ
・
の
・
䥺	
〇
天
の
德
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
順
䥹
二
䥺
ヒ
䦁
奉ウ
ケ
て
物
ノ
䥿
之
䦀
命
䥹
一
䥺
を
休ヨク
䥹
二
䥺
す
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
186
・
注
䥺䥹
・
し
た
が
ふ
・
う
く
・
の
・
よ
く
す
・
䥺 
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
柔
䥹
音
䥺
・
尊
䢣
位
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
得
䥹
二
䥺
て
大
䢣
中
に
シ
而て
上
䢣
下
・
應
䥹
音
䥺
ス
ル
を
䥿
之
䦀・
大
䢣
有
䥹
一
䥺
と
曰
䥹
二
䥺
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
187
䥺䥹
・
す
・
す
・
い
ふ
・
䥺	
〇
尊
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
に
處ヲ
ル
に
・
柔
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
以
䥹
も
䥺
テ
シ
・
中
䥹
返
䥺
に
居ヲ
ル
に
・
大
䥹
返
䥺
を
以
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
188
・
注
䥺䥹
・
を
り
・
も
て
す
・
を
り
・
䥺	
〇
上
䢣
下
・
應
䥹
音
䥺
シ
之て
納イ
䥹
返
䥺
レ
不ス
䥹
返
䥺
ト
イ
フ
所
䥹
返
䥺
靡ナ
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
120
・
注
䥺䥹
・
す
・
い
る
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
な
し
・
䥺	
〇
大
䢣
有
ノ
䥿
之
䦀
義
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
188
・
注
䥺
䥹
・
の
・
な
り
・
䥺	
〇
其
ノ
德
・
剛
䢣
健
ニ
シ
而て
文
䢣
明
ナ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
188
䥺
䥹
・
そ
の
・
な
り
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
䥿
乎
䦀
天
䥹
一
䥺
に
應
䥹
去
䥺䥹
二
䥺
シ
而て
時
に
行
ヲ
コ
ナ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
189
䥺䥹
・
す
・
を
こ
な
ふ
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
䦁
以
て
元オホ
キ
に
亨トホ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
189
䥺䥹
・
お
ほ
し
・
と
ほ
る
・
䥺	
〇
德
・
䥿
于
䦀
天
䥹
一
䥺
に
應
䥹
音
䥺
䥹
二
䥺
ス
ル
ト
キ
ン
は
・
則
䥹
ち
䥺
・
行
䥹
ひ
䥺
・
時
䥹
返
䥺
を
失
䥹
返
䥺
䥹
は
䥺
不
䥿
矣
䦀
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
190
・
注
䥺
䥹
・
す
・
と
き
ん
ば
・
䥺	
〇
剛
䢣
健
ナ
レ
は
滯
ト
ヽ
コ
ホ
䥹
返
䥺
ラ
不
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
190
・
注
䥺
䥹
・
な
り
・
と
ど
こ
ほ
る
・
䥺	
〇
文
䢣
明
ナ
レ
は
犯
䥹
返
䥺
セ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
190
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
を
か
す
・
䥺	
〇
天
䥹
返
䥺
に
應
䥹
音
䥺
セ
レ
は
・
則
䥹
ち
䥺・
大
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
190
・
注
䥺䥹
・
す
・
り
・
お
ほ
い
な
り
・
䥺	
〇
時
に
行
ヘ
は
違
䥹
返
䥺䥹
ふ
䥺
こ
と
无
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
190
・
注
䥺䥹
・
お
こ
な
ふ
・
な
し
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
䦁
以
て
元オホ
キ
に
亨
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
190
・
注
䥺䥹
・
お
ほ
し
・
と
ほ
る
・
䥺	
〇
上
䢣
九
は
天
䥹
返
䥺
自ヨ
リ
・
佑タス
ク
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
190
䥺
䥹
・
よ
り
・
た
す
く
・
䥺	
〇
吉
䥹
音
䥺
に
シ
て
利
䥹
返
䥺
セ
不ス
䥹
返
䥺
ト
イ
フ
こ
と
无
䥹
し
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
154
䣚
周
易
䣛-
191
䥺䥹
・
す
・
す
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
䥺	
〇
大
䢣
有
ノ
䥿
之
䦀
上
䥹
訓
䥺䥹
一
䥺
に
居ヰ
䥹
二
䥺
而て
䥿
于
䦀
位
䥹
一
䥺
に
累
ワ
ツ
ラ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ハ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
191
・
注
䥺䥹
の
・
ゐ
る
・
わ
づ
ら
ふ
・
䥺	
〇
志
䥹
訓
䥺
・䥿
於
䦀
賢
䥹
一
䥺
を
尚
タ
ト
フ
䥹
二
䥺
ル
・
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
191
・
注
䥺䥹
・
た
と
ふ
る
・
な
り
・
䥺	
〇
●
謙
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
地
䢣
中
に
山
䥹
返
䥺
有
䥹
る
䥺
は
・
謙
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
192
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
多
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
裒アツ
メ
・
寡
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
益マ
シ
て
物
䥹
返
䥹
返
䥺䥺
に
稱カナ
䥹
ひ
䥺
て
平ヒト
シ
ク
施
ホ
ト
コ
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
192
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
あ
つ
む
・
ま
す
・
か
な
ふ
・
ひ
と
し
・
ほ
ど
こ
す
・
䥺	
〇
多
キ
䦁
者
は
謙
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
用
䥹
ゐ
䥺
て
以
て
裒アツ
䥹
返
䥺
ム
ル
こ
と
を
爲す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
193
・
注
䥺䥹
・
お
ほ
し
・
あ
つ
む
・
䥺	
〇
少
䥹
き
䥺
䦁
者
は
謙
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
用
䥹
ゐ
䥺
て
以
て
益マ
䥹
返
䥺
ス
こ
と
を
爲す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
193
・
注
䥺䥹
・
ま
す
・
䥺	
〇
物
䥹
返
䥺
に
隨
䥹
ひ
䥺
而て
與アタ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
193
・
注
䥺䥹
・
あ
た
ふ
・
䥺	
〇
施
䥹
ほ
と
䥺
コ
ス
・
平
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
失
䥹
う
し
䥺
ナ
䥹
返
䥺
ハ
不
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
193
・
注
䥺䥹
・
ほ
ど
こ
す
・
う
し
な
ふ
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
謙
は
亨トホ
ル
と
は
天
䢣
道
・
下
䢣
濟サイ
シ
而て
光
䢣
明
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
194
䥺䥹
・
と
ほ
る
・
カ
サ
イ
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
地
䢣
道
・
卑
イ
ヤ
ウ
シ
而て
上
䢣
行
䥹
平
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
194
䥺䥹
・
い
や
う
す
・
䥺	
〇
天
䢣
道
は
盈ミ
䥹
返
䥺
チ
ル
を
虧カ
イ
而て
謙
䥹
返
䥺
に
益マ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
195
䥺䥹
・
み
つ
・
か
く
・
ま
す
・
䥺	
〇
地
䢣
道
は
盈
䥹
返
䥺䥹
ち
る
䥺
を
變
䥹
音
䥺
シ
而て
謙
䥹
返
䥺
に
流シ
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
195
䥺䥹
・
す
・
し
く
・
䥺	
〇
鬼
䢣
神
は
盈
䥹
返
䥺䥹
ち
る
䥺
を
害
䥹
音
䥺
シ
而て
謙
䥹
返
䥺
に
福
サ
イ
ワ
ヒ
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
196
䥺䥹
・
す
・
さ
い
わ
ひ
す
・
䥺	
〇
人
䢣
道
は
盈
䥹
返
䥺
䥹
ち
る
䥺
を
惡ニク
ム
而て
謙
䥹
返
䥺
を
好ヨミ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
196
䥺䥹
・
に
く
む
・
よ
み
す
・
䥺	
〇
々
䥹
謙
䥺
は
尊
タ
フ
ト
ク
シ
而て
光
チ
ル
・
卑
イ
ヤ
シ
ウ
シ
而て
踰コ
䥹
返
䥺
ユ
可
䥹
返
䥺
䥹
か
ら
䥺
不
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
197
䥺䥹
・
た
ふ
と
く
す
・
み
つ
・
い
や
し
う
す
・
こ
ゆ
・
䥺	
〇
君
䢣
子
ノ
䥿
之
䦀
終ヲハ
リ
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
197
䥺䥹
・
の
・
を
は
る
・
な
り
・
䥺	
〇
初
䢣
六
は
謙
䢣
々
䥹
謙
䥺・
君
䢣
子
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
198
䥺
䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
大
䢣
川
䥹
一
䥺
を
渉
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ル
に
用
ヰ
ル
に
・
吉
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
198
䥺䥹
・
わ
た
る
・
も
ち
ゐ
る
・
な
り
・
䥺	
〇
能
ク
・
謙
䢣
々
䥹
謙
䥺䥹
一
䥺
に
體
䥹
二
䥺
ス
ル
は
・
其
レ
・
唯
䥹
た
䥺・
君
䢣
子
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
198
・
注
䥺䥹
・
よ
く
・
す
・
そ
れ
・
な
り
・
䥺	
〇
大
䢣
難
䥹
一
䥺
を
渉
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ル
に
用
䥹
ゐ
る
䥺
に
・
物
・
害
ス
ル
こ
と
无
䥹
し
䥺
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
198
・
注
䥺䥹
・
わ
た
る
・
す
・
䥺	
〇
象
に
曰
䥹
く
䥺・
謙
䢣
々
䥹
謙
䥺・
君
䢣
子
ナ
リ
と
は
卑
イ
ヤ
シ
ウ
シ
て
以
て
自
䥹
ら
䥺・
牧
ヤ
シ
ナ
フ
ソ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
199
䥺䥹
・
な
り
・
い
や
し
う
す
・
や
し
な
ふ
・
ぞ
・
䥺	
〇
九
䢣
三
は
勞
䢣
謙
・
君
䢣
子
・
終ヲ
䥹
返
䥺
フ
ル
こ
と
有
リ
・
吉
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
200
䥺䥹
・
を
ふ
・
あ
り
・
な
り
・
䥺	
〇
勞
䢣
謙
シ
て
懈
䥹
返
䥺
レ
ル
に
匪
䥹
さ
り
䥺
是
䥹
れ
䥺
䦁
以
て
吉
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
200
・
注
䥺䥹
・
す
・
お
こ
た
る
・
な
り
・
䥺	
155
〇
象
に
曰
䥹
く
䥺・
勞
䢣
謙
・
君
䢣
子
と
は
萬
䢣
民
・
服
䥹
音
䥺
ス
ル
ソ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
201
䥺䥹
・
す
・
ぞ
・
䥺	
〇
●
豫
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
雷
䥹
平
䥺
・
地
䥹
返
䥺
ヨ
リ
出
䥹
て
䥺
て
奮フル
フ
は
豫ヨ
ナ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
202
䥺䥹
・
よ
り
・
ふ
る
ふ
・
ヨ
・
な
り
・
䥺䥹䣓
豫
䣔
の
左
下
に
䣓
餘
慮
反
䣔
あ
り
䣎䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
豫
は
順
䥹
音
䥺
ニ
シ
て
以
て
動
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
202
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
う
ご
く
・
䥺	
〇
故
に
・
天
䢣
地
・
如シカ
ス
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
202
䥺䥹
・
し
か
す
・
䥺	
〇
天
䢣
地
・
順
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
動
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
203
䥺䥹
・
う
ご
く
・
䥺	
〇
故
に
・
日
䢣
月
・
過
ア
ヤ
マ
䥹
返
䥺
ラ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
203
䥺䥹
・
あ
や
ま
る
・
䥺	
〇
而
て
四
䢣
時
・
忒タカ
ハ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
203
䥺䥹
・
た
が
ふ
・
䥺	
〇
聖
䢣
人
・
順
䥹
音
䥺䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
動
ク
ト
キ
ン
は
則
䥹
ち
䥺・
刑
䢣
罰
䥹
入
輕
䥺
・
清ス
ム
而て
民
・
服
䥹
音
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
204
䥺䥹
・
う
ご
く
・
と
き
ん
ば
・
す
む
・
䥺	
〇
豫
ノ
䥿
之
䦀
時
・
義
大
ナ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
205
䥺
䥹
・
の
・
お
ほ
い
な
り
・
か
な
・
䥺	
〇
●
隨
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
澤
䢣
中
に
雷
䥹
返
䥺
有
ル
は
・
隨
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
206
䥺䥹
・
あ
り
・
な
り
・
䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
晦
䥹
音
䥺䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
向
䥹
ひ
䥺
て
宴
䢣
息
䥹
一
䥺
に
入
䥹
二
䥺
ル
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
206
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
は
い
る
・
䥺	
〇
澤
䢣
中
に
雷
䥹
返
䥺
有
䥹
る
䥺
は
・
動
䢣
悦
の
䥿
之
䦀
象
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
207
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
物
・
皆
䥹
な
䥺・
悦
ヨ
ロ
コ
ヒ
䦁
隨
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
207
・
注
䥺
䥹
・
よ
ろ
こ
ぶ
・
し
た
が
ふ
・
䥺	
〇
以
て
爲ス
䥹
返
䥺
䥹
返
䥺
ル
こ
と
无ナク
シ
て
明
䢣
鑒
䥹
一
䥺
を
勞
䥹
返
䥺
セ
不サ
䥹
二
䥺
ル
可
䥹
三
䥺
䥹
し
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
207
・
注
䥺䥹
・
す
・
な
く
す
・
す
・
ず
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
時
䥹
返
䥺
に
隨
フ
䥿
之
䦀・
義
・
大
ナ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
120
䥺䥹
・
し
た
が
ふ
・
お
ほ
い
な
り
・
か
な
・
䥺	
〇
時
䥹
返
䥺
を
得
ル
ト
キ
ン
は
・
則
䥹
ち
䥺・
天
䢣
下
・
隨
フ
䥿
之
䦀䥿
矣
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
208
・
注
䥺䥹
・
う
・
と
き
ん
ば
・
し
た
が
ふ
・
䥺	
〇
隨
䥹
音
䥺
ノ
䥿
之
䦀
施
䥹
返
䥺
す
所
・
唯
䥹
た
䥺・䥿
於
䦀
時
䥹
一
䥺
に
在
䥹
二
䥺
䥹
り
䥺䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
208
・
注
䥺䥹
・
の
・
䥺	
〇
々
䥹
時
䥺・
異
ニ
シ
而て
隨
䥹
し
た
䥺
カ
䥹
返
䥺
ハ
不
ル
は
・
否
䥹
音
䥺
ノ
䥿
之
䦀
道
䥹
訓
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
208
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
し
た
が
ふ
・
ず
・
の
・
な
り
・
䥺	
〇
故
に
時
䥹
返
䥺
に
隨
フ
䥿
之
䦀・
義
・
大
ナ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
209
・
注
䥺䥹
・
し
た
が
ふ
・
お
ほ
い
な
り
・
か
な
・
䥺	
〇
●
觀
䥹
去
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
風
䥹
訓
䥺
・
地
䢣
上
䥹
一
䥺
に
行ユ
䥹
二
䥺
ク
は
・
觀
䥹
音
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
209
䥺䥹
・
ゆ
く
・
な
り
・
䥺䥹䣓
觀
䣔
の
左
下
に
䣓
官
喚
反
示
也
䣔
あ
り
䣎䥺	
〇
先
䢣
王
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
方
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
省
䥹
か
へ
り
䥺
ミ
・
民
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
觀
て
教
䥹
返
䥺
を
設
ク
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
209
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
か
へ
り
み
る
・
ま
う
く
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
順
䥹
音
䥺
ニ
シ
而て
巽
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
210
䥺
䥹
・
な
り
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
中
䢣
正
ニ
シ
て
以
て
天
䢣
下
䥹
一
䥺
に
觀ミ
䥹
二
䥺
ラ
ル
ヽ
は
・
觀
䥹
音
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
210
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
み
る
・
ら
る
・
な
り
・
䥺	
〇
天
ノ
䥿
之
䦀
神
䢣
道
䥹
一
䥺
を
觀
䥹
二
䥺
ル
に
・
而
モ
・
四
䢣
時
・
忒タカ
䥹
返
䥺
ハ
不
䣎
156
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
211
䥺䥹
・
の
・
み
る
・
し
か
も
・
た
が
ふ
・
䥺	
〇
聖
䢣
人
・
神
䢣
道
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
以
䥹
二
䥺
て
教
䥹
返
䥺
を
設マウ
ケ
而て
天
䢣
下
・
服
䥹
音
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
211
䥺䥹
・
ま
う
く
・
䥺	
〇
六
䢣
四
は
國
ノ
䥿
之
䦀
光
ヒ
カ
リ
䥹
一
䥺
を
觀ミ
䥹
二
䥺
ル
・䥿
于
䦀
王
䥹
一
䥺
に
賓
䥹
二
䥺
䥹
返
䥺
タ
ル
に
用
䥹
返
䥺
䥹
ゐ
䥺
ル
に
利
ア
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
212
䥺䥹
・
の
・
ひ
か
り
・
み
る
・
た
り
・
も
ち
ゐ
る
・
あ
り
・
䥺	
〇
觀
䥹
音
䥺
ノ
䥿
之
䦀
時
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
居ヰ
䥹
二
䥺
て
最
モ
・
至
䢣
尊
䥹
一
䥺
に
近
チ
カ
ツ
䥹
二
䥺
ク
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
213
・
注
䥺䥹
・
の
・
ゐ
る
・
も
と
も
・
ち
か
づ
く
・
䥺	
〇
國
ノ
䥿
之
䦀
光
䥹
一
䥺
を
觀
䥹
二
䥺
ル
・
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
213
・
注
䥺䥹
・
の
・
み
る
・
な
り
・
䥺	
〇
近
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
キ
に
居ヰ
て
位
䥹
返
䥺
を
得
タ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
213
・
注
䥺䥹
・
ち
か
し
・
ゐ
る
・
た
り
・
䥺	
〇
明
ア
䥹
き
ら
か
䥺
に
・
國
の
儀
䥹
一
䥺
に
習
䥹
二
䥺
ヘ
ル
・
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
213
・
注
䥺䥹
・
あ
き
ら
か
に
・
な
ら
ふ
・
り
・
な
り
・
䥺	
〇
故
に
曰
䥹
く
䥺・䥿
于
䦀
王
䥹
一
䥺
に
賓
䥹
二
䥺
䥹
返
䥺
タ
ル
に
用
䥹
返
䥺
䥹
ゐ
䥺
ル
に
利
と
ア
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
213
・
注
䥺䥹
・
た
り
・
も
ち
ゐ
る
・
あ
り
・
䥺	
〇
九
䢣
五
は
我
か
生
䥹
音
䥺䥹
一
䥺
を
觀
䥹
二
䥺
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
213
䥺
䥹
・
み
る
・
䥺	
〇
君
䢣
子
・
咎
䥹
返
䥺
无
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
214
䥺䥹
・
な
し
・
䥺	
〇
上
ノ
䥿
之
䦀
下
䥹
返
䥺
を
化
ス
ル
こ
と
・
猶
䥹
ほ
䥺
風
の
草
䥹
返
䥺
を
靡
ナ
ヒ
カ
䥹
一
䥺
ス
か
䥿
猶
䦀䥹
再
讀
䥺䥹
二
䥺
䥹
し
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
214
・
注
䥺䥹
・
の
・
す
・
な
び
か
す
・
䥺	
〇
故
に
民
ノ
䥿
之
䦀
俗
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
觀ミ
䥹
二
䥺
て
以
て
己
ヲ
ノ
䥹
れ
䥺
か
道
䥹
一
䥺
を
察
ア
キ
ラ
カ
ン
䥹
二
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
214
・
注
䥺䥹
・
の
・
み
る
・
を
の
れ
・
あ
き
ら
か
ん
す
・
䥺	
〇
百
䢣
姓
の
罪
䥹
返
䥺
有
䥹
る
䥺
は
・
餘
䥹
音
䥺
・
一
䢣
人
䥹
一
䥺
に
在
䥹
二
䥺
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
214
・
注
䥺䥹
・
あ
り
・
䥺	
〇
君
䢣
子
風
䥹
音
䥺
・
著
ア
ラ
ハ
レ
て
己
ヲ
ノ
レ
・
乃
䥹
ち
䥺・
咎
䥹
返
䥺
无
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
214
・
注
䥺䥹
・
あ
ら
は
る
・
を
の
れ
・
な
し
・
䥺	
〇
將
に
自
䥹
ら
䥺・
觀ミ
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
ム
と
欲
䥹
二
䥺
シ
て
乃
䥹
ち
䥺・
民
䥹
返
䥺
を
觀
ル
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
215
・
注
䥺䥹
・
み
む
・
ほ
す
・
み
る
・
䥺	
〇
●
噬セイ
䥹
去
濁
䥺
䢣
嗑カフ
䥹
入
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
雷
イ
カ
ツ
チ
ナ
リ
・
電
イ
ナ
ヒ
カ
ス
ル
は
噬
䢣
嗑
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
216
䥺䥹
・
ゼ
イ
カ
フ
・
い
か
づ
ち
な
り
・
い
な
ひ
か
す
・
な
り
・
䥺䥹䣓
噬
䣔
の
左
傍
に
䣓
市
制
反
䣔
あ
り
䣎䣓
嗑
䣔
の
左
傍
に
䣓
胡
臘
反
䣔
あ
り
䣎䥺	
〇
先
䢣
王
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
罰
䥹
返
䥺
を
明
䥹
あ
き
ら
か
䥺
ニ
シ
・
法
䥹
返
䥺
を
整
ト
ヽ
ノ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
216
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
あ
き
ら
か
に
す
・
と
と
の
ふ
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
剛
䢣
柔
・
分
レ
䦁
動
䥹
き
䥺
而て
明
䥹
訓
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
217
䥺䥹
・
わ
か
る
・
あ
き
ら
か
な
り
・
䥺	
〇
雷
䢣
電
・
合ア
フ
而て
彰
ア
ラ
ハ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
217
䥺䥹
・
あ
ふ
・
あ
ら
は
る
・
䥺	
〇
剛
䢣
柔
分
䥹
れ
䥺
䦁
動
䥹
き
䥺
て
溷ニコ
䥹
返
䥺
ラ
不サ
ル
ト
キ
ン
は
・
乃
䥹
ち
䥺・
明
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
217
・
注
䥺䥹
・
こ
ご
る
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
雷
䢣
電
・
並
に
合ア
フ
て
亂ミタ
䥹
返
䥺
レ
不サ
ル
ト
キ
ン
は
・
乃
䥹
ち
䥺・
章
ア
キ
ラ
カ
ナ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
218
・
注
䥺䥹
・
あ
ふ
・
み
だ
る
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
あ
き
ら
か
な
り
・
䥺	
〇
皆
䥹
な
䥺
獄
䥹
返
䥺
に
用
䥹
返
䥺䥹
ゐ
䥺
ル
に
利
ア
ル
は
䥿
之
䦀・
義
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
218
・
注
䥺䥹
・
も
ち
ゐ
る
・
あ
り
・
な
り
・
䥺	
〇
●
賁ヒ
䥹
去
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
山
䥹
の
䥺
下シタ
に
・
火
䥹
返
䥺
有
ル
は
・
賁
ナ
リ
䣎䥹
群
157
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
218
䥺䥹
・
ヒ
・
し
た
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
賁
䣔
の
左
傍
に
䣓
彼
爲
反
備
甫
寄
反
木
子
軌
府
瓫
反
傅
氏
云
賁
古
班
字
文
章
貌
鄭
云
變
也
文
飾
貌
王
肅
符
文
反
云
有
文
飾
黃
白
色
䣔
あ
り
䣎䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
庶
䢣
政
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
明
䥹
あ
き
ら
か
䥺
ニ
䥹
二
䥺
シ
て
敢
て
獄
ウ
タ
ヘ
䥹
返
䥺
を
折サタ
䥹
一
䥺
ム
ル
こ
と
无
䥹
二
䥺
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
219
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
あ
き
ら
か
に
す
・
う
た
へ
・
さ
だ
む
・
な
し
・
䥺	
〇
賁
ノ
䥿
之
䦀
時
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
處ヰ
䥹
二
䥺
て
物
䥹
返
䥺
を
止
䥹
む
䥺
に
・
文
䢣
明
䥹
一
䥺
を
以
䥹
二
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
219
・
注
䥺䥹
・
の
・
ゐ
る
・
䥺	
〇
故
に
君
䢣
子
・
以
て
庶
䢣
政
䥹
一
䥺
を
明
䥹
あ
き
ら
か
䥺
ニ
䥹
二
䥺
シ
而て
敢アヘ
て
獄
ウ
タ
ヘ
䥹
返
䥺
を
折サタ
䥹
一
䥺
ム
ル
こ
と
无
䥹
二
䥺
䥹
し
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
219
・
注
䥺䥹
・
あ
き
ら
か
に
す
・
あ
へ
て
・
う
た
へ
・
さ
だ
む
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・䥿
乎
䦀
天
䢣
文
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
觀ミ
䥹
二
䥺
て
以
て
時
䢣
變
䥹
一
䥺
を
察
ア
キ
ラ
カ
ニ
䥹
二
䥺
シ
・䥿
乎
䦀
人
䢣
文
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
觀ミ
䥹
二
䥺
て
以
て
天
䢣
下
䥹
一
䥺
を
化
䥹
二
䥺
䢣
成
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
220
䥺䥹
・
み
る
・
あ
き
ら
か
に
す
・
み
る
・
䥺	
〇
六
䢣
五
は
䥿
于
䦀
丘
䢣
園
䥹
一
䥺
を
賁カサ
䥹
二
䥺
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
221
䥺䥹
・
か
さ
る
・
䥺	
〇
束
䢣
帛
・
戔サン
䥹
平
䥺
䢣
々
䥹
戔
䥺
タ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
221
䥺
䥹
・
サ
ン
サ
ン
・
た
り
・
䥺䥹
上
部
に
䣓
戔
々
在
干
反
馬
云
季
積
貌
薩
虞
曰
禮
之
多
也
又
音
牋
黄
云
猥
積
貌
一
云
顯
見
貌
子
复
傳
乍
残
々
䣔
あ
り
䣎䥺	
〇
吝ヤサ
シ
・
終
ツ
䥹
ひ
䥺
に
吉
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
222
䥺䥹
・
や
さ
し
・
つ
ひ
に
・
な
り
・
䥺	
〇
飾
䥹
音
䥺
ノ
䥿
之
䦀
主
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
と
爲シ
䥹
二
䥺
て
飾
䥹
音
䥺
ノ
䥿
之
䦀
盛
サ
カ
ム
ナ
ル
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
222
・
注
䥺䥹
・
の
・
す
・
の
・
さ
か
む
な
り
・
な
り
・
䥺	
〇
飾
カ
サ
リ
を
䥿
於
䦀
物
䥹
一
䥺
に
施
䥹
二
䥺䥹
す
䥺
ト
キ
ン
は
・
其
ノ
道
・
害
ア
リ
䥿
矣
䦀䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
222
・
注
䥺䥹
・
か
ざ
り
・
と
き
ん
ば
・
そ
の
・
あ
り
・
䥺	
〇
飾
カ
サ
リ
を
丘
䢣
園
䥹
一
䥺
に
施
䥹
ほ
と
䥺
コ
䥹
二
䥺
ス
は
・
盛
サ
カ
ン
ナ
ル
こ
と
・
焉コレ
䥹
返
䥺
ヨ
リ
大
䥹
返
䥺
ナ
ル
は
莫
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
222
・
注
䥺䥹
・
か
ざ
り
・
ほ
ど
こ
す
・
さ
か
ん
な
り
・
こ
れ
・
よ
り
・
お
ほ
き
な
り
・
な
し
・
䥺	
〇
束
䢣
帛
・
乃
䥹
ち
䥺・
戔
䢣
々
䥹
戔
䥺
タ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
223
・
注
䥺䥹
・
た
り
・
䥺	
〇
用
䥹
音
䥺・
儉
䢣
泰
䥹
一
䥺
に
過ス
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ク
ル
こ
と
莫
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
223
・
注
䥺䥹
・
す
く
・
な
し
・
䥺	
〇
而
䥹
し
か
う
䥺
シ
て
能
䥹
く
䥺・
約
セ
ハ
／
＼
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
223
・
注
䥺䥹
・
し
か
う
し
て
・
せ
は
せ
は
し
・
䥺	
〇
故
に
必
䥹
す
䥺・
吝
ヤ
サ
シ
ウ
シ
焉て
乃
䥹
ち
䥺・
終
ツ
䥹
ひ
䥺
に
吉
䥹
一
䥺
ナ
ル
こ
と
得ウ
䥹
二
䥺䥿
也
䦀
䥿
之
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
223
・
注
䥺䥹
・
や
さ
し
う
す
・
つ
ひ
に
・
な
り
・
う
・
䥺	
〇
●
大
䢣
蓄
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
天
・
山
の
中
ウ
䥹
ち
䥺
䥹
一
䥺
に
在
䥹
二
䥺
ル
は
大
䢣
蓄
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
223
䥺䥹
・
う
ち
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
蓄
䣔
の
左
下
に
䣓
勑
六
反
䣔䥺	
〇
君
䢣
子
・
以
コ
レ
ヲ
モ
て
多
ク
・
前
䢣
言
・
往
䢣
行
䥹
一
䥺
を
識シ
䥹
二
䥺
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
224
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
お
ほ
し
・
し
る
・
䥺	
〇
以
て
其
ノ
德
䥹
一
䥺
を
蓄
タ
ク
ハ
䥹
二
䥺
フ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
225
䥺䥹
・
そ
の
・
た
く
は
ふ
・
䥺	
〇
物
ノ
䥿
之
䦀䥿
於
䦀
懐
オ
モ
ヒ
䥹
一
䥺
に
蓄
タ
ク
ハ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
フ
可
キ
は
・
令
䢣
德
・
䥿
於
䦀
此コヽ
䥹
一
䥺
に
散
䥹
二
䥺
䢣
盡
セ
不
䥹
三
䥺
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
225
・
注
䥺
䥹
・
の
・
お
も
ひ
・
た
く
は
ふ
・
べ
し
・
こ
こ
・
す
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
大
䢣
蓄
は
剛
䢣
健
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
225
䥺
䥹
・
な
り
・
䥺	
158
〇
篤
䢣
實
・
輝クヰ
䢣
光
ア
䥹
り
䥺
て
日ヒヽ
に
其
ノ
德
䥹
一
䥺
を
新
ア
ラ
タ
に
䥹
二
䥺
す
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
226
䥺䥹
・
ク
ヰ
ク
ワ
ウ
・
あ
り
・
ひ
び
・
そ
の
・
あ
ら
た
に
す
・
䥺	
〇
凡
ソ
・
物
能
ク
・
暉
䢣
光
ア
䥹
り
䥺
て
日ヒヽ
に
其
ノ
德
䥹
一
䥺
を
新
䥹
あ
ら
た
䥺
ニ
䥹
二
䥺
ス
ル
は
䥿
者
䦀
・
唯
䥹
た
䥺
・
剛
䢣
健
・
篤
䢣
實
ナ
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
226
・
注
䥺䥹
・
お
よ
そ
・
よ
く
・
あ
り
・
ひ
び
・
そ
の
・
あ
ら
た
に
す
・
な
り
・
な
り
・
䥺	
〇
●
頤イ
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
山
の
下シタ
に
雷
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
有
䥹
る
䥺
は
・
頤イ
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
227
䥺䥹
・
イ
・
し
た
・
イ
・
な
り
・
䥺	
〇
君
䢣
子
以
コ
レ
ヲ
モ
て
言
䢣
語
䥹
一
䥺
を
慎
ツ
ヽ
シ
䥹
二
䥺
ミ
・
飲
䢣
食
䥹
一
䥺
を
節
䥹
二
䥺
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
227
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
つ
つ
し
む
・
䥺	
〇
言
䢣
語
飲
䢣
食
・
猶
䥹
ほ
䥺
慎
ツ
ヽ
シ
ン
而
節
す
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
228
・
注
䥺䥹
・
つ
つ
し
む
・
䥺 
〇
而
を
況
ヤ
・
其
䥹
の
䥺
餘
䥹
音
䥺
を
乎ヤ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
228
・
注
䥺
䥹
・
い
は
む
や
・
や
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
頤
は
貞
・
吉
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
228
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
正
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
養
フ
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
吉
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
228
䥺䥹
・
や
し
な
ふ
・
と
き
ん
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
天
地
は
萬
䢣
物
を
養
ヤ
シ
ナ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
229
䥺䥹
・
や
し
な
ふ
・
䥺	
〇
聖
人
は
賢
䥹
返
䥺
を
養
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
229
䥺䥹
・
や
し
な
ふ
・
䥺	
〇
以
て
萬
民
に
及
䥹
お
よ
䥺
ホ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
229
䥺䥹
・
お
よ
ぼ
す
・
䥺	
〇
頤
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
時
・
大
ナ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
230
䥺
䥹
・
お
ほ
き
な
り
・
か
な
・
䥺	
〇
●
習シフ
䥹
入
輕
䥺
䢣
坎カン
䥹
上
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
水
䥹
訓
䥺/
シ
キ
リ
洊
ニ
䥿
イ
䣍
洊
ア
ツ
マ
リ
䥹
に
䥺䦀
至
ル
は
習
䢣
坎
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
231
䥺䥹
・
シ
フ
カ
ン
・
し
き
り
に
・
あ
つ
ま
り
に
・
い
た
る
・
な
り
・
䥺䥹
上
部
に
䣓
習
便
習
也
重
也
劉
云
水
流
行
不
休
故
曰
習
坎
徐
古
感
反
本
又
乍
陥
亡
音
劉
乍
欿
儉
也
陥
也
八
純
卦
象
水
陥
䢣
没
し
䢣
䣔䥺䥹䣓
洊
䣔
に
䣓
在
薦
反
徐
在
同
反
薦
又
才
本
反
爾
雅
云
再
也
劉
云
仍
也
京
乍
臻
于
乍
荐
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
德
䢣
行
䥹
一
䥺
を
常
ツ
ネ
ニ
䥹
二
䥺
シ
・
教
䢣
事
䥹
一
䥺
を
習ナラ
䥹
二
䥺
フ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
231
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
つ
ね
に
す
・
な
ら
ふ
・
䥺	
〇
至
䢣
險
未
䥹
た
䥺
夷
タ
ヒ
ラ
カ
䥹
返
䥺
ナ
ラ
䥿
サ未
䦀䥹
再
讀
䥺
ル
ト
キ
ン
ハ
・
教
䥹
す
る
䥺
こ
と
癈スタ
ル
可
䥹
か
ら
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
232
・
注
䥺䥹
・
た
ひ
ら
か
な
り
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
す
た
る
・
䥺䥹䣓
夷
䣔
の
振
り
仮
名
は
䣓
タ
ヒ
ラ
カ
ナ
ル
䣔
で
あ
䣬
て
䣍
接
続
す
る
に
は
矛
盾
あ
り
䣎䥺	
〇
故
に
以
て
德
䢣
行
䥹
一
䥺
を
常
䥹
つ
ね
䥺
ニ
䥹
二
䥺
シ
而て
教
䢣
事
䥹
一
䥺
を
習ナラ
䥹
二
䥺
フ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
232
・
注
䥺䥹
・
つ
ね
に
す
・
な
ら
ふ
・
䥺	
〇
䥿
于
䦀
坎
䥹
返
䥺
に
習
䥹
ひ
䥺
て
然
䥹
に
䥺
後
に
・
能
ク
險
䢣
難
䥹
返
䥺
を
以
て
困
ク
ル
シ
ヒ
䥹
返
䥺
と
爲セ
䥹
一
䥺
不
䥹
二
䥺
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
232
・
注
䥺䥹
・
よ
く
・
く
る
し
ひ
・
す
・
䥺	
〇
而
て
德
䢣
行
常
䥹
返
䥺
を
失
ウ
シ
ナ
䥹
返
䥺
ハ
不
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
232
・
注
䥺䥹
・
う
し
な
ふ
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
習
䢣
坎
は
重
䢣
險
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
233
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
天
險
サ
カ
シ
ウ
シ
て
升ノホ
ル
可
䥹
か
ら
䥺
不
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
233
䥺
䥹
・
さ
か
し
う
す
・
の
ぼ
る
・
䥺	
〇
故
に
其
䥹
の
䥺
威
䢣
尊
䥹
一
䥺
を
保タモ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ツ
こ
と
得ウ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
233
・
注
䥺䥹
・
た
も
つ
・
う
・
䥺	
159
〇
地
の
險サカ
シ
キ
は
山
䢣
川
丘
䢣
陵
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
234
䥺
䥹
・
さ
か
し
・
な
り
・
䥺	
〇
山
川
丘
陵
䥹
一
䥺
有
䥹
二
䥺
リ
・
故
に
・
物
䥹
訓
䥺
・
保
䥹
音
䥺
シ
て
以
て
全マタ
䥹
一
䥺
ク
と
得
䥹
二
䥺
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
234
・
注
䥺䥹
・
あ
り
・
す
・
ま
た
し
・
䥺	
〇
王
公
・
險
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
設
ケ
て
以
て
其
䥹
の
䥺
國
を
守
ル
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
234
䥺䥹
・
ま
う
く
・
ま
も
る
・
䥺	
〇
々
䥹
國
䥺䥹
の
䥺䥿
之
䦀
衞
マ
ホ
リ
䥹
返
䥺
爲タ
ル
こ
と
・䥿
於
䦀
險
を
恃タノ
ム
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
235
・
注
䥺䥹
・
ま
ぼ
る
・
た
り
・
た
の
む
・
䥺	
〇
言
は
天
䢣
地
䥹
一
䥺
自ヨ
䥹
二
䥺
リ
・
以
䦁
下
・
險
䥹
返
䥺
を
須モチ
䥹
返
䥺
ヰ
不ス
䥹
返
䥺
ト
イ
フ
こ
と
莫
䥹
し
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
235
・
注
䥺䥹
・
よ
り
・
も
ち
ゐ
る
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
䥺	
〇
險
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
時
・
用
䥹
音
䥺
大
ナ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
235
䥺䥹
・
お
ほ
き
な
り
・
か
な
・
䥺	
〇
䥿
之
䦀
常
䥹
一
䥺
に
用
䥹
二
䥺䥹
返
䥺䥹
ゐ
䥺
ル
に
非
䥹
す
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
236
・
注
䥺䥹
・
も
ち
ゐ
る
・
䥺	
〇
用
䥹
ゐ
る
䥺
こ
と
時
䥹
返
䥺
有
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
236
・
注
䥺䥹
・
あ
り
・
䥺	
〇
●
離
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
明
䥹
音
䥺
兩フタ
ツ
を
離
䥹
返
䥺
と
作
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
237
䥺䥹
・
ふ
た
つ
・
䥺䥹䣓
離
䣔
の
左
下
に
䣓
列
池
反
麗
也
麗
著
也
八
純
卦
象
曰
象
火
䣔䥺	
〇
大
䢣
人
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
䥹
て
䥺
明
䢣
昭
を
䥿
于
䦀
四
方
䥹
一
䥺
に
繼ツ
䥹
二
䥺
ク
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
237
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
つ
ぐ
・
䥺	
〇
繼ツ
ク
と
は
絶タ
䥹
返
䥺
エ
不
䥹
返
䥺
を
謂
䥹
ふ
䥺䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
238
・
注
䥺䥹
・
つ
ぐ
・
た
ゆ
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
離
は
麗リ
䥹
平
䥺
䥹
な
り
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
238
䥺䥹
・
リ
・
䥺	
〇
麗
は
著
チ
ヤ
ク
䥹
入
䥺䥹
返
䥺
の
猶
䥹
し
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
238
・
注
䥺
䥹
・
チ
ヤ
ク
・
䥺	
〇
各
䥹
の
䥺
著ツ
䥹
返
䥺
ク
所
の
䥿
之
䦀
宜
䥹
一
䥺
を
得ウ
䥹
二
䥺
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
238
・
注
䥺䥹
・
つ
ぐ
・
う
・
な
り
・
䥺	
〇
日
月
・䥿
乎
䦀
天
䥹
一
䥺
に
麗ツ
䥹
二
䥺
キ
・
百
殻
草
木
・䥿
乎
䦀
土
䥹
一
䥺
に
麗ツ
䥹
二
䥺
ク
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
238
䥺䥹
・
つ
ぐ
・
つ
ぐ
・
䥺	
〇
重
䢣
明
以
て
䥿
乎
䦀
正
䥹
去
䥺䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
麗ツ
䥹
二
䥺
イ
て
乃
䥹
ち
䥺
天
下
を
化
䢣
成
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
239
䥺䥹
・
つ
ぐ
・
䥺	
〇
●
咸カン
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
山
の
上ウヘ
に
澤
䥹
返
䥺
有
ル
は
・
咸
䥹
平
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
240
䥺䥹
・
カ
ン
・
う
へ
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
咸
䣔
の
左
下
に
䣓
必
字
感
也
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
虛
䥹
し
䥺
ク
人
䥹
返
䥺
を
受
ク
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
240
䥺
䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
む
な
し
・
う
く
・
䥺	
〇
虛
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
人
䥹
返
䥺
に
受
䥹
く
䥺
ル
ト
キ
ン
ハ
・
物
乃
䥹
ち
䥺
感
䢣
應
す
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
241
・
注
䥺䥹
・
う
く
・
と
き
ん
ば
・
䥺	
〇
柔
䥹
平
濁
䥺
上カミ
ニに
シ
而て
剛
䥹
平
輕
䥺
下シモ
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
241
䥺
䥹
・
か
み
・
な
り
・
す
・
し
も
・
な
り
・
䥺	
〇
二
氣
感
䢣
應
䥹
去
䥺
シ
て
以
て
相
䥹
ひ
䥺
䦁
與トモ
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
242
䥺䥹
・
す
・
と
も
・
な
り
・
䥺	
〇
天
地
感
䥹
音
䥺
シ
而て
萬
物
化
䢣
生
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
242
䥺䥹
・
す
・
䥺	
〇
聖
人
人
の
心
を
感
䥹
た
の
䥺
シ
メ
而て
天
下
和
䢣
平
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
243
䥺䥹
・
た
の
し
む
・
な
り
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
感
ス
ル
所
を
觀ミ
而て
天
地
萬
物
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
情
・
見
䥹
返
䥺
ツ
可
シ
䥿
矣
䦀
160
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
243
䥺䥹
・
す
・
み
る
・
つ
・
べ
し
・
䥺	
〇
天
地
萬
物
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
情
・䥿
於
䦀
感
ス
ル
所
に
見
ユ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
244
・
注
䥺䥹
・
す
・
み
ゆ
・
䥺	
〇
●
恒コウ
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
雷
イ
カ
ツ
チ
ナ
テ
風
カ
セ
フ
ク
は
恒
䥹
平
輕
䥺
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
246
䥺䥹
・
コ
ウ
・
い
か
づ
ち
・
な
り
・
て
・
か
ぜ
・
ふ
く
・
な
り
・
䥺
䥹䣓
恒
䣔
左
下
に
䣓
必
字
久
也
䣔䥺	
〇
長
䢣
陽
・
長
䢣
陰
・
合ア
フ
而て
相
䥹
ひ
䥺
䦁
與
に
久
䥹
返
䥺䥹
し
䥺
カ
ル
可
キ
䥿
之
䦀
道
䥹
訓
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
246
・
注
䥺䥹
・
あ
ふ
・
ひ
さ
し
・
べ
し
・
な
り
・
䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
不
䢣
易
䥹
の
䥺
方ノリ
を
立
ツ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
246
䥺
䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
の
り
・
た
つ
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
久
䥹
返
䥺
シ
キ
所
䥹
一
䥺
を
得ウ
䥹
二
䥺
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
247
・
注
䥺䥹
・
ひ
さ
し
・
う
・
䥺	
〇
故
に
易カハ
䥹
返
䥺
ラ
不
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
247
・
注
䥺䥹
・
か
は
る
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
天
地
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
・
恒
に
久
䥹
ひ
さ
䥺
シ
ウ
シ
而て
已ヤ
䥹
返
䥺
マ
不
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
247
䥺䥹
・
ひ
さ
し
う
す
・
や
む
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
久
䥹
返
䥺
シ
キ
所
䥹
一
䥺
を
得ウ
䥹
二
䥺
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
248
・
注
䥺䥹
・
ひ
さ
し
・
う
・
䥺	
〇
故
に
已ヤ
䥹
返
䥺
マ
不
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
248
・
注
䥺䥹
・
や
む
・
䥺	
〇
日
月
天
䥹
返
䥺
を
得エ
而て
能
ク
久
シ
ク
䦁
照テラ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
248
䥺
䥹
・
う
・
よ
く
・
ひ
さ
し
・
て
ら
す
・
䥺	
〇
四
時
變
䢣
化
シ
而て
能
䥹
く
䥺
久
䥹
し
䥺
ク
䦁
成
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
248
䥺䥹
・
す
・
ひ
さ
し
・
な
る
・
䥺	
〇
聖
人
䥿
於
䦀
其
䥹
の
䥺
道
䥹
一
䥺
に
久
䥹
ひ
さ
䥺
シ
ウ
䥹
二
䥺
シ
而て
天
下
化
成
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
249
䥺䥹
・
ひ
さ
し
う
す
・
䥺	
〇
言
は
各
䥹
の
䥺
恒ツネ
䥹
返
䥺
ト
ス
ル
所
䥹
返
䥺
を
得ウ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
250
・
注
䥺䥹
・
つ
ね
・
と
・
す
・
う
・
䥺	
〇
故
に
皆
䥹
な
䥺
能
ク
久
䥹
し
䥺
ク
䦁
長
シ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
250
・
注
䥺䥹
・
よ
く
・
ひ
さ
し
・
な
が
し
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
恒
䥹
返
䥺
ト
ス
ル
所
䥹
一
䥺
を
觀ミ
䥹
二
䥺
而て
天
䢣
地
萬
䢣
物
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
情
・
見
䥹
返
䥺
ツ
可
䥹
し
䥺䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
250
䥺䥹
・
と
・
す
・
み
る
・
つ
・
䥺	
〇
天
地
萬
物
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
情
・䥿
於
䦀
恒
䥹
返
䥺
ト
ス
ル
所
䥹
一
䥺
に
見
䥹
二
䥺
ユ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
251
・
注
䥺䥹
・
と
・
す
・
み
ゆ
・
䥺	
〇
九
䢣
三
は
其
䥹
の
䥺
德
䥹
一
䥺
を
恒
ツ
ネ
ニ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
セ
不
・
䥿
之
䦀
羞ハチ
䥹
一
䥺
を
承ウ
䥹
二
䥺
䥹
返
䥺
ク
ル
こ
と
或ア
リ
䥿
イ
䣍
ツ
ネ或
ニ
䥿
之
䦀
羞
䥹
を
䥺
ウ承
ク
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
251
䥺䥹
・
つ
ね
に
す
・
は
ぢ
・
う
く
・
あ
り
・
つ
ね
に
・
う
く
・
䥺
䥹
上
部
に
䣓
釋
文
曰
或
有
也
一
云
常
也
鄭
本
乍
咸
承
䣔䥺	
〇
自
䥹
ら
䥺
相
䥹
ひ
䥺
違タカ
ヒ
䦁
錯ミタ
ル
ヽ
ト
キ
ン
ハ
・
詰カウ
䥹
去
䥺
返
䥺
を
致
䥹
返
䥺
す
可
䥹
返
䥺
䥹
か
ら
䥺
不
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
252
・
注
䥺䥹
・
た
が
ふ
・
み
だ
る
・
と
き
ん
ば
・
カ
ウ
・
䥺	
〇
故
に
䥿
之
䦀
羞ハチ
を
承ウ
ク
ル
こ
と
或ア
リ
䥿
イ
䣍
ツ
ネ或
䥹
に
䥺
䥿
之
䦀
羞
䥹
を
䥺
ウ承
ク
䦀
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
252
・
注
䥺䥹
・
は
ぢ
・
う
く
・
あ
り
・
つ
ね
に
・
う
く
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
德
を
恒
䥹
つ
ね
䥺
ニ
セ
不サ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
容イ
䥹	
返
䥺
ル
ヽ
所
䥹
返
䥺
无
䥹
し
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
252
・
注
䥺䥹
・
つ
ね
に
す
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
い
る
・
䥺	
〇
●
遯トン
䥹
去
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
天
の
下シタ
に
山
䥹
返
䥺
有
ル
は
・
遯トン
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
253
䥺䥹
・
ト
ン
・
し
た
・
あ
り
・
ト
ン
・
な
り
・
䥺䥹䣓
遯
䣔
161
の
左
下
に
䣓
徒
 
𢁉
反
䣔・
上
部
に
䣓
遯
字
又
乍
遁
同
隠
退
也
䣔䥺	
〇
天
の
下
に
山
有
ル
は
・
陰
䢣
長
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
象
カ
タ
チ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
253
・
注
䥺䥹
・
あ
り
・
か
た
ち
・
な
り
・
䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
小
人
を
遠
䥹
と
ほ
䥺
サ
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
253
・
注
䥺
䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
と
ほ
ざ
く
・
䥺	
〇
惡ア
䥹
返
䥺
シ
カ
ラ
不ス
シ
而て
嚴
イ
ツ
ク
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
254
䥺䥹
・
あ
し
・
ず
・
す
・
い
づ
く
し
・
䥺	
〇
九
䢣
五
は
嘉ヨ
ク
遯トン
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
254
䥺䥹
・
よ
く
・
ト
ン
・
䥺	
〇
貞
吉
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
254
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
遯
シ
而て
正
䥹
去
䥺䥹
返
䥺
を
得ウ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
254
・
注
䥺䥹
・
す
・
う
・
䥺	
〇
反カヘ
䥹
り
䥺
て
䥿
於
䦀
内
を
制
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
254
・
注
䥺
䥹
・
か
へ
る
・
䥺	
〇
小
䢣
人
命
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
應
䥹
音
䥺
シ
て
其
䥹
の
䥺
志
䥹
一
䥺
を
率ヒキ
ヰ
䥹
二
䥺
䦁
正
タ
ヽ
シ
ウ
ス
ル
ト
キ
ン
ハ
・
惡
䥹
返
䥺䥹
し
か
ら
䥺
不
䥹
し
䥺
而て
嚴
イ
ツ
ク
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
254
・
注
䥺䥹
・
す
・
ひ
き
ゐ
る
・
た
だ
し
う
す
・
と
き
ん
ば
・
い
づ
く
し
・
䥺	
〇
正
䥹
返
䥺
を
得エ
之て
吉ヨ
キ
は
遯
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
嘉ヨ
キ
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
254
・
注
䥺䥹
・
う
・
よ
し
・
よ
し
・
な
り
・
䥺	
〇
象
に
曰
䥹
く
䥺・
嘉ヨ
ク
か
遯
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
255
䥺䥹
・
よ
し
・
䥺	
〇
貞
吉
ナ
リ
ト
イ
ハ
・
以
て
志
を
正
タ
ヽ
シ
ウ
ス
ル
䥹
な
り
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
255
䥺䥹
・
な
り
・
と
い
は
・
た
だ
し
う
す
・
䥺	
〇
上
九
は
肥
䢣
遯
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
256
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
利
䥹
返
䥺
ア
ラ
不ス
䥹
返
䥺
ト
イ
フ
こ
と
无
䥹
し
䥺䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
256
䥺
䥹
・
あ
り
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
䥺	
〇
最
モ
外
䢣
極
䥹
返
䥺
に
處ヰ
て
䥿
於
䦀
内
䥹
一
䥺
に
應
䥹
去
䥺䥹
二
䥺䥹
返
䥺䥹
す
る
こ
と
䥺
无
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
256
・
注
䥺䥹
・
も
と
も
・
ゐ
る
・
な
し
・
䥺	
〇
超
䢣
然
ト
シ
て
志
䢣
心
䥹
返
䥺
を
絶タ
チ
て
疑
ヒ
䦁
顧
カ
ヘ
リ
ミ
ル
こ
と
无
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
256
・
注
䥺䥹
・
た
り
・
す
・
た
つ
・
う
た
が
ふ
・
か
へ
り
み
る
・
な
し
・
䥺	
〇
憂
䢣
患
累
ワ
ツ
ラ
ハ
䥹
返
䥺
ス
こ
と
能
䥹
返
䥺䥹
は
䥺
不
・
矰ソウ
䥹
平
䥺
䢣
繳
シ
ヤ
ク
及
フ
こ
と
能
䥹
は
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
256
・
注
䥺䥹
・
わ
づ
ら
は
す
・
ソ
ウ
シ
ヤ
ク
・
お
よ
ぶ
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
肥
䥹
平
䥺
䢣
遯
ナ
リ
・
利
䥹
返
䥺
ア
ラ
不ス
䥹
返
䥺
ト
イ
フ
こ
と
无
䥹
し
䥺
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
257
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
あ
り
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
䥺	
〇
象
に
曰
䥹
く
䥺・
肥
䢣
遯
ナ
リ
・
利
䥹
返
䥺䥹
あ
ら
䥺
不
䥹
返
䥺䥹
る
䥺
こ
と
无
䥹
く
䥺
ト
イ
ハ
・
疑
䥹
返
䥺
フ
所
䥹
返
䥺
无
䥹
け
れ
䥺
ソ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
257
䥺䥹
・
な
り
・
と
い
は
・
う
た
が
ふ
・
ぞ
・
䥺	
〇
●
大
䢣
壯
シ
ヤ
ウ
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
雷
䥹
音
䥺
天
䢣
上
に
在
ル
は
大
䢣
壯
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
257
䥺䥹
・
タ
イ
シ
ヤ
ウ
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
壯
䣔
の
左
下
に
䣓
莊
亮
反
威
盛
強
猛
之
名
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
禮
䥹
返
䥺
に
非
サ
レ
は
・
履フ
䥹
返
䥺
マ
弗ス
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
258
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
あ
ら
ず
・
る
・
ふ
む
・
ず
・
䥺	
〇
壯
ニ
シ
而て
禮
に
違
フ
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
凶ア
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
258
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
た
が
ふ
・
と
き
ん
ば
・
あ
し
・
䥺	
〇
凶ア
シ
ケ
レ
ハ
則
䥹
ち
䥺
壯
䥹
返
䥺
を
失
ウ
シ
ナ
フ
䥿
矣
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
258
・
注
䥺䥹
・
あ
し
・
ば
・
う
し
な
ふ
・
䥺	
〇
故
に
君
子
・
大
䢣
壯
を
以
而て
禮
䥹
返
䥺
に
順
フ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
259
・
注
䥺䥹
・
し
た
が
ふ
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
大
䢣
壯
は
貞
䥹
返
䥺
に
利
ア
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
162
-259
・
注
䥺䥹
・
あ
り
・
䥺	
〇
大
ナ
ル
者
䥹
も
䥺
の
正
䥹
去
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
259
䥺䥹
・
お
ほ
き
な
り
・
な
り
・
䥺	
〇
正
・
大
ニ
シ
而て
天
地
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
情
・
見
ツ
可
シ
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
259
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
つ
・
べ
し
・
䥺	
〇
天
地
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
情
・
正
・
大
キ
ナ
ラ
ク
而
䦁
已
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
260
・
注
䥺䥹
・
お
ほ
し
・
な
ら
く
・
䥺	
〇
正
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
弘
ヒ
ロ
ウ
シ
て
極
䢣
大
ナ
レ
は
則
䥹
ち
䥺
天
地
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
情
・
見
䥹
返
䥺
ツ
可
シ
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
260
・
注
䥺䥹
・
ひ
ろ
う
す
・
な
り
・
つ
・
べ
し
・
䥺	
〇
●
晉
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
明
䥹
音
䥺
地
䢣
上
に
出
䥹
つ
䥺
ル
は
晉
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
261
䥺䥹
・
い
づ
・
な
り
・
䥺䥹䣓
晉
䣔
左
下
に
䣓
進
也
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
自
䥹
ら
䥺
明
䢣
德
を
照テラ
ス
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
261
䥺
䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
て
ら
す
・
䥺	
〇
順
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
著チヨ
䢣
明
ナ
ル
は
自
ミ
䥹
つ
か
䥺
䥹
ら
䥺
顕
ア
ラ
ハ
ル
ヽ
䥿
之
䦀
道
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
261
・
注
䥺䥹
・
チ
ヨ
メ
イ
・
な
り
・
み
づ
な
ら
・
あ
ら
は
る
・
な
り
・
䥺	
〇
●
明
䢣
夷
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
明
䥹
音
䥺
地
䢣
中
に
入
ル
は
・
明
䢣
夷
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
262
䥺䥹
・
は
い
る
・
な
り
・
䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
衆
䥹
去
䥺
に
莅ノソ
ム
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
262
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
の
ぞ
む
・
䥺	
〇
衆
に
莅
䥹
む
䥺
に
・
顕
䢣
明
ナ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
偽
イ
ツ
ハ
リ
を
百
姓
䥹
一
䥺
に
ヲ
ホ蔽
䥹
二
䥺
フ
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
262
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
と
き
ん
ば
・
い
つ
は
り
・
を
ほ
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
故
に
・
蒙
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
正
䥹
返
䥺
を
養
ヤ
シ
ナ
ヒ
・
明
䢣
夷
䥹
返
䥺
を
以
て
衆
䥹
返
䥺
に
莅ノソ
ム
䥿
也
䦀䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
263
・
注
䥺䥹
・
や
し
な
ふ
・
の
ぞ
む
・
䥺	
〇
晦クラ
キ
䥹
返
䥺
を
用
ヰ
而て
明
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
263
䥺䥹
・
く
ら
し
・
も
ち
ゐ
る
・
な
り
・
䥺	
〇
明
䥹
音
䥺
を
䥿
於
䦀
内
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
蔵カク
䥹
二
䥺
シ
て
乃
䥹
ち
䥺
明
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
得ウ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
263
・
注
䥺䥹
・
か
く
す
・
う
・
䥺	
〇
明
を
䥿
於
䦀
外
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
顕
ア
ラ
ハ
䥹
二
䥺
シ
て
乃
䥹
ち
䥺
避
䥹
返
䥺
䥹
く
䥺
ル
所
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
263
・
注
䥺䥹
・
あ
ら
は
す
・
さ
く
・
な
り
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
内
ウ
䥹
ち
䥺
文
䢣
明
ニ
シ
而て
外
ホ
䥹
か
䥺
柔
䢣
順
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
264
䥺䥹
・
う
ち
・
な
り
・
す
・
ほ
か
・
な
り
・
䥺	
〇
以
て
大
䢣
難
䥹
去
䥺䥹
一
䥺
を
蒙
カ
ウ
フ
䥹
二
䥺
ル
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
264
䥺
䥹
・
か
う
ふ
る
・
䥺	
〇
難
䢣
貞
䥹
返
䥺
を
利リ
シ
て
其
䥹
の
䥺
明
䥹
音
䥺
を
晦
ク
ラ
ウ
す
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
265
䥺䥹
・
リ
・
す
・
く
ら
う
す
・
䥺	
〇
内
難
カ
タ
ウ
シ
而て
能
ク
其
䥹
の
䥺
志
を
正
タ
ヽ
シ
ウ
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
265
䥺
䥹
・
か
た
う
す
・
よ
く
・
た
だ
し
う
す
・
䥺	
〇
●
家
䢣
人
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
風
火
䥹
返
䥺
自ヨ
リ
出
䥹
つ
䥺
ル
は
家
人
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
267
䥺䥹
・
よ
り
・
い
づ
・
な
り
・
䥺	
〇
内
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
由ヨ
䥹
り
䥺
て
相
䥹
ひ
䥺
䦁
成ナ
リ
て
熾
サ
カ
ン
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
267
・
注
䥺䥹
・
よ
る
・
な
る
・
さ
か
ん
な
り
・
䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
言イ
フ
コ
ト
・
物ツネ
䥹
返
䥺
有
䥹
り
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
267
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
い
ふ
・
こ
と
・
つ
ね
・
䥺	
〇
而
て
行
ヲ
コ
ナ
フ
こ
と
・
恒
䥹
返
䥺
有
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
268
䥺䥹
・
を
こ
な
ふ
・
あ
り
・
䥺	
163
〇
家
人
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
・䥿
於
䦀
近
䢣
小
䥹
一
䥺
を
脩ヲサ
䥹
二
䥺
メ
而て
妄
ミ
タ
リ
䥹
返
䥺
ナ
ラ
不サ
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
268
・
注
䥺䥹
・
を
さ
む
・
み
だ
り
・
な
り
・
ず
・
な
り
・
䥺	
〇
故
に
君
子
は
言イ
フ
コ
ト
必
䥹
す
䥺
物ツネ
䥹
返
䥺
有
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
268
・
注
䥺䥹
・
い
ふ
・
こ
と
・
つ
ね
・
あ
り
・
䥺	
〇
而
て
口
に
擇エラ
ハ
ン
䦁
言
无
䥹
し
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
268
・
注
䥺
䥹
・
え
ら
ぶ
・
む
・
䥺	
〇
行
ヲ
コ
ナ
フ
こ
と
必
䥹
す
䥺
恒
䥹
返
䥺
有
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
269
・
注
䥺
䥹
・
を
こ
な
ふ
・
あ
り
・
䥺	
〇
而
て
身
に
擇エラ
ハ
ン
䦁
行
䥹
去
䥺
无
シ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
269
・
注
䥺䥹
・
え
ら
ぶ
・
む
・
な
し
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
家
人
は
女
䥹
音
䥺
・
位
を
䥿
乎
䦀
内
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
正
タ
ヽ
シ
ウ
䥹
二
䥺
シ
て
男
䥹
音
䥺
位
を
䥿
乎
䦀
外
䥹
一
䥺
に
正
タ
ヽ
シ
ウ
䥹
返
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
269
䥺
䥹
・
た
だ
し
う
す
・
た
さ
し
う
す
・
䥺	
〇
家
人
・
嚴
䢣
君
有
リ
焉
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
269
䥺䥹
・
あ
り
・
䥺	
〇
父
䢣
母
を
䥿
之
䦀
謂イ
フ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
270
䥺䥹
・
い
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
父
䦁
々
䥹
父
䥺
タ
リ
・
子
䦁
々
䥹
子
䥺
タ
リ
・
兄
䦁
々
䥹
兄
䥺
タ
リ
・
弟
䦁
々
䥹
弟
䥺
タ
リ
・
夫
䦁
々
䥹
夫
䥺
タ
リ
・
婦
䥹
よ
䥺
メ
䦁
々
䥹
婦
䥺
タ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
271
䥺䥹
・
た
り
・
た
り
・
た
り
・
た
り
・
た
り
・
よ
め
・
た
り
・
䥺	
〇
而
て
家
䢣
道
正タヽ
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
272
䥺䥹
・
た
だ
し
・
䥺	
〇
家
䥹
返
䥺
を
々
䥹
た
ゝ
䥺
シ
ウ
䥹
正
䥺
シ
而て
天
下
定
マ
ル
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
272
䥺䥹
・
た
だ
し
う
す
・
さ
だ
む
・
䥺	
〇
●
睽ケイ
䥹
平
䥺・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
上カミ
に
火
ア
リ
・
下シモ
に
澤
䥹
音
䥺
ア
ル
は
睽
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
273
䥺䥹
・
ケ
イ
・
か
み
・
あ
り
・
し
も
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
睽
䣔
の
左
下
䣓
苦
圭
反
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
同
䥹
音
䥺
シ
而て
異
䥹
音
䥺
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
273
䥺
䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
す
・
䥺	
〇
䥿
於
䦀
通
䢣
理
に
同
䥹
お
な
䥺
シ
ウ
シ
て
䥿
於
䦀
職
䢣
事
に
異
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
273
・
注
䥺䥹
・
お
な
じ
う
す
・
こ
と
な
り
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
睽
は
火
䦁
動
䥹
き
䥺
而て
上ノホ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
274
䥺䥹
・
の
ぼ
る
・
䥺	
〇
澤
動
䥹
き
䥺
而て
下クタ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
274
䥺䥹
・
く
だ
る
・
䥺	
〇
天
地
睽ソム
イ
而て
其
䥹
の
䥺
事
同
シ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
274
䥺
䥹
・
そ
む
く
・
お
な
じ
・
䥺	
〇
睽
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
時
・
用
䥹
音
䥺
大
ナ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
276
䥺䥹
・
お
ほ
き
な
り
・
か
な
・
䥺	
〇
睽
䢣
離
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
時
は
小
人
䥹
の
䥺
能
ク
用
䥹
一
䥺䥹
ゐ
䥺
ル
所
䥹
二
䥺
に
非
䥹
三
䥺
䥹
す
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
276
䥺䥹
・
よ
く
・
も
ち
ゐ
る
・
䥺	
〇
●
蹇ケン
䥹
上
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
山
の
上ウヘ
に
水
有
ル
は
・
蹇
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
278
䥺䥹
・
ケ
ン
・
う
へ
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
蹇
䣔
の
左
下
に
䣓
紀
免
反
難
也
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
身
䥹
返
䥺
を
反ハン
シ
・
德
䥹
返
䥺
を
脩ヲサ
ム
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
278
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
ハ
ン
・
す
・
を
さ
む
・
䥺䥹䣓
反
䣔
本
行
は
䣓
及
䣔䥺	
〇
難
䥹
去
䥺䥹
返
䥺
を
除ノソ
ク
こ
と
・
身
䥹
返
䥺
を
反ハン
䥹
上
䥺
シ
德
䥹
返
䥺
を
脩ヲサ
䥹
一
䥺
ム
ル
に
若シ
䥹
二
䥺
䥹
返
䥺
ク
ハ
莫
シ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
279
・
注
䥺䥹
・
の
ぞ
く
・
ハ
ン
・
す
・
を
さ
む
・
し
く
・
は
・
な
し
・
䥺	
〇
險
䥹
上
䥺䥹
返
䥺
を
見
而て
能
ク
止
䥹
と
䥺
マ
ル
は
智
ナ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
279
䥺䥹
・
よ
く
・
と
ま
る
・
な
り
・
か
な
・
䥺	
164
〇
六
二
は
王
䢣
臣
蹇
䢣
々
䥹
蹇
䥺・
匪
䢣
躬
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
故
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
280
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
難
䥹
去
䥺
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
時
䥹
返
䥺
に
處ヰ
て
履フ
ム
こ
と
其
䥹
の
䥺
位
䥹
一
䥺
に
當
䥹
二
䥺
レ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
281
・
注
䥺䥹
・
ゐ
る
・
ふ
む
・
あ
た
る
・
り
・
䥺	
〇
心
䥹
返
䥺
を
執ト
ル
こ
と
回
ヨ
コ
シ
マ
䥹
返
䥺
ナ
ラ
不
・
志
䥹
訓
䥺
王
䢣
室
を
匡タス
ク
ル
者
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
281
・
注
䥺䥹
・
と
る
・
よ
こ
し
ま
な
り
・
た
す
く
・
な
り
・
䥺	
〇
故
に
曰
ク
・
王
䢣
臣
蹇
䢣
々
䥹
蹇
䥺・
匪
䢣
躬
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
故
と
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
281
・
注
䥺䥹
・
い
わ
く
・
な
り
・
䥺	
〇
中
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
履フ
ン
て
義
䥹
返
䥺
を
行
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
281
・
注
䥺䥹
・
ふ
む
・
お
こ
な
ふ
・
䥺	
〇
以
て
其
䥹
の
䥺
上
䥹
返
䥺
に
在
䥹
り
䥺
て
蹇
䥹
返
䥺
に
處ヲ
リ
・
此
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
未
䥹
た
䥺
其
䥹
の
䥺
尤トカ
䥹
一
䥺
を
見
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
䥿
未
䦀䥹
再
讀
䥺
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
281
・
注
䥺䥹
・
を
り
・
と
が
・
䥺	
〇
象
に
曰
䥹
く
䥺・
王
臣
蹇
䢣
々
䥹
蹇
䥺・
終
ツ
䥹
ひ
䥺
に
尤トカ
䥹
返
䥺
无
䥹
し
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
282
䥺䥹
・
つ
ひ
に
・
と
が
・
䥺	
〇
●
解
䥹
上
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
雷
イ
カ
ツ
チ
ナ
テ
雨
ア
メ
フ
ル
を
解
䥹
返
䥺
と
作
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
283
䥺䥹
・
い
か
づ
ち
な
る
・
て
・
あ
め
ふ
る
・
䥺䥹䣓
解
䣔
左
下
に
䣓
音
蟹
緩
也
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
過
ア
ヤ
マ
チ
䥹
返
䥺
ル
を
赦ユル
シ
・
罪ツミ
ア
ル
を
宥ナタ
ム
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
283
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
あ
や
ま
ち
る
・
ゆ
る
す
・
つ
み
・
あ
る
・
な
だ
む
・
䥺	
〇
彖
に
曰
く
・
天
䢣
地
解ト
ケ
而て
雷
䢣
雨
作ヲコ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
283
䥺
䥹
・
と
く
・
を
こ
る
・
䥺	
〇
雷
䢣
雨
作
䥹
り
䥺
而て
百
䢣
菓
草
䢣
木
・
皆
䥹
な
䥺
甲カフ
䥹
入
輕
䥺
坼サ
ク
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
284
䥺䥹
・
カ
フ
・
さ
く
・
䥺	
〇
天
地
否
䢣
結
ナ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
雷
䢣
雨
作
䥹
返
䥺
ラ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
285
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
と
き
ん
ば
・
お
こ
る
・
䥺	
〇
文
䢣
通
感
䢣
散
ス
ル
ト
キ
ン
ハ
・
雷
雨
乃
䥹
ち
䥺
作
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
285
・
注
䥺䥹
・
す
・
と
き
ん
ば
・
お
こ
る
・
䥺	
〇
雷
䢣
雨
䥿
之
䦀
作ヲコ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
儉
䢣
厄
の
者
䥹
も
䥺
の
亨トホ
ル
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
285
・
注
䥺䥹
・
を
こ
る
・
と
き
ん
ば
・
と
ほ
る
・
䥺	
〇
否
䢣
結
の
者
散
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
285
・
注
䥺䥹
・
ち
ら
す
・
䥺	
〇
故
に
百
䢣
菓
草
䢣
木
・
皆
䥹
な
䥺
甲
坼サ
ク
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
285
・
注
䥺䥹
・
さ
く
・
䥺	
〇
解
䥹
上
䥺
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
時
・
大
ナ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
286
䥺䥹
・
お
ほ
き
な
り
・
か
な
・
䥺	
〇
所
ト
シ
テ
䥿
而
䦀
釋ト
䥹
返
䥺
ケ
不ス
䥹
一
䥺
ト
イ
フ
こ
と
无
䥹
二
䥺
シ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
286
・
注
䥺䥹
・
と
・
す
・
て
・
と
く
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
な
し
・
䥺	
〇
六
三
は
負ヲ
フ
て
且マ
タ
乘ノ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
286
䥺䥹
・
を
ふ
・
ま
た
・
の
る
・
䥺	
〇
寇アタ
の
至
䥹
一
䥺
ル
こ
と
を
致
䥹
二
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
287
䥺䥹
・
あ
だ
・
い
た
る
・
䥺	
〇
貞
ナ
リ	
吝ヤサ
シ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
287
䥺䥹
・
な
り
・
や
さ
し
・
䥺	
〇
處ヲ
ル
こ
と
・
其
䥹
の
䥺
位
に
非
䥹
す
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
287
・
注
䥺䥹
・
を
り
・
䥺	
〇
履フ
ム
こ
と
・
其
䥹
の
䥺
正
䥹
音
䥺
に
非
䥹
す
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
287
・
注
䥺䥹
・
ふ
む
・
䥺	
165
〇
以
て
䥿
於
䦀
四
用
䥹
音
䥺䥹
一
䥺
に
附ツ
䥹
二
䥺
ケ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
287
・
注
䥺䥹
・
つ
く
・
り
・
䥺	
〇
夫
䥹
れ
䥺
柔
䢣
邪
ニ
シ
て
以
て
自
䥹
ら
䥺
媚コヒ
タ
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
287
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
こ
び
・
た
り
・
な
り
・
䥺	
〇
二
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
乘
䥹
り
䥺
て
四
䥹
返
䥺
を
負ヲ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
287
・
注
䥺䥹
・
を
ふ
・
䥺	
〇
以
て
其
䥹
の
䥺
寇アタ
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
來
ル
を
容イ
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
287
・
注
䥺䥹
・
あ
だ
・
く
る
・
い
る
・
䥺	
〇
己
ヲ
ノ
レ
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
自ヨ
リ
て
致
䥹
返
䥺
ス
所
ナ
リ
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
288
・
注
䥺䥹
・
を
の
れ
・
よ
り
・
い
た
す
・
な
り
・
䥺	
〇
幸
サ
イ
ワ
ヒ
ニ
シ
而て
免
マ
ヌ
カ
䥹
一
䥺
ル
と
雖
䥹
二
䥺
䥹
も
䥺
正
䥹
音
䥺
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
賤
イ
ヤ
シ
ム
䥹
返
䥺
ス
ル
所
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
288
・
注
䥺䥹
・
さ
い
わ
ひ
に
す
・
ま
ぬ
か
る
・
い
や
し
む
す
・
な
り
・
䥺	
〇
●
損
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
山
の
下シタ
に
澤
䥹
返
䥺
有
ル
は
・
損
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
289
䥺䥹
・
し
た
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
損
䣔
左
下
に
䣓
孫
本
反
虧
減
之
義
也
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
忿
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を/
ヤ懲
メ
䥿
イ
䣍
懲コロ
シ
䦀・
欲
䥹
音
䥺
を
窒フサ
ク
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
287
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
や
む
・
こ
ろ
す
・
ふ
さ
ぐ
・
䥺	
〇
損
シ
之て
善
䥹
一
䥺
カ
ル
可
䥹
二
䥺
キ
は
忿
䢣
欲
䥹
一
䥺
ヨ
リ
善ヨ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
キ
ハ
莫
シ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
290
・
注
䥺䥹
・
す
・
よ
し
・
べ
し
・
よ
り
・
よ
し
・
は
・
な
し
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
損
䢣
益
盈
䢣
虛
・
時
䥹
返
䥺
與と
偕トモ
䥹
に
䥺
行
ヲ
コ
ナ
ハ
ル
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
290
䥺䥹
・
と
も
に
・
を
こ
な
は
る
・
䥺	
〇
損
䢣
益
將
に
何
か
を
加クハ
ヘ
ン
䥿
焉
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
291
・
注
䥺
䥹
・
く
は
ふ
・
む
・
䥺	
〇
故
に
必
䥹
す
䥺
時
䥹
返
䥺
與と
偕トモ
に
行
ヲ
コ
ナ
ハ
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
291
・
注
䥺䥹
・
と
も
に
・
を
こ
な
は
る
・
䥺	
〇
●
益
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
風
カ
セ
フ
イ
て
雷
イ
カ
ツ
チ
ナ
ル
は
益
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
291
䥺䥹
・
か
ぜ
ふ
く
・
い
か
づ
ち
な
る
・
な
り
・
䥺䥹䣓
益
䣔
の
左
下
䣓
増
長
之
名
又
以
弘
裕
爲
義
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
善
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
見
て
則
䥹
ち
䥺
遷
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
292
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
う
つ
る
・
䥺	
〇
過
ア
䥹
や
ま
ち
䥺
有
レ
は
則
䥹
ち
䥺
改
䥹
む
䥺䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
292
䥺
䥹
・
あ
や
ま
ち
・
あ
り
・
䥺	
〇
善
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
從
䥹
ひ
䥺
て
過
䥹
返
䥺
を
改
䥹
め
䥺
は
・
益
・
コ
レ
ヨ
焉
䥹
返
䥺
リ
大
䥹
返
䥺
ナ
ル
莫
シ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
292
・
注
䥺䥹
・
こ
れ
よ
り
・
お
ほ
い
な
り
・
な
し
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
益
䥹
音
䥺
は
上
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
損
シ
て
下
䥹
返
䥺
に
益マ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
292
䥺䥹
・
す
・
ま
す
・
䥺	
〇
民
の
悦
䥹
よ
ろ
䥺
コ
ヒ
疆
キ
ハ
マ
リ
䥹
返
䥺
无
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
293
䥺䥹
・
よ
ろ
こ
び
・
き
は
ま
り
・
な
し
・
䥺	
〇
上カミ
䥹
返
䥺
自ヨ
リ
々シモ
䥹
下
䥺䥹
返
䥺
に
下クタ
ス
ト
キ
ン
ハ
・
其
䥹
の
䥺
道
大
䥹
お
ほ
䥺
キ
に
光
テ
ル
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
293
䥺䥹
・
か
み
・
よ
り
・
し
も
・
く
だ
す
・
と
き
ん
ば
・
お
ほ
き
な
り
・
み
つ
・
る
・
䥺	
〇
利
往ユ
䥹
返
䥺
ク
攸
ト
コ
ロ
䥹
返
䥺
有
リ
・
中
䢣
正
ニ
シ
慶
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
有
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
293
䥺䥹
・
ゆ
く
・
と
こ
ろ
・
あ
り
・
な
り
・
す
・
あ
り
・
䥺	
〇
五
䥹
上
䥺
・
中
䢣
正
に
處ヲ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
294
・
注
䥺䥹
・
を
り
・
䥺	
〇
上
䥹
返
䥺
自
䥹
り
䥺
々シモ
䥹
下
䥺䥹
返
䥺
に
下クタ
ス
䥿
イ
䣍
下
䥹
し
䥺・
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
166
一
䣚
周
易
䣛-
294
・
注
䥺䥹
・
し
も
・
く
だ
す
・
䥺	
〇
故
に
慶
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
有
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
294
・
注
䥺䥹
・
あ
り
・
䥺	
〇
中
䢣
正
有
䢣
慶
䥹
の
䥺䥿
之
䦀 
德
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
以
䥹
二
䥺
て
往ユ
䥹
返
䥺
ク
攸
䥹
返
䥺
有
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
294
・
注
䥺䥹
・
ゆ
く
・
あ
り
・
䥺	
〇
何
イ
ツ
ク
に
䦁
適ユ
ク
ト
シ
テ
カ
䥿
而
䦀
利
䥹
返
䥺
ア
ラ
不サ
ラ
ン
哉ヤ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
294
・
注
䥺䥹
・
い
づ
く
に
・
ゆ
く
・
と
・
す
・
て
・
か
・
あ
り
・
ず
・
む
・
や
・
䥺	
〇
●
升
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
地
䢣
中
に
木
䥹
返
䥺
生ヲ
ヒ
タ
ル
は
・
升
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
295
䥺䥹
・
を
ふ
・
た
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
上
䣔
の
左
下
䣓
式
陵
反
上
也
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
德
䥹
返
䥺
を
慎
䥹
つ
ゝ
䥺
し
ミ
・
小
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
積ツ
ン
て
以
て
高
䢣
大
を
成ナ
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
295
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
つ
つ
し
む
・
つ
む
・
な
す
・
䥺	
〇
●
革
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
澤
中
に
火
䥹
返
䥺
有
ル
は
・
革
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
296
䥺䥹
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
革
䣔
の
左
下
䣓
改
也
䣔䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
革
は
水
䢣
火
相
䥹
ひ
䥺
䦁
息ヤ
ム
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
297
䥺䥹
・
や
む
・
䥺	
〇
凡
䥹
そ
䥺
合
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
セ
不ス
シ
而て
後
に
變
生
ナ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
297
・
注
䥺䥹
・
あ
は
す
・
ず
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
火
は
上ノホ
䥹
返
䥺
ラ
ン
こ
と
を
欲
䥹
し
䥺・
澤
は
下クタ
ラ
ン
こ
と
を
欲
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
297
・
注
䥺䥹
・
の
ぼ
る
・
む
・
く
だ
る
・
む
・
䥺	
〇
水
火
相
䥹
ひ
䥺
䦁
戰
䥹
ひ
䥺
て
而
て
後
に
・
變
生
ナ
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
298
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
な
り
・
䥺	
〇
天
地
革
ア
ラ
タ
マ
䥹
り
䥺
而て
四
時
成ナ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
298
䥺䥹
・
あ
ら
た
ま
る
・
な
る
・
䥺	
〇
湯
・
武
命
を
革
ア
ラ
タ
メ
・䥿
乎
䦀
天
に
順
シ
タ
カ
䥹
ひ
䥺
而て
䥿
乎
䦀
人
に
應
䥹
音
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
298
䥺䥹
・
あ
ら
た
む
・
し
た
が
ふ
・
䥺	
〇
革
䥹
音
䥺
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
時
・
大
ナ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
299
䥺䥹
・
お
ほ
い
な
り
・
か
な
・
䥺	
〇
上
䢣
六
は
君
子
豹
の
コ
ト
ク
に
變
シ
て
小
人
面
䥹
返
䥺
を
革
ア
ラ
タ
ム
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
299
䥺䥹
・
ご
と
し
・
す
・
あ
ら
た
む
・
䥺	
〇
變
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
終
䥹
を
は
䥺
リ
に
居ヲ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
300
・
注
䥺
䥹
・
を
は
り
・
を
り
・
䥺	
〇
變
䢣
道
已
に
成ナ
レ
ヌ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
300
・
注
䥺䥹
・
な
る
・
ぬ
・
䥺	
〇
君
子
處ヲ
ル
ト
キ
ン
ハ
䥿
之
䦀・
能
ク
其
䥹
の
䥺
文
を
成
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
300
・
注
䥺䥹
・
を
り
・
と
き
ん
ば
・
よ
く
・
䥺	
〇
小
人
成
䥹
平
䥺䥹
返
䥺
を
樂
䥹
た
の
䥺
シ
フ
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
面
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
變
䥹
し
䥺
て
以
て
上
䥹
返
䥺
に
順
フ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
301
・
注
䥺䥹
・
た
の
し
ふ
・
と
き
ん
ば
・
し
た
が
ふ
・
䥺	
〇
●
鼎
䥹
上
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
木
の
上
に
火
䥹
返
䥺
有
䥹
る
䥺
は
・
鼎
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
302
䥺䥹
・
な
り
・
䥺䥹䣓
鼎
䣔
の
左
下
に
䣓
丅
冷
反
法
象
也
䣔䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
鼎
は
象
䥹
上
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
302
䥺
䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
木
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
火
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
巽イ
レ
て
亨ハウ
䥹
平
䥺
䢣
飪シン
䥹
去
濁
䥺
す
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
302
䥺䥹
・
い
る
・
ハ
ウ
ジ
ン
・
䥺䥹䣓
亨
䣔
の
左
下
に
䣓
普
庚
反
䣔・䣓
飪
䣔
の
左
下
に
䣓
入
甚
反
䣔䥺	
〇
聖
人
・
亨ハウ
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
上
䢣
帝
を
享
キ
ヤ
ウ
䥹
上
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
303
䥺䥹
・
ハ
ウ
・
こ
れ
を
も
て
・
キ
ヤ
ウ
・
䥺	
167
〇
而
て
大
䢣
亨
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
聖
䢣
賢
を
養
フ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
303
䥺
䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
や
し
な
ふ
・
䥺	
〇
亨
は
䥿
者
䦀・
鼎
䥹
の
䥺䥿
之
䦀/
ス爲
䥹
返
䥺
ル
䥿
イ
䣍
爲ナ
ス
䦀
所
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
304
・
注
䥺䥹
・
す
・
な
す
・
な
り
・
䥺 
〇
革
䥹
音
䥺
は
故フル
キ
を
去ス
テ
而て
鼎
䥹
音
䥺
は
新
ア
タ
ラ
䥹
返
䥺
シ
キ
を
成ナ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
304	
・
注
䥺䥹
・
ふ
る
し
・
す
つ
・
あ
た
ら
し
・
な
す
・
䥺	
〇
故
に
亨ハウ
䢣
飪
調
䢣
和
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
器
䥹
一
䥺
と
爲す
䥹
二
䥺
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
304
・
注
䥺䥹
・
ハ
ウ
ジ
ン
・
䥺	
〇
故フル
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
キ
を
去ス
テ
て
新
䥹
返
䥺
䥹
し
き
䥺
を
取
䥹
る
䥺
ト
イ
ハ
・
聖
䢣
賢
失
フ
可
䥹
か
ら
䥺
不
䥹
る
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
304
・
注
䥺
䥹
・
ふ
る
し
・
す
つ
・
と
い
は
・
う
し
な
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
天
下
用
䥹
返
䥺
ヰ
不ス
䥹
返
䥺
ト
イ
フ
こ
と
莫
シ
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
305
・
注
䥺䥹
・
も
ち
ゐ
る
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
な
し
・
䥺	
〇
而
て
聖
人
之
䥹
返
䥺
を
用
䥹
ゐ
䥺
て
乃
イ
䥹
ま
䥺
䥹
し
䥺
上カミ
以
て
上
帝
を
享
キ
ヤ
ウ
シ
・
下
以
て
大
䢣
亨ハウ
シ
て
聖
䢣
賢
を
養
フ
䥿
焉
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
305
・
注
䥺
䥹
・
い
ま
し
・
か
み
・
キ
ヤ
ウ
・
す
・
タ
イ
ハ
ウ
・
す
・
や
し
な
ふ
・
䥺	
〇
匕ヒ
䥹
上
䥺
䢣
鬯
チ
ヤ
ウ
䥹
上
䥺
を
喪
ウ
シ
ナ
ハ
不
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
306
䥺䥹
・
ヒ
チ
ヤ
ウ
・
う
し
な
ふ
・
䥺䥹䣓
匕
䣔
の
左
下
に
䣓
必
以
反
䣔・䣓
鬯
䣔
の
左
下
に
䣓
勅
亮
反
香
酒
䣔䥺	
〇
則
䥹
ち
䥺
以
て
匕
䢣
鬯
䥹
一
䥺
を
喪
ウ
シ
ナ
䥹
返
䥺
ハ
不サ
䥹
二
䥺
ル
可
䥹
三
䥺䥹
返
䥺
キ
に
足タ
レ
ヌ
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
306
・
注
䥺䥹
・
う
し
な
ふ
・
ず
・
べ
し
・
た
る
・
ぬ
・
䥺	
〇
匕
は
鼎
䢣
實
を
載ノ
ス
ル
所
䦁
以
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
307
・
注
䥺䥹
・
の
す
・
な
り
・
䥺	
〇
鬯
は
香
䢣
酒
・
宗
廟
䥹
一
䥺
に
奉
䥹
二
䥺
ス
ル
䥿
之
䦀
盛
サ
カ
ン
ナ
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
307
・
注
䥺䥹
・
す
・
さ
か
ん
な
り
・
な
り
・
䥺	
〇
象
に
曰
䥹
く
䥺・
洊
シ
キ
リ
に
雷
イ
カ
ツ
チ
ナ
ル
は
震
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
307
䥺䥹
・
し
き
り
に
・
い
か
づ
ち
な
る
・
な
り
・
䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
恐ヲソ
レ
䦁
懼ヲ
チ
て
脩ヲサ
メ
䦁
省
カ
ヘ
リ
ミ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
307
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
を
そ
る
・
を
つ
・
を
さ
む
・
か
へ
り
み
る
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
震
は
亨トホ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
307
䥺䥹
・
と
ほ
る
・
䥺	
〇
震
の
來
ル
と
き
に
虩
々
ケ
キ
／
＼
䥹
虩
䥺
タ
リ
ト
イ
ハ
・
恐
䥹
れ
䥺
て
福
を
致イタ
ス
ソ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
308
䥺䥹
・
き
た
る
・
げ
き
げ
き
た
り
・
と
い
は
・
い
た
す
・
ぞ
・
䥺䥹䣓
虩
䣔
の
左
下
に
䣓
許
逆
反
馬
云
恐
懼
貌
䣔
䥺	
〇
百
里
を
震
䢣
驚
ス
ト
イ
ハ
・
遠
䥹
返
䥺
キ
を
驚
䥹
お
と
ろ
䥺
カ
シ
而て
邇
䥹
返
䥺
キ
を
懼ヲト
ス
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
308
䥺䥹
・
す
・
と
い
は
・
と
ほ
し
・
お
ど
ろ
か
す
・
ち
か
し
・
を
ど
す
・
な
り
・
䥺	
〇
威
・䥿
乎
䦀
百
里
䥹
一
䥺
を
震
䥹
二
䥺
䢣
驚
ス
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
惰
ヲ
コ
タ
レ
ル
者
䥹
も
䥺
の
䥿
於
䦀
近
䥹
一
䥺
キ
に
懼ヲソ
䥹
二
䥺
ル
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
309
・
注
䥺
䥹
・
す
・
と
き
ん
ば
・
を
こ
た
る
・
り
・
ち
か
し
・
を
そ
る
・
䥺	
〇
出
テ
ハ
以
て
宗
䢣
廟
社
䢣
稷
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
守マホ
䥹
二
䥺
䥹
り
䥺
て
以
て
祭
ノ
主
䥿
イ
䣍
祭
䢣
主
䦀䥹
上
䥺
爲タ
䥹
中
䥺
ル
可
䥹
下
䥺䥹
し
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
310
䥺
䥹
・
い
づ
・
ば
・
ま
ぼ
る
・
の
・
た
り
・
䥺	
〇
長
䢣
子
䥹
一
䥺
に
堪
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
タ
ル
所
䦁
以
の
䥿
之
䦀
義
䥹
上
䥺
を
明
䥹
下
䥺
す
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
311
・
注
䥺䥹
・
た
り
・
䥺	
〇
匕
䢣
鬯
䥹
一
䥺
を
喪
ウ
シ
ナ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ハ
不ス
ト
イ
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
己
ヲ
ノ
レ
出
䥹
つ
䥺
ル
ト
キ
ニ
以
て
宗
廟
䥹
一
䥺
を
守
䥹
二
䥺
ル
可
䥹
三
䥺
キ
ソ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
311
・
注
䥺䥹
・
う
し
な
ふ
・
ず
・
と
い
は
・
を
の
れ
・
い
づ
・
と
き
・
に
・
ま
168
ぼ
る
・
べ
し
・
ぞ
・
䥺	
〇
●
艮
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
兼カネ
タ
ル
䦁
山
ア
ル
は
艮
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
312
䥺䥹
・
か
ね
・
た
り
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
艮
䣔
の
左
下
に
䣓
根
恨
反
止
也
鄭
云
艮
々
言
狠
也
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
思
フ
こ
と
・
其
䥹
の
䥺
位
䥹
一
䥺
ヨ
リ
出
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
サ
不
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
312
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
お
も
ふ
・
よ
り
・
だ
す
・
䥺	
〇
各
䥹
の
䥺
其
の
所
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
止
ト
ヽ
マ
䥹
二
䥺䥹
り
䥺
て
官
䥹
返
䥺
を
侵ヲカ
䥹
返
䥺
サ
不
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
313
・
注
䥺䥹
・
と
ど
ま
る
・
を
か
す
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
艮
は
止
䥹
音
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
313
䥺
䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
時トキ
ニ
䥿
イ
䣍
ト
キ時
䦀
止
ト
ヽ
マ
ル
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
止
䥹
と
ゝ
䥺
マ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
313
䥺䥹
・
と
き
・
に
・
と
き
・
と
ど
ま
る
・
と
き
ん
ば
・
と
ど
ま
る
・
䥺	
〇
時トキ
ニ
䥿
イ
䣍
ト
キ時
䦀
行ユ
ク
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
行
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
313
䥺䥹
・
と
き
・
に
・
と
き
・
ゆ
く
・
と
き
ん
ば
・
ゆ
く
・
䥺	
〇
動
䢣
靜
其
䥹
の
䥺
時
を
失
䥹
は
䥺
不
ト
キ
ン
ハ
・
其
䥹
の
䥺
道
光
䢣
明
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
314
䥺䥹
・
と
き
ん
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
止
䥹
音
䥺
の
道
・
常
に
用
ウ
可
䥹
か
ら
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
314
・
注
䥺䥹
・
も
ち
う
・
䥺	
〇
必
䥹
す
䥺䥿
於
䦀
以
て
行ユ
䥹
一
䥺
ク
可
䥹
返
䥺䥹
か
ら
䥺
不サ
䥹
二
䥺
ル
に
施
䥹
三
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
314
・
注
䥺䥹
・
ゆ
く
・
ず
・
䥺	
〇
䥿
于
䦀
其
䥹
の
䥺
道
䥹
一
䥺
に
適ユ
䥹
二
䥺
ク
ト
キ
ン
ハ
乃
䥹
ち
䥺
光
䢣
明
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
315
・
注
䥺䥹
・
ゆ
く
・
と
き
ん
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
●
豐
は
亨トホ
ル
・
王
假イタ
ル
䥿
之
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
315
䥺䥹
・
と
ほ
る
・
い
た
る
・
䥺䥹䣓
豐
䣔
左
下
に
䣓
芳
忠
反
□
満
意
也
䣔䥺	
〇
大
ヲ
ホ
キ
ニ
シ
テ
䥿
而
䦀
亨
ル
は
䥿
者
䦀・
王
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
至
ル
所
ナ
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
315
・
注
䥺䥹
・
を
ほ
き
に
す
・
て
・
と
ほ
る
・
い
た
る
・
な
り
・
䥺	
〇
憂
フ
ル
こ
と
勿
レ
・
日
䢣
中
は
宜
䥹
し
䥺䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
316
䥺
䥹
・
う
れ
ふ
・
な
か
れ
・
䥺	
〇
豐
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
義
䥹
返
䥺
爲タ
ル
こ
と
・
微
䢣
細
䥹
返
䥺
を
闡ヒラ
キ
䦁
弘
ヒ
ロ
ウ
シ
て
夫
の
隱
䢣
滯
に
通
䥹
音
䥺
ス
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
316
・
注
䥺
䥹
・
た
り
・
ひ
ら
く
・
ひ
ろ
う
す
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
主
と
爲シ
而て
微
䢣
隱
の
者
䥹
返
䥺
を
令
シ
て
亨トホ
䥹
返
䥺
ラ
不サ
䥹
一
䥺
ラ
䥿
シ令
䦀䥹
再
讀
䥺䥹
二
䥺
ム
ル
ト
キ
ン
ハ
䥿
イ
䣍
亨
䥹
ら
䥺
不
䣎䦀
憂
未
䥹
た
䥺
已ヤ
䥹
返
䥺
マ
䥿
未
䦀䥹
再
讀
䥺
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
316
・
注
䥺䥹
・
す
・
す
・
と
ほ
る
・
ず
・
し
む
・
と
き
ん
ば
・
や
む
・
䥺	
〇
故
に
豐
䢣
享
キ
ヤ
ウ
䥹
返
䥺
に
至
䥹
り
䥺
て
乃
䥹
ち
䥺
憂
フ
ル
こ
と
勿
䥹
し
䥺
こ
と
を
得ウ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
317
・
注
䥺䥹
・
ホ
ウ
キ
ヤ
ウ
・
う
れ
ふ
・
う
・
䥺	
〇
夫
の
豐
䢣
享
不
䢣
憂
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
德
䥹
一
䥺
を
用
䥹
二
䥺
䥹
ゐ
䥺
ル
ト
キ
ン
ハ
・
宜
䥹
く
䥺
天
䢣
中
䥹
返
䥺
に
處ヰ
て
以
て
遍
ク
䦁
照
䥹
一
䥺
す
䥿
宜
䦀
䥹
再
讀
䥺
䥹
二
䥺
䥹
し
䥺
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
317
・
注
䥺䥹
・
も
ち
ゐ
る
・
と
き
ん
ば
・
ゐ
り
・
あ
ま
ね
し
・
な
り
・
䥺 
〇
象
に
曰
䥹
く
䥺・
雷
䢣
電
皆
䥹
な
䥺
主
ル
は
豐
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
317
䥺䥹
・
つ
か
さ
ど
る
・
な
り
・
䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
獄
䥹
返
䥺
を
折サタ
メ
刑
䥹
返
䥺
を
致
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
318	
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
さ
だ
む
・
䥺	
〇
文
䢣
明
ニに
シ
て
以
て
動
ク
ト
キ
ン
ハ
情
䢣
理
を
失
䥹
う
し
䥺
ナ
ハ
不
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
318
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
う
ご
く
・
と
き
ん
ば
・
う
し
な
ふ
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
日
・
中
䥹
音
䥺
シ
テ
ハ
則
䥹
ち
䥺
昃
カ
タ
フ
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
169
䣚
周
易
䣛-
319
䥺䥹
・
す
・
て
・
は
・
か
た
ふ
く
・
䥺	
〇
月
・
盈ミ
チ
テ
ハ
則
䥹
ち
䥺
食カ
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
319
䥺䥹
・
み
つ
・
て
・
は
・
か
く
・
䥺䥹䣓
食
䣔
左
に
䣓
蝕
本
䣔䥺	
〇
而
を
況
ヤ
・
人
䥹
返
䥺
に
於
テ
ヲ
乎ヤ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
320
䥺䥹
・
い
わ
ん
や
・
お
い
て
・
を
・
や
・
䥺	
〇
況
䥹
や
䥺・
鬼
䢣
神
に
於
テ
ヲ
乎ヤ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
320
䥺䥹
・
お
い
て
・
を
・
や
・
䥺	
〇
豐
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
用
䥹
ゐ
䥺
爲タ
ル
こ
と
・䥿
於
䦀
昃ソク
䥹
入
䥺
䢣
食
䥹
一
䥺
に
困
ク
ル
シ
䥹
二
䥺
フ
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
320
・
注
䥺䥹
・
た
り
・
ソ
ク
シ
䣼
ク
・
く
る
し
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
䥿
於
䦀
足
䥹
返
䥺
䥹
ら
䥺
未
䥹
一
䥺
に
施
䥹
ほ
と
䥺
コ
䥹
二
䥺
ス
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
豐
䥹
返
䥺
を
尚タト
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
321
・
注
䥺䥹
・
ほ
ど
こ
す
・
と
き
ん
ば
・
た
と
ふ
・
䥺	
〇
䥿
於
䦀
已
に
盈ミ
䥹
一
䥺
チ
ヌ
ル
に
施
䥹
ほ
と
䥺
コ
䥹
二
䥺
ス
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
方
ミ
サ
カ
リ
に
溢アフ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
321
・
注
䥺䥹
・
み
つ
・
ぬ
・
ほ
ど
こ
す
・
と
き
ん
ば
・
み
さ
か
り
・
あ
ふ
る
・
䥺	
〇
以
て
常
と
爲ス
可
䥹
か
ら
䥺
不
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
321
・
注
䥺䥹
・
す
・
䥺	
〇
故
に
具
ツ
フ
サ
に
消
䢣
息
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
䥹
一
䥺
を
陳ノ
䥹
二
䥺
フ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
321
・
注
䥺䥹
・
つ
ぶ
さ
に
・
の
ぶ
・
䥺	
〇
●
兌タイ
䥹
去
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
麗
ツ
ラ
ナ
レ
ル
澤
ア
ル
は
兌
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
322
䥺䥹
・
タ
イ
・
つ
ら
な
る
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
兌
䣔
の
左
下
に
䣓
徒
外
反
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
朋
䢣
友
ア
リ
て
講
䢣
習
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一䣚
周
易
䣛-
322
䥺
䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
あ
り
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
兌タイ
は
悦
䥹
入
輕
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
322
䥺
䥹
・
タ
イ
・
な
り
・
䥺	
〇
剛
・
中
ウ
チ
ニ
シ
而て
柔
・
外ホカ
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
323
䥺䥹
・
う
ち
に
す
・
ほ
か
・
な
り
・
䥺	
〇
悦
䥹
よ
ろ
䥺
コ
ヒ
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
貞
䥹
返
䥺
に
利
ア
リ
䥿
イ
䣍
リ利
テ
イ貞
ア
リ
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
323
䥺䥹
・
よ
ろ
こ
び
・
こ
れ
を
も
て
・
あ
り
・
リ
・
テ
イ
・
あ
り
・
䥺	
〇
悦
䥹
ひ
䥺
而て
剛
䥹
返
䥺
に
違タカ
フ
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
諂
ヘ
ツ
ラ
ヘ
ル
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
323
・
注
䥺䥹
・
た
が
ふ
・
と
き
ん
ば
・
へ
つ
ら
ふ
・
り
・
な
り
・
䥺	
〇
剛
䥹
つ
よ
く
䥺
ニ
シ
而
悦
䥹
よ
ろ
こ
䥺
ヒ
䥹
返
䥺
に
違
䥹
ふ
䥺
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
暴
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
324
・
注
䥺䥹
・
つ
よ
く
に
す
・
よ
ろ
こ
び
・
と
き
ん
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
剛
中
ウ
チ
ニ
シ
而て
柔
外
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
324
・
注
䥺䥹
・
う
ち
に
す
・
な
り
・
䥺	
〇
悦
䥹
よ
ろ
䥺
コ
ヒ
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
貞
䥹
返
䥺
に
利
䥹
一
䥺
ア
ル
所
䥹
二
䥺
䦁
以
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
324
・
注
䥺䥹
・
よ
ろ
こ
び
・
も
れ
を
も
て
・
あ
り
・
な
り
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
䥿
乎
䦀
天
に
順
シ
タ
カ
䥹
ひ
䥺
而て
䥿
乎
䦀
人
に
應
䥹
音
䥺
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
324
䥺䥹
・
し
た
が
ふ
・
䥺	
〇
天
は
剛
䥹
つ
よ
く
䥺
ニ
シ
而て
悦
䥹
よ
ろ
䥺
コ
ヒ
を
失
䥹
は
䥺
不サ
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
325
・
注
䥺䥹
・
つ
よ
く
に
す
・
よ
ろ
こ
び
・
ず
・
な
り
・
䥺	
〇
悦
䥹
よ
ろ
䥺
コ
ヒ
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
民
䥹
返
䥺
に
先
サ
イ
タ
ツ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
々
䥹
民
䥺
其
䥹
の
䥺
勞
䥹
音
䥺
を
忘
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
325
䥺䥹
・
よ
ろ
こ
ぶ
・
こ
れ
を
も
て
・
さ
い
だ
つ
・
と
き
ん
ば
・
わ
す
る
・
䥺	
〇
悦
䥹
よ
ろ
䥺
コ
ヒ
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
難
䥹
去
䥺
䥹
返
䥺
を
犯
ス
と
キ
ン
ハ
・
民
其
䥹
の
䥺
死
を
忘
ル
䣎
170
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
325
䥺䥹
・
よ
ろ
こ
び
・
こ
れ
を
も
て
・
お
か
す
・
と
き
ん
ば
・
わ
す
る
・
䥺	
〇
悦
䥹
よ
ろ
䥺
コ
ヒ
䥿
之
䦀
大
ナ
ル
・
民
勸
ス
ヽ
メ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
326
䥺䥹
・
よ
ろ
こ
び
・
お
ほ
き
な
り
・
す
す
め
る
・
か
な
・
䥺	
〇
●
渙
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
風
䥹
訓
䥺
水
䥹
の
䥺
上
に
行ユ
ク
は
・
渙
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
327
䥺䥹
・
ゆ
く
・
な
り
・
䥺䥹䣓
渙
䣔
左
下
に
䣓
呼
亂
反
散
也
䣔䥺	
〇
九
五
は
汗アセ
䥹
返
䥺
を
渙
ク
ワ
ン
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
327
䥺䥹
・
あ
せ
・
ク
ワ
ン
・
䥺	
〇
其
䥹
れ
䥺
大
に
號サケ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
327
䥺䥹
・
さ
け
ぶ
・
䥺	
〇
渙
に
ヲ
イ
て
王
居ヰ
て
咎
无
䥹
し
䥺䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
328
䥺䥹
・
を
い
て
・
ゐ
る
・
䥺	
〇
尊
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
に
處ヰ
・
正
䥹
音
䥺䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
履フ
ン
て
巽
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
中
䥹
音
䥺
に
居ヲ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
328
・
注
䥺䥹
・
ゐ
る
・
ふ
む
・
を
り
・
䥺	
〇
汗
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
散
䥹
音
䥺
シ
て
大
に
號サケ
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
328
・
注
䥺䥹
・
す
・
さ
け
ぶ
・
䥺	
〇
以
て
險
䢣
阨ヤク
を
湯タウ
ス
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
328
・
注
䥺䥹
・
ケ
ン
ヤ
ク
・
タ
ウ
・
す
・
な
り
・
䥺䥹䣓
阨
䣔
の
左
下
に
䣓
於
草
反
䣔䥺	
〇
渙
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
主
と
爲タ
ル
こ
と
・
唯
䥹
た
䥺・
王
之
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
居ヰ
て
乃
イ
䥹
ま
䥺
䥹
し
䥺
咎
无
䥹
き
䥺
こ
と
を
得
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
328
・
注
䥺䥹
・
た
り
・
ゐ
る
・
い
ま
し
・
う
・
䥺	
〇
●
節
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
澤
の
上ウヘ
に
水
䥹
返
䥺
有
ル
は
・
節
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
330
䥺䥹
・
う
へ
・
あ
り
・
な
り
・
䥺䥹䣓
節
䣔
の
左
下
に
䣓
薦
結
反
止
也
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て/
數
䢣/
度
䥿
イ
䣍
度
數
䦀
を
制
䥹
音
䥺
シ
・
德
䢣
行
を
議ハカ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
330
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
す
・
は
か
る
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
道
窮
キ
ハ
マ
ル
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
331
䥺䥹
・
き
は
ま
る
・
䥺	
〇
節
䥹
返
䥺
を
爲ス
ル
こ
と
過ス
キ
䥹
て
䥺/
苦
ク
ル
シ
䥹
返
䥺
フ
ト
キ
ン
ハ
䥿
イ
䣍
苦
䥹
返
䥺
䥹
ひ
䥺
過
䥹
く
と
き
ん
は
䥺
䦀
即
䥹
ち
䥺
・
物
堪タ
フ
ル
こ
と
能
䥹
は
䥺
不
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
332
・
注
䥺䥹
・
す
・
す
ぐ
・
く
る
し
ふ
・
と
き
ん
ば
・
た
ふ
・
䥺	
〇
物
堪
䥹
ふ
る
䥺
こ
と
能
は
不サ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
正
䥹
去
䥺
に
復カヘ
ル
可
䥹
か
ら
䥺
不
䥿
也
䦀䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
332
・
注
䥺䥹
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
か
へ
る
・
䥺	
〇
悦
䥹
よ
ろ
䥺
コ
ヒ
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
險
に
行ユ
ク
・
位
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
當
ア
䥹
た
䥺
䥹
り
䥺
て
節
䥹
返
䥺
を
以
て
中
䢣
正
ニ
シ
て
以
て
通
䥹
音
䥺
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
332
䥺䥹
・
よ
ろ
こ
び
・
こ
れ
を
も
て
・
ゆ
く
・
あ
た
る
・
な
り
・
す
・
䥺	
〇
悦
䥹
よ
ろ
䥺
コ
ヒ
䥹
返
䥺
无
䥹
な
䥺
ク
シ
而て
險
䥹
返
䥺
に
行ユ
キ
・
中
䥹
返
䥺
を
過ス
キ
而て
節
䥹
返
䥺
を
爲ス
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
道
窮
キ
ハ
マ
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
333
・
注
䥺
䥹
・
よ
ろ
こ
び
・
な
く
す
・
ゆ
く
・
す
ぎ
る
・
す
・
と
き
ん
ば
・
き
は
ま
る
・
䥺	
〇
天
䢣
地
節
シ
而て
四
時
成ナ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
333
䥺䥹
・
す
・
な
る
・
䥺	
〇
節
ス
ル
に
・
制
䢣
度
䥹
返
䥺
を
以
䥹
も
䥺
テ
シ
て
財
䥹
返
䥺
を
傷ヤフ
䥹
返
䥺
ラ
不
・
民
䥹
返
䥺
を
害
䥹
返
䥺
セ
不
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
334
䥺䥹
・
す
・
も
て
す
・
や
ぶ
る
・
す
・
䥺	
〇
●
中
䢣
孚フ
䥹
平
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
澤
の
上
に
風
䥹
返
䥺
有
䥹
る
䥺
は
・
中
䢣
孚
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
335
䥺䥹
・
チ
ユ
ウ
フ
・
な
り
・
䥺䥹䣓
孚
䣔
の
左
下
に
䣓
芳
夫
反
信
也
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
獄
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
議ハカ
リ
・
死
䥹
返
䥺
を
緩
ユ
ル
ウ
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
335
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
は
か
る
・
ゆ
る
う
す
・
䥺	
171
〇
信
・䥿
於
䦀
中
䥹
一
䥺
ヨ
リ
發
䥹
音
䥺䥹
二
䥺
ス
ル
ト
キ
ン
ハ
・
過
ア
ヤ
マ
䥹
返
䥺
テ
リ
と
雖
䥹
も
䥺・
亮
マ
コ
ト
䥹
返
䥺
ナ
ル
可
シ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
336
・
注
䥺䥹
・
よ
り
・
す
・
と
き
ん
ば
・
あ
や
ま
つ
・
り
・
ま
こ
と
な
り
・
べ
し
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
中
䢣
孚
は
柔
䥹
平
䥺
内
に
在
䥹
り
䥺
而て
剛
中
を
得
タ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
336
䥺䥹
・
た
り
・
䥺	
〇
悦
ヨ
ロ
コ
ン
而て
シ
タ
カ
巽
テ
䥿
イ
䣍
巽
䥹
音
䥺
に
す
䦀
孚
マ
コ
ト
ア
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
337
䥺䥹
・
よ
ろ
こ
ぶ
・
し
た
が
て
・
ま
こ
と
・
あ
り
・
䥺	
〇
上
の
四
德
䥹
返
䥺
有
䥹
り
䥺
て
然
て
後
に
乃
䥹
ち
䥺
マ
コ
ト
孚
ア
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
337
・
注
䥺䥹
・
ま
こ
と
・
あ
り
・
䥺 
〇
信
・
立
䥹
ち
䥺
而て
後
に
邦クニ
乃
䥹
ち
䥺
化
す
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
337
・
注
䥺䥹
・
く
に
・
䥺	
〇
柔
内
に
在
䥹
り
䥺
而て
剛
中
䥹
返
䥺
を
得
タ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
338
・
注
䥺䥹
・
た
り
・
䥺	
〇
各
䥹
の
䥺
其
䥹
の
䥺
所
に
當
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
338
・
注
䥺䥹
・
あ
た
る
・
䥺	
〇
剛
中
䥹
返
䥺
を
得
レ
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
直
ニ
シ
テ
䥿
而
䦀
正
䥹
音
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
338
・
注
䥺䥹
・
え
る
・
ば
・
な
り
・
す
・
て
・
な
り
・
䥺	
〇
柔
内
に
在
レ
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
靜
䥹
音
䥺
ニ
シ
而
順
䥹
音
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
338
・
注
䥺䥹
・
あ
り
・
ば
・
な
り
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
悦
䥹
ひ
䥺
而て
以
て
巽
シ
タ
カ
フ
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺・
乖
ク
ワ
イ
䢣
爭
作ヲコ
ラ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
338
・
注
䥺䥹
・
し
た
が
ふ
・
と
き
ん
ば
・
ク
ワ
イ
ソ
ウ
・
を
こ
る
・
䥺	
〇
此
䥹
返
䥺
の
如
キ
は
則
䥹
ち
䥺・
物
巧タク
ミ
䦁
競キソ
フ
こ
と
无
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
338
・
注
䥺䥹
・
ご
と
し
・
た
く
む
・
き
そ
ふ
・
な
し
・
䥺	
〇
敦トン
䢣
實
䥹
の
䥺
行
䥹
去
䥺
・
著
ア
ラ
ハ
レ
而て
篤
䢣
信
・䥿
乎
䦀
其
䥹
の
䥺
中
に
發
䥹
音
䥺
す
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
339
・
注
䥺䥹
・
ト
ン
ジ
ツ
・
あ
ら
は
る
・
䥺	
〇
豚トン
䢣
魚
マ
テ
に
吉
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
339
䥺䥹
・
ト
ン
ギ
ヨ
・
ま
で
・
な
り
・
䥺	
〇
信
・
豚
䢣
魚
に
及
フ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
339
䥺䥹
・
お
よ
ぶ
・
䥺	
〇
魚
は
䥿
者
䦀
虫
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
隱カク
レ
タ
ル
者
䥹
も
䥺
の
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
339
・
注
䥺䥹
・
か
く
る
・
た
り
・
䥺	
〇
豚
は
䥿
者
䦀
獣
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
薇
䢣
賤
ナ
ル
者
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
339
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
な
り
・
䥺	
〇
爭
䢣
競
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
興ヲコ
䥹
返
䥺
ラ
不ス
・
忠
䢣
信
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
德
淳アツ
ク
䦁
著
ア
ラ
ハ
ル
ヽ
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
薇
䢣
隱
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
物
䥹
一
䥺
と
雖
䥹
二
䥺
䥹
も
䥺
・
信
皆
䥹
な
䥺
及
フ
䥿
之
䦀
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
340
・
注
䥺䥹
・
を
こ
る
・
ず
・
あ
つ
し
・
あ
ら
は
る
・
と
き
ん
ば
・
お
よ
ぶ
・
䥺	
〇
中
䢣
孚
ア
テ
以
て
貞
䥹
返
䥺
に
利
ア
リ
䥿
イ
䣍
リ利
テ
イ貞
ナ
リ
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
340
䥺䥹
・
あ
り
・
て
・
あ
り
・
リ
テ
イ
・
な
り
・
䥺	
〇
乃
䥹
ち
䥺
天
䥹
返
䥺
に
應
䥹
去
䥺
ス
レ
ハ
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
341
䥺
䥹
・
す
・
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
盛
サ
カ
ン
ナ
ル
コ
ト
ノ
䥿
之
䦀
至
レ
ル
ソ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
341
・
注
䥺䥹
・
さ
か
ん
な
り
・
こ
と
・
の
・
い
た
る
・
ぞ
・
䥺	
〇
●
小
過
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
山
䥹
の
䥺
上
に
雷
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
有
䥹
る
䥺
は
・
小
䢣
過
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
342
䥺䥹
・
な
り
・
䥺䥹䣓
過
䣔
の
左
下
に
䣓
古
臥
反
王
音
戈
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
行
䥹
去
䥺
・䥿
乎
䦀
恭
䥹
平
輕
䥺
に
過ス
キ
・
喪モ
・䥿
乎
䦀
哀
䥹
平
輕
䥺
に
過
キ
䥿
イ
䣍
過
䥹
く
䥺䣎䦀
用
䥹
音
䥺
・䥿
乎
䦀
儉
に
過
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
342
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
す
ぐ
・
も
・
す
ぐ
・
す
ぐ
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
小
過
は
小
シ
キ
ナ
ル
䦁
者モノ
過ス
キ
而て
亨トホ
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
343
䥺䥹
・
ち
い
さ
し
・
な
り
・
も
の
・
す
ぐ
・
と
ほ
る
・
䥺	
172
〇
小
䥹
し
き
䥺
ナ
ル
者
と
は
凡
䢣
諸
小
䢣
事
を
謂
䥹
ふ
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
344
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
䥿
於
䦀
小
事
䥹
一
䥺
に
過ス
䥹
二
䥺
キ
而て
通
䥹
音
䥺
ス
ル
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
344
・
注
䥺䥹
・
す
ぐ
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
過
䥹
き
䥺
て
以
て
貞
䥹
返
䥺
に
利
ア
リ
䥿
イ
䣍
リ利
テ
イ貞
ナ
リ
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
344
䥺䥹
・
あ
り
・
リ
テ
イ
・
な
り
・
䥺	
〇
與
に
行
ヲ
コ
ナ
ヘ
ハ
ナ
リ
䥿
イ
䣍
ユ行
ク
ソ
䦀䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
344
䥺
䥹
・
を
こ
な
ふ
・
ば
・
な
り
・
ゆ
く
・
ぞ
・
䥺	
〇
過ス
キ
而て
得ウ
ル
コ
ト
ハ
・
貞
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
利
䥹
返
䥺
ア
ル
を
以
て
䥿
イ
䣍
以
䥹
て
䥺
リ利
テ
イ貞
ソ
䦀
時
䢣
宜
䥹
平
濁
䥺
に
應
䥹
去
䥺
ス
レ
ハ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
345
・
注
䥺䥹
・
す
ぐ
・
う
・
こ
と
・
は
・
あ
り
・
リ
テ
イ
・
ぞ
・
す
・
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
過ス
キ
タ
ル
こ
と
を
䥿
於
䦀
恭
䢣
儉
䥹
一
䥺
に
施
ホ
ト
コ
䥹
二
䥺
セ
ハ
貞
䥹
返
䥺
に
利
ア
ル
䥿
イ
䣍
リ利
テ
イ貞
ナ
ル
䦀
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
345
・
注
䥺䥹
・
す
ぐ
・
た
り
・
ほ
ど
こ
す
・
ば
・
あ
り
・
リ
テ
イ
・
な
り
・
な
り
・
䥺	
〇
柔
䥹
平
濁
䥺
中
䥹
平
輕
䥺䥹
返
䥺
を
得
タ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
345
䥺䥹
・
た
り
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
小
事
吉
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
345
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
剛
位
䥹
返
䥺
を
失
䥹
ひ
䥺
而て
不
䢣
中
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
346
䥺
䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
大
事
䥹
一
䥺
に
不
䥹
二
䥺
䢣
可
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
346
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
大
事
䥹
一
䥺
を
成ナ
䥹
二
䥺
ス
こ
と
は
䥿
者
䦀・
必
䥹
す
䥺
剛
䥹
返
䥺
に
在
䥹
り
䥺䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
346
・
注
䥺䥹
・
な
す
・
䥺	
〇
柔
ニ
シ
而て
大
䥹
返
䥺
を
侵ヲカ
スす
・
剥ハク
䥹
入
䥺
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
䥹
訓
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
347
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
を
か
す
・
ハ
ク
・
な
り
・
䥺	
〇
●
既キ
䥹
上
䥺
䢣
濟セイ
䥹
去
䥺
・
象
に
曰
䥹
く
䥺・
水
火
の
上
に
在
䥹
る
䥺
は
・
既
䢣
濟
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
348
䥺䥹
・
キ
セ
イ
・
な
り
・
䥺䥹䣓
濟
䣔
の
左
下
に
䣓
節
計
反
鄭
云
既
也
盡
也
濟
度
也
䣔䥺	
〇
君
子
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
患
䥹
う
れ
䥺
ヘ
を
思
䥹
ひ
䥺
而て
豫
ア
ラ
カ
シ
メ
防フセ
ク
䥿
之
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
348
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
う
れ
へ
・
あ
ら
か
じ
め
・
ふ
せ
ぐ
・
䥺	
〇
存
䥹
平
䥺
ス
レ
ト
モ
亡
䥹
平
濁
䥺䥹
返
䥺
セ
ン
こ
と
を
忘ワス
䥹
返
䥺
レ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
349
・
注
䥺䥹
・
す
・
ど
も
・
す
・
む
・
わ
す
る
・
䥺	
〇
既キ
䢣
濟セイ
未
䢣
濟セイ
䥹
一
䥺
を
忘
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
レ
不
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
349
・
注
䥺䥹
・
キ
セ
イ
・
ミ
セ
イ
・
わ
す
る
・
䥺	
〇
彖
に
曰
䥹
く
䥺・
既
䢣
濟
亨トホ
ル
ト
イ
ハ
貞
䥹
返
䥺
に
利
ア
リ
䥿
イ
䣍
リ利
貞
ナ
リ
䦀䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
349
䥺䥹
・
と
ほ
る
・
と
い
は
・
あ
り
・
リ
・
な
り
・
䥺	
〇
剛
䢣
柔
正
䥹
音
䥺
ニ
シ
而て
位
當
レ
ル
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
350
䥺
䥹
・
な
り
・
す
・
あ
た
る
・
な
り
・
䥺	
〇
剛
䢣
柔
正
䥹
音
䥺
ニ
シ
而て
位
當
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
350
・
注
䥺
䥹
・
な
り
・
す
・
あ
た
る
・
䥺	
〇
則
䥹
ち
䥺
邪
䥹
音
䥺
・
以
て
行
ヲ
コ
ナ
䥹
一
䥺
フ
可
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
䥹
か
ら
䥺
不
䥿
矣
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
350
・
注
䥺䥹
・
を
こ
な
ふ
・
䥺	
〇
故
に
唯
䥹
た
䥺
正
䥹
音
䥺
乃
䥹
ち
䥺
貞
䥹
返
䥺
に
利
ア
リ
䥿
イ
䣍
リ利
貞
ナ
リ
䦀䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
350
・
注
䥺䥹
・
あ
り
・
リ
・
な
り
・
䥺	
〇
九
䢣
五
は
東
䢣
隣
䥿
之
䦀
牛
䥹
返
䥺
を
殺コロ
ス
は
・
西
䢣
隣
䥿
之
䦀
禴ヤク
䢣
祭
シ
て
實
マ
コ
ト
に
其
䥹
の
䥺
福
䥹
一
䥺
を
受ウ
䥹
二
䥺
ク
ル
に
如シ
䥹
三
䥺䥹
返
䥺
カ
不ス
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
351
䥺䥹
・
こ
ろ
す
・
ヤ
ク
サ
イ
・
す
・
ま
こ
と
に
・
う
く
・
し
く
・
ず
・
䥺
173
䥹䣓
禴
䣔
も
左
下
に
䣓
羊
略
反
䣔䥺	
〇
牛
は
祭
マ
ツ
リ
䥹
訓
䥺䥹
の
䥺䥿
之
䦀
盛
サ
カ
ン
ナ
ル
者
䥹
も
䥺
の
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
352
・
注
䥺䥹
・
ま
つ
り
・
さ
か
ん
な
り
・
䥺	
〇
禴
は
祭
マ
ツ
リ
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
薄ウス
キ
者
䥹
も
䥺
の
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
352
・
注
䥺䥹
・
ま
つ
り
・
う
す
し
・
䥺	
〇
既
䢣
濟
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
時
䥹
一
䥺
に
居ヰ
䥹
二
䥺
而て
尊
䢣
位
に
處ヲ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
352
・
注
䥺䥹
・
ゐ
る
・
を
り
・
䥺	
〇
將マサ
に
何ナニ
か
䦁
爲セ
ン
䥿
焉
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
352
・
注
䥺䥹
・
ま
さ
に
・
な
に
・
す
・
む
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
務ツト
䥹
返
䥺
ム
ル
所
は
䥿
者
䦀・
祭
䢣
祀
ナ
ラ
ク
而
䦁
已
ノ
ミ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
353
・
注
䥺䥹
・
つ
と
む
・
な
ら
く
・
の
み
・
䥺	
〇
祭
䢣
祀
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
盛
サ
カ
ン
ナ
ル
・
德
䥹
返
䥺
を
脩ヲサ
䥹
返
䥺
ム
ル
ヨ
リ
盛
䥹
返
䥺
ナ
ル
は
莫
シ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
353
・
注
䥺䥹
・
さ
か
ん
な
り
・
を
さ
む
・
よ
り
・
さ
か
ん
な
り
・
な
し
・
䥺	
〇
故
に
沼セウ
䥹
平
䥺
䢣
沚シ
䥹
上
䥺䥹
の
䥺䥿
之
䦀
毛
・
蘋ヒン
䥹
平
䥺
䢣
蘩ハン
䥹
平
䥺䥹
の
䥺䥿
之
䦀
榮
・
䥿
之
䦀䥿
於
䦀
鬼
䢣
神
䥹
一
䥺
に
羞スヽ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
メ
ツ
可
䥹
し
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
353
・
注
䥺䥹
・
セ
ウ
シ
・
ヒ
ン
ハ
ン
・
す
す
む
・
つ
・
䥺	
〇
黍
䢣
稷
馨
カ
ウ
ハ
䥹
返
䥺
シ
キ
に
非
䥹
さ
り
䥺・
明
䢣
德
惟
䥹
れ
䥺
馨
カ
ウ
ハ
シ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
353
・
注
䥺䥹
・
か
う
ば
し
・
か
う
ば
し
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
東
䢣
隣
の
牛
䥹
返
䥺
を
殺
䥹
す
䥺
は
西
䢣
隣
䥿
之
䦀
禴
䢣
祭
シ
て
實
マ
コ
ト
䥹
に
䥺
其
䥹
の
䥺
福
䥹
一
䥺
を
受ウ
䥹
二
䥺
ク
ル
に
如
䥹
三
䥺䥹
返
䥺
䥹
か
䥺
不
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
354
・
注
䥺䥹
・
す
・
ま
こ
と
に
・
う
く
・
䥺	
〇
●
天
は
尊タト
ク
・
地
は
卑イヤ
シ
・
乾
䢣
坤
定
䥹
さ
た
䥺
マ
ル
䥿
矣
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
355
䥺䥹
・
た
と
し
・
い
や
し
・
さ
だ
ま
る
・
䥺	
〇
卑
䢣
高
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
陳ツラ
ネ
て
貴
䢣
賎
位
ア
リ
䥿
矣
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
355
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
つ
ら
ぬ
・
あ
り
・
䥺	
〇
動
䢣
靜
常
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
有
䥹
り
䥺
て
剛
䢣
柔
斷
サ
タ
マ
ル
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
356
䥺䥹
・
さ
だ
ま
る
・
䥺	
〇
剛
䥹
平
䥺
は
動
イ
而て
柔
は
止
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
356
・
注
䥺
䥹
・
う
ご
く
・
と
ど
ま
る
・
䥺	
〇
動
䢣
止
・
其
䥹
の
䥺
常
の
體
を
得
ツ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
剛
柔
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
分
䥹
去
濁
䥺
・
著
ア
ラ
ハ
ル
䥿
之
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
356
・
注
䥺䥹
・
つ
・
と
き
ん
ば
・
あ
ら
は
る
・
䥺	
〇
方
䥹
音
䥺
は
類
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
聚
ア
ツ
マ
リ
・
物
は
群クン
䥹
平
輕
䥺䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
分
ル
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
357
䥺䥹
・
あ
つ
ま
る
・
ク
ン
・
わ
か
る
・
䥺	
〇
吉
䢣
凶
生ナ
ル
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
357
䥺䥹
・
な
る
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
同
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
ス
ル
所
䥹
一
䥺
に
順
䥹
二
䥺
フ
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
吉
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
358
・
注
䥺䥹
・
す
・
し
た
が
ふ
・
と
き
ん
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
趣
ヲ
モ
フ
䥹
返
䥺
ク
所
䥹
一
䥺
に
乘ソム
䥹
二
䥺
ク
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
凶
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
358
・
注
䥺䥹
・
を
も
ふ
く
・
そ
む
く
・
と
き
ん
ば
・
な
り
・
䥺	
〇
故
に
吉
凶
生ナ
ル
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
358
・
注
䥺䥹
・
な
る
・
䥺	
〇
地
に
在
䥹
り
䥺
て
は
形
䥹
か
た
䥺
チ
を
成
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
359
䥺䥹
・
か
た
ち
・
䥺	
〇
變
䢣
化
見ミ
ユ
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
359
䥺䥹
・
み
ゆ
・
䥺	
〇
象
と
は
日
月
星
辰
䥹
一
䥺
を
況イ
䥹
二
䥺
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
359
・
注
䥺䥹
・
い
ふ
・
䥺	
〇
形
と
は
山
川
草
木
䥹
一
䥺
を
況イ
䥹
二
䥺
フ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
359
・
注
䥺䥹
・
い
ふ
・
䥺	
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〇
懸
䥹
平
䥺
䢣
象
運
䢣
轉
シ
て
以
て
昏
䢣
明
を
成
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
360
・
注
䥺䥹
・
す
・
䥺	
〇
山
澤
氣
䥹
返
䥺
を
通
䥹
音
䥺
シ
而て
雲
䦁
行ユ
キ
雨
䦁
施
ホ
ト
コ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
360
・
注
䥺䥹
・
す
・
ゆ
く
・
ほ
ど
こ
る
・
䥺	
〇
故
に
變
䢣
化
見
ユ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
360
・
注
䥺䥹
・
み
ゆ
・
䥺	
〇
是
䥹
の
䥺
故
に
・
鼓コ
ス
ル
に
䥿
之
䦀・
雷
䥹
平
輕
䥺
䢣
霆テイ
䥹
平
䥺
を
以
䥹
も
䥺
テ
シ
・
潤
ウ
ル
ヲ
ホ
に
䥿
之
䦀・
風
䢣
雨
を
以
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
361
䥺䥹
・
こ
す
・
ラ
イ
テ
イ
・
も
て
す
・
う
る
を
ふ
・
䥺	
〇
日
月
運
䢣
行
シ
て
一
䥹
ひ
と
䥺
タ
ヒ
は
寒サム
ク
・
一
䥹
ひ
と
䥺
タ
ヒ
は
暑アツ
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
361
䥺䥹
・
す
・
ひ
と
た
び
・
さ
む
し
・
ひ
と
た
び
・
あ
つ
し
・
䥺	
〇
乾
は
大
䢣
始
を
知
リ
䥿
イ
䣍
知
䥹
る
䥺䣎䦀
坤
は
成
䢣
物
を
作ナ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
362
䥺䥹
・
し
る
・
な
す
・
䥺	
〇
乾
は
易イ
䥹
去
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
知
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
362
䥺䥹
・
イ
・
し
る
・
䥺	
〇
坤
は
簡
䥹
上
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
能ヨク
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
362
䥺䥹
・
よ
く
す
・
䥺	
〇
天
地
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
・
爲セ
䥹
返
䥺
不ス
シ
而て
始
を
善
䥹
よ
䥺
ク
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
363
・
注
䥺䥹
・
す
・
ず
・
す
・
よ
く
す
・
䥺	
〇
勞
䥹
去
䥺䥹
返
䥺
セ
不ス
シ
而て
善
ク
成ナ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
363
・
注
䥺
䥹
・
す
・
ず
・
す
・
よ
く
・
な
す
・
䥺	
〇
易イ
䥹
去
䥺
ナ
ル
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
知
䥹
返
䥺
リ
易
シ
䥿
イ
䣍
易
䥹
く
䥺・
䦀
簡
ナ
ル
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
從
䥹
返
䥺
ヒ
易
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
363
䥺䥹
・
イ
・
な
り
・
と
き
ん
ば
・
し
る
・
や
す
し
・
な
り
・
と
き
ん
ば
・
し
た
が
ふ
・
や
す
し
・
䥺	
〇
知
䥹
返
䥺
䥹
り
䥺
易ヤス
キ
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
親
䥹
返
䥺
有
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
364
䥺䥹
・
や
す
し
・
と
き
ん
ば
・
あ
り
・
䥺	
〇
從
䥹
し
た
䥺
カ
䥹
返
䥺
ヒ
易
キ
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
功
䥹
返
䥺
有
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
364
䥺䥹
・
し
た
が
ふ
・
や
す
し
・
と
き
ん
ば
・
あ
り
・
䥺	
〇
親
䥹
返
䥺
有
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
久
䥹
し
䥺
カ
ル
可
䥹
し
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
364
䥺䥹
・
あ
り
・
と
き
ん
ば
・
ひ
さ
し
・
䥺	
〇
功
有
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
大
ヲ
ホ
イ
䥹
返
䥺
ナ
ル
可
シ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
365
䥺䥹
・
あ
り
・
と
き
ん
ば
・
を
ほ
い
な
り
・
べ
し
・
䥺	
〇
易
䥹
去
䥺
䢣
簡
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
德
有
䥹
る
䥺
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
能
䥹
く
䥺
久
䥹
返
䥺䥹
し
䥺
カ
ル
可ヘ
ク
大
ナ
ル
可
キ
䥿
之
䦀
功
䥹
一
䥺
を
成
䥹
二
䥺
す
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
365
・
注
䥺䥹
・
と
き
ん
ば
・
ひ
さ
し
・
べ
し
・
を
ほ
い
な
り
・
べ
し
・
䥺	
〇
久
䥹
し
䥺
カ
ル
可
キ
は
・
則
䥹
ち
䥺
賢
人
か
䥿
之
䦀
德
ナ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
365
䥺䥹
・
ひ
さ
し
・
べ
し
・
な
り
・
䥺	
〇
大
ナ
ル
可
キ
は
・
則
䥹
ち
䥺
賢
人
䥹
か
䥺䥿
之
䦀
業
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
366
䥺䥹
・
を
ほ
い
な
り
・
べ
し
・
な
り
・
䥺	
〇
天
地
易
䥹
去
䥺
䢣
簡
ニ
シ
て
萬
物
久
䥹
し
䥺
ク
其
䥹
の
䥺
形
を
載ノ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
366
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
ひ
さ
し
・
の
す
・
䥺	
〇
聖
人
爲セ
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
不ス
シ
て
群
方
各
䥹
の
䥺
其
䥹
の
䥺
業
を
遂ト
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
367
・
注
䥺䥹
・
す
・
ず
・
す
・
と
ぐ
・
䥺	
〇
德
䢣
業
既
に
成ナ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺䥿
於
䦀
形
䢣
器
に
入
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
367
・
注
䥺䥹
・
な
る
・
と
き
ん
ば
・
は
い
る
・
䥺	
〇
故
に
賢
䢣
人
䥹
返
䥺
を
以
て
其
䥹
の
䥺
德
䢣
業
䥹
一
䥺
に
目ナツ
䥹
二
䥺
ク
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
367
・
注
䥺䥹
・
な
つ
く
・
䥺	
〇
易
䥹
去
䥺
䢣
簡
䥹
上
䥺
ニ
シ
而て
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
理
・
得
ツ
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
367
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
つ
・
䥺	
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〇
●
易
䥹
入
輕
䥺
は
天
䢣
地
與と
・
准
ナ
ス
ラ
フ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
369
䥺䥹
・
な
す
ら
ふ
・
䥺	
〇
易
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
作
䥹
し
䥺
て
以
て
天
地
に
准
フ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
369
・
注
䥺䥹
・
な
す
ら
ふ
・
䥺	
〇
仰
ア
䥹
お
䥺
䥹
き
䥺
て
以
て
䥿
於
䦀
天
䢣
文
を
觀ミ
・
俯フ
シ
て
以
て
䥿
於
䦀
地
䢣
理
䥹
返
䥺
を
察ミ
て
幽
䢣
明
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
故
䥹
音
䥺䥹
一
䥺
を
知
䥹
二
䥺
リ
・
死
䢣
生
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
説
䥹
一
䥺
を
知
䥹
二
䥺
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
370
䥺䥹
・
あ
お
ぐ
・
み
る
・
フ
・
す
・
み
る
・
し
る
・
し
る
・
䥺	
〇
死
䢣
生
は
䥿
者
䦀
始
䢣
終
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
數
コ
ト
ワ
リ
ナ
リ
䥿
イ
䣍
カ
ス數
䦀䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
371
・
注
䥺䥹
・
こ
と
わ
り
・
な
り
・
か
ず
・
䥺	
〇
天
䢣
地
與と
・
相
䥹
ひ
䥺
䦁
似
タ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
372
䥺䥹
・
た
り
・
䥺	
〇
德
を
天
地
䥹
一
䥺
に
合カナ
䥹
二
䥺
ヘ
タ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
372
・
注
䥺
䥹
・
か
な
ふ
・
た
り
・
䥺	
〇
故
に
相
䥹
ひ
䥺
䦁
似
タ
リ
と
曰
䥹
ふ
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
372
・
注
䥺䥹
・
た
り
・
䥺	
〇
智
・䥿
乎
䦀
萬
䢣
物
に
周
ア
マ
ネ
ウ
シ
而て
道
䥹
訓
䥺
・
天
下
を
濟セイ
䥹
去
䥺
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
372
䥺䥹
・
あ
ま
ね
う
す
・
セ
イ
・
䥺	
〇
智
・
萬
物
に
周
ア
マ
ネ
キ
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
能
ク
・
道
䥹
返
䥺
を
以
て
天
下
を
濟セイ
す
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
373
・
注
䥺䥹
・
あ
ま
ね
し
・
と
き
ん
ば
・
よ
く
・
セ
イ
・
䥺	
〇
天
䥹
返
䥺
を
樂
タ
ノ
シ
ヒ
・
命
䥹
返
䥺
を
知
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
373
䥺䥹
・
た
の
し
ぶ
・
し
る
・
䥺	
〇
故
に
憂
ヘ
不
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
374
䥺䥹
・
う
れ
ふ
・
䥺	
〇
天
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
化
に
順
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
374
・
注
䥺䥹
・
し
た
が
ふ
・
䥺	
〇
故
に
樂
フ
と
曰
䥹
ふ
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
374
・
注
䥺䥹
・
た
の
し
ぶ
・
䥺	
〇
天
地
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
化
䥹
一
䥺
に
範
䥹
二
䥺
䢣
囲
䥹
平
䥺
シ
而て
過
ア
ヤ
マ
䥹
返
䥺
ラ
不
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
375
䥺䥹
・
す
・
あ
や
ま
る
・
䥺	
〇
範
䢣
囲
と
は
䥿
者
䦀
天
地
に
擬
䢣
範
シ
而て
周
ア
マ
ネ
ク
・
其
䥹
の
䥺
理
を
備ソナ
フ
ル
ソ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
375
・
注
䥺䥹
・
す
・
あ
ま
ね
し
・
そ
な
ふ
・
ぞ
・
䥺	
〇
萬
䢣
物
を
曲
䢣
成
シ
而て
遺ノコ
䥹
返
䥺
サ
不
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
375
䥺䥹
・
す
・
の
こ
す
・
䥺	
〇
曲
成
ト
イ
ハ
䥿
者
䦀
變
䥹
返
䥺
に
乗ノ
リ
・
物
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
應
䥹
去
䥺
シ
て
一
方
に
係カヽ
ラ
不
䥹
る
䥺
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
376
・
注
䥺䥹
・
と
い
は
・
の
る
・
す
・
か
か
る
・
な
り
・
䥺	
〇
則
䥹
ち
䥺
物
宜
䥹
平
濁
䥺
を
得
タ
リ
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
376
・
注
䥺䥹
・
た
り
・
䥺	
〇
故
に
神
は
方ツネ
䥹
返
䥺
无
䥹
な
䥺
ク
シ
而て
易
は
體
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
无
シ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
376
䥺䥹
・
つ
ね
・
な
く
す
・
な
し
・
䥺	
〇
神
は
䥿
則
䦀
陰
䢣
陽
測ハカ
䥹
返
䥺
リ
エ
不
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
377
・
注
䥺䥹
・
は
か
る
・
う
・
䥺	
〇
易
は
䥿
則
䦀
唯
䥹
た
䥺
變
䥹
し
て
䥺
適ユ
䥹
返
䥺
ク
所マヽ
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
377
・
注
䥺䥹
・
ゆ
く
・
ま
ま
・
な
り
・
䥺	
〇
一
䢣
方
一
䢣
體
䥹
返
䥺
を
以
て
明アカ
䥹
一
䥺
す
可
䥹
二
䥺䥹
返
䥺䥹
か
ら
䥺
不
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
377
・
注
䥺䥹
・
あ
か
す
・
䥺	
〇
仁
䢣
者
は
之
䥹
返
䥺
を
見ミ
て
之
を
仁
と
謂
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
377
䥺
䥹
・
み
る
・
い
ふ
・
䥺	
176
〇
智
䢣
者
は
之
䥹
返
䥺
を
見ミ
て
之
を
智
と
謂
䥹
ふ
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
378
䥺䥹
・
み
る
・
䥺	
〇
百
姓
日ヒヽ
に
用
ヰ
レ
ト
モ
䥿
而
䦀・
故
䥹
音
䥺
を
知
䥹
返
䥺
ラ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
377
・
注
䥺䥹
・
ひ
び
・
も
ち
ゐ
る
・
ど
も
・
し
る
・
䥺	
〇
君
子
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
䥹
訓
䥺
鮮
ス
ク
ナ
シ
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
378
䥺
䥹
・
す
く
な
し
・
䥺	
〇
君
子
は
道
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
に
體
䥹
音
䥺
シ
て
以
て
用
ヰ
ル
こ
と
を
爲ス
ル
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
379
・
注
䥺䥹
・
す
・
も
ち
ゐ
る
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
斯
の
道
に
體
セ
ル
者
䥹
も
䥺
の
亦
䥹
た
䥺
鮮
ス
ク
ナ
カ
ラ
不
乎ヤ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
379
・
注
䥺䥹
・
す
・
り
・
す
く
な
し
・
や
・
䥺	
〇
●
諸
仁
に
顯
ア
ラ
ハ
レ
・
諸
用
䥹
音
䥺
に
蔵カク
ス
䥿
イ
䣍
ヲ
サ蔵
ム
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
379
䥺䥹
・
あ
ら
は
る
・
か
く
す
・
を
さ
む
・
䥺	
〇
故
に
曰
ク
・
諸
仁
䥹
一
䥺
に
顯
ア
ラ
ハ
䥹
二
䥺
ル
と
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
380
・
注
䥺䥹
・
い
わ
く
・
あ
ら
は
る
・
䥺	
〇
日ヒヽ
に
用
䥹
ゐ
䥺
レ
ト
モ
䥿
而
䦀・
知
䥹
返
䥺
䥹
ら
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
380
・
注
䥺䥹
・
ひ
び
・
も
ち
ゐ
る
・
ど
も
・
䥺	
〇
故
に
曰
ク
・
諸
用
䥹
一
䥺
に
蔵カク
䥹
二
䥺
ス
と
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
380
・
注
䥺䥹
・
い
わ
く
・
か
く
す
・
䥺	
〇
盛
䢣
德
・
大
䢣
業
・
至
レ
ル
䥿
矣
䦀
哉カナ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
380
䥺
䥹
・
い
た
る
・
か
な
・
䥺	
〇
富
䢣
有
ス
ル
・
之
を
大
業
と
謂
フ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
381
・
注
䥺
䥹
・
す
・
い
ふ
・
䥺	
〇
廣
䢣
大
・
悉
ク
備
ソ
ナ
ハ
レ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
381
・
注
䥺䥹
・
こ
と
ご
と
く
・
そ
な
は
る
・
り
・
䥺	
〇
故
に
富
䢣
有
と
曰
フ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
381
・
注
䥺䥹
・
い
ふ
・
䥺	
〇
日ヒヽ
に
新
ア
ラ
タ
ニ
ス
ル
・
之
を
盛
䢣
德
と
謂
䥹
ふ
䥺
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
381
䥺䥹
・
ひ
び
・
あ
ら
た
に
す
・
䥺	
〇
化
䥹
返
䥺
に
體
シ
・
變
䥹
返
䥺
に
合
フ
・
故
に
曰
ク
・
日ヒヽ
に
新
ナ
リ
と
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
382
・
注
䥺䥹
・
す
・
あ
ふ
・
い
わ
く
・
ひ
び
・
あ
ら
た
な
り
・
䥺	
〇
々
䥹
生
䥺䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
生
䥹
音
䥺
ス
ル
・
之
を
易
䥹
入
䥺䥹
返
䥺
と
謂
䥹
ふ
䥺䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
382
䥺䥹
・
す
・
䥺	
〇
陰
䢣
陽
轉
䢣
易
䥹
入
䥺
シ
て
以
て
化
䢣
生
を
成ナ
ス
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
382
・
注
䥺䥹
・
す
・
な
す
・
䥺	
〇
陰
䢣
陽
測ハカ
䥹
返
䥺
リ
エ
不サ
ル
・
之
を
神
と
謂
䥹
ふ
䥺
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
382
䥺䥹
・
は
か
る
・
う
・
ず
・
䥺	
〇
々
䥹
神
䥺
は
䥿
也
䦀
䥿
者
䦀
・
變
䢣
化
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
極
䥹
音
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
383
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
萬
䢣
物
䥹
一
䥺
に
妙
タ
ヘ
ニ
䥹
二
䥺
シ
而て
言イ
䥹
返
䥺
フ
こ
と
を
爲ス
䣎
䥿
イ
䣍
爲
・
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
383
・
注
䥺䥹
・
た
へ
に
す
・
い
ふ
・
す
・
䥺	
〇
形
䥹
返
䥺
䥹
返
䥺
を
以
て
詰ナシ
ル
可
䥹
か
ら
䥺
不
䥹
る
䥺
者
䥹
も
䥺
の
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
383
・
注
䥺䥹
・
な
じ
る
・
な
り
・
䥺	
〇
故
に
曰
ク
・
陰
陽
測ハカ
リ
エ
不ス
と
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
383
・
注
䥺䥹
・
い
わ
く
・
は
か
る
・
う
・
ず
・
䥺	
〇
●
夫ソ
レ
易
は
廣ヒロ
シ
䥿
矣
䦀・
大
ヲ
ヽ
イ
ナ
リ
䥿
矣
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
384
䥺䥹
・
そ
れ
・
ひ
ろ
し
・
を
を
い
な
り
・
䥺	
〇
以
て
䥿
乎
䦀
天
地
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
間
䥹
一
䥺
を
言イ
䥹
二
䥺
フ
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
備
ソ
ナ
ハ
レ
リ
䥿
矣
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
384
䥺䥹
・
い
ふ
・
と
き
ん
ば
・
そ
な
は
る
・
り
・
䥺	
〇
易
䥿
之
䦀
載ノ
䥹
返
䥺
ス
ル
所
・
此
䥹
の
䥺
四
䥹
つ
䥺
の
義
に
配
す
䥿
也
䦀䥹
群
書
177
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
386
・
注
䥺䥹
・
の
す
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
易
は
其
レ
至
レ
ル
カ
ナ
䥿
矣
䦀䥿
乎
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
387
䥺䥹
・
そ
れ
・
い
た
る
・
り
・
か
な
・
䥺	
〇
理
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
窮
メ
て
神
䥹
返
䥺
に
入
ル
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
388
・
注
䥺䥹
・
き
わ
む
・
は
い
る
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
德
崇タカ
シ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
388
・
注
䥺䥹
・
た
か
し
・
䥺	
〇
萬
䢣
物
を
兼
䢣
濟セイ
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
388
・
注
䥺䥹
・
ケ
ン
セ
イ
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
業
廣
シ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
388
・
注
䥺䥹
・
ひ
ろ
し
・
䥺	
〇
天
地
・
位
䥹
返
䥺
を
設
ケ
而て
易
䥹
入
䥺
・䥿
乎
䦀
其
䥹
の
䥺
中
ウ
䥹
ち
䥺
に
行ユ
ク
䥿
イ
䣍
ヲ
コ
ナ
行
ハ
ル
䦀䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
388
䥺䥹
・
も
う
く
・
う
ち
・
ゆ
く
・
を
こ
な
ふ
・
る
・
䥺	
〇
●
聖
人
・
以
て
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
賾
ヲ
キ
ロ
䥹
一
䥺
を
見
䥹
二
䥺
ル
こ
と
有ア
䥹
三
䥺
䥹
り
䥺䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
389
䥺䥹
・
を
き
ろ
・
み
る
・
あ
り
・
䥺	
〇
而
て
諸
䥹
の
䥺
其
䥹
の
䥺
形
䢣
容
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
擬
ナ
ス
ラ
䥹
二
䥺
ヘ
て
其
䥹
の
䥺
物
䢣
宜
䥹
一
䥺
に
象
カ
タ
ト
䥹
二
䥺
ル
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
390
䥺䥹
・
な
す
ら
ふ
・
か
た
と
る
・
䥺	
〇
乾
は
剛
ナ
リ
・
坤
は
柔
ナ
リ
・
各
䥹
の
䥺
其
䥹
の
䥺
體
有
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
390
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
な
り
・
あ
り
・
䥺	
〇
故
に
曰
ク
・
諸
䥹
の
䥺
其
䥹
の
䥺
形
䢣
容
䥹
一
䥺
に
擬
ナ
ス
ラ
䥹
二
䥺
フ
と
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
391
・
注
䥺䥹
・
い
わ
く
・
な
す
ら
ふ
・
䥺	
〇
擬
ナ
ス
ラ
ヘ
䥿
之
䦀
而て
後
に
言
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
391
䥺䥹
・
な
す
ら
ふ
・
い
ふ
・
䥺	
〇
議ハカ
䥹
り
䥺䥿
之
䦀
而て
後
に
動
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
391
䥺䥹
・
は
か
る
・
う
ご
く
・
䥺	
〇
擬
䥹
な
す
䥺
ラ
ヘ
䦁
議ハカ
䥹
り
䥺
て
以
て
其
䥹
の
䥺
變
䢣
化
を
成
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
391
䥺䥹
・
な
す
ら
ふ
・
は
か
る
・
䥺	
〇
擬
䥹
へ
䥺
䦁
議
䥹
り
䥺
て
以
て
動
ク
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
變
䢣
化
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
䥹
一
䥺
を
盡
䥹
二
䥺
す
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
392
・
注
䥺䥹
・
う
ご
く
・
と
き
ん
ば
・
䥺	
〇
我
好
䢣
爵
有
リ
䥿
イ
䣍
有
ラ
ハ
䦀・
吾
爾
䥹
返
䥺
與と
縻アカ
タ
ン
䥿
之
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
393
䥺䥹
・
あ
り
・
あ
り
・
ば
・
あ
か
つ
・
む
・
䥺	
〇
鶴
鳴
ク
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
子
䥹
訓
䥺
和
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
394
・
注
䥺䥹
・
な
く
・
と
き
ん
ば
・
䥺	
〇
誠
䥹
返
䥺
を
脩ヲサ
ム
ル
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
物
䥹
訓
䥺
應
䥹
去
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
394
・
注
䥺䥹
・
を
さ
む
・
と
き
ん
ば
・
䥺	
〇
我
好
䢣
爵
有
䥹
り
䥺・
物
䥹
返
䥺
與と
散アカ
ツ
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
394
・
注
䥺䥹
・
あ
か
つ
・
䥺	
〇
鶴
䥿
乎
䦀
陰
䥹
一
䥺
に
鳴
䥹
二
䥺
ク
・
氣
同
シ
キ
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
和
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
394
・
注
䥺䥹
・
な
く
・
お
な
じ
・
と
き
ん
ば
・
䥺	
〇
言コト
ヲ
戸
䢣
庭
䥹
一
䥺
に
出
䥹
二
䥺
す
に
・
千
里
應
䥹
去
䥺
す
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
394
・
注
䥺䥹
・
こ
と
・
を
・
䥺	
〇
言
䥹
返
䥺
を
出イタ
ス
モ
・
猶
䥹
ほ
䥺
然
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
395
・
注
䥺䥹
・
い
だ
す
・
も
・
し
か
り
・
䥺	
〇
況
ヤ
・
其
䥹
れ
䥺
大
ナ
ル
者モノ
ヲ
乎ヤ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
395
・
注
䥺
䥹
・
い
わ
ん
や
・
お
お
い
な
り
・
も
の
・
を
・
や
・
䥺䥹䣓
者
䣔
原
本
に
は
䣓
ヲ
ノ
䣔
で
あ
る
が
䣍
後
部
に
参
照
し
て
誤
写
か
䥺	
〇
千
里
應
䥹
去
䥺
ス
ル
こ
と
或ア
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
395
・
注
䥺䥹
・
す
・
あ
り
・
䥺	
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〇
況
䥹
や
䥺
其
䥹
れ
䥺
邇チカ
キ
者モノ
ヲ
乎ヤ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
395
・
注
䥺
䥹
・
ち
か
し
・
も
の
・
を
・
や
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
君
子
其
䥹
の
䥺
室
䥹
返
䥺
に
居ヰ
て
其
䥹
の
䥺
言コト
を
出イタ
ス
コ
ト
ア
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
395
䥺䥹
・
ゐ
る
・
こ
と
・
い
だ
す
・
こ
と
・
あ
り
・
䥺	
〇
善ヨ
キ
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
千
里
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
外
・
應
䥹
去
䥺
す
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
396
䥺䥹
・
よ
し
・
と
き
ん
ば
・
䥺	
〇
況
䥹
や
䥺・
其
䥹
れ
䥺
邇
キ
者
䥹
を
䥺
乎ヤ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
396
䥺
䥹
・
ち
か
し
・
や
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
室
䥹
返
䥺
に
居
て
其
䥹
の
䥺
言コト
を
出イタ
ス
コ
ト
ア
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
397
䥺䥹
・
こ
と
・
い
だ
す
・
こ
と
・
あ
り
・
䥺	
〇
善
䥹
返
䥺
カ
ラ
不サ
ル
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
千
里
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
外
違
フ
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
397
䥺䥹
・
よ
し
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
た
が
ふ
・
䥺	
〇
況
䥹
や
䥺・
其
䥹
れ
䥺
邇
キ
者
䥹
を
䥺
乎ヤ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
397
䥺
䥹
・
ち
か
し
・
や
・
䥺	
〇
言コト
・䥿
乎
䦀
身
䥹
返
䥺
に
出イ
テ
て
䥿
乎
䦀
民
に
加
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
398
䥺䥹
・
こ
と
・
い
つ
・
く
わ
ふ
・
䥺	
〇
行
・䥿
乎
䦀
邇
䥹
返
䥺
キ
に
發
ア
ラ
ハ
レ
て
䥿
乎
䦀
遠
キ
に
見
ユ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
398
䥺䥹
・
ち
か
し
・
あ
ら
は
る
・
と
ほ
し
・
み
ゆ
・
䥺	
〇
言
䢣
行
䥹
去
䥺
は
君
子
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
樞スウ
䥹
平
䥺
䢣
機キ
䥹
平
䥺
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
399
䥺䥹
・
ス
ウ
キ
・
な
り
・
䥺	
〇
樞
䢣
機
は
動
䥹
上
䥺
を
制
䥹
音
䥺
ス
ル
䥿
之
䦀
主
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
399
・
注
䥺䥹
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
樞
機
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
發ヲコ
リ
・
榮
䢣
辱
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
主
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
399
䥺䥹
・
を
こ
る
・
な
り
・
䥺	
〇
言
䢣
行
は
君
子
䥿
之
䦀
天
䢣
地
を
動
䥹
う
こ
䥺
カ
ス
所
䦁
以
ユ
へ
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
400
䥺䥹
・
う
ご
か
す
・
ゆ
へ
・
な
り
・
䥺	
〇
慎
䥹
つ
ゝ
䥺
シ
マ
不サ
ル
可ヘ
ケ
レ
䥿
乎
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
401
䥺䥹
・
つ
つ
し
む
・
ず
・
べ
し
・
䥺	
〇
同
䢣
人
・
先マ
ツ
號カウ
䥹
平
䥺
䢣
咷タウ
䥹
平
䥺
シ
而て
後
に
笑
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
401
䥺䥹
・
ま
づ
・
カ
ウ
タ
ウ
・
す
・
わ
ら
ふ
・
䥺䥹䣓
號
䣔
の
左
下
に
䣓
戸
美
反
䣔・䣓
咷
䣔
の
左
下
に
䣓
道
美
反
䣔䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
君
子
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
・
或
は
出
テ
・
或
は
處ヲ
リ
・
或
は
默モタ
シ
・
或
は
語
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
401
䥺䥹
・
い
づ
・
を
り
・
も
だ
す
・
か
た
る
・
䥺	
〇
二
人
心
を
同
ス
ル
ト
キ
ン
ハ
・
其
䥹
の
䥺
利ト
イ
こ
と
金
䥹
返
䥺
を
斷タ
ツ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
402
䥺䥹
・
す
・
と
き
ん
ば
・
と
し
・
た
つ
・
䥺	
〇
同
䢣
人
・
終
ツ
䥹
ひ
䥺
に
後
に
笑ワラ
䥹
一
䥺
フ
こ
と
を
獲ウ
䥹
二
䥺
ル
は
䥿
者
䦀・
同
䢣
心
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
應
䥹
去
䥺
有
䥹
る
䥺
を
以
䥹
す
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
403
・
注
䥺䥹
・
つ
ひ
に
・
わ
ら
ふ
・
う
・
な
り
・
䥺	
〇
夫ソ
レ
・
所
況
ナ
ソ
ラ
ヘ
同ヲナ
シ
キ
者
䥹
も
䥺
の
・
豈
䥹
に
䥺䥿
乎
䦀
一
䢣
方
に
係カヽ
レ
ラ
ン
哉
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
403
・
注
䥺䥹
・
そ
れ
・
な
ぞ
ら
ふ
・
を
な
じ
・
か
か
る
・
り
・
む
・
䥺䥹䣓
況
䣔
は
本
行
に
䣓
謂
䣔䣎䣓
謂
䣔
と
䣓
同
䣔
と
の
間
に
左
傍
線
が
あ
䣬
て
䣍
位
置
の
間
違
い
か
䣎䥺	
〇
則
䥹
ち
䥺
其
䥹
の
䥺
迹
・
道
䥹
返
䥺
異
䥹
返
䥺
䥹
な
る
䥺
と
雖
䥹
も
䥺・
同
シ
キ
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
應
䥹
音
䥺
す
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
404
・
注
䥺
䥹
・
お
な
じ
・
と
き
ん
ば
・
䥺	
〇
同
䢣
心
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
言
・
其
䥹
の
䥺
臭ク
蘭
䥹
返
䥺
の
如
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
404
䥺䥹
・
ク
・
ご
と
し
・
䥺	
〇
藉シ
ク
に
白
䢣
茅ハウ
䥹
平
濁
䥺
を
用
䥹
ゐ
䥺
ル
・
咎
䥹
返
䥺
无
䥹
し
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
179
一
䣚
周
易
䣛-
405
䥺䥹
・
し
く
・
ハ
ク
バ
ウ
・
も
ち
ゐ
る
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
苟
イ
ヤ
シ
ク
モ
諸
地
に
錯ヲ
イ
而て
可
䥹
音
䥺
ナ
リ
䥿
矣
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
405
䥺䥹
・
い
や
し
く
も
・
を
く
・
な
り
・
䥺䥹䣓
諸
䣔
の
左
下
に
䣓
辭
字
也
䣔䥺	
〇
藉シ
ク
に
䥿
之
䦀
白
茅ハウ
を
用
䥹
ゐ
䥺
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
406
䥺
䥹
・
し
く
・
バ
ウ
・
も
ち
ゐ
る
・
䥺䥹䣓
白
䣔
の
左
に
䣓
本
无
䣔䥺	
〇
何
の
咎トカ
ト
イ
フ
コ
ト
か
䥿
之
䦀
有
ラ
ン
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
406
䥺
䥹
・
と
が
・
と
・
い
ふ
・
こ
と
・
あ
り
・
む
・
䥺	
〇
慎
䥹
つ
ゝ
䥺
シ
ミ
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
至
レ
ル
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
406
䥺
䥹
・
つ
つ
し
む
・
い
た
る
・
り
・
な
り
・
䥺	
〇
君
䢣
子
終ヲ
䥹
返
䥺
フ
ル
こ
と
有
䥹
り
䥺
て
吉
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
407
䥺䥹
・
を
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
勞
シ
而て
伐ホコ
䥹
返
䥺
ラ
不
・
功
䥹
返
䥺
有
䥹
り
䥺
而て
德
䥹
返
䥺
ト
セ
不
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
407
䥺䥹
・
す
・
ほ
こ
る
・
と
・
す
・
䥺	
〇
厚アツ
イ
こ
と
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
至
レ
ル
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
408
䥺䥹
・
あ
つ
し
・
い
た
る
・
り
・
な
り
・
䥺	
〇
以
て
其
䥹
の
䥺
功
の
人
䥹
返
䥺
に
下クタ
䥹
一
䥺
ル
こ
と
を
語イ
䥹
二
䥺
フ
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
408
䥺䥹
・
く
だ
る
・
い
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
德
は
盛
サ
カ
ン
䥹
返
䥺
ナ
ル
こ
と
を
言イ
フ
・
禮
は
恭
䥹
返
䥺
ナ
ル
こ
と
を
言
フ
は
・
謙
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥿
者
䦀
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
408
䥺䥹
・
さ
か
ん
な
り
・
い
ふ
・
な
り
・
い
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
恭
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
致イタ
シ
て
以
て
其
䥹
の
䥺
位
を
存
ス
ル
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
409
䥺䥹
・
い
た
す
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
戸
䢣
庭
䥹
返
䥺
を
出
䥹
て
䥺
不ス
シ
て
咎トカ
䥹
返
䥺
无
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
410
䥺䥹
・
ず
・
す
・
と
が
・
な
し
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
亂
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
生
䥹
返
䥺
ナ
ル
所
は
䥿
也
䦀・
則
䥹
ち
䥺
言
䢣
語
之コレ
か
階ハシ
䥹
一
䥺
䥹
と
䥺
爲タ
䥹
二
䥺
リ
䣎䥿
イ
䣍
以
コ
レ
ヲ
モ
テ
階ハシ
䥹
返
䥺
ト
爲
䥹
り
䥺䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
410
䥺䥹
・
な
り
・
こ
れ
・
は
し
・
た
り
・
こ
れ
を
も
て
・
は
し
・
と
・
䥺䥹䣓
爲
䣔
の
左
に
䣓
本
乍
䣔䥺	
〇
君
密キヒ
䥹
返
䥺
シ
カ
ラ
不サ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
臣
を
失
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
411
䥺䥹
・
き
び
し
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
う
し
な
ふ
・
䥺	
〇
々
䥹
臣
䥺
密
䥹
返
䥺
䥹
し
か
ら
䥺
不
䥹
る
䥺
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
身
䥹
返
䥺
を
失
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
411
䥺䥹
・
と
き
ん
ば
・
う
し
な
ふ
・
䥺	
〇
機
䢣
事
密
䥹
返
䥺
䥹
し
か
ら
䥺
不
䥹
る
䥺
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
害
成ナ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
412
䥺䥹
・
と
き
ん
ば
・
な
る
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
君
子
は
慎
䢣
密
ニ
シ
而て
出イタ
䥹
返
䥺
セ
不
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
412
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
い
だ
す
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
易
䥹
入
䥺
を
爲ツク
ル
䥿
者
䦀
は
其
䥹
れ
䥺
盜
ヌ
ス
ヒ
ト
を
知
䥹
る
䥺
乎か
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
413
䥺䥹
・
つ
く
る
・
ぬ
す
び
と
・
䥺	
〇
言
は
盜
は
亦
䥹
た
䥺
釁ヒマ
䥹
返
䥺
に
乘ノ
䥹
り
䥺
而て
至
ル
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
414
・
注
䥺䥹
・
ひ
ま
・
の
る
・
い
た
る
・
䥺	
〇
易
に
曰
䥹
く
䥺・
負ヲ
フ
て
且マ
タ
乘
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
414
䥺䥹
・
を
ふ
・
ま
た
・
の
る
・
䥺	
〇
寇アタ
䦁
至
䥹
一
䥺
ル
こ
と
を
致イタ
䥹
二
䥺
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
414
䥺䥹
・
あ
だ
・
い
た
る
・
い
た
す
・
䥺	
〇
負ヲ
フ
は
䥿
也
䦀䥿
者
䦀・
小
䢣
人
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
事
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
414
䥺䥹
・
を
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
乘ノ
ル
は
䥿
也
䦀䥿
者
䦀・
君
子
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
器
ウ
ツ
ハ
モ
ノ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
415
䥺䥹
・
の
る
・
う
つ
は
も
の
・
な
り
・
䥺	
〇
小
人
ニ
シ
而て
君
子
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
器
䥹
一
䥺
に
乘ノ
䥹
二
䥺
ル
ト
キ
ン
ハ
・
盜
ヌ
ス
ヒ
ト
奪ムハ
䥹
返
䥺
ヽ
180
ン
こ
と
を
思
フ
䥿
之
䦀䥿
矣
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
415
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
の
る
・
と
き
ん
ば
・
ぬ
す
び
と
・
む
ば
ふ
・
む
・
お
も
ふ
・
䥺	
〇
上
䦁
慢
ア
ナ
ト
リ
下
䦁
暴シ
フ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
盜
伐ウ
タ
ン
こ
と
を
思
フ
䥿
之
䦀䥿
矣
䦀䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
416
䥺䥹
・
あ
な
ど
る
・
し
ふ
・
と
き
ん
ば
・
う
つ
・
む
・
お
も
ふ
・
䥺	
〇
蔵
䥹
去
䥺䥹
返
䥺
を
慢
ア
ナ
ト
ル
は
・
盜
䥹
返
䥺
を
誨ヲシ
フ
ル
ナ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
417
䥺䥹
・
あ
な
ど
る
・
を
し
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
容
カ
タ
チ
䥹
返
䥺
を
治ヲサ
ム
ル
は
・
淫
䥹
返
䥺
を
誨ヲシ
フ
ル
ナ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
417
䥺䥹
・
か
た
ち
・
を
さ
む
・
を
し
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
易
に
曰
䥹
く
䥺・
負ヲ
フ
て
且マ
タ
乘ノ
ル
・
寇
䦁
至
䥹
る
䥺
こ
と
を
致
ス
ト
イ
ハ
・
盜
䥹
ぬ
す
䥺
ヒ
ト
を
䥿
之
䦀・
招マネ
ク
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
417
䥺䥹
・
を
ふ
・
ま
た
・
の
る
・
い
た
す
・
と
い
は
・
ぬ
す
び
と
・
ま
ね
く
・
な
り
・
䥺	
〇
●
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
易
䥹
入
䥺
に
聖
人
䥹
の
䥺
道
䥹
一
䥺
有
䥹
二
䥺䥹
り
䥺・
四
ツ
䥿
焉
䦀䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
418
䥺䥹
・
よ
つ
・
䥺	
〇
以
て
言イ
フ
ト
キ
ハ
䥿
者
䦀・
其
䥹
の
䥺
辭
䥹
訓
䥺
を
尚タト
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
419
䥺䥹
・
い
ふ
・
と
き
・
は
・
た
と
ぶ
・
䥺	
〇
以
て
動
ク
ト
キ
ン
ハ
䥿
者
䦀・
其
䥹
の
䥺
變
を
尚
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
419
䥺䥹
・
う
ご
く
・
と
き
ん
ば
・
た
と
ぶ
・
䥺	
〇
以
て
器
䥹
返
䥺
を
制
ス
ル
ト
キ
ン
ハ
䥿
者
䦀・
其
䥹
の
䥺
象
を
尚
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
420
䥺䥹
・
す
・
と
き
ん
ば
・
た
と
ぶ
・
䥺	
〇
以
て
卜
䢣
筮
ス
ル
ト
キ
ン
ハ
䥿
者
䦀・
其
䥹
の
䥺
占
ウ
ラ
䥹
な
い
䥺
を
尚
フ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
420
䥺䥹
・
す
・
と
き
ん
ば
・
う
ら
な
い
・
た
と
ぶ
・
䥺	
〇
此
の
四
䥹
つ
䥺
は
䥿
乎
䦀
器
䢣
象
に
存
セ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
420
・
注
䥺䥹
・
す
・
り
・
䥺	
〇
得
而て
用
䥹
一
䥺
䥹
ゐ
䥺
ル
可
䥹
二
䥺
キ
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
420
・
注
䥺䥹
・
も
ち
ゐ
る
・
べ
し
・
な
り
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
君
子
は
將
マ
䥹
さ
䥺
に
爲ス
䥹
返
䥺
ル
こ
と
有
䥹
返
䥺
䥹
る
䥺
と
䥿
シ將
䦀
䥹
再
讀
䥺
䥿
也
䦀
・
將
マ
䥹
さ
䥺
に
行
ヲ
コ
ナ
䥹
返
䥺
フ
こ
と
有
䥹
返
䥺
䥹
る
と
䥺
䥿
ス將
䦀
䥹
再
讀
䥺
ル
ト
キ
ン
ハ
䥿
也
䦀
・
問ト
フ
䥿
焉
䦀
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
421
䥺䥹
・
ま
さ
に
・
す
・
す
・
ま
さ
に
・
を
こ
な
ふ
・
す
・
と
き
ん
ば
・
と
ふ
・
䥺	
〇
而
モ
言コト
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
以
て
其
䥹
れ
䥺
命
䥹
返
䥺
を
受
ク
ル
ト
キ
ン
ハ
䥿
也
䦀・
響
ヒ
ヽ
キ
䥹
返
䥺
の
如
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
422
䥺䥹
・
し
か
れ
ど
も
・
こ
と
・
う
く
・
と
き
ん
ば
・
ひ
び
き
・
ご
と
し
・
䥺	
〇
遠
䢣
近
幽
䢣
深
䥹
一
䥺
と
有
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
䥹
る
䥺
こ
と
无
ク
・
遂
ツ
䥹
ひ
䥺
に
來
䢣
物
を
知
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
422
䥺䥹
・
な
し
・
つ
ひ
に
・
し
る
・
䥺	
〇
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
至
䢣
精
䥹
一
䥺
に
非
䥹
二
䥺䥹
さ
る
䥺
は
・
其
レ
孰タレ
カ
能
ク
䥿
於
䦀
此コレ
に
與
ア
ツ
カ
ラ
ン
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
423
䥺䥹
・
そ
れ
・
だ
れ
・
か
・
よ
く
・
こ
れ
・
あ
づ
か
る
・
む
・
䥺	
〇
參
䢣
伍
ニ
シ
て
以
て
變
䥹
音
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
424
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
數
䥹
訓
䥺
を
錯サク
䥹
入
䥺
䢣
綜ソウ
䥹
去
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
424
䥺
䥹
・
サ
ク
ソ
ウ
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
變
䥹
返
䥺
に
通
䥹
音
䥺
シ
て
遂
ツ
䥹
ひ
䥺
に
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
文
を
成
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
424
䥺䥹
・
す
・
つ
ひ
に
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
數
䥹
返
䥺
を
極
メ
て
遂
ツ
䥹
ひ
䥺
に
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
象
を
定
䥹
す
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
425
䥺䥹
・
き
わ
む
・
つ
ひ
に
・
䥺	
〇
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
至
䢣
變
に
非
䥹
さ
る
䥺
は
・
其
䥹
れ
䥺
孰タレ
カ
能
䥹
く
䥺䥿
於
䦀
此
に
與
ア
ツ
カ
ラ
ン
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
425
䥺䥹
・
だ
れ
・
か
・
あ
づ
か
る
・
む
・
䥺	
〇
易
は
思
䥹
返
䥺
フ
こ
と
无
ク
䥿
也
䦀・
爲ス
ル
こ
と
无
シ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
181
一
䣚
周
易
䣛-
426
䥺䥹
・
お
も
ふ
・
な
し
・
す
・
な
し
・
䥺	
〇
寂
䢣
然
シ
て
動
䥹
返
䥺䥹
か
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
427
䥺䥹
・
す
・
䥺	
〇
感
シ
而て
遂
ツ
䥹
ひ
䥺
に
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
故
䥹
音
䥺䥹
一
䥺
に
通
䥹
音
䥺䥹
二
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
427
䥺䥹
・
す
・
つ
ひ
に
・
䥺	
〇
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
至
䢣
神
䥹
一
䥺
に
非
䥹
二
䥺
䥹
さ
る
は
䥺・
其
䥹
れ
䥺
孰タレ
カ
能
ク
䥿
於
䦀
此
に
與
ア
ツ
カ
ラ
ン
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
427
䥺䥹
・
だ
れ
・
か
・
よ
く
・
あ
づ
か
る
・
む
・
䥺	
〇
夫
䥹
れ
䥺
易
は
聖
人
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
深
䥹
返
䥺
キ
を
極
䥹
め
䥺
而て
幾
䥹
返
䥺
を
研
ア
キ
ラ
カ
ン
䥹
一
䥺
ス
ル
所
䥹
二
䥺
䦁
以
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
428
䥺䥹
・
ふ
か
し
・
あ
き
ら
か
ん
す
・
な
り
・
䥺䥹䣓
幾
䣔
の
左
下
に
䣓
機
本
䣔䥺	
〇
唯
䥹
た
䥺
深
シ
䥿
也
䦀・
故
に
能
ク
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
志
䥹
訓
䥺䥹
一
䥺
に
通
䥹
音
䥺
䥹
二
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
429
䥺䥹
・
ふ
か
し
・
よ
く
・
䥺	
〇
唯
䥹
た
䥺
幾
ナ
リ
䥿
也
䦀・
致
䥹
す
䥺
に
能
ク
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
務
ツ
ト
メ
䥹
一
䥺
を
成
䥹
二
䥺
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
430
䥺䥹
・
な
り
・
よ
く
・
つ
と
め
・
䥺
䥹䣓
幾
䣔
の
左
下
に
䣓
機
本
䣔䥺	
〇
未
䢣
形
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
理
䥹
一
䥺
を
極
䥹
二
䥺
ム
ル
を
・
則
䥹
ち
䥺
深
䥹
返
䥺䥹
く
䥺
と
曰
䥹
ふ
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
430
・
注
䥺䥹
・
き
わ
む
・
䥺	
〇
動
䢣
微
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
會
䥹
一
䥺
に
適ユ
䥹
二
䥺
ク
を
・
則
䥹
ち
䥺
幾
䥹
返
䥺
と
曰
フ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
431
・
注
䥺䥹
・
ゆ
く
・
い
ふ
・
䥺	
〇
唯
䥹
た
䥺
神
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
431
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
疾トク
䥹
返
䥺
セ
不ス
シ
而て
速
ス
ミ
ヤ
カ
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
431
䥺䥹
・
と
く
す
・
ず
・
す
・
す
み
や
か
な
り
・
䥺	
〇
行ユ
䥹
返
䥺
カ
不ス
シ
而て
至
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
431
䥺䥹
・
ゆ
く
・
ず
・
す
・
い
た
る
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
易
に
聖
䢣
人
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
四
䥹
一
䥺
ツ
有
䥹
二
䥺
リ
ト
イ
ハ
䥿
焉
䦀䥿
者
䦀・
此コレ
ニ
䥿
之
䦀
謂イ
フ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
432
䥺䥹
・
よ
つ
・
あ
り
・
と
い
は
・
こ
れ
・
に
・
い
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
四
䥹
つ
䥺
の
者
は
聖
䢣
道
䥹
返
䥺
に
由ヨ
䥹
り
䥺
て
以
て
成ナ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
433
・
注
䥺䥹
・
よ
る
・
な
る
・
䥺	
〇
故
に
聖
人
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
䥹
一
䥺
と
曰
䥹
二
䥺
フ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
433
・
注
䥺䥹
・
い
ふ
・
䥺	
〇
●
夫
䥹
れ
䥺
易
䥹
入
䥺
は
物
䥹
返
䥺
を
開ヒラ
キ
・
務
ツ
ト
メ
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
成ナ
シ
て
天
下
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
道
䥹
一
䥺
を
冒ヲホ
䥹
二
䥺
ハ
シ
ム
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
433
䥺䥹
・
ひ
ら
く
・
つ
と
め
・
な
す
・
を
ほ
ふ
・
し
む
・
䥺䥹䣓
之
䣔
に
語
順
の
調
整
符
号
あ
り
䥺	
〇
斯
䥹
返
䥺
䥹
の
䥺
如
キ
而
䦁
已
ノ
ミ
ナ
リ
䥿
者
䦀䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
434
䥺䥹
・
ご
と
し
・
の
み
・
な
り
・
䥺	
〇
言
は
易
・
萬
物
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
志
䥹
返
䥺
に
通
䥹
音
䥺
シ
て
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
務
ツ
ト
メ
䥹
一
䥺
を
成
䥹
二
䥺
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
434
・
注
䥺䥹
・
す
・
つ
と
め
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
道
以
て
天
下
䥹
一
䥺
を
覆ヲホ
䥹
二
䥺
ヒ
䦁
冒
フ
可
䥹
三
䥺
䥹
し
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
434
・
注
䥺䥹
・
を
ほ
ふ
・
を
ほ
ふ
・
䥺䥹䣓
也
䣔
の
左
に
䣓
爾
䣔䥺	
〇
是
䥹
の
䥺
故
に
・
聖
人
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
志
を
通
䥹
音
䥺
シ
・
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
業
䥹
一
䥺
を
定
䥹
二
䥺
メ
・
以
て
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
疑
䥹
一
䥺
を
斷サタ
䥹
二
䥺
ム
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
435
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
す
・
こ
れ
を
も
て
・
さ
だ
む
・
さ
だ
む
・
䥺	
〇
其
䥹
れ
䥺
孰タレ
カ
能
ク
此
䥹
返
䥺
に
與
ア
ツ
カ
ラ
ン
哉ヤ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
436
䥺
䥹
・
だ
れ
・
か
・
よ
く
・
あ
づ
か
る
・
む
・
や
・
䥺	
〇
古
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
聡
䢣
明
は
叡
䢣
知
神
䢣
武
ニ
シ
而て
殺サツ
䥹
入
䥺䥹
返
䥺
セ
不サ
ル
者
䥹
も
䥺
の
夫カ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
437
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
サ
ツ
・
す
・
ず
・
か
・
䥺
182
䥹䣓
知
䣔
の
右
に
䣓
智
䣔䥺	
〇
萬
䢣
物
を
服
セ
シ
ム
ル
に
・
而
モ
威
䢣
刑
䥹
一
䥺
を
以
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
セ
不サ
ル
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
438
・
注
䥺䥹
・
す
・
し
む
・
し
か
も
・
も
て
す
・
ず
・
な
り
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
䥿
於
䦀
天
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
を
明
ア
キ
ラ
カ
ニ
シ
而て
䥿
於
䦀
民
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
故
䥹
音
䥺
を
察
ア
キ
ラ
カ
ニ
す
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
438
䥺䥹
・
あ
き
ら
か
に
す
・
あ
き
ら
か
に
す
・
䥺	
〇
以
コ
レ
ヲ
䥹
も
䥺
て
神
・
其
䥹
の
䥺
德
䥹
一
䥺
を
明
䥹
あ
き
ら
か
䥺
に
䥹
二
䥺
す
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
439
䥺䥹
・
こ
れ
を
も
て
・
䥺	
〇
一
䥹
ひ
と
䥺
タ
ヒ
は
闔
キ
・
一
䥹
ひ
と
䥺
タ
ヒ
は
闢ヒラ
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
439
䥺
䥹
・
ひ
と
た
び
・
ひ
ら
く
・
ひ
と
た
び
・
ひ
ら
く
・
䥺	
〇
之
を
變
䥹
一
䥺
と
謂
䥹
二
䥺
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
439
䥺䥹
・
い
ふ
・
䥺	
〇
往
䢣
來
シ
て
窮
キ
ハ
マ
䥹
返
䥺
ラ
不サ
ル
・
之
を
通
䥹
音
䥺䥹
一
䥺
と
謂
䥹
二
䥺
䥹
ふ
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
440
䥺䥹
・
す
・
き
は
ま
る
・
ず
・
䥺	
〇
見
ア
ラ
ハ
ル
ヽ
乃
イ
䥹
ま
䥺
䥹
し
䥺
之
を
象
䥹
一
䥺
と
謂
䥹
二
䥺
フ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
440
䥺䥹
・
あ
ら
は
る
・
い
ま
し
・
い
ふ
・
䥺	
〇
兆チウ
見ミ
ナ
ル
を
象
と
曰
フ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
440
・
注
䥺䥹
・
チ
ウ
・
み
・
な
り
・
い
ふ
・
䥺	
〇
形
カ
タ
チ
ア
ル
乃
䥹
し
䥺
之
を
器
䥹
訓
䥺
と
謂
䥹
ふ
䥺䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
440
䥺
䥹
・
か
た
ち
・
あ
り
・
䥺	
〇
形
䥹
返
䥺
を
成ナ
ス
を
器
と
曰
䥹
ふ
䥺䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
441
・
注
䥺
䥹
・
な
す
・
䥺	
〇
制
䥹
音
䥺
シ
而て
用
䥹
ゐ
䥺
ル
䥿
之
䦀・
之
を
法
䥹
一
䥺
と
謂
䥹
二
䥺
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
441
䥺䥹
・
す
・
も
ち
ゐ
る
・
い
ふ
・
䥺	
〇
利
䢣
用
・
出
䢣
入
シ
て
民
咸
コ
ト
／
＼
ク
に
用
䥹
ゐ
䥺
ル
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
441
䥺䥹
・
す
・
こ
と
ご
と
く
に
・
も
ち
ゐ
る
・
䥺	
〇
●
法
䢣
象
は
䥿
乎
䦀
天
地
䥹
一
䥺
ヨ
リ
大
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ナ
ル
は
莫
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
442
䥺䥹
・
よ
り
・
お
ほ
い
な
り
・
な
し
・
䥺	
〇
變
䢣
通
は
䥿
乎
䦀
四
䢣
時
䥹
一
䥺
ヨ
リ
大
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ナ
ル
は
莫
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
443
䥺䥹
・
よ
り
・
お
ほ
い
な
り
・
な
し
・
䥺	
〇
懸
䢣
象
の
著
䢣
明
は
䥿
乎
䦀
日
月
䥹
一
䥺
ヨ
リ
大
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ナ
ル
は
莫
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
443
䥺䥹
・
よ
り
・
お
ほ
い
な
り
・
な
し
・
䥺	
〇
崇
䢣
高
は
䥿
乎
䦀
富
䢣
貴
䥹
一
䥺
ヨ
リ
大
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ナ
ル
は
莫
シ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
444
䥺䥹
・
よ
り
・
お
ほ
い
な
り
・
な
し
・
䥺	
〇
位
は
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
動
䥹
上
䥺
を
一
䥹
ひ
と
䥺
ツ
ニ
シ
而て
萬
物
䥹
一
䥺
を
濟セイ
䥹
二
䥺
ス
ル
所
䥹
三
䥺
䦁
以
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
444
・
注
䥺䥹
・
ひ
と
つ
に
す
・
セ
イ
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
物
䥹
返
䥺
を
備ソナ
ヘ
・
用
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
致
シ
て
成
䢣
器
を
立
ツ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
445
䥺䥹
・
そ
な
ふ
・
い
た
す
・
た
つ
・
䥺	
〇
以
て
天
下
の
利
䥹
一
䥺
ヲ
爲ナ
䥹
二
䥺
ス
ハ
䥿
イ
䣍
利
の
爲
タ
メ
ニ
ス
ル
ハ
䦀・䥿
乎
䦀
聖
人
䥹
一
䥺
ヨ
リ
大
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ナ
ル
は
莫
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
445
䥺䥹
・
を
・
な
す
・
は
・
た
め
に
す
・
は
・
よ
り
・
お
ほ
い
な
り
・
な
し
・
䥺	
〇
賾
ヲ
キ
ロ
䥹
返
䥺
を
探サク
リ
・
隱
䥹
返
䥺
タ
ル
を
索モト
メ
・
深
䥹
返
䥺
キ
を
釣ツ
リ
・
遠
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
キ
を
致
シ
て
以
て
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
吉
䢣
凶
䥹
一
䥺
を
定
䥹
二
䥺
メ
・
天
䢣
下
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
亹ヒ
䥹
上
濁
䥺
々
䥹
亹
䥺䥹
一
䥺
を
成ナ
䥹
二
䥺
ス
は
・䥿
乎
䦀
蓍
䢣
龜
䥹
一
䥺
ヨ
リ
善ヨ
䥹
二
䥺
䥹
返
䥺
キ
は
莫
䥹
し
䥺䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
446
䥺䥹
・
を
き
ろ
・
さ
ぐ
る
・
た
り
・
も
と
む
・
ふ
か
し
・
つ
る
・
と
ほ
し
・
い
た
す
・
さ
だ
む
・
ビ
ビ
・
な
す
・
よ
り
・
よ
し
・
䥺䥹䣓
亹
䣔
の
左
に
䣓
亡
偉
反
䣔䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
天
䥿
之
䦀
助タス
䥹
返
䥺
ク
ル
所
は
䥿
者
䦀・
順
䥹
去
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
448
䥺䥹
・
た
す
く
・
な
り
・
䥺	
〇
人
䥿
之
䦀
助
䥹
返
䥺
䥹
く
䥺
ル
所
は
䥿
者
䦀・
信
䥹
去
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
448
䥺䥹
・
た
す
く
・
な
り
・
䥺	
183
〇
信
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
履
䥹
み
䥺
て
䥿
乎
䦀
順
䥹
一
䥺
を
思
䥹
二
䥺
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
449
䥺䥹
・
お
も
ふ
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
天
䥹
返
䥺
自
䥹
り
䥺
佑タス
ク
䥿
之
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
449
䥺䥹
・
た
す
く
・
䥺	
〇
吉
䥹
音
䥺
ニ
シ
て
利
ア
ラ
不ス
ト
イ
フ
こ
と
无
シ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
449
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
あ
り
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
な
し
・
䥺	
〇
●
天
地
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
は
貞
䥹
平
輕
䥺
ニ
シ
テ
觀ミ
ラ
ル
ヽ
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
450
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
て
・
み
・
ら
る
・
な
り
・
䥺	
〇
夫
の
天
地
萬
物
䥹
一
䥺
を
明
䥹
あ
き
ら
か
䥺
ニ
䥹
二
䥺
ス
ル
ト
キ
ン
ハ
・
其
䥹
の
䥺
貞
䥹
返
䥺
を
保タモ
䥹
ち
䥺
て
以
て
其
䥹
の
䥺
用
䥹
一
䥺
を
全
マ
タ
ウ
䥹
二
䥺
セ
不ス
䥹
三
䥺䥹
返
䥺
ト
イ
フ
こ
と
莫
シ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
450
・
注
䥺䥹
・
あ
き
ら
か
に
す
・
と
き
ん
ば
・
た
も
つ
・
ま
た
う
す
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
な
し
・
䥺	
〇
日
月
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
は
貞
ニ
シ
テ
明
ナ
ル
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
451
䥺䥹
・
な
り
・
す
・
て
・
あ
き
ら
か
な
り
・
な
り
・
䥺	
〇
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
動
は
夫
の
一
䥹
一
䥺䥹
つ
䥺
に
貞
䥹
音
䥺䥹
二
䥺
ナ
ル
者
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
451
䥺䥹
・
な
り
・
な
り
・
䥺	
〇
何
を
䦁
以
て
位
䥹
返
䥺
を
守
ル
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
453
䥺䥹
・
ま
ぼ
る
・
䥺	
〇
曰
イ
䥹
わ
䥺
䥹
く
䥺・
仁
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
453
䥺䥹
・
い
わ
く
・
䥺	
〇
何
を
䦁
以
て
人
䥹
返
䥺
を
聚アツ
ム
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
453
䥺䥹
・
あ
つ
む
・
䥺	
〇
々
䥹
財
䥺
は
物
の
生
䥹
平
輕
䥺
を
資タス
ク
ル
所
䦁
以
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
453
・
注
䥺䥹
・
た
す
く
・
な
り
・
䥺	
〇
財
䥹
返
䥺
を
理ヲサ
メ
・
辭
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
正
タ
ヽ
シ
ウ
シ
て
民
の
非
䥹
音
䥺䥹
返
䥺
を
爲ス
䥹
一
䥺
ル
を
禁イサ
䥹
二
䥺
ム
ル
を
・
義
䥹
返
䥺
と
曰
䥹
ふ
䥺
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
454
䥺䥹
・
を
さ
む
・
た
だ
し
う
す
・
す
・
い
さ
む
・
䥺	
〇
●
易
に
曰
䥹
く
䥺・䥿
于
䦀
石
䥹
一
䥺
に
困
ク
ル
シ
䥹
二
䥺
ヒ
・䥿
于
䦀
蒺
䥹
入
䥺
䢣
蔾レイ
䥹
平
䥺
䥹
一
䥺
に
據ヨ
䥹
二
䥺
ル
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
454
䥺䥹
・
く
る
し
ぶ
・
シ
ツ
レ
イ
・
よ
る
・
䥺䥹䣓
蒺
䣔
の
左
に
䣓
音
疾
䣔・䣓
蔾
䣔
の
左
に
䣓
音
黎
䣔䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
困
ク
ル
シ
䥹
返
䥺
フ
ヘ
キ
所
䥹
返
䥺
に
非
䥹
り
䥺
而て
困
フ
ト
キ
ン
ハ
䥿
焉
䦀・
名
必
䥹
す
䥺
辱
ハ
ツ
カ
シ
メ
ラ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
455
䥺䥹
・
く
る
し
ぶ
・
べ
し
・
く
る
し
ぶ
・
と
き
ん
ば
・
は
づ
か
し
む
・
ら
る
・
䥺	
〇
據ヨ
䥹
返
䥺
ル
ヘ
キ
所
䥹
返
䥺
に
非
䥹
り
䥺
而て
據
ル
ト
キ
ン
ハ
䥿
焉
䦀・
身
必
䥹
す
䥺
危
䥹
あ
や
䥺
フ
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
456
䥺䥹
・
よ
る
・
べ
し
・
よ
る
・
と
き
ん
ば
・
あ
や
ふ
し
・
䥺	
〇
不
䢣
義
䥹
一
䥺
に
畏
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
リ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
456
䥺䥹
・
お
そ
る
・
䥺	
〇
利
䥹
返
䥺
を
見
䥹
返
䥺
不サ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
勸
䥹
返
䥺
マ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
457
䥺䥹
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
す
す
む
・
䥺	
〇
威
䥹
返
䥺
セ
䥿
イ
䣍
威
ア
ラ
䦀
不サ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
懲コ
䥹
返
䥺
リ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
458
䥺䥹
・
す
・
あ
り
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
こ
る
・
䥺	
〇
小スコ
シ
キ
に
懲コロ
シ
而て
大
に
誡
イ
マ
シ
ム
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
458
䥺䥹
・
す
こ
し
・
こ
ろ
す
・
い
ま
し
む
・
䥺	
〇
此
䥹
れ
䥺
小
人
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
福
サ
イ
ハ
ヒ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
458
䥺䥹
・
さ
い
は
ひ
・
な
り
・
䥺	
〇
易
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
校カシ
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
屨フ
ン
て
趾アシ
䥹
返
䥺
を
滅イ
ル
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
459
䥺䥹
・
か
し
・
ふ
む
・
あ
し
・
い
る
・
䥺	
〇
咎トカ
䥹
返
䥺
无ナ
シ
ト
イ
ハ
・
此コレ
を
䥿
之
䦀
謂イ
フ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
459
䥺䥹
・
と
が
・
な
し
・
と
い
は
・
こ
れ
・
い
ふ
・
な
り
・
䥺	
〇
善
䥹
音
䥺
積ツモ
䥹
返
䥺
ラ
不サ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
以
て
名
䥹
返
䥺
を
成
䥹
一
䥺䥹
す
䥺
に
足
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
184
䥹
ら
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
459
䥺䥹
・
つ
も
る
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
䥺	
〇
惡
積
䥹
返
䥺
ラ
不サ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
以
て
身
䥹
返
䥺
を
滅
䥹
ほ
ろ
䥺
ホ
䥹
一
䥺
ス
に
足タ
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
ラ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
460
䥺䥹
・
つ
も
る
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
ほ
ろ
ぼ
す
・
た
る
・
䥺	
〇
小
人
は
小
䢣
善
䥹
返
䥺
を
以
て
益
䥹
返
䥺
无
䥹
返
䥺
䥹
く
䥺
と
爲シ
而て
爲セ
䥹
返
䥺
弗ス
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
461
䥺䥹
・
す
・
す
・
ず
・
䥺	
〇
小
䢣
惡
䥹
返
䥺
を
以
て
傷ヤフ
䥹
返
䥺
レ
无
䥹
返
䥺䥹
く
䥺
と
爲シ
而て
去サ
䥹
返
䥺
ラ
弗
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
461
䥺䥹
・
や
ぶ
る
・
す
・
さ
る
・
䥺	
〇
故
に
惡
積ツモ
䥹
り
䥺
而て
掩ヲホ
フ
可
䥹
か
ら
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
462
䥺
䥹
・
つ
も
る
・
を
ほ
ふ
・
䥺	
〇
罪
大
キ
ニ
シ
而て
解ト
ク
可
䥹
か
ら
䥺
不
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
462
䥺
䥹
・
お
ほ
し
・
な
り
・
す
・
と
く
・
䥺	
〇
易
に
曰
䥹
く
䥺・
校カシ
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
荷ニナ
䥹
ひ
䥺
て
耳
䥹
返
䥺
を
滅イ
ル
・
凶ア
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
463
䥺䥹
・
か
し
・
に
な
ふ
・
い
る
・
あ
し
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
危
ア
ヤ
フ
キ
䦁
者
は
其
䥹
の
䥺
位
に
安
キ
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
463
䥺䥹
・
あ
や
ふ
し
・
や
す
し
・
な
り
・
䥺	
〇
亡
䥹
平
濁
䥺
ス
ル
者
は
其
䥹
の
䥺
存
を
保タモ
ツ
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
464
䥺䥹
・
す
・
た
も
つ
・
な
り
・
䥺	
〇
亂ミタ
ル
ヽ
者
は
其
䥹
の
䥺
治
䥹
去
䥺
有タモ
ツ
者
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
465
䥺䥹
・
み
だ
る
・
た
も
つ
・
な
り
・
䥺	
〇
是
䥹
の
䥺
故
に
・
君
子
は
安ヤス
ケ
レ
ト
モ
危
ア
ヤ
ウ
䥹
返
䥺
カ
ラ
ン
こ
と
を
忘
䥹
返
䥺
レ
不
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
465
䥺䥹
・
や
す
し
・
ど
も
・
あ
や
う
し
・
む
・
わ
す
る
・
䥺	
〇
存ソン
ス
レ
ト
モ
亡
䥹
平
濁
䥺
セ
ン
こ
と
を
忘
レ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
465
䥺䥹
・
ソ
ン
・
す
・
ど
も
・
す
・
む
・
わ
す
る
・
䥺	
〇
治
オ
サ
マ
レ
ヽ
ト
モ
亂ミタ
䥹
返
䥺
レ
ン
こ
と
を
忘
䥹
返
䥺䥹
れ
䥺
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
466
䥺䥹
・
お
さ
ま
る
・
り
・
ど
も
・
み
だ
る
・
む
・
䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
身
安
ヤ
ス
ウ
シ
而て
国
䢣
家
保タモ
䥹
返
䥺
ツ
可
䥹
し
䥺䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
466
䥺䥹
・
や
す
う
す
・
た
も
つ
・
䥺	
〇
易
に
曰
䥹
く
䥺・
其
レ
亡ホロ
ヒ
ナ
ン
・
其
䥹
れ
䥺
亡
＼
䥹
ひ
䥺
ナ
ン
ト
シ
テ
䥿
イ
䣍
亡
䥹
ひ
䥺
ナ
ン
ト
イ
て
䦀䥿
于
䦀
苞
䢣
桑
に
繫カヽ
レ
リ
䥿
カ繫
ク
䦀䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
467
䥺䥹
・
そ
れ
・
ほ
ろ
ぶ
・
ぬ
・
む
・
ぬ
・
む
・
と
・
し
て
・
ぬ
・
む
・
と
・
い
ふ
・
か
か
る
・
り
・
か
く
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
德
薄
ウ
ス
ウ
シ
而て
位
尊タト
ク
・
智
小
ス
コ
シ
キ
ニ
シ
而て
謀
大
ヲ
ホ
キ
ニ
・
力
小
ス
コ
シ
キ
ニ
シ
而て
任
䥹
去
濁
䥺
重ヲモ
キ
は
及
ホ
ロ
ヒ
䥹
返
䥺
不ス
䥹
返
䥺
ト
イ
フ
こ
と
鮮
ス
ク
ナ
シ
䥿
矣
䦀
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
468
䥺䥹
・
う
す
う
す
・
た
と
し
・
す
こ
し
き
に
す
・
を
ほ
き
な
り
・
す
こ
し
き
に
す
・
を
も
し
・
ほ
ろ
び
る
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
す
く
な
し
・
䥺	
〇
易
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
鼎
カ
ナ
エ
足
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
を
折ヲ
リ
て
公
の
餗
コ
ナ
カ
キ
を
覆コホ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
469
䥺䥹
・
か
な
え
・
を
る
・
こ
な
か
き
・
こ
ぼ
す
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
形
䥹
カ
タ
䥺
チ
渥アク
タ
リ
・
凶ア
シ
と
は
其
䥹
の
䥺
任
䥹
一
䥺
に
勝タ
䥹
返
䥺
エ
不
䥹
二
䥺䥹
返
䥺
こ
と
を
言イ
フ
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
470
䥺䥹
・
か
た
ち
・
ア
ク
・
た
り
・
あ
し
・
た
え
る
・
い
ふ
・
な
り
・
䥺䥹䣓
渥
䣔
の
左
に
䣓
於
角
反
䣔䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
幾
䥹
返
䥺
を
知
レ
ル
は
其
䥹
れ
䥺
神
乎か
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
470
䥺䥹
・
し
る
・
り
・
䥺	
〇
君
子
は
上カミ
に
䦁
交
マ
シ
ハ
レ
ト
モ
諂
ヘ
ツ
ラ
䥹
返
䥺
ハ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
471
䥺
䥹
・
か
み
・
ま
じ
は
る
・
ど
も
・
へ
つ
ら
ふ
・
䥺	
〇
下シモ
に
䦁
交
マ
シ
ハ
レ
ト
モ
瀆ケカ
䥹
返
䥺
レ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
471
䥺䥹
・
し
も
・
ま
じ
は
る
・
ど
も
・
け
が
る
・
䥺	
185
〇
其
䥹
れ
䥺
幾
䥹
返
䥺
を
知
レ
ル
乎か
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
471
䥺䥹
・
し
る
・
り
・
䥺	
〇
幾
は
䥿
者
䦀
動
䥹
音
䥺
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
徴
䥹
平
輕
䥺
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
472
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
君
子
は
幾
䥹
返
䥺
を
見
而て
作ナ
ス
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
472
䥺䥹
・
な
す
・
䥺	
〇
日ヒ
䥹
返
䥺
を
終ヲ
䥹
返
䥺
フ
ル
を
俟マ
䥹
返
䥺
タ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
473
䥺
䥹
・
ひ
・
を
ふ
・
ま
つ
・
䥺	
〇
易
に
曰
䥹
く
䥺・䥿
于
䦀
石
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
に
介
モ
ハ
ラ
䥹
二
䥺
シ
て
日
䥹
返
䥺
を
終ヲ
䥹
返
䥺
エ
不
・
貞
ニ
シ
テ
吉
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
473
䥺䥹
・
も
は
ら
す
・
を
え
る
・
な
り
・
す
・
て
・
な
り
・
䥺	
〇
䥿
之
䦀䥿
於
䦀
始
䥹
一
䥺
メ
に
定
䥹
二
䥺
メ
ツ
・
故
に
日
䥹
返
䥺
を
終
䥹
返
䥺
フ
ル
を
待
䥹
返
䥺
䥹
た
䥺
不
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
474
・
注
䥺䥹
・
は
じ
め
・
さ
だ
む
・
つ
・
を
ふ
・
䥺	
〇
君
子
は
微
䥹
平
濁
䥺䥹
返
䥺
を
知
リ
・
彰
䥹
平
輕
䥺䥹
返
䥺
を
知
リ
・
柔
䥹
平
濁
䥺䥹
返
䥺
を
知
リ
・
剛
䥹
平
䥺䥹
返
䥺
を
知
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
474
䥺䥹
・
し
る
・
し
る
・
し
る
・
し
る
・
䥺	
〇
萬
䢣
夫
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
望
䥹
去
濁
䥺
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
474
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
此
レ
幾
䥹
返
䥺
を
知シ
レ
ル
は
・
其
䥹
れ
䥺
神
ナ
ル
者
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
475
・
注
䥺䥹
・
こ
れ
・
し
る
・
り
・
な
り
・
な
り
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
顔
䢣
氏
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
子
・
其
䥹
れ
䥺
幾
䥹
返
䥺
を
庶
コ
ヒ
ネ
カ
䥹
返
䥺
フ
に
殆チカ
キ
䥿
イ
䣍
ホ
ト
ヲ
ト
殆
ニ
幾(
を)
コ
ヒ
ネ
カ
庶
ヘ
ル
䦀
乎カナ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
475
䥺䥹
・
こ
ひ
ね
が
ふ
・
ち
か
し
・
ほ
と
を
と
に
・
こ
ひ
ね
が
ふ
・
り
・
か
な
・
䥺	
〇
不
䢣
善
有
ル
ト
キ
ン
ハ
・
未
䥹
た
䥺
嘗
ム
カ
シ
ヨ
リ
知
䥹
返
䥺
䥹
ら
䥺
不
䥹
一
䥺
ス
レ
ハ
ア
ラ
䥿
未
䦀䥹
再
讀
䥺䥹
二
䥺
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
476
䥺䥹
・
あ
り
・
と
き
ん
ば
・
む
か
し
・
よ
り
・
す
・
ば
・
あ
り
・
䥺	
〇
々
䥹
知
䥺䥹
り
䥺
ヌ
ル
ト
キ
ン
ハ
䥿
之
䦀・
未
䥹
た
䥺
嘗
ヨ
リ
復
䥹
た
䥺
行
ヲ
コ
ナ
䥹
一
䥺
ハ
䥿
未
䦀䥹
再
讀
䥺䥹
二
䥺
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
476
䥺䥹
・
ぬ
・
と
き
ん
ば
・
よ
り
・
を
こ
な
ふ
・
䥺	
〇
易
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
遠
䥹
返
䥺䥹
返
䥺
カ
ラ
不ス
シ
て
復
䥹
音
䥺
祇
䦁
悔
ヲ
ホ
イ
䥹
一
䥺
ナ
ル
无
䥹
二
䥺
シ
・
元
䢣
吉
ナ
リ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
477
䥺䥹
・
と
ほ
し
・
ず
・
す
・
を
ほ
い
な
り
・
な
し
・
な
り
・
䥺	
〇
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
君
子
は
其
䥹
の
䥺
身
を
安
ヤ
ス
ク
シ
而て
後
に
動
ク
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
477
䥺䥹
・
や
す
く
す
・
う
ご
く
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
心
を
易
ヤ
ス
ク
シ
而て
後
に
語カタ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
478
䥺䥹
・
や
す
く
す
・
か
た
る
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
交
マ
シ
ハ
リ
を
定
メ
而て
後
に
求
䥹
む
䥺䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
478
䥺
䥹
・
ま
じ
は
り
・
さ
だ
む
・
䥺	
〇
君
子
は
此
の
三
䥹
つ
䥺
の
者
を
脩ヲサ
ム
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
479
䥺
䥹
・
を
さ
む
・
䥺	
〇
故
に
全マタ
シ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
479
䥺䥹
・
ま
た
し
・
䥺	
〇
危
ア
ヤ
ウ
ク
シ
て
以
て
動
ク
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
民
與クミ
䥹
返
䥺
セ
不
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
479
䥺䥹
・
あ
や
う
く
す
・
う
ご
く
・
と
き
ん
ば
・
く
み
す
・
䥺	
〇
懼ヲソ
リ
て
以
て
語
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
民
應
䥹
去
䥺䥹
返
䥺
セ
不
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
480
䥺䥹
・
を
そ
る
・
か
た
る
・
と
き
ん
ば
・
す
・
䥺	
〇
交
マ
シ
ハ
リ
䥹
返
䥺
无
䥹
な
䥺
ク
シ
而て
求
ム
ル
ト
キ
ン
ハ
則
䥹
ち
䥺
民
與クミ
䥹
返
䥺
セ
不
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
481
䥺䥹
・
ま
じ
は
る
・
な
く
す
・
も
と
む
・
と
き
ん
ば
・
く
み
す
・
䥺	
〇
莫ナ
キ
ト
キ
ン
ハ
䥿
之
䦀
與クミ
ス
ル
コ
ト
こ
と
・
則
䥹
ち
䥺
傷
ル
ヽ
䥿
之
䦀
者
䥹
も
䥺
の
至
ル
䥿
矣
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
481
䥺䥹
・
な
し
・
と
き
ん
ば
・
く
み
す
・
こ
と
・
や
ぶ
る
・
い
た
る
・
䥺	
186
〇
●
子
䥹
に
䥺
曰
䥹
く
䥺
履
䥹
上
䥺
は
德
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
基
モ
ト
ヰ
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
482
䥺䥹
・
も
と
ゐ
・
な
り
・
䥺	
〇
基
は
蹈フ
䥹
返
䥺
ム
所
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
482
・
注
䥺䥹
・
ふ
む
・
な
り
・
䥺	
〇
謙
䥹
平
輕
䥺
は
德
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
柄カヒ
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
482
䥺䥹
・
か
ひ
・
な
り
・
䥺	
〇
復
䥹
入
䥺
は
德
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
本モト
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
483
䥺䥹
・
も
と
・
な
り
・
䥺	
〇
恒
䥹
平
䥺
は
德
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
固
カ
タ
メ
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
483
䥺䥹
・
か
た
め
・
な
り
・
䥺	
〇
固
と
は
傾
䥹
か
た
䥺
フ
キ
䦁
移
ラ
不サ
ル
ソ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
483
・
注
䥺䥹
・
か
た
ふ
く
・
う
つ
る
・
ず
・
ぞ
・
䥺	
〇
損
䥹
去
䥺
は
德
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
䥿
之
䦀
脩
ヲ
サ
メ
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
483
䥺䥹
・
を
さ
め
・
な
り
・
䥺	
〇
益
䥹
入
䥺
は
德
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
裕イウ
䥹
去
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
484
䥺䥹
・
イ
ウ
・
な
り
・
䥺	
〇
能
ク
物
䥹
返
䥺
を
益
ス
ル
者
は
其
䥹
の
䥺
德
・
寛
䢣
大
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
484
・
注
䥺䥹
・
よ
く
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
困
䥹
去
䥺
は
德
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
辯
䥹
去
䥺
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
484
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
困
ク
ル
シ
ン
而て
益
マ
ス
／
＼
明
䥹
訓
䥺
ナ
リ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
485
・
注
䥺䥹
・
く
る
し
む
・
ま
す
ま
す
・
あ
き
ら
か
な
り
・
䥺	
〇
●
夫ソ
レ
乾
は
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
至
䢣
健
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
485
䥺䥹
・
そ
れ
・
な
り
・
䥺	
〇
德
䢣
行
䥹
去
䥺・
恒
に
易イ
䥹
去
䥺
ニ
シ
て
以
て
險
䥹
返
䥺
を
知
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
485
䥺䥹
・
イ
・
な
り
・
す
・
し
る
・
䥺	
〇
夫ソ
レ
・
坤
は
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
至
䢣
順
ナ
リ
䥿
也
䦀䥹䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
486
䥺䥹
・
そ
れ
・
な
り
・
䥺	
〇
德
䢣
行
䥹
去
䥺
・
恒
に
簡カン
䥹
上
䥺
ニ
シ
て
以
て
阻シヨ
䥹
上
䥺䥹
返
䥺
を
知
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
486
䥺䥹
・
カ
ン
・
な
り
・
す
・
シ
ヨ
・
し
る
・
䥺	
〇
能
ク
諸
の
心
䥹
一
䥺䥹
返
䥺
を
悦
ヨ
ロ
コ
䥹
二
䥺
ハ
シ
メ
て
能
ク
諸
䢣
侯
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
慮
ヲ
モ
ン
ハ
カ
リ
䥹
一
䥺
を
研
ア
キ
ラ
カ
ン
䥹
二
䥺
ス
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
487
䥺䥹
・
よ
く
・
よ
ろ
こ
ぶ
・
し
む
・
よ
く
・
を
も
ん
ば
か
る
・
あ
き
ら
か
ん
す
・
䥺䥹䣓
阻
䣔
の
左
下
に
䣓
荘
呂
反
䣔䥺	
〇
諸
侯
は
物
䢣
主
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
487
・
注
䥺䥹
・
な
り
・
䥺	
〇
爲ス
䥹
返
䥺
ル
こ
と
有
ル
者
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
487
・
注
䥺
䥹
・
す
・
あ
り
・
な
り
・
䥺	
〇
能
ク
萬
物
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
心
䥹
返
䥺
を
悦
䥹
よ
ろ
䥺
コ
ハ
シ
メ
て
能
ク
精クハ
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
488
・
注
䥺䥹
・
よ
く
・
よ
ろ
こ
ぶ
・
し
む
・
よ
く
・
く
は
し
・
䥺	
〇
者モノ
䥹
の
䥺
務
ツ
ト
メ
䥹
一
䥺
を
爲ス
䥹
二
䥺
ル
ナ
リ
䥿
也
䦀
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
488
・
注
䥺䥹
・
も
の
・
つ
と
む
・
す
・
な
り
・
䥺	
〇
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
吉
䢣
凶
䥹
一
䥺
を
定
䥹
二
䥺
メ
・
天
下
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
亹ヒ
々
䥹
亹
䥺
䥹
一
䥺
を
成ナ
䥹
二
䥺
ス
者モノ
ナ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
488
䥺䥹
・
さ
だ
む
・
ビ
ビ
・
な
す
・
も
の
・
な
り
・
䥺	
〇
凡
䥹
そ
䥺・
易
䥹
入
䥺䥹
の
䥺䥿
之
䦀
情
䥹
訓
䥺
は
近
チ
カ
ウ
シ
而て
相
䥹
ひ
䥺
䦁
得
䥹
一
䥺
不サ
䥹
二
䥺
ル
ト
キ
ン
ハ
・
則
䥹
ち
䥺
凶ア
シ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
489
䥺䥹
・
ち
か
う
す
・
ず
・
と
き
ん
ば
・
あ
し
・
䥺	
〇
近
と
は
比
䢣
爻
䥹
一
䥺
に
況ナラ
䥹
二
䥺
フ
ル
ソ
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛
-
490
・
注
䥺䥹
・
な
ら
ぶ
・
ぞ
・
䥺	
187
〇將
マ
䥹
さ
䥺
に
叛ソム
カ
ン
こ
と
䥿
ス將
䦀䥹
再
讀
䥺
ル
者モノ
は
其
䥹
の
䥺
辭
コ
ト
ハ
慙ハチ
タ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
490
䥺䥹
・
ま
さ
に
・
そ
む
く
・
む
・
す
・
も
の
・
こ
と
ば
・
は
ぢ
・
た
り
・
䥺	
〇
中
䢣
心
に
疑
ヘ
ル
者モノ
は
其
䥹
の
䥺
辭
枝ワカ
ル
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
490
䥺
䥹
・
う
た
が
ふ
・
り
・
も
の
・
わ
か
る
・
䥺	
〇
吉
䢣
人
は
辭
寡
ス
ク
ナ
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
491
䥺䥹
・
す
く
な
し
・
䥺	
〇
躁
䢣
人
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
辭
は
多
シ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
491
䥺䥹
・
お
ほ
し
・
䥺	
〇
善
䥹
返
䥺
を
誣シ
フ
ル
䥿
之
䦀
人
は
其
䥹
の
䥺
辭
游オヨ
ケ
リ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
491
䥺䥹
・
し
ふ
・
お
よ
ぐ
・
り
・
䥺	
〇
其
䥹
の
䥺
守
䥹
ま
ほ
䥺
リ
を
失
フ
者
は
其
䥹
の
䥺
辭
屈
䥹
音
䥺
す
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
492
䥺䥹
・
ま
ぼ
り
・
う
し
な
ふ
・
䥺	
〇
●
昔
者
・
聖
人
の
易
䥹
入
䥺䥹
返
䥺
を
作ツク
ル
こ
と
䥿
也
䦀・
將
に
以
て
性
䢣
命
䥹
の
䥺
䥿
之
䦀
理
䥹
一
䥺
に
順
シ
タ
カ
䥹
二
䥺
ハ
ン
と
䥿
將す
䦀䥹
再
讀
䥺䥹
三
䥺
䥿
也
䦀䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
492
䥺䥹
・
つ
く
る
・
し
た
が
ふ
・
む
・
䥺䥹
上
欄
に
䣓
昔
者
聖
人
已
下
四
十
一
字
説
卦
文
也
非
繫
辭
文
䣔䥺	
〇
是
䥹
れ
䥺
以
て
天
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
を
立タ
テて
は
・
陰
與と
陽
䥿
與
䦀䥹
再
讀
䥺
曰イ
フ
䣎
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
493
䥺䥹
・
た
つ
・
い
ふ
・
䥺	
〇
地
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
を
立
て
は
・
柔
與と
剛
䥿
與
䦀䥹
再
讀
䥺
曰
フ
䣎䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
494
䥺䥹
・
い
ふ
・
䥺	
〇
人
䥹
の
䥺䥿
之
䦀
道
を
立
て
は
・
仁
與と
義
䥿
與
䦀䥹
再
讀
䥺
曰
フ
䥹
群
書
治
要
巻
第
一
䣚
周
易
䣛-
494
䥺䥹
・
い
ふ
・
䥺	
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 金
澤
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
巻
第
五
春
秋
左
氏
傳
中  
  
王
暄 
 
  
   
  
宣
公 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
々
（
宋
）
の
華
―
元
・
之
（
を
）
禦フセ
ク
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
4
）（
・
ふ
せ
く
・
） 
○
將
マ
（
さ
）
に
戰
タ
ヽ
カ
ハ
ン
と
［
ス將
］
（
再
讀
）
ル
ト
キ
ニ
・
華
―
元
羊
（
訓
）（
返
）（
返
）
を
殺コロ
シ
て
士
（
返
）
に
食クラ
ハ
シ
ム
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
4
）（
・
ま
さ
に
・
た
た
か
ふ
・
む
・
す
・
と
き
・
に
・
こ
ろ
す
・
く
ら
ふ
・
し
む
・
） 
○
其
（
の
）
御
（
音
）
・
羊
―
斟シン
（
平
）
・
與
ア
ツ
カ
（
返
）
ラ
不
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
5
）（
・
ヤ
ウ
シ
ン
・
あ
づ
か
る
・
）（「
斟
」
、
左
傍
に
「
之
金
反
」
。
） 
  
○
戰
タ
ヽ
カ
ヒ
（
返
）（
返
）
に
及
（
ひ
）
て
曰
（
く
）
・
疇
＿
昔
サ
キ
ノ
ヒ
ノ
［
之
］
羊
（
訓
）
に
は
子
・
政
（
返
）
を
爲シ
キ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
5
）（
・
た
た
か
ひ
・
さ
き
の
ひ
・
の
・
す
・
き
・
） 
○
今
＿
日
ケ
フ
（
の
）
［
之
］
事
に
は
我
政
（
返
）（
返
）
を
爲セ
ン
ト
イ
て
與
に
鄭
の
師
イ
（
く
さ
）
に
入
ル
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
6
）（
・
け
ふ
・
す
・
む
・
と
・
い
ふ
・
い
く
さ
・
い
る
・
） 
○
故
に
敗
レ
タ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
7
）（
・
や
ぶ
る
・
た
り
・
） 
 
○
●
晉
（
の
）
靈
公
不
―
君
ナ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
7
）（
・
な
り
・
） 
○
君
の
道
を
失
ヘ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
7
・
注
）（
・
う
し
な
ふ
・
り
・
） 
 
○
厚
ク
斂レン
（
音
）
シ
テ
以
て
牆カキ
（
返
）
に
彫ヱカ
ク
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
7
）（
・
あ
つ
く
・
レ
ン
・
す
・
て
・
か
き
・
ゑ
が
く
・
） 
○
臺
―
上
從ヨ
リ
・
人
（
返
）（
返
）
を
彈
（
音
）（
平
）
シ
て
其
の
丸
（
音
）（
平
）（
返
）
を
避
（
一
）
（
く
る
）
を
觀
（
二
）
（
る
）
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
7
）
（
・
よ
り
・
す
・
） 
○
宰
―
夫
・
熊クマ
の
蹯
タ
ナ
コ
ヽ
ロ
を
臑ユヒ
ク
・
熟
（
音
）（
返
）
セ
不
［
イ
、
熟
｛
左
、
ナ
ラ
｝
不
］
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
8
）（
・
く
ま
・
た
な
ご
こ
ろ
・
ゆ
び
く
・
す
・
な
り
・
） 
 
○
之
（
返
）
を
殺
（
し
）
て
諸
（
を
）
畚ホン
（
上
）（
返
）
に
寘ヲ
イ
て
婦
―
人
（
返
）
を
使
て
載
（
せ
）
て
以
て
朝
（
音
）（
返
）
を
過ス
（
一
）
キ
［
使
］
（
再
讀
）（
二
）（
む
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
9
）（
・
ホ
ン
・
を
く
・
す
ぐ
・
） 
○
畚
は
筥キヨ
（
上
）
の
屬
（
た
く
）
ヒ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
9
・
注
）（
・
キ
ヨ
・
た
ぐ
ひ
・
） 
 
 
○
趙
―
盾
・
士
―
季
・
之
（
を
）
患
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
9
）
（
・
う
れ
ふ
・
） 
 
 
○
士
季
曰
（
く
）
・
諫
（
め
）
而て
入イ
（
返
）
レ
ラ
レ
不ス
ン
は
則
（
ち
）
之
（
を
）
繼ツ
（
一
）
ク
こ
と
莫
（
二
）
（
か
）
ラ
ン
ヤ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
10
）
（
・
い
る
・
ら
る
・
ず
ん
ば
・
つ
ぐ
・
な
し
・
む
・
や
・
） 
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 ○
會
（
音
）
請
フ
先
（
音
）
セ
ン
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
10
）（
・
こ
ふ
・
す
・
む
・
） 
○
入
（
返
）
（
れ
）
ラ
レ
不
は
則
（
ち
）
子
之
（
を
）
繼ツ
ケ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
11
）（
・
ら
る
・
つ
ぐ
・
） 
○
三
（
み
）
タ
ヒ
進スヽ
ム
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
11
）（
・
み
た
び
・
す
す
む
・
） 
○
溜
（
去
）（
返
）
に
及
（
ひ
）
而て
後
に
之
（
を
）
視
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
11
）（
・
み
る
・
） 
 
 
 
 
○
三
（
み
）
タ
ヒ
＿
進
ミ
三
（
み
）
タ
ヒ
＿
伏フ
ス
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
12
・
注
）（
・
み
た
び
・
す
す
む
・
み
た
び
・
ふ
す
・
） 
○
公
省
（
返
）
ミ
不
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
12
・
注
）（
・
か
へ
り
み
る
・
） 
○
而
て
又
（
た
）
前スヽ
ム
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
12
・
注
）
（
・
す
す
む
・
） 
 
○
公
諫
メ
ン
（
と
）
欲
ス
ル
こ
と
を
知
レ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
12
・
注
）（
・
い
さ
む
・
む
・
ほ
す
・
し
る
・
り
・
） 
○
故
に
佯
イ
ツ
ハ
（
り
）
て
視
（
返
）
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
12
・
注
）
（
・
い
つ
は
る
・
） 
○
曰
イ
（
は
）
（
く
）
吾
過
ツ
所
を
知
レ
リ
［
矣
］
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
12
）（
・
い
は
く
・
あ
や
ま
つ
・
し
る
・
り
・
） 
○
將
に
之
（
を
）
改
メ
ン
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
12
）（
・
あ
ら
た
む
・
む
・
） 
○
稽
―
首
シ
而て
對
（
へ
）
て
曰
（
く
）
・
人
誰
か
過
ア
（
や
ま
ち
）
無
（
か
）
ラ
ン
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
12
）（
・
す
・
あ
や
ま
ち
・
な
し
・
む
・
） 
○
々
（
過
）
（
ち
）
而て
能
（
く
）
改
ム
ル
は
善
（
音
）
焉コレ
（
返
）
ヨ
リ
大
（
返
）
ナ
ル
は
莫
（
し
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
13
）（
・
あ
ら
た
む
・
こ
れ
・
よ
り
・
お
ほ
き
な
り
・
） 
○
詩
（
に
）
曰
（
く
）
初
（
は
し
）
メ
（
返
）
有
（
返
）
（
ら
）
不ス
（
返
）
ト
イ
フ
こ
と
靡ナ
シ
・
克ヨ
ク
終
（
を
は
）
リ
（
返
）
有
（
一
）
（
る
）
こ
と
鮮
ス
ク
ナ
（
二
）
シ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
13
）（
・
は
じ
め
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
な
し
・
よ
く
・
を
は
り
・
す
く
な
し
・
） 
○
夫ソ
レ
是
（
返
）（
く
の
）
如
キ
は
則
（
ち
）
能
（
く
）
過
（
返
）
を
補
ヲ
キ
ヌ
フ
者
（
も
）
の
鮮
シ
［
矣
］。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
14
）（
・
そ
れ
・
ご
と
し
・
を
き
ぬ
ふ
・
す
く
な
し
・
） 
○
君
能
（
く
）
終
（
返
）
（
る
）
こ
と
有
ラ
は
・
則
（
ち
）
社
―
稷
（
の
）
［
之
］
固
カ
タ
メ
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
15
）（
・
あ
り
・
か
た
め
・
な
り
・
） 
 
○
豈
（
に
）
唯
（
た
）
群
―
臣
之
（
を
）
賴
カ
ウ
フ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
ト
イ
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
15
）（
・
か
う
ぶ
る
・
の
み
・
な
り
・
む
・
や
・
と
・
い
ふ
・
） 
○
猶
（
ほ
）
改
（
返
）
メ
不
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
15
）（
・
あ
ら
た
む
・
） 
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 ○
宣
子
驟
シ
ハ
／
＼
諫
（
む
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
16
）（
・
し
ば
し
ば
・
） 
 
○
公
之
（
を
）
患
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
16
）（
・
う
れ
ふ
・
） 
○
鉏シヨ
（
平
）
―
麑ヘイ
（
平
濁
）（
返
）
を
使
て
之
（
を
）
賊
（
音
）
セ
［
使
］
（
再
讀
）
（
む
）
（
群
書
治
要
巻
五
・
16
）（
・
シ
ヨ
ベ
イ
・
す
・
）（「
鉏
」
、
左
傍
に
「
仕
倶
反
」
。
「
麑
」
、
左
傍
に
「
音
迷
一
五
兮
反
」
。
） 
○
晨
ア
（
し
た
）
に
往
（
き
）
・
寢
―
門
闢ヒラ
ケ
リ
［
矣
］
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
16
）（
・
あ
し
た
・
ひ
ら
く
・
り
・
） 
○
盛
―
服
シ
テ
將
に
朝
（
返
）
セ
ン
と
［
將す
］
（
再
讀
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
17
）（
・
す
・
て
・
す
・
む
・
） 
○
尚
（
ほ
）
早
（
し
）
坐
ヰ
（
ま
）
（
し
）
而て
假カリ
に
寐イ
ネ
タ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
17
）（
・
ゐ
ま
す
・
か
り
に
・
い
ぬ
・
た
り
・
） 
 
○
衣
―
冠
を
解ヌ
カ
不
（
し
）
而て
睡
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
17
・
注
）（
・
ぬ
ぐ
・
ね
ぶ
る
・
） 
○
麑
退
（
き
て
）
歎
ナ
（
け
）
（
き
）
而て
言イ
（
ひ
）
て
曰
（
く
）
・
恭
―
敬
を
忘
レ
不サ
ル
は
・
民
（
の
）
［
之
］
主
（
音
）
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
18
）
（
・
な
げ
く
・
い
ふ
・
わ
す
る
・
ず
・
な
り
・
） 
 
○
民
（
の
）
［
之
］
主
を
賊
セ
は
・
不
―
忠
ナ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
18
）（
・
す
・
な
り
・
） 
○
君
（
の
）
［
之
］
命
を
棄ス
テ
（
る
）
は
・
不
―
信
ナ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
19
）（
・
す
つ
・
な
り
・
） 
○
［
於
］
此コレ
（
一
）
に
一
ツ
モ
有
（
二
）
ル
は
死
（
返
）（
返
）
（
す
）
ル
に
如シ
（
返
）
カ
不シ
ト
イ
て
槐
（
音
）（
平
）（
返
）
に
觸フ
レ
而て
死
ヌ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
19
）
（
・
こ
れ
・
い
つ
・
も
・
あ
り
・
す
・
し
く
・
じ
・
と
・
い
ふ
・
ふ
る
・
し
ぬ
・
） 
 
○
晉
侯
趙
―
盾
に
酒
（
一
）
を
飲ノ
（
二
）
マ
シ
ム
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
20
）（
・
の
む
・
し
む
・
） 
○
甲
カ
フ
ト
（
返
）（
返
）
を
伏フ
セ
て
將
に
之
（
を
）
攻セ
メ
ン
と
［
將す
］
（
再
讀
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
20
）（
・
か
ぶ
と
・
ふ
す
・
せ
む
・
む
・
） 
 
 
 
○
其
（
の
）
右
（
音
）
提シ
（
平
）
―
彌ヒ
（
平
濁
）
―
明
之
（
を
）
知
レ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
21
）（
・
シ
ビ
メ
イ
・
し
る
・
り
・
）（「
提
」、
左
傍
に
「
上
支
反
」
。
） 
○
趨ワシ
リ
＿
登スヽ
ン
て
曰
（
く
）
・
臣
宴
（
返
）
に
侍
ル
ト
キ
ニ
・
三
爵
に
過
（
く
）
ル
は
禮
（
返
）（
返
）
に
非
（
す
）
ト
イ
て
遂
ツ
（
ひ
）
に
趺
ス
ア
シ
ニ
シ
て
以
て
下ヲ
ル
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
21
）（
・
わ
し
る
・
す
す
む
・
は
べ
り
・
と
き
・
に
・
す
ぐ
・
と
・
い
ふ
・
つ
ひ
に
・
す
あ
し
・
に
・
す
・
を
る
・
） 
 
○
公
・
夫カ
ノ
獒カウ
（
平
濁
）
に
嗾クラ
ハ
シ
ム
［
焉
］
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
22
）（
・
か
の
・
ガ
ウ
・
く
ら
ふ
・
し
む
・
）（「
獒
」
、
左
傍
に
「
五
羔
反
」
。
） 
○
明
（
音
）
・
搏ウ
（
ち
）
而て
之
（
を
）
殺
シ
ツ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
22
）（
・
う
つ
・
こ
ろ
す
・
つ
・
） 
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 ○
盾
か
曰
（
く
）
・
人
（
返
）（
返
）
を
棄ス
テ
て
犬
（
訓
）
を
用
ウ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
23
）（
・
す
つ
・
も
ち
う
・
） 
 
○
猛タケ
（
返
）
シ
と
雖
（
も
）
何ナニ
ヲ
カ
＿
爲セ
ン
ト
イ
て
鬪
タ
ヽ
カ
（
ひ
）
て
且マ
タ
出
（
つ
）。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
23
）（
・
た
け
し
・
な
に
・
を
・
か
・
す
・
む
・
と
・
い
ふ
・
た
た
か
ふ
・
ま
た
・
） 
 
 
○
公
の
士
を
養
（
は
）
不
シ
而て
更
に
犬
（
返
）
を
以
て
己
か
用
（
去
）（
一
）
と
爲ス
（
二
）
ル
こ
と
を
責セ
（
三
）
ム
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
23
・
注
）（
・
す
・
す
・
せ
む
・
） 
 
○
趙
―
穿
・
桃
―
園
に
於
（
ひ
て
）
靈
公
を
攻セ
ム
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
24
）（
・
せ
む
・
） 
○
宣
子
未
（
た
）
山
（
返
）
を
出
（
返
）
（
て
）
［
未
］
（
再
讀
）
（
し
）
而て
復カへ
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
24
）（
・
か
へ
る
・
） 
○
晉
（
の
）
境
の
［
之
］
山
ソ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
25
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
盾
出
―
奔
ス
ル
に
［
イ
、
出
―
奔
ス
ル
と
き
に
］
イ
、
公
（
を
）
弑シ
（
去
）
セ
ラ
レ
ヌ
と
聞
（
き
）
而て
還
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
25
・
注
）（
・
す
・
シ
・
す
・
ら
る
・
ぬ
・
か
へ
る
・
） 
○
大
史
書シル
シ
て
曰
（
く
）
・
趙
―
盾
其
（
の
）
君
を
殺
（
去
）
セ
リ
と
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
25
）（
・
し
る
す
・
す
・
り
・
） 
○
宣
子
曰
（
く
）
然シカ
（
返
）
レ
ハ
ア
ラ
不
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
26
）（
・
し
か
り
・
ば
・
あ
り
・
） 
○
對
（
へ
て
）
曰
（
く
）
子
正
―
卿
（
返
）
爲シ
て
亡
（
音
）
ス
ル
こ
と
境
を
越
（
え
）
不
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
26
）（
・
す
・
す
・
） 
○
反
（
り
）
て
賊
を
討
セ
不
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
27
）（
・
す
・
） 
○
子
（
返
）
に
非
ス
シ
而て
誰
ソ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
27
）（
・
あ
ら
ず
・
す
・
ぞ
・
） 
 
 
○
孔
子
曰
（
く
）
董
（
上
）
―
狐
（
平
）
は
古
イ
（
に
し
へ
）
（
の
）［
之
］
良
―
史
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
27
）（
・
い
に
し
へ
・
な
り
・
） 
○
法
（
返
）
を
書シル
シ
て
隱
サ
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
28
）（
・
し
る
す
・
か
く
す
・
） 
○
盾
か
［
之
］
罪
（
一
）
を
隱
（
二
）（
返
）
サ
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
28
・
注
）（
・
か
く
す
・
） 
○
趙
宣
子
は
古
（
の
）［
之
］
良
―
大
―
夫
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
28
）（
・
な
り
・
） 
○
法
（
返
）
の
爲
（
去
）
に
惡
（
入
）（
返
）
を
受
ク
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
29
）（
・
う
く
・
） 
○
其
（
の
）
法
（
返
）
の
爲
に
屈
（
入
）（
一
）
ス
ル
こ
と
を
善ホ
（
二
）
ム
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
29
・
注
）（
・
す
・
ほ
む
・
） 
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 ○
●
三
年
楚
子
陸
―
渾コン
（
平
輕
）
（
の
）
［
之
］
戎
を
伐
ツ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
29
）（
・
リ
ク
コ
ン
・
う
つ
・
） 
○
遂
ツ
（
ひ
）
に
［
于
］
雒ラク
（
一
）
に
至
（
二
）
ル
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
30
）（
・
つ
ひ
に
・
ラ
ク
・
い
た
る
・
） 
○
兵
を
［
于
］
周
の
疆
サ
カ
ヒ
に
觀シメ
（
す
）。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
30
）
（
・
さ
か
ひ
・
し
め
す
・
） 
 
○
定
―
王
・
王
―
孫
―
滿
（
返
）
を
使
て
楚
子
を
勞
（
音
）
セ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
30
）（
・
す
・
） 
 
○
楚
子
鼎
カ
ナ
へ
（
の
）
［
之
］
大
―
小
輕
―
重
（
一
）
を
問
（
二
）
フ
［
焉
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
31
）（
・
か
な
へ
・
と
ふ
・
） 
○
周
（
返
）
を
逼
（
り
）
て
天
下
（
一
）
を
取
（
二
）（
ら
ん
と
）
欲ホ
（
三
）（
返
）
ス
ル
こ
と
を
示
す
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
31
・
注
）（
・
ほ
す
・
） 
〇
昔
・
夏
（
上
）
［
之
］
方
に
德
（
返
）
有
ル
ト
キ
ニ
［
也
］
遠
―
方
物
（
返
）
を
圖
（
音
）
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
32
）（
・
あ
り
・
と
き
・
に
・
） 
○
禹
（
の
）［
之
］
世
ソ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
32
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
山
―
川
奇
―
異
の
［
之
］
物
を
圖
―
畫クワ
シ
而て
獻
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
33
・
注
）（
・
ト
ク
ワ
・
す
・
） 
○
金
を
九
―
牧
（
一
）
に
貢
（
音
）（
二
）
セ
シ
ム
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
33
）（
・
す
・
し
む
・
） 
○
九
州
（
の
）［
之
］
牧
（
返
）
を
使
て
金
（
返
）
を
貢
（
一
）
セ
［
使
］
（
再
讀
）（
二
）（
む
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
33
・
注
）（
・
す
・
） 
○
鼎
（
返
）
を
鑄イ
て
物
に
象
（
か
た
）
ト
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
33
）（
・
い
る
・
か
た
ど
る
・
） 
○
圖
（
返
）（
す
る
）
所
の
物
（
一
）
に
象
（
二
）
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
34
・
注
）（
・
か
た
ど
る
・
） 
○
鬼
神
百
物
の
［
之
］
形
（
一
）（
返
）
を
圖
（
音
）（
二
）
シ
て
民
（
返
）
を
使
て
逆
ア
ラ
カ
シ
メ
之
（
に
）
備
（
一
）
ヘ
［
使
］
（
再
讀
）（
二
）（
む
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
34
・
注
）
（
・
す
・
あ
ら
か
じ
め
・
そ
な
ふ
・
） 
○
故
に
民
・
川
―
澤
山
―
林
に
入
ル
ト
キ
ニ
・
螭チ
（
平
）
―
魅ヒ
（
去
濁
）
罔ハウ
（
去
濁
）
―
兩
能
ク
之
（
に
）
逢ア
（
一
）
フ
こ
と
莫
（
二
）
シ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
34
）
（
・
い
る
・
と
き
・
に
・
チ
ビ
・
バ
ウ
リ
ヤ
ウ
・
よ
く
・
あ
ふ
・
な
し
・
） 
○
用モ
て
能
（
く
）［
于
］
上
下
（
返
）
に
協カナ
（
へ
）
て
以
て
天
の
休
（
平
）
を
承ウ
ク
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
35
）
（
・
も
て
・
か
な
ふ
・
う
く
・
） 
○
民
・
災
―
害
（
返
）
無
（
な
）
ク
シ
て
則
（
ち
）
上
下
和
（
音
）
シ
而て
天
の
祐
タ
ス
ケ
を
受
ク
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
36
・
注
）
（
・
な
く
す
・
す
・
た
す
け
・
う
く
・
） 
○
桀
・
昏
（
平
輕
）
―
德
（
一
）（
返
）
有
（
二
）
（
り
）
て
鼎
・
［
于
］
商
に
遷
ル
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
36
）
（
・
う
つ
る
・
） 
○
々
（
商
）
―
紂
暴
―
虐
ニ
シ
テ
鼎
［
于
］
周
に
遷
（
る
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
37
）
（
・
な
り
・
す
・
て
・
） 
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德トク
［
之
］
・
休
―
明
ナ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
小
ス
コ
シ
キ
（
返
）
ナ
リ
と
雖
（
も
）
重
シ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
37
）
（
・
ト
ク
・
な
り
・
と
き
ん
ば
・
す
こ
し
き
な
り
・
お
も
し
・
） 
○
ウ
ツ遷
ス
可
（
か
ら
）
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
38
・
注
）
（
・
う
つ
す
・
） 
○
其
（
の
）
姦
（
平
）
―
回
（
平
）
昏
―
亂
ナ
ル
ト
キ
ン
ハ
・
大
（
返
）
ナ
リ
と
雖
（
も
）
輕
シ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
38
）
（
・
な
り
・
と
き
ん
ば
・
お
ほ
き
な
り
・
か
ろ
し
・
） 
○
天
―
祚
・
明
―
德
・
底イタ
シ
＿
止
マ
ル
所
有
（
り
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
38
）
（
・
い
た
し
・
と
ま
る
・
） 
○
底
（
い
た
）
シ
［
イ
、
底
（
平
）
］
は
致
（
去
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
39
・
注
）
（
・
い
た
し
・
） 
○
周
の
德
衰
（
返
）
（
へ
）
タ
リ
と
雖
（
も
）
天
命
未
（
た
）
改
（
返
）
（
ま
ら
）［
未
］
（
再
讀
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
39
）
（
・
た
り
・
） 
○
鼎
（
の
）［
之
］
輕
―
重
を
は
未
（
た
）
問
フ
可
（
か
ら
）［
未
］（
再
讀
）［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
39
）
（
・
と
ふ
・
） 
○
●
四
年
楚
子
・
若
―
敖
―
氏
を
滅
ホ
（
ろ
ほ
）
す
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
41
）
（
・
ほ
ろ
ぼ
す
・
） 
○
其
（
の
）
孫
（
訓
）
箴シン
（
平
）
―
尹
克
―
黄
は
［
于
］
齊
に
使ツカ
ヒ
タ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
41
）
（
・
シ
ン
ヰ
ン
・
つ
か
ふ
・
た
り
・
）（「
箴
」
、
左
傍
に
「
之
金
返
」
。
） 
○
還
（
り
）
て
宋
（
返
）
に
及
フ
ト
キ
ニ
・
亂
を
聞
（
く
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
42
）
（
・
お
よ
ぶ
・
と
き
・
に
・
） 
○
其
（
の
）
人
の
曰
（
く
）・
以
て
入
ル
可
（
か
ら
）
不
［
矣
］。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
42
）
（
・
い
る
・
） 
○
天
を
は
逃ノカ
ル
可ヘ
ケ
ン
乎ヤ
ト
イ
テ
遂
に
歸
（
り
）
て
復
―
命
す
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
43
）
（
・
の
が
る
・
べ
し
・
む
・
や
・
と
・
い
ふ
・
て
・
） 
○
自
ミ
（
つ
か
）
（
ら
）［
於
］
司
―
敗
（
一
）
に
拘トラ
（
ニ
）
ハ
ル
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
44
）
（
・
み
づ
か
ら
・
と
ら
ふ
・
る
・
） 
 
 
○
王
・
子
―
文
（
の
）［
之
］
楚
國
（
一
）（
返
）
（
を
）
治
（
二
）
メ
シ
こ
と
を
思
（
三
）
（
ひ
）
て
［
也
］
曰
（
く
）・
子
―
文
後
（
返
）
無
ク
は
・
何
を
以
て
善
（
返
）（
返
）
を
勸
メ
ン
ト
イ
て
其
（
の
）
所
に
復
（
音
）
セ
使
む
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
44
）
（
・
お
さ
む
・
き
・
な
し
・
す
す
む
・
む
・
と
・
い
ふ
・
す
・
） 
○
十
年
に
夏
―
徵
―
舒
・
君
を
弑シ
（
去
）
セ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
46
・
注
）
（
・
シ
・
す
・
り
・
） 
 
○
陳
（
の
）
＿
人
に
謂
カ
タ
ラ
ク
・
動
（
返
）
ク
こ
と
無
（
か
）
レ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
46
）
（
・
か
た
ら
く
・
う
ご
く
・
な
し
・
） 
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將
に
［
於
］
少
―
西
―
氏
（
一
）
を
討
（
音
）（
二
）
セ
ン
［
矣
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
46
）
（
・
す
・
む
・
） 
 
○
遂
に
陳
（
返
）（
返
）
に
入
（
り
）
て
夏
―
徵
―
舒
を
殺コロ
す
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
47
）
（
・
こ
ろ
す
・
） 
 
○
陳
（
返
）（
返
）
を
滅
（
ほ
ろ
）
ホ
シ
て
以
て
楚
（
の
）
縣
と
爲す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
48
・
注
）
（
・
ほ
ろ
ぼ
す
・
） 
 
○
申
―
叔
―
時
・［
於
］
齊
に
使
（
ひ
）
タ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
48
）
（
・
た
り
・
） 
○
反
（
り
）
て
復
―
命
シ
テ
［
而
］
退
ク
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
48
）
（
・
す
・
て
・
し
り
ぞ
く
・
） 
○
王
・
之
（
返
）（
を
）
讓セ
（
返
）
メ
使
（
め
）
て
曰
（
く
）・
夏
―
徵
―
舒
・
不
道
（
返
）
を
爲シ
て
其
（
の
）
君
を
弑
（
去
）
す
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
49
）
（
・
せ
む
・
す
・
） 
○
寡
―
人
・
諸
侯
（
返
）
を
以
ヰ
て
討
（
音
）
シ
而て
之
（
を
）
戮
す
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
49
）
（
・
ひ
き
ゐ
る
・
す
・
） 
○
諸
―
侯
縣
―
公
・
皆
（
な
）
寡
人
を
慶
（
よ
ろ
）
コ
フ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
50
）
（
・
よ
ろ
こ
ぶ
・
） 
○
楚
（
の
）
縣
大
夫
・
皆
（
な
）
僭
（
去
）
シ
て
公
と
稱
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
50
・
注
）
（
・
す
・
） 
 
○
汝
獨
（
り
）
寡
人
（
一
）
を
慶
（
よ
ろ
）
コ
（
二
）（
返
）
ハ
不
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
51
）
（
・
よ
ろ
こ
ぶ
・
） 
○
何
の
故
ソ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
51
）
（
・
ぞ
・
） 
○
其
（
の
）
罪
大
ナ
リ
［
矣
］。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
51
）
（
・
お
ほ
き
な
り
・
） 
○
之
（
を
）
討
―
戮
ス
ル
は
・
君
（
の
）［
之
］
義
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
52
）
（
・
す
・
な
り
・
） 
 
○
抑
ソ
モ
〳
〵
人
（
訓
）
亦
（
た
）
言イ
（
返
）
ヘ
ル
こ
と
有
（
り
）。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
52
）
（
・
そ
も
そ
も
・
い
ふ
・
り
・
） 
○
曰
（
く
）
牛
（
返
）（
返
）
を
牽ヒ
イ
て
以
て
人
（
の
）［
之
］
田
を
蹊ワタ
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
52
）
（
・
ひ
く
・
わ
た
る
・
） 
○
抑ヨク
は
辭
コ
ト
ハ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
53
・
注
）（
・
ヨ
ク
・
こ
と
ば
・
） 
○
而
（
る
）
を
・
之
（
か
）
牛
（
一
）
を
奪
（
二
）
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
53
）（
・
う
ば
ふ
・
） 
○
牛
（
返
）（
返
）
を
牽
（
き
）
て
以
て
蹊
ル
は
［
者
］
信
に
罪
（
返
）
有
リ
［
矣
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
53
）（
・
わ
た
る
・
あ
り
・
） 
○
而
（
る
）
を
之
（
か
）
牛
（
一
）
を
奪
（
二
）
フ
は
罰
（
入
）
已
に
重ヲモ
シ
［
矣
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
54
）（
・
う
ば
ふ
・
を
も
し
・
） 
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諸
侯
（
の
）［
之
］
從
フ
（
や
）［
也
］
曰
ク
罪
（
返
）
有
（
返
）
（
る
）
を
討
ス
ル
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
54
）（
・
し
た
が
ふ
・
い
へ
ら
く
・
す
・
な
り
・
） 
○
其
（
の
）
富トミ
を
貪
（
む
さ
）
ホ
ル
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
55
）
（
・
と
み
・
む
さ
ぼ
る
・
な
り
・
） 
○
討
（
返
）（
返
）
を
以
て
諸
侯
を
召ヨ
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
55
）
（
・
よ
ぶ
・
） 
○
而
て
貪
（
返
）（
返
）
を
以
て
歸
ル
［
之
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
56
）（
・
か
へ
る
・
） 
○
無
＿
乃
ム
シ
ロ
・
不
―
可
ナ
ラ
ン
乎カ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
56
）（
・
む
し
ろ
・
な
り
・
む
・
か
・
） 
○
之
（
を
）
反カへ
サ
ン
こ
と
可
（
音
）
ナ
リ
［
乎
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
57
）（
・
か
へ
す
・
む
・
な
り
・
） 
○
對
（
へ
て
）
曰
（
く
）
可
ナ
リ
［
哉
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
57
）
（
・
な
り
・
） 
○
吾
か
儕
ホ
ナ
ミ
ノの
小
―
人
の
所
＿
謂
（
い
は
）
ユ
ル
・
諸
（
を
）
其
（
の
）
懷
フ
ト
コ
ロ
（
一
）
に
取ト
（
二
）（
り
）
而て
之
（
を
）
與アタ
フ
ト
イ
フ
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
57
）
（
・
ほ
な
み
・
の
・
い
は
ゆ
る
・
ふ
と
こ
ろ
・
と
る
・
あ
た
ふ
・
と
・
い
ふ
・
な
り
・
） 
○
叔
―
時
・
謙
（
音
）
シ
て
小
人
に
（
し
）
て
意
淺
（
一
）
シ
と
言イ
（
二
）
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
58
・
注
）（
・
す
・
あ
さ
し
・
い
ふ
・
） 
○
譬
＿
如
タ
ト
ヘ
は
人
の
物
を
［
於
］
其
（
の
）
懷
（
一
）
に
取
（
二
）
（
り
）
而て
之
（
を
）
還
（
上
）（
す
）
を
謂
（
下
）
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
58
・
注
）（
・
た
と
へ
ば
・
い
ふ
・
） 
○
［
於
］
還
（
返
）（
さ
）
不
（
一
）（
る
）
に
マ
サ愈
（
二
）（
返
）
レ
リ
と
爲す
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
58
・
注
）（
・
ま
さ
る
・
り
・
） 
 
○
乃
（
ち
）
復マ
タ
陳
（
返
）
を
封
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
58
）（
・
ま
た
・
） 
○
●
十
二
年
晉
（
の
）
師
イ
（
く
さ
）
鄭
を
救
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
59
）
（
・
い
く
さ
・
す
く
ふ
・
） 
○
河
（
返
）（
返
）
に
及
（
ひ
）
て
［
イ
、
及
フ
］
鄭
既
に
楚
（
返
）
及ト
平
タ
ヒ
ラ
（
一
）（
返
）
キ
ヌ
と
聞
（
二
）（
き
）
て
桓
子
還
（
ら
ん
）
と
欲
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
59
）（
・
お
よ
ぶ
・
と
・
た
い
ら
ぐ
・
ぬ
・
） 
 
○
會
（
音
）
聞
ク
・
師
イ
（
く
さ
）
（
返
）
を
用
（
ゐ
る
）
を
は
・
釁キス
を
觀ミ
而て
動
ク
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
60
）（
・
き
く
・
い
く
さ
・
き
ず
・
み
る
・
う
ご
く
・
） 
○
釁キン
（
上
）
は
罪
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
61
・
注
）（
・
キ
ン
・
） 
○
德
―
刑
・
政
―
事
・
典
―
禮
・
易カへ
（
返
）
不サ
ル
を
は
敵アタ
ト
（
す
）
可
（
か
ら
）
不
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
61
）（
・
か
へ
る
・
ず
・
あ
た
・
と
・
） 
○
楚
の
君
の
鄭
（
返
）
を
討
ス
ル
は
・
其
（
の
）
貳
フ
タ
コ
ヽ
ロ
ア
ル
に
怒
（
り
）
而て
其
（
の
）
卑
シ
キ
を
哀
フ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
62
）
（
・
す
・
ふ
た
ご
こ
ろ
・
あ
り
・
い
や
し
・
か
な
し
ぶ
・
） 
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 ○
叛ソム
ク
ト
キ
ニ
シ
而て
之
（
を
）
伐
ツ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
62
）
（
・
そ
む
く
・
と
き
・
に
・
す
・
う
つ
・
） 
○
服
ス
ル
ト
キ
ニ
シ
而て
之
（
を
）
舍ユル
ス
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
62
）
（
・
す
・
と
き
・
に
・
す
・
ゆ
る
す
・
） 
○
德
―
刑
成ナ
レ
リ
［
矣
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
63
）
（
・
な
る
・
り
・
） 
○
服
（
返
）
ス
ル
を
柔
ヤ
ハ
ラ
ク
ル
は
德
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
63
）
（
・
す
・
や
は
ら
ぐ
・
） 
○
二
の
者
（
も
）
の
立
テ
リ
［
矣
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
63
）
（
・
た
つ
・
り
・
） 
○
昔
＿
歳
コ
ソ
陳
（
返
）
に
入
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
63
）
（
・
こ
ぞ
・
い
る
・
） 
○
今
＿
茲
コ
ト
シ
鄭
に
入
ル
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
64
）
（
・
こ
と
し
・
い
る
・
） 
○
民
疲
―
勞
セ
不
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
64
）
（
・
す
・
） 
○
君
怨
―
讟トク
（
入
）
無
（
し
）。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
64
）
（
・
エ
ン
ト
ク
・
） 
○
政
經ツネ
（
返
）
有
（
り
）［
矣
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
65
）
（
・
つ
ね
・
） 
 
○
步カチ
ヨ
リ
ス
ル
を
卒
（
返
）
と
曰
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
66
・
注
）
（
・
か
ち
・
よ
り
・
す
・
い
ふ
・
） 
○
車
ヨ
リ
ス
ル
を
乘
（
返
）
と
曰
（
ふ
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
66
・
注
）
（
・
よ
り
・
す
・
） 
○
事
奸ヲカ
サ
不
［
矣
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
66
）
（
・
を
か
す
・
） 
○
蔿ヰ
（
去
）
―
敖
・
宰
（
返
）
爲タ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
66
）
（
・
ヰ
ガ
ウ
・
た
り
・
） 
○
楚
―
國
（
の
）［
之
］
令
―
典
（
一
）
を
擇
（
二
）
フ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
66
）
（
・
え
ら
ぶ
・
） 
○
百
官
物
タ
ク
ヒ
（
返
）
に
象
カ
タ
ト
（
り
）
而て
動
ク
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
67
）
（
・
た
ぐ
ひ
・
か
た
ど
る
・
う
ご
く
・
） 
○
軍
―
政
戒
イ
マ
シ
（
返
）
メ
不ス
シ
而て
備
（
そ
な
）
ハ
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
67
）
（
・
い
ま
し
む
・
ず
・
す
・
そ
な
は
る
・
） 
○
能
ク
典ノリ
（
返
）
を
用
（
ゐ
）
ル
［
矣
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
68
）
（
・
よ
く
・
の
り
・
も
ち
ゐ
る
・
） 
 
○
其
の
君
（
の
）［
之
］
舉
（
音
）
［
也
］・
内
―
姓
を
は
［
於
］
親
（
音
）
を
選
ヒ
・
外
―
姓
を
は
［
於
］
舊
（
音
）
を
選
フ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
68
）
（
・
え
ら
ぶ
・
え
ら
ぶ
・
） 
○
言
は
親
―
疎
竝
に
用
（
ゐ
）
ル
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
69
・
注
）
（
・
も
ち
ゐ
る
・
） 
197
 ○
舉
（
音
）
ス
ル
を
德
（
返
）
を
失
（
返
）
（
は
）
不
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
69
）
（
・
す
・
） 
○
賞
ス
ル
を
勞
（
返
）
を
失
（
返
）（
は
）
不
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
69
）
（
・
す
・
） 
○
君
子
・
小
人
・
物
モ
ノ
コ
ト
ニ
服
―
章
有
（
り
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
70
）
（
・
も
の
ご
と
・
に
・
） 
○
尊
―
卑
別
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
70
・
注
）
（
・
な
り
・
） 
○
々
（
威
）
―
儀
等
―
差
有
（
る
）
ソ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
71
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
禮
・
逆サカ
（
返
）
ヘ
不
［
矣
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
71
）
（
・
さ
か
ふ
・
） 
○
德
立タ
チ
・
刑
行
（
お
こ
）
ナ
ハ
レ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
71
）
（
・
た
つ
・
お
こ
な
ふ
・
る
・
） 
○
政
成
リ
・
事
時
ア
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
71
）
（
・
な
る
・
あ
り
・
） 
○
典
從
（
し
た
）
カ
ヒ
・
禮
順
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
72
）
（
・
し
た
が
ふ
・
し
た
が
ふ
・
） 
○
若
＿
之
＿
何
ソ
之
（
を
）
敵アタ
ト
セ
ン
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
72
）
（
・
い
か
に
ぞ
・
あ
た
・
と
・
す
・
む
・
） 
 
○
可
（
音
）（
返
）
を
見
而て
進
ミ
難
（
返
）
を
知
（
り
）
而て
退
ク
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
72
）
（
・
す
す
む
・
し
り
ぞ
く
・
） 
○
軍
イ
（
く
さ
）
（
の
）［
之
］
善
＿
政
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
72
）
（
・
い
く
さ
・
） 
○
弱ヨハ
（
返
）
キ
を
兼カ
ネ
・
昧クラ
（
返
）
キ
を
攻セ
ム
ル
は
・
武
（
の
）［
之
］
善
キ
＿
經ノリ
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
73
）
（
・
よ
は
し
・
か
ぬ
・
く
ら
し
・
せ
む
・
よ
し
・
の
り
・
な
り
・
） 
○
子
姑
シ
ハ
ラ
ク
軍
イ
（
く
さ
）
を
整
ト
ヽ
ノ
へ
而て
武
（
返
）
を
經ヲサ
メ
ヨ
［
乎
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
73
）
（
・
し
ば
ら
く
・
い
く
さ
・
と
ど
の
ふ
・
を
さ
む
・
） 
○
姑コ
（
平
）
は
且シヤ
（
平
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
74
・
注
）
（
・
コ
・
シ
ヤ
・
） 
○
猶
（
ほ
）
弱
ヨ
ハ
ウ
シ
而て
昧クラ
（
一
）
キ
者
有
（
二
）
ラ
（
ん
）・
何
（
そ
）
必
（
か
な
ら
す
）
シ
モ
楚
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
74
）
（
・
よ
は
う
す
・
く
ら
し
・
あ
り
・
か
な
ら
ず
し
も
・
の
み
・
な
り
・
む
・
） 
○
彘テイ
（
上
）
―
子
曰
（
く
）
不
―
可
ナ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
74
）
（
・
テ
イ
シ
・
な
り
・
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
彘
子
は
先
―
縠コク
（
去
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
75
・
注
）
（
・
セ
ン
コ
ク
・
） 
○
師
イ
（
く
さ
）
（
返
）（
返
）
を
成ナ
シ
て
以
て
出
（
つ
）。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
75
）
（
・
い
く
さ
・
な
す
・
） 
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 ○
敵
強コハ
（
返
）
キ
と
聞
（
き
）
而て
退
（
し
り
）
ソ
カ
は
夫
（
音
）（
返
）
に
非
（
す
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
75
）
（
・
こ
は
し
・
し
り
ぞ
く
・
） 
○
師
イ
（
く
さ
）
遂
ツ
（
ひ
）
に
濟
ル
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
75
）
（
・
い
く
さ
・
つ
ひ
に
・
わ
た
る
・
） 
○
楚
子
師
イ
（
く
さ
）
（
返
）（
返
）
を
北キタ
ニ
シ
て
［
於
］
管
（
音
）
に
次
（
音
）
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
76
）
（
・
い
く
さ
・
き
た
・
に
・
す
・
） 
○
鄭
（
の
）
皇
―
戌
シ
ユ
ツ
・
晉
の
師
（
一
）（
返
）
に
如ユ
（
二
）（
返
）
カ
使
て
曰
（
く
）・
楚
の
師
驟
シ
ハ
〳
〵
＿
勝
（
ち
）
而て
驕
レ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
76
）
（
・
ク
ワ
ウ
シ
ユ
ツ
・
ユ
く
・
し
ば
し
ば
・
お
ご
る
・
り
・
）（「
戌
」、
左
傍
に
「
雖
律
反
」。） 
○
其
（
の
）
師
老ツカ
レ
タ
リ
［
矣
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
77
）（
・
つ
か
る
・
た
り
・
） 
○
子
之
（
を
）
擊ウ
テ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
77
）（
・
う
つ
・
） 
 
○
楚
（
の
）
師
必
（
す
）
敗
レ
ナ
ン
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
77
）
（
・
や
ぶ
る
・
な
む
・
） 
○
欒ラン
―
武
―
子
曰
（
く
）
楚
庸
（
平
）（
返
）（
に
）
克カ
（
返
）
チ
シ
自
（
り
）・
以
＿
來
コ
ノ
カ
タ
其
（
の
）
君
日ヒ
ト
シ
て
討ヲサ
メ
而て
之
（
を
）
訓
（
一
）
へ
不ス
（
二
）
ト
イ
フ
こ
と
無
（
三
）（
し
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
78
）（
・
ラ
ン
ブ
シ
・
か
つ
・
き
・
こ
の
か
た
・
ひ
・
と
・
す
・
を
さ
む
・
を
し
ふ
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
） 
 
○
民
の
生
（
音
）［
之
］
易ヤス
（
一
）（
返
）
カ
ラ
不
・
禍
（
音
）（
の
）
至
ラ
ン
コ
ト
［
之
］
日ヒ
無
シ
・
戒
―
懼ク
シ
之て
怠
（
返
）（
る
）
可
（
返
）（
か
ら
）
不サ
（
上
）
ル
こ
と
を
于イ
（
二
）
フ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
79
）（
・
さ
す
し
・
い
た
る
・
む
・
こ
と
・
ひ
・
な
し
・
カ
イ
ク
・
す
・
ず
・
い
ふ
・
） 
○
于ウ
（
平
）
は
曰ヱツ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
80
・
注
）（
・
ウ
・
ヱ
ツ
・
） 
 
○
軍
（
返
）
に
在
（
り
）
て
日ヒ
ト
シ
て
軍
―
實
を
討ヲサ
メ
而て 
由ヨ
て
之
（
に
）
儆
イ
マ
シ
（
一
）
メ
不
（
二
）
（
と
）
イ
フ
こ
と
無
（
三
）
シ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
80
）
（
・
ひ
・
と
・
す
・
を
さ
む
・
よ
て
・
い
ま
し
む
・
い
ふ
・
な
し
・
） 
 
○
勝
（
ち
）
之て
保
（
返
）（
む
）
可
（
返
）（
か
ら
）
不
・
紂
か
［
之
］
百
モ
ヽ
タ
ヒ
克カ
チ
而て
卒ツヰ
に
後
（
返
）
無ナ
（
一
）
イ
こ
と
を
于イ
（
二
）
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
81
）
（
・
も
も
た
び
・
か
つ
・
つ
ゐ
に
・
な
し
・
い
ふ
・
） 
○
箴
イ
マ
シ
メ
之て
曰
ク
・
民
の
生
（
音
）
ス
ル
こ
と
は
勤
ム
ル
に
在
（
り
）。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
81
）（
・
い
ま
し
む
・
い
は
く
・
す
・
つ
と
む
・
） 
○
々
（
勤
）
ム
ル
ト
キ
ン
ハ
則
（
ち
）
匱トモ
（
返
）
シ
カ
ラ
不
ト
イ
ヘ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
82
）（
・
つ
と
む
・
と
き
ん
ば
・
と
も
し
・
と
・
い
ふ
・
り
・
） 
○
驕ヲコ
レ
リ
と
謂
（
ふ
）
可
（
か
ら
）
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
82
）
（
・
を
ご
る
・
り
・
） 
○
箴シン
（
平
）
は
誡
（
去
）［
也
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
82
・
注
）（
・
シ
ン
・
） 
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 ○
先
―
大
―
夫
子
―
犯
言
（
返
）
ヘ
ル
こ
と
有
（
り
て
）
曰
ク
・
師
イ
（
く
さ
）
は
直
（
な
ほ
）
キ
を
壯
サ
カ
ン
（
返
）
ナ
リ
と
爲す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
82
）
（
・
い
ふ
・
り
・
い
は
く
・
い
く
さ
・
な
ほ
し
・
さ
か
ん
な
り
・
） 
○
曲マカ
レ
ル
を
老ツカ
レ
タ
リ
と
爲す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
83
）
（
・
ま
が
る
・
り
・
つ
か
る
・
た
り
・
） 
○
我
不
―
德
ニ
シ
而て
怨
（
う
ら
）
ミ
を
［
于
］
楚
（
一
）
に
徼モト
（
二
）
ム
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
83
）
（
・
な
り
・
す
・
う
ら
み
・
も
と
む
・
） 
○
我
は
曲マカ
（
り
）
て
楚
は
直ナホ
シ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
84
）
（
・
ま
が
る
・
な
ほ
し
・
） 
○
老ツカ
レ
タ
リ
と
謂
（
ふ
）
可
（
か
ら
）
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
84
）
（
・
つ
か
る
・
た
り
・
） 
○
不
―
德
と
は
力
（
返
）（
返
）
を
以
て
諸
侯
（
一
）
を
爭
（
あ
ら
）
ソ
（
二
）
フ
を
謂
（
三
）
（
ふ
）
［
也
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
84
・
注
）
（
・
あ
ら
そ
ふ
・
） 
○
徼ケウ
は
要
（
去
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
84
・
注
）（
・
ケ
ウ
・
） 
○
鄭
に
は
從
フ
可
（
か
ら
）
不
ト
イ
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
84
）
（
・
し
た
が
ふ
・
と
・
い
ふ
・
） 
○
楚
人
遂
ツ
（
ひ
）
に
疾ト
ク
師
（
返
）
を
進スヽ
ム
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
85
）
（
・
つ
ひ
に
・
と
く
・
す
す
む
・
） 
 
 
 
 
 
 
○
晉
の
軍
を
乘シノ
ク
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
85
）
（
・
し
の
ぐ
・
） 
○
桓
子
爲セ
（
返
）
ン
所
（
返
）
を
知
（
返
）
（
ら
）
不
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
85
）
（
・
す
・
む
・
） 
○
［
於
］
軍
―
中
（
返
）
に
鼓
ツ
ヽ
ミ
ウ
（
ち
）
て
曰
（
く
）・
先
ツ
濟ワタ
ラ
ン
者
は
賞
（
返
）
有
（
ら
）
む
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
85
）
（
・
つ
づ
み
う
つ
・
ま
づ
・
わ
た
る
・
む
・
） 
○
中
―
軍
下
―
軍
・
舟
を
争
（
あ
ら
）
ソ
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
86
）
（
・
あ
ら
そ
ふ
・
） 
○
々
（
舟
）
の
中
（
の
）［
之
］
指ユヒ
掬キク
（
入
）
シ
ツ
可
（
し
）。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
86
）
（
・
ゆ
び
・
キ
ク
・
す
・
つ
・
） 
○
潘
（
平
）
―
黨
曰
（
く
）・
君
盍ナン
ソ
武
―
軍
（
一
）
を
築ツ
（
二
）
イ
而て
晉
の
尸
（
訓
）（
返
）
を
收ヲサ
（
め
）
て
以て
京
―
觀
（
上
）
と
爲セ
（
中
）［
サ盍
］（
再
讀
）（
下
）
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
87
）
（
・
な
に
ぞ
・
つ
く
・
を
さ
む
・
す
・
ず
・
） 
○
軍
―
營
（
返
）
を
築ツ
イ
て
以
て
武
―
功
を
彰
ア
ラ
ハ
ス
ソ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
87
・
注
）
（
・
つ
く
・
あ
ら
は
す
・
ぞ
・
） 
 
○
尸
（
返
）
を
積
（
み
）
て
土
を
其
（
の
）
上
（
一
）
に
封
（
二
）
ス
ル
・
之
を
京
―
觀
と
謂
（
ふ
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
88
・
注
）
（
・
す
・
） 
○
臣
聞
ク
・
敵
（
返
）
に
克カ
テ
ハ
・
必
（
す
）
子
孫
に
示
す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
88
）
（
・
き
く
・
か
つ
・
ば
・
） 
○
以
て
武
―
功
を
忘
ル
ヽ
こ
と
無
（
か
）
ラ
シ
ム
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
89
）
（
・
わ
す
る
・
な
し
・
し
む
・
） 
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 ○
楚
子
曰
（
く
）
爾
ナ
（
む
ち
）
の
知
（
る
）
所
に
非
（
さ
）
ラ
ン
［
也
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
89
）
（
・
な
む
ぢ
・
ら
む
・
） 
○
夫ソ
レ
文
（
音
）
に
・
戈ホコ
（
返
）
を
止
ム
ル
こ
と
武
と
爲す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
89
）
（
・
そ
れ
・
ほ
こ
・
や
む
・
） 
○
文
―
字
ソ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
89
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
武
王
商
（
返
）
に
克
（
ち
）
て
頌
（
返
）
を
作
（
り
）
て
曰
ノ
（
た
ま
は
）
（
く
）・
載
ス
ナ
ハ
チ
干
（
平
）
―
戈
（
平
）
を
戢ヲサ
メ
・
載
チ
弓
―
矢
を
櫜ツヽ
ム
ト
イ
へ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
90
）
（
・
の
た
ま
は
く
・
す
な
は
ち
・
を
さ
む
・
す
な
は
ち
・
つ
つ
む
・
と
・
い
ふ
・
り
・
） 
○
戢シフ
は
藏
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
90
・
注
）
（
・
シ
フ
・
） 
○
櫜タウ
（
入
輕
）
は
韜タウ
（
平
）
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
91
・
注
）
（
・
タ
ウ
・
タ
ウ
・
） 
○
詩
・
武
王
能
（
く
）
暴
―
亂
を
滅
ホ
ロ
ホ
シ
而て
兵
（
返
）（
を
）
息ヤ
（
一
）
メ
タ
ル
こ
と
を
美ホ
（
二
）
メ
タ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
91
・
注
）
（
・
ほ
ろ
ぼ
す
・
や
む
・
た
り
・
ほ
む
・
た
り
・
） 
○
夫
（
れ
）・
武
は
暴
（
返
）
を
禁
（
音
）
シ
・
兵
（
返
）
を
戢
メ
・
大
（
返
）
を
保
（
ち
）・
功
（
返
）
を
定
メ
・
民
を
安
（
や
す
）
ム
シ
・
衆
（
返
）
を
和
ケ
・
財
（
返
）
を
豐
ユ
タ
カ
ン
ス
ル
者
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
91
）
（
・
す
・
を
さ
む
・
さ
だ
む
・
や
す
む
ず
・
や
は
ら
ぐ
・
ゆ
た
か
ん
す
・
な
り
・
） 
○
故
に
子
孫
を
使
（
て
）
其
（
の
）
章
（
一
）
を
忘
（
返
）
ル
ヽ
こ
と
無
（
二
）
（
か
ら
）
［
使
］（
再
讀
）（
三
）
（
む
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
92
）
（
・
わ
す
る
・
） 
○
之
を
篇
―
章
（
返
）
に
著
ア
ラ
ハ
シ
て
子
孫
（
返
）
を
使
て
忘
（
返
）
レ
不
（
一
）
（
ら
）［
使
］
（
再
讀
）（
二
）
（
む
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
93
・
注
）
（
・
あ
ら
は
す
・
わ
す
る
・
） 
 
 
 
○
今
我
二
國
（
返
）
を
使
て
骨
（
返
）
を
曝サラ
（
一
）
サ
［
使
］（
再
讀
）（
二
）（
む
る
は
）・
暴
（
去
）
ナ
リ
［
矣
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
93
）
（
・
さ
ら
す
・
な
り
・
） 
○
兵
（
返
）
を
觀シメ
シ
て
以
（
て
）
諸
侯
（
一
）
を
威
（
二
）
す
・
兵
戢
ヲ
サ
マ
（
返
）
ラ
不サ
ル
ナ
リ
［
矣
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
93
）
（
・
し
め
す
・
を
さ
ま
る
・
ず
・
な
り
・
） 
○
暴
（
音
）
ニ
シ
而て
戢
（
返
）
メ
不ス
ン
は
・
安
イ
ツ
ク
ン
ソ
能
ク
大
（
音
）（
返
）
を
保
む
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
94
）
（
・
な
り
・
す
・
を
さ
む
・
ず
ん
ば
・
い
づ
く
に
ぞ
・
よ
く
・
） 
○
猶
（
ほ
）
晉
（
の
）
在
（
一
）
ル
こ
と
有
（
二
）
リ
・
焉
ソ
・
功
（
返
）
を
定
（
返
）
ム
ル
こ
と
を
得エ
ン
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
94
）
（
・
あ
り
・
あ
り
・
い
づ
く
に
ぞ
・
さ
だ
む
・
う
・
む
・
） 
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 ○
民
の
欲
（
音
）（
一
）
に
違
（
二
）（
返
）
フ
所
・
猶
（
ほ
）
多
シ
・
民
何
ナ
（
に
）
（
そ
）
安
（
さ
）
ラ
ン
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
95
）
（
・
た
が
ふ
・
お
ほ
し
・
な
に
ぞ
・
ら
む
・
） 
○
德
（
返
）
無
（
く
し
）
而て
強シヒ
て
諸
侯
（
一
）
を
爭
（
き
）
ソ
（
二
）
フ
・
何
を
以
て
衆
（
返
）
を
和
（
ら
）
ケ
ン
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
95
）
（
・
し
ひ
て
・
き
そ
ふ
・
や
は
ら
ぐ
・
む
・
） 
○
人
（
の
）［
之
］
幾
ア
ヤ
フ
キ
（
返
）
を
利リ
シ
而て
人
（
の
）［
之
］
亂
（
一
）
を
安
ヤ
ス
ン
（
二
）
ス
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
96
）
（
・
あ
や
ふ
し
・
リ
・
す
・
や
す
ん
ず
・
） 
 
○
以
て
己ヲノ
か
榮
（
音
）
と
爲す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
97
）
（
・
を
の
・
） 
○
何
を
＿
以
て
財
（
返
）
を
豐
セ
ン
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
97
）
（
・
す
・
む
・
） 
○
兵
動
ク
ト
キ
ン
ハ
則
（
ち
）
年
（
訓
）
荒ア
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
97
・
注
）
（
・
う
ご
く
・
と
き
ん
ば
・
あ
る
・
） 
○
我
一
（
返
）
ツ
モ
無
シ
［
焉
］
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
97
）
（
・
い
つ
・
も
・
な
し
・
） 
 
○
何
を
＿
以
て
子
孫
に
示
サ
ン
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
98
）
（
・
し
め
す
・
む
・
） 
○
其
（
れ
）
先
―
君
の
宮
（
音
）（
返
）
を
爲ツク
（
り
）
て
以
て
事
（
返
）
（
を
）
成ナ
（
返
）
ス
こ
と
を
告マウ
ス
而
＿
已
（
み
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
98
）
（
・
つ
く
る
・
な
す
・
ま
う
す
・
） 
○
先
―
君
（
返
）
を
祀
マ
（
つ
）
（
り
）
て
戰
＿
勝
（
す
る
）
こ
と
を
告
マ
（
う
）
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
99
・
注
）
（
・
ま
つ
る
・
ま
う
す
・
） 
○
古
＿
者
に
・
明
王
不
―
敬
を
伐
（
つ
）
・
其
（
の
）
鯨
（
平
）
―
鯢
（
平
濁
）
を
取
（
り
）
而て
封
シ
之て
以
て
大
に
戮リク
ス
ル
こ
と
を
爲す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
99
）
（
・
す
・
リ
ク
・
す
・
） 
○
是
に
於
（
ひ
て
）
［
乎
］
・
京
―
觀
（
返
）
有
（
り
）
て
以
て
淫
―
慝トク
（
入
）
を
懲コロ
ス
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
100
）
（
・
イ
ン
ト
ク
・
こ
ろ
す
・
） 
○
以
て
不
―
義
（
の
）［
之
］
人
の
小
國
を
呑
（
み
）
＿
食
フ
に
喩
フ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
101
・
注
）
（
・
く
ら
ふ
・
た
と
ふ
・
） 
○
而
て
民
皆
（
な
）
忠
（
返
）（
返
）
を
盡
（
し
）
て
以
て
君
―
命
に
死
（
に
）
タ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
102
）
（
・
た
り
・
） 
○
又
（
た
）
以
て
京
―
觀
（
一
）
と
爲
（
二
）
可ヘ
（
三
）
ケ
ン
［
乎
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
102
）
（
・
べ
し
・
む
・
） 
○
晉
の
師
イ
（
く
さ
）
歸
ル
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
102
）
（
・
い
く
さ
・
か
へ
る
・
） 
○
桓
―
子
死
（
返
）
ナ
ン
と
請
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
103
）
（
・
し
ぬ
・
む
・
こ
ふ
・
） 
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 ○
晉
侯
之
（
を
）
許
（
返
）
サ
ン
と
欲
す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
103
）
（
・
ゆ
る
す
・
む
・
） 
○
士
―
貞
―
子
諫
（
め
）
て
曰
（
く
）・
不
―
可
ナ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
103
）
（
・
な
り
・
） 
 
○
貞
―
子
は
士
―
渥アク
―
濁
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
104
・
注
）
（
・
シ
ア
ク
タ
ク
・
）
（
「
渥
」、
左
傍
に
「
於
角
反
」。） 
○
城
―
濮
（
の
）［
之
］
役
に
・
師
イ
（
く
さ
）
三
日
穀
（
音
）
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
104
）
（
・
い
く
さ
・
） 
○
文
公
猶
（
ほ
）
憂
タ
ル
＿
色
有
（
り
）。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
104
）
（
・
う
れ
ひ
た
り
・
） 
○
左
―
右
の
曰
（
く
）・
喜
（
よ
ろ
）
コ
ヒ
（
返
）
有
（
り
）
而て
憂
ヘ
は
・
如モ
シ
憂
（
返
）
有
（
り
）
而て
喜
ハ
ン
乎か
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
105
）
（
・
よ
ろ
こ
び
・
う
れ
ふ
・
も
し
・
よ
ろ
こ
ぶ
・
む
・
） 
○
言
は
憂
―
喜
時
（
返
）
を
失
ヘ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
105
・
注
）
（
・
う
し
な
ふ
・
り
・
） 
○
公
曰
（
く
）
得
―
臣
猶
（
ほ
）
在
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
106
）
（
・
あ
り
・
） 
○
憂
（
う
れ
）
へ
未
（
た
）
歇ツ
（
返
）
キ
［
未
］（
再
讀
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
106
）
（
・
う
れ
へ
・
つ
く
・
） 
 
○
歇ケツ
（
入
）
は
盡
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
106
・
注
）
（
・
ケ
ツ
・
） 
○
困
タ
シ
ナ
ヘ
ル
＿
獸
モ
猶
（
ほ
）
闘
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
106
）
（
・
た
し
な
ふ
・
る
・
も
・
た
た
か
ふ
・
） 
○
楚
の
子
―
玉
（
一
）（
返
）
を
殺コロ
（
二
）
ス
に
及
（
三
）（
ひ
）
て
公
の
喜
（
よ
ろ
こ
）
ヒ
・
而
＿
後
コ
レ
ヨ
リ
シ
テ
ノ
チ
知
（
返
）（
ら
）
ヌ
可
（
し
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
107
）
（
・
こ
ろ
す
・
よ
ろ
こ
び
・
こ
れ
よ
り
し
て
の
ち
・
ぬ
・
） 
○
喜
（
よ
ろ
こ
）
ヒ
［
於
］
顏
―
色
に
見
（
る
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
108
・
注
）
（
・
よ
ろ
こ
び
・
） 
○
曰
イ
（
は
）
（
く
）
是
レ
晉
再
フ
タ
ヽ
ヒ
克カ
（
ち
）
而て
楚
再
（
ふ
た
）
タ
ヒ
敗
レ
タ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
108
）
（
・
い
は
く
・
こ
れ
・
ふ
た
た
び
・
か
つ
・
ふ
た
た
び
・
や
ぶ
る
・
た
り
・
） 
○
楚
是
（
を
）
＿
以
て
再
―
世
競キヲ
（
返
）
ハ
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
108
）
（
・
き
を
ふ
・
） 
○
成
―
王
ヨ
リ
穆
―
王
に
至
ル
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
109
・
注
）
（
・
よ
り
・
い
た
る
・
） 
○
今
天
或
ア
ル
イ
は
［
者
］
大
に
晉
を
警
イ
マ
シ
ム
ル
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
109
）
（
・
あ
る
い
は
・
い
ま
し
む
・
な
り
・
） 
203
 ○
而
て
又
（
た
）
林
―
父
（
返
）
を
殺
（
し
）
て
以
て
楚
の
勝
（
つ
）
こ
と
を
重カサ
ネ
は
・
其
（
れ
）
無
＿
乃
ム
シ
ロ
久
（
し
）
ク
競キヲ
ハ
不サ
ラ
ン
乎ヤ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
109
）
（
・
か
さ
ぬ
・
む
し
ろ
・
ひ
さ
し
・
き
を
ふ
・
ず
・
む
・
や
・
） 
○
林
―
父
か
［
之
］
君
に
事
（
た
て
ま
）
ツ
ル
を
［
也
］・
進
（
み
）
テ
ハ
忠
（
返
）（
を
）
盡
（
返
）
サ
ン
こ
と
を
思
フ
・
退
（
き
）
テ
ハ
過
ア
（
や
ま
ち
）
（
返
）（
を
）
補
ヲ
キ
ヌ
（
返
）
ハ
ン
こ
と
を
思
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
110
）
（
・
た
て
ま
つ
る
・
て
・
は
・
つ
く
す
・
む
・
お
も
ふ
・
て
・
は
・
あ
や
ま
ち
・
を
き
ぬ
ふ
・
む
・
お
も
ふ
・
） 
○
社
―
稷
（
の
）［
之
］
衛
マ
ホ
リ
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
111
）
（
・
ま
ぼ
り
・
な
り
・
） 
○
若
＿
之
＿
何
ソ
・
之
（
を
）
殺
サ
ン
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
111
）
（
・
い
か
に
ぞ
・
こ
ろ
す
・
む
・
） 
○
夫ソ
レ
其
ノ
敗
（
や
ふ
）
レ
ハ
［
也
］
日
月
（
の
）［
之
］
食
（
一
）
の
如
（
二
）
シ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
111
）
（
・
そ
れ
・
そ
の
・
や
ぶ
れ
・
は
・
ご
と
し
・
） 
○
何
ソ
［
於
］
明
（
音
）（
一
）（
返
）
を
損
（
二
）
セ
ン
ト
イ
て
晉
―
侯
其
（
の
）
位
に
復
セ
使
（
む
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
112
）
（
・
な
に
ぞ
・
す
・
む
・
と
・
い
ふ
・
す
・
） 
○
晉
―
景
か
霸
（
返
）
を
失
（
う
し
）
ナ
（
返
）
ハ
不サ
（
返
）
ル
所
＿
以
（
一
）
を
言
（
二
）
フ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
112
・
注
）（
・
う
し
な
ふ
・
ず
・
い
ふ
・
） 
○
●
楚
子
蕭
（
平
輕
）（
返
）
を
伐
ツ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
113
）（
・
う
つ
・
） 
○
申
―
公
巫
臣
か
曰
（
く
）・
師
―
人
多
ク
寒コ
イ
タ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
113
）（
・
お
ほ
く
・
こ
ゆ
・
た
り
・
） 
○
王
・
三
軍
（
返
）
を
巡
（
り
）
て
拊ナ
テ
而て
之
（
を
）
勉ツト
メ
シ
ム
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
113
）（
・
な
づ
・
つ
と
む
・
し
む
・
） 
○
之
を
慰
―
勉ヘン
ス
ル
ソ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
114
・
注
）（
・
イ
ベ
ン
・
す
・
ぞ
・
） 
○
三
軍
（
の
）［
之
］
士
・
皆
纊ワタ
を
挾ハサ
メ
ル
か
如
シ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
114
）（
・
わ
た
・
は
さ
む
・
り
・
ご
と
し
・
） 
○
言
は
悦
（
よ
ろ
）
コ
ヒ
（
て
）
以
コ
レ
ヲ
モ
て
寒
（
音
）
を
忘
ル
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
115
・
注
）（
・
よ
ろ
こ
ぶ
・
こ
れ
を
も
て
・
わ
す
る
・
） 
 
 
 
 
○
々
（
宋
）
人
急
を
［
于
］
晉
（
一
）
に
告
（
二
）
ク
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
116
）（
・
つ
ぐ
・
） 
 
○
伯
宗
曰
（
く
）
不
―
可
ナ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
117
）（
・
な
り
・
） 
○
古
人
言
（
返
）
ヘ
ル
こ
と
有
リ
（
て
）
曰
（
く
）・
鞭
（
の
）［
之
］
長
（
一
）
（
き
）
と
雖
（
二
）
（
も
）
馬
の
腹
（
一
）
に
及
（
お
よ
）
ホ
（
二
）（
返
）
サ
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
117
）（
・
い
ふ
・
り
・
あ
り
・
お
よ
ぼ
す
・
） 
○
天
方
に
楚
（
返
）
に
授
ケ
ン
ト
ス
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
118
）
（
・
さ
ず
く
・
む
・
と
・
す
・
） 
204
 ○
未
（
た
）
與トモ
に
爭
（
一
）
フ
可
（
二
）（
返
）（
か
ら
）［
未
］（
再
讀
）
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
118
）
（
・
と
も
に
・
あ
ら
そ
ふ
・
） 
○
晉
（
の
）
［
之
］
強コハ
（
一
）
キ
と
雖
（
二
）
（
も
）
・
能
（
く
）
天
に
違
ハ
ン
［
乎
］
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
118
）
（
・
こ
は
し
・
た
が
ふ
・
む
・
） 
○
諺
コ
ト
ワ
サ
（
に
）
曰
（
く
）・
高
―
下
心
に
在
（
り
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
119
）
（
・
こ
と
わ
ざ
・
） 
 
○
時
（
返
）（
返
）
を
度ハカ
（
り
）
て
宜
（
音
）
を
制
す
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
119
・
注
）
（
・
は
か
る
・
） 
 
 
○
川
―
澤
汙ウ
（
返
）
を
納
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
119
）
（
・
ウ
・
を
さ
ま
る
・
）
（
「
汙
」
、
左
傍
に
「
音
烏
」
。
） 
○
汙
―
濁
（
一
）
を
受
（
二
）
ク
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
119
・
注
）
（
・
う
く
・
） 
 
○
山
―
藪
疾
（
返
）
を
藏カク
ス
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
119
）
（
・
か
く
す
・
） 
○
山
（
の
）
［
之
］
林
―
藪
有
（
る
）
は
・
毒
―
害
者
（
も
）
の
居ヲ
（
返
）
ル
所
ナ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
120
・
注
）
（
・
を
り
・
な
り
・
） 
 
○
瑾
（
平
）
―
瑜
（
平
）
瑕キス
を
匿
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
120
）
（
・
き
ず
・
） 
○
天
（
の
）［
之
］
道
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
121
）
（
・
な
り
・
） 
○
晉
侯
・
宋
（
返
）
（
を
）
救
（
は
）
不サ
ル
こ
と
を
恥
（
す
）。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
121
・
注
）
（
・
ず
・
） 
○
故
に
伯
宗
爲
に
小
―
惡
の
大
―
德
（
を
）
損
セ
不サ
ル
［
之
］
喩
（
上
）
を
説
（
下
）
ク
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
121
・
注
）
（
・
す
・
ず
・
と
く
・
） 
○
君
其
レ
之
（
を
）
待マ
テ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
121
）
（
・
そ
れ
・
ま
つ
・
） 
○
楚
の
衰
へ
ン
を
待マ
テ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
122
・
注
）
（
・
お
と
ろ
ふ
・
む
・
ま
つ
・
） 
○
乃
（
ち
）
止ヤ
ン
ヌ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
122
）
（
・
や
む
・
ぬ
・
） 
○
解
―
揚
（
返
）
を
使シ
て
宋
（
返
）
に
如ユ
（
一
）
カ
［
シ使
］（
再
讀
）（
二
）
ム
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
122
）
（
・
す
・
ゆ
く
・
し
む
・
） 
 
○
楚
（
返
）（
返
）
に
降
（
返
）
（
る
）
こ
と
無
（
返
）
カ
ラ
使シ
メ
て
曰
（
く
）・
晉
（
の
）
師
悉
（
く
）
起ヲコ
（
り
）
て
將
マ
（
さ
）
に
至
（
返
）
（
ら
ん
）
と
［
ス將
］（
再
讀
）
ト
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
122
）
（
・
な
し
・
し
む
・
を
こ
る
・
ま
さ
に
・
す
・
と
・
） 
 
 
○
鄭
人
囚トラ
ヘ
而て
楚
（
返
）
に
獻
す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
123
）
（
・
と
ら
ふ
・
） 
 
○
楚
子
厚
ク
賂
マ
ヒ
ナ
（
ひ
）
之て
其
（
の
）
言
を
反カへ
サ
使
（
む
）。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
123
）
（
・
あ
つ
く
・
ま
ひ
な
ふ
・
か
へ
す
・
） 
205
 ○
三
（
み
）
タ
ヒ
シ
て
乃
（
ち
）
之
（
を
）
許ユル
シ
ツ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
124
）
（
・
み
た
び
・
す
・
ゆ
る
す
・
つ
・
） 
○
諸
（
を
）
樓
車
（
返
）
に
登
（
せ
）
て
宋
人
を
呼ヨ
ハ
ヽ
使
而て
之
（
を
）
告ツ
ク
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
124
）
（
・
よ
ば
ふ
・
つ
ぐ
・
） 
○
遂
ツ
（
ひ
）
に
其
（
の
）
君
の
命
を
致
す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
125
）
（
・
つ
ひ
に
・
） 
○
之コレ
（
返
）
與と
言イ
（
返
）
ハ
使
（
め
）
て
曰
（
く
）・
爾
既
に
不
―
穀
に
許ユル
セ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
125
）
（
・
こ
れ
・
い
ふ
・
ゆ
る
す
・
り
・
） 
○
而
て
之
（
を
）
反
（
音
）
す
何
の
故
ソ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
126
・
）
（
・
ぞ
・
） 
○
我
（
か
）
信
（
返
）
無
（
一
）
キ
に
非
（
二
）
（
す
）・
汝
則
（
ち
）
之
（
を
）
棄ス
ツ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
126
・
）
（
・
な
し
・
す
つ
・
） 
○
速
に
爾
ナ
（
む
ち
）
の
刑
（
一
）
に
卽ツ
（
二
）
ケ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
127
・
）
（
・
な
む
ぢ
・
つ
く
・
） 
○
對
（
へ
て
）
曰
（
く
）
臣
之
（
を
）
聞
（
く
）・
君
は
能
（
く
）
命
（
返
）
を
制
ス
ル
を
義
（
返
）
と
爲す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
127
・
）
（
・
す
・
） 
○
臣
は
能
（
く
）
命
（
返
）
を
承
（
返
）
ル
を
信
（
返
）
と
爲す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
127
・
）
（
・
う
け
た
ま
は
る
・
） 
 
○
義
二
―
信
無
シ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
128
・
）
（
・
な
し
・
） 
○
義
（
返
）
を
爲ス
ル
者
は
兩
―
信
（
一
）
を
行
（
お
こ
）
ナ
（
返
）
ハ
不
（
二
）（
る
）
こ
と
を
欲
（
三
）
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
128
・
注
）
（
・
す
・
お
こ
な
ふ
・
） 
○
信
二
―
命
無
シ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
128
・
）
（
・
な
し
・
） 
○
信
（
返
）
を
行
（
お
こ
）
ナ
フ
者
は
二
―
命
（
一
）
を
受
（
返
）
（
け
）
不
（
二
）
ラ
ン
こ
と
を
欲
（
三
）
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
128
・
注
）
（
・
お
こ
な
ふ
・
ず
・
む
・
） 
○
君
（
の
）
［
之
］
臣
（
返
）
に
賂
（
ま
ひ
）
ナ
フ
（
は
）
・
命
（
返
）
を
知
（
返
）
（
ら
）
不
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
129
）
（
・
ま
ひ
な
ふ
・
） 
○
死
（
返
）（
返
）
（
す
る
）
こ
と
有
（
り
）
て
霣ヲト
ス
こ
と
無
（
し
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
129
）
（
・
を
と
す
・
）
（
「
霣
」
、
左
傍
に
「
于
敏
反
」
。
） 
○
霣ヰン
（
上
）
は
廢
―
隊ツイ
（
去
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
129
・
注
）
（
・
ヰ
ン
・
ハ
イ
ツ
イ
・
）
（
「
隊
」
、
左
傍
に
「
直
類
反
」
。
） 
○
又
（
た
）
賂
（
ま
ひ
）
ナ
（
返
）
フ
可
ケ
ン
［
乎
］
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
130
）
（
・
ま
ひ
な
ふ
・
べ
し
・
む
・
） 
○
臣
か
［
之
］
君
（
返
）
に
許ユル
ス
は
・
以
て
命
（
返
）
を
成ナ
ス
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
130
）
（
・
ゆ
る
す
・
な
す
・
な
り
・
） 
○
君
（
の
）
命
を
成ナ
ス
ソ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
130
・
注
）
（
・
な
す
・
ぞ
・
） 
○
死
（
し
）
之て
命
（
返
）
を
成ナ
サ
は
・
臣
か
［
之
］
祿
［
也
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
130
）
（
・
な
す
・
） 
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己
ヲ
ノ
レ
命
（
返
）
を
廢
（
返
）（
て
）
不
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
131
・
注
）
（
・
を
の
れ
・
） 
○
下
―
臣
考ナ
ス
こ
と
獲ウ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
131
）（
・
な
す
・
う
・
） 
○
死シ
ヌ
ト
モ
又
（
た
）
何
か
を
求
メ
ン
ト
イ
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
131
）（
・
し
ぬ
・
と
も
・
も
と
む
・
む
・
と
・
い
ふ
・
） 
 
○
楚
子
舍ユル
シ
之て
以
て
歸カへ
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
132
）（
・
ゆ
る
す
・
か
へ
す
・
） 
○
●
潞
―
子
嬰
―
兒
（
の
）［
之
］
夫
人
は
晉
（
の
）
景
公
（
の
）［
之
］
姉アネ
ナ
リ
［
也
］。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
132
）（
・
あ
ね
・
な
り
・
） 
○
酆
（
平
）
―
舒
政
（
返
）
を
爲
而て
之
（
を
）
殺
セ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
133
）（
・
こ
ろ
す
・
り
・
） 
○
又
（
た
）
潞
―
子
（
の
）［
之
］
目
を
傷ヤフ
レ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
133
）（
・
や
ぶ
る
・
り
・
） 
○
晉
侯
將
に
之
（
を
）
伐ウ
（
返
）
タ
ン
と
［
將す
］（
再
讀
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
134
）（
・
う
つ
・
む
・
） 
○
諸
―
大
―
夫
皆
（
な
）
曰
（
く
）
不
―
可
ナ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
134
）（
・
な
り
・
） 
○
酆
舒
（
に
）
三
ツ
の
雋
シ
ユ
ン
（
去
）
―
才サイ
（
平
）
有
（
り
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
134
）（
・
み
つ
・
シ
ユ
ン
サ
イ
・
）（「
雋
」、
左
下
に
「
音
俊
」。） 
○
如
（
返
）
（
か
）
不シ
・
後
（
の
）［
之
］
人
を
待マ
タ
ン
に
［
イ
、
待
（
つ
）
は
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
135
）（
・
じ
・
ま
つ
・
む
・
） 
○
伯
宗
曰
（
く
）
必
（
す
）
之
（
を
）
代ウ
テ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
135
）（
・
う
つ
・
） 
○
狄
（
音
）（
に
）
五
ツ
の
罪
有
（
り
）。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
135
）
（
・
い
つ
つ
・
） 
○
雋
―
才
多
（
返
）
（
し
）
と
雖
（
も
）・
何
ナ
（
に
）
の
補
シ
ル
シ
カ
ア
ラ
ン
［
焉
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
135
）（
・
な
に
・
し
る
し
・
が
・
あ
り
・
む
・
） 
○
祀
（
返
）
ラ
不
（
る
）
一
ツ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
136
）
（
・
ま
つ
る
・
い
つ
・
） 
○
酒
を
耆タシ
フ
二
（
つ
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
136
）（
・
た
し
ぶ
・
） 
○
仲
―
章
を
棄
（
て
）
而て
黎
―
氏
（
の
）［
之
］
地
を
奪
フ
・
三
（
つ
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
136
）（
・
う
ば
ふ
・
） 
○
其
（
の
）
君
の
目
を
傷
ル
・
五
（
つ
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
138
）（
・
や
ぶ
る
・
） 
○
其
（
の
）
雋
―
才
を
怙タノ
ン
而て
茂
―
德
を
以
セ
不
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
138
）（
・
た
の
む
・
も
て
す
・
） 
○
茲
マ
ス
／
＼
罪
を
益マ
ス
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
138
）（
・
ま
す
ま
す
・
ま
す
・
） 
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 ○
後
（
の
）［
之
］
人
・
或
は
［
者
］
將
に
敬
（
み
）
て
德
―
義
（
返
）
を
奉
（
し
）
て
以
て
神
―
人
に
事ツカ
ヘ
而て
其
（
の
）
命
を
申ノ
へ
＿
固
カ
タ
ウ
セ
ン
と
［
將
］（
再
讀
）（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
139
）（
・
つ
か
ふ
・
の
ぶ
・
か
た
う
す
・
む
・
） 
○
政
―
令
を
審
ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ニ
ス
ル
ソ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
140
・
注
）
（
・
つ
ば
ひ
ら
か
に
す
・
ぞ
・
） 
○
若
＿
之
＿
何
イ
カ
ン
ソ
・
之
（
を
）
待マ
タ
ン
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
140
）
（
・
い
か
に
ぞ
・
ま
つ
・
む
・
） 
○
罪
（
返
）（
返
）
有
（
返
）
（
る
）
を
討
（
返
）
セ
不ス
シ
て
曰
（
く
）・
將
に
後
（
返
）
を
待
（
た
ん
）
と
［
ス將
］（
再
讀
）
ト
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
140
）（
・
す
・
ず
・
す
・
す
・
と
・
） 
 
○
々
（
後
）
に
辭
有
（
り
）
而て
討
セ
ハ
［
焉
］・
無
＿
乃
ム
シ
ロ
不
―
可
ナ
ラ
ン
乎か
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
140
）（
・
す
・
ば
・
む
し
ろ
・
な
り
・
む
・
） 
○
夫ソ
レ
才
與
衆
（
返
）
［
與ト
］（
再
讀
）（
一
）
を
恃タノ
（
二
）
ム
・
亡ホロ
フ
ル
［
之
］
道
（
訓
）
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
141
）（
・
そ
れ
・
と
・
た
の
む
・
ほ
ろ
ぶ
・
な
り
・
） 
 
 
○
商
紂
之
（
返
）
に
由ヨ
ル
・
故
に
滅
セ
タ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
141
）（
・
よ
る
・
す
・
た
り
・
） 
○
天
の
時
（
返
）
に
反
（
音
）
ス
ル
を
災
と
爲
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
142
）（
・
す
・
） 
○
寒
―
暑
節
を
易カ
フ
ル
ソ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
142
・
注
）（
・
か
ふ
・
り
・
ぞ
・
） 
○
地
の
物
（
返
）
に
反
ス
ル
を
妖
（
音
）（
返
）
と
爲す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
142
）（
・
す
・
） 
○
羣
―
物
性
（
返
）
を
失
フ
ソ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
142
・
注
）（
・
う
し
な
ふ
・
ぞ
・
） 
○
民
德
（
返
）
に
反
ス
ル
を
亂
（
音
）（
返
）
と
爲す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
143
）（
・
す
・
） 
○
々ミタ
（
亂
）
ル
ヽ
ト
キ
ン
ハ
則
（
ち
）
妖
―
災
生ナ
ル
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
143
）（
・
み
だ
る
・
と
き
ん
ば
・
な
る
・
） 
○
盡
コ
ト
／
＼
ク
狄
に
在
（
り
）[
矣]
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
143
）
（
・
こ
と
ご
と
く
・
） 
○
晉
侯
之
（
に
）
從
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
143
）
（
・
し
た
が
ふ
・
） 
○
夏
（
訓
）
晉
の
荀
―
林
―
父
・
赤
―
狄
を
［
于
］
曲
―
梁
（
返
）
に
敗
フ
（
り
）
て
潞
（
返
）
を
滅
（
ほ
ろ
）
ホ
す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
144
）
（
・
や
ぶ
る
・
ほ
ろ
ぼ
す
・
） 
○
千
―
家
ソ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
145
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
亦
（
た
）
士
―
伯
に
賞
ス
ル
に
・
瓜クワ
（
平
）
―
衍エン
（
去
）（
の
）［
之
］
縣
を
以
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
145
）
（
・
す
・
ク
ワ
エ
ン
・
） 
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 ○
曰
（
く
）
吾
か
狄
の
土
を
獲エ
タ
ル
は
・
子
か
［
之
］
功
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
146
）
（
・
う
・
た
り
・
な
り
・
） 
○
子
（
返
）
微ナカ
セ
は
・
吾
伯
―
氏
を
喪
ウ
シ
ナ
ハ
マ
シ
［
矣
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
146
）
（
・
な
か
す
・
う
し
な
ふ
・
ま
し
・
） 
○
伯
―
桓
―
子
ソ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
146
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
羊
―
舌
―
職
是
の
賞
を
悦
フ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
146
）
（
・
よ
ろ
こ
ぶ
・
） 
○
曰
イ
（
は
）
（
く
）
周
―
書
に
所
＿
謂
ル
・
々モチ
（
庸
）（
返
）
ヰ
ル
ヘ
キ
を
庸モチ
ヰ
々
ツ
ヽ
シ
（
祗
）（
返
）
ム
ヘ
キ
を
祗
ツ
ヽ
シ
ム
と
［
者
］・
此
の
物コト
を
謂
フ
［
也
］
夫カ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
147
）
（
・
い
は
く
・
い
は
ゆ
る
・
も
ち
ゐ
る
・
べ
き
・
も
ち
ゐ
る
・
つ
つ
し
む
・
べ
き
・
つ
つ
し
む
・
こ
と
・
い
ふ
・
か
・
） 
○
祗シ
（
音
）（
平
）
は
敬
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
148
・
注
）
（
・
シ
・
） 
○
言
は
文
王
能
（
く
）
用
（
返
）（
ゐ
る
）
可
（
返
）（
き
）
を
用
ヰ
・
敬
ツ
（
つ
し
）
（
返
）（
む
）
可
（
返
）（
き
）
を
敬
ツ
（
つ
し
）
（
む
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
148
・
注
）
（
・
も
ち
ゐ
る
・
つ
つ
し
む
・
つ
つ
し
む
・
） 
 
○
文
王
の
周
（
返
）
を
造ナ
（
返
）
セ
ル
所
＿
以
・
是
こ
（
レ
）
に
過ス
キ
不
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
149
）
（
・
な
す
・
り
・
こ
れ
・
す
ぐ
・
） 
○
是
の
道
に
率
シ
タ
カ
ヘ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
150
）
（
・
し
た
が
ふ
・
り
・
） 
○
其
（
れ
）
何
（
か
）
濟ナ
（
返
）
ラ
不サ
ラ
ン
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
150
）
（
・
な
る
・
ず
・
む
・
） 
○
●
十
六
年
晉
侯
士
―
會
（
返
）
に
命
（
音
）
シ
て
中
軍
に
將
（
去
）
タ
ラ
シ
メ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
151
）
（
・
す
・
た
り
・
し
む
・
） 
○
且
（
つ
）
大
―
傅フ
と
爲す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
151
）
（
・
タ
イ
フ
・
） 
○
羊
―
舌
―
職
曰
（
く
）・
吾
（
わ
）
レ
之
（
を
）
聞
ク
・
禹
善
人
（
返
）
を
稱ア
ケ
て
不
―
善
―
人
は
遠サカ
ル
ト
イ
ハ
・
此
を
［
之
］
謂
フ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
152
）
（
・
わ
れ
・
き
く
・
あ
ぐ
・
さ
か
る
・
と
い
は
・
い
ふ
・
） 
○
善
人
上
（
返
）
に
在
（
る
）
ト
キ
ン
ハ
・
則
（
ち
）
國
に
幸
―
民
無
シ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
153
）
（
・
と
き
ん
ば
・
な
し
・
） 
○
諺
コ
ト
ワ
サ
に
曰
（
く
）
・
民
の
幸
セ
ラ
ル
ヽ
は
國
（
の
）
［
之
］
不
―
幸
ナ
リ
ト
イ
ハ
・
是
（
れ
）
善
―
人
無
キ
を
［
之
］
謂
フ
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
154
）
（
・
こ
と
わ
ざ
・
す
・
ら
る
・
な
り
・
と
い
は
・
な
し
・
い
ふ
・
な
り
・
） 
成
公 
 
○
●
二
年
衛
侯
孫
―
良
―
夫
（
返
）
を
使
て
齊
（
返
）
を
侵ヲカ
サ
［
使
］
（
再
讀
）
（
む
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
156
）
（
・
を
か
す
・
） 
209
 ○
齊
（
の
）
師
（
一
）
與と
（
二
）
遇ア
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
156
）
（
・
あ
ふ
・
） 
○
師
敗
（
や
ふ
）
レ
ヌ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
156
）
（
・
や
ぶ
る
・
ぬ
・
） 
○
仲
―
叔
于ウ
（
平
）
―
奚
（
平
）
・
孫
桓
子
（
一
）
を
救
（
二
）
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
156
）
（
・
ウ
ケ
イ
・
す
く
ふ
・
） 
○
々
（
桓
）
々
（
子
）
是
（
を
）
以
て
免
レ
タ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
157
）
（
・
ま
ぬ
か
る
・
た
り
・
） 
○
既
ニ
シ
テ
衛
人
之
（
を
）
賞
ス
ル
に
・
邑
を
以
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
157
）
（
・
に
・
す
・
て
・
す
・
） 
○
于
―
奚
を
賞
ス
ル
ソ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
157
・
注
）
（
・
す
・
ぞ
・
） 
○
曲
―
縣
繁
―
纓
シ
て
以
て
朝
（
音
）（
一
）
セ
ン
と
請
（
二
）
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
158
）
（
・
す
・
す
・
む
・
こ
ふ
・
） 
○
軒
―
縣
ソ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
158
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
之
（
を
）
許ユル
ス
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
158
）
（
・
ゆ
る
す
・
） 
○
繁
―
纓
は
馬
の
飾
カ
サ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
158
・
注
）
（
・
か
ざ
り
・
） 
○
皆
諸
―
侯
（
の
）［
之
］
服
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
158
・
注
）
（
・
な
り
・
） 
○
仲
尼
聞
（
き
）
之て
曰
（
く
）・
惜ヲ
シ
イ
カ
ナ
［
也
］・
如
（
か
）
不シ
・
多
ク
之
（
に
）
邑
（
一
）
を
與アタ
（
二
）
ヘ
ン
ニ
ハ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
159
）
（
・
を
し
・
か
な
・
じ
・
お
ほ
く
・
あ
た
ふ
・
む
・
に
・
は
・
） 
○
唯
（
た
）
器
ト
名
（
返
）
與
を
は
以
て
人
に
假カ
ス
可
（
か
ら
）
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
159
）
（
・
と
・
か
す
・
） 
○
君
（
の
）
［
之
］
司
（
つ
か
さ
）
ト
（
返
）
ル
所
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
160
）
（
・
つ
か
さ
ど
る
・
な
り
・
） 
 
○
若
（
し
）
以
て
人
（
返
）
に
假カ
サ
は
・
人
に
政
を
與アタ
フ
ル
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
160
）
（
・
か
す
・
あ
た
ふ
・
な
り
・
） 
○
政
亡
フ
ル
ト
キ
ン
ハ
則
（
ち
）
國
家
之
（
に
）
從
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
161
）
（
・
ほ
ろ
ぶ
・
と
き
ん
ば
・
し
た
が
ふ
・
） 
○
止ヤ
（
返
）
ム
可
（
返
）
（
か
ら
）
不サ
ラ
ク
已ノ
ミ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
161
）
（
・
や
む
・
ず
・
ら
く
・
の
み
・
） 
○
●
宋
（
の
）
文
公
卒
（
音
）
シ
ヌ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
161
）
（
・
す
・
ぬ
・
） 
 
○
始
て
厚
ク
葬
（
は
）
フ
ル
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
161
）
（
・
あ
つ
し
・
は
ぶ
る
・
） 
○
蜃シン
（
平
）
―
炭
を
用
ヰ
・
車
―
馬
を
益マ
シ
・
始
（
は
し
）
メ
て
殉
（
去
）
を
用
（
ゐ
る
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
162
）
（
・
シ
ン
タ
ン
・
も
ち
ゐ
る
・
ま
す
・
は
じ
め
て
・
）
（
「
蜃
」
、
左
下
に
「
市
忍
反
」
。
「
殉
」
、
左
傍
に
「
似
倭
反
」
。
） 
210
 ○
蛤
（
入
）（
返
）（
返
）
を
燒ヤ
イ
て
灰ハヒ
（
返
）（
返
）
に
爲シ
て
以
て
壙
（
上
）（
返
）
を
瘞ウツ
ム
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
162
・
注
）
（
・
や
く
・
は
ひ
・
す
・
う
づ
む
・
） 
○
多
ク
車
―
馬
を
埋ウツ
ミ
・
人
（
返
）（
返
）
を
用
（
ゐ
）
て
葬
（
は
ふ
）
リ
（
返
）
に
從
フ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
162
・
注
）
（
・
お
ほ
く
・
う
づ
む
・
は
ぶ
り
・
し
た
が
ふ
・
） 
 
○
重
―
器
備
ハ
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
163
）（
・
そ
な
ふ
・
る
・
） 
○
君
子
華
―
元
樂
―
舉
（
一
）
を
謂イハ
（
二
）
ク
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
163
）
（
・
い
は
く
・
） 
○
是
（
に
）
於
て
［
乎
］・
不
―
臣
ナ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
163
）
（
・
な
り
・
） 
○
々
（
臣
）
は
煩
イ
タ
ツ
カ
ハ
（
返
）
シ
キ
を
治
メ
・
惑
マ
ト
ヒ
（
返
）
を
去サ
ル
者
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
163
）（
・
い
た
つ
か
は
し
・
を
さ
む
・
ま
ど
ひ
・
さ
る
・
） 
○
是
（
を
）
以
て
死
（
返
）
に
伏フ
シ
而て
爭
（
あ
ら
）
ソ
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
164
）
（
・
ふ
す
・
あ
ら
そ
ふ
・
） 
○
今
二
―
子
の
者
（
も
）
の
・
君
生イ
ケ
ル
ト
キ
ン
ハ
則
（
ち
）
其
（
の
）
惑
（
ま
と
）
ヒ
を
縱
ホ
シ
イ
マ
ヽ
ニ
シ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
164
）
（
・
い
く
・
り
・
と
き
ん
ば
・
ま
ど
ひ
・
ほ
し
い
ま
ま
に
す
・
） 
○
文
か
十
八
年
に
母
―
弟
須
（
一
）
を
殺
（
二
）（
す
）
を
謂
（
三
）
フ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
165
・
注
）
（
・
い
ふ
・
） 
○
死
（
す
）
ル
ト
キ
ン
ハ
則
（
ち
）
其
（
の
）
侈
ヲ
コ
リ
を
益マ
ス
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
165
）
（
・
す
・
と
き
ん
ば
・
お
ご
り
・
ま
す
・
） 
○
是
（
れ
）
君
を
［
於
］
惡
に
棄
（
二
）
ツ
ル
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
165
）
（
・
す
つ
・
な
り
・
） 
○
何ナニ
ヲ
カ
臣
と
［
之
］
爲セ
ン
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
166
）
（
・
な
に
・
を
・
か
・
す
・
む
・
） 
 
○
何ナニ
を
＿
用モチ
（
ゐ
）
て
臣
と
爲セ
（
一
）
ン
と
言イ
（
二
）（
返
）
ハ
ン
か
若コト
シ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
166
・
注
）
（
・
な
に
・
も
ち
ゐ
る
・
す
・
む
・
い
ふ
・
む
・
ご
と
し
・
） 
○
楚
（
の
）［
之
］
陳
の
夏
―
氏
を
討
ス
ル
ト
キ
ニ
［
也
］
莊
王
夏
―
姫
を
納イ
ラ
ン
と
欲
（
す
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
166
）
（
・
す
・
と
き
・
に
・
い
る
・
む
・
） 
○
申
―
公
巫
―
臣
諫
（
め
）
て
曰
（
く
）・
不
―
可
ナ
リ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
167
）
（
・
な
り
・
） 
 
 
○
君
諸
―
侯
（
返
）
を
召ヨ
ン
以
て
罪ツミ
（
返
）
ア
ル
を
討
す
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
167
）
（
・
よ
ぶ
・
つ
み
・
あ
り
・
） 
 
○
今
夏
―
姫
を
納イ
レ
は
・
其
（
の
）
色
を
貪
（
む
さ
）
ホ
ル
ナ
リ
［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
167
）
（
・
い
る
・
む
さ
ぼ
る
・
な
り
・
） 
 
○
色
（
訓
）（
返
）（
を
）
貪
ル
を
淫
（
音
）（
返
）
と
爲す
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
168
）
（
・
む
さ
ぼ
る
・
） 
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 ○
々
（
淫
）
大
―
罰
を
爲ナ
スす
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
168
）
（
・
な
す
・
） 
○
若
（
し
）
諸
侯
（
返
）
を
興ヲコ
シ
て
以
て
大
―
罰
を
取ト
ラ
は
・
之
（
を
）
愼
ツ
ヽ
シ
メ
ル
に
非
（
す
）［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
168
）
（
・
を
こ
す
・
と
る
・
つ
つ
し
む
・
り
・
） 
○
君
其
（
れ
）
之
（
を
）
圖ハカ
レ
ト
イ
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
169
）
（
・
は
か
る
・
と
・
い
ふ
・
） 
○
王
乃
（
ち
）
止ヤ
ン
ヌ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
169
）
（
・
や
む
・
ぬ
・
） 
 
○
●
六
年
晉
（
の
）
欒ラン
（
平
）
―
書
・
鄭
（
返
）
を
救
（
ふ
）。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
170
）
（
・
ラ
ン
シ
ヨ
・
） 
○
楚
の
師
與と
・
［
於
］
繞セウ
（
去
濁
）
―
角
に
遇
（
ひ
）
ヌ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
170
）
（
・
ゼ
ウ
カ
ク
・
ぬ
・
） 
○
楚
（
の
）
師
還
ル
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
170
）
（
・
か
へ
る
・
） 
○
晉
（
の
）
師
遂
ツ
（
ひ
）
に
蔡
（
返
）
を
侵
す
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
171
）
（
・
つ
ひ
に
・
） 
○
楚
（
の
）
公
―
子
―
申
・
公
―
子
―
成
・
申
―
息
（
の
）
［
之
］
師
イ
（
く
さ
）
（
返
）
を
以
ヰ
て
蔡
（
返
）
を
救
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
171
）
（
・
い
く
さ
・
も
ち
ゐ
る
・
す
く
ふ
・
） 
○
々
（
武
）
々
（
子
）
將
に
之
（
を
）
許ユル
（
返
）
サ
ン
と
［
將す
］（
再
讀
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
172
）
（
・
ゆ
る
す
・
む
・
） 
○
知
―
莊
―
子
范
―
文
―
子
韓
―
獻
―
子
諫
（
め
）
て
曰
（
く
）
不
―
可
ナ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
172
）
（
・
な
り
・
） 
○
荀
シ
ユ
ン
―
首
ソ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
172
・
注
）
（
・
シ
ユ
ン
シ
ウ
・
ぞ
・
） 
○
士
―
燮セフ
（
入
）
ソ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
173
・
注
）
（
・
シ
セ
フ
・
ぞ
・
） 
○
韓
―
厥
ソ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
173
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
吾
來
て
鄭
（
返
）
を
救
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
173
）
（
・
す
く
ふ
・
） 
○
楚
（
の
）
師
我
（
返
）
を
去
ル
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
173
）
（
・
さ
る
・
） 
○
吾
遂
ツ
（
ひ
）
に
［
於
］
此コヽ
に
至
ル
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
173
）
（
・
つ
ひ
に
・
こ
こ
・
い
た
る
・
） 
○
々
（
此
）
ト
イ
ハ
蔡
の
地
ソ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
174
・
注
）
（
・
と
い
は
・
ぞ
・
） 
○
是
（
れ
）
戮リク
（
返
）
を
ウ
ツ遷
ス
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
174
）
（
・
リ
ク
・
う
つ
す
・
な
り
・
） 
212
 ○
戮
シ
テ
［
而
］
已ヤ
（
返
）
マ
不
［
也
］
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
174
）
（
・
す
・
て
・
や
む
・
） 
○
又
（
た
）
楚
の
師
を
怒
イ
か
ラ
ス
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
174
）
（
・
い
か
ら
す
・
） 
○
戰
フ
ト
モ
必
（
す
）
克カ
（
返
）
タ
不シ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
174
）
（
・
た
た
か
ふ
・
と
も
・
か
つ
・
じ
・
） 
○
戮
（
返
）
を
遷
（
さ
）
は
不
―
義
ナ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
175
・
注
）
（
・
な
り
・
） 
○
敵
（
返
）
を
怒
（
す
）
ト
キ
ン
ハ
當アタ
（
返
）
リ
難
（
し
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
175
・
注
）
（
・
と
き
ん
ば
・
あ
た
る
・
） 
○
故
に
克
（
返
）
（
た
）
不シ
ト
イ
フ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
175
・
注
）
（
・
じ
・
と
・
い
ふ
・
） 
○
克
（
返
）
（
つ
）
と
雖
（
も
）
令ヨ
（
返
）
カ
ラ
不シ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
175
）
（
・
よ
し
・
じ
・
） 
 
○
師
（
返
）
を
成ナ
シ
て
以
て
出
（
て
）
而
楚
の
二
―
縣
を
敗ヤフ
ラ
は
・
何
ナ
（
に
）
の
榮
サ
カ
へ
ト
イ
フ
コ
ト
カ
之
有
（
ら
）
む
［
焉
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
175
）
（
・
な
す
・
や
ぶ
る
・
な
に
・
さ
か
へ
・
と
・
い
ふ
・
こ
と
・
が
・
） 
○
故
に
師
（
返
）
を
成
（
返
）
（
す
）
と
曰
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
176
・
注
）
（
・
い
ふ
・
） 
○
大
（
返
）
（
返
）
を
以
て
小
（
返
）
に
勝
（
た
）
は
・
榮
（
返
）
と
爲ス
（
返
）
ル
に
足
（
返
）
（
ら
）
不
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
176
・
注
）
（
・
す
・
） 
○
若
（
し
）
敗
（
返
）
ル
こ
と
能
（
返
）
（
は
）
不ス
ン
ハ
辱
（
返
）
爲タ
ル
こ
と
已
に
甚
シ
カ
ラ
（
む
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
176
）
（
・
や
ぶ
る
・
ず
ん
ば
・
た
り
・
い
た
し
・
） 
○
還
ラ
ン
ニ
ハ
如
（
返
）
（
か
）
不シ
［
也
］
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
177
）
（
・
か
へ
る
・
む
・
に
・
は
・
じ
・
） 
○
乃
（
ち
）
遂
ツ
（
ひ
）
に
還
ル
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
177
）
（
・
つ
ひ
に
・
か
へ
る
・
） 
○
是
に
於
（
ひ
て
）
・
軍
―
師
（
の
）［
之
］
戰
（
返
）
（
ふ
）
と
欲ホ
ス
ル
者
（
も
）
の
衆ヲホ
シ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
177
）
（
・
ほ
す
・
を
ほ
し
・
） 
○
或
ア
ル
ヒ
ト
欒
―
武
―
子
（
返
）
に
謂イ
（
ひ
）
て
曰
（
く
）
・
聖
人
は
衆
（
返
）
與と
欲
（
入
輕
）
（
返
）
を
同
す
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
178
）
（
・
あ
る
ひ
と
・
い
ふ
・
） 
○
是
（
を
）
以
て
事
を
濟ナ
ス
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
178
）
（
・
な
す
・
） 
○
子
盍ナン
ソ
衆
（
音
）（
返
）
に
從
（
返
）
（
は
）
サ盍
（
再
讀
）
ル
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
178
）
（
・
な
に
ぞ
・
ず
・
） 
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 ○
子
（
音
）（
の
）［
之
］
佐
（
音
）
・
十
一
人
其
（
の
）
戰
（
返
）
を
欲
（
返
）
（
せ
）
不サ
ル
者
三
人
ナ
ラ
ク
而
＿
己
ノ
ミ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
179
）
（
・
ず
・
な
ら
し
・
の
み
・
） 
○
六
軍
（
の
）［
之
］
卿
―
佐
ソ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
179
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
知チ
范ハン
カ
ン韓
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
180
・
注
）
（
・
チ
ハ
ン
・
カ
ン
・
な
り
・
） 
 
○
戰
（
返
）
を
欲
ス
ル
者
衆ヲホ
（
返
）
シ
ト
謂
（
返
）
（
ふ
）
可
シ
［
矣
］。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
180
）
（
・
ほ
す
・
を
ほ
し
・
と
・
べ
し
・
） 
○
商
書
（
に
）
曰
（
く
）
三
人
占
ウ
ラ
ナ
フ
ト
キ
ン
ハ
二
人
に
從
フ
ト
イ
ヘ
リ
・
衆ヲホ
キ
故ユへ
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
180
）
（
・
う
ら
な
ふ
・
と
き
ん
ば
・
し
た
が
ふ
・
と
・
い
ふ
・
り
・
を
ほ
し
・
ゆ
へ
・
な
り
・
） 
○
武
子
曰
（
く
）
善
（
音
）
鈞ヒト
シ
キ
ト
キ
ン
ハ
衆
（
返
）
に
從
フ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
181
）
（
・
ひ
と
し
・
と
き
ん
ば
・
し
た
が
ふ
・
） 
○
鈞
ク
ヰ
ン
（
平
）
は
等
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
181
・
注
）
（
・
ク
ヰ
ン
・
） 
○
夫
（
れ
）
善
は
衆
（
音
）
（
の
）
［
之
］
主
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
181
）
（
・
な
り
・
） 
○
之
（
に
）
從
（
し
た
）
カ
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
182
）
（
・
し
た
が
ふ
・
） 
○
亦
（
た
）
可
（
音
）
ナ
ラ
不ス
乎ヤ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
182
）
（
・
な
り
・
ず
・
や
・
） 
○
傳
・
欒
―
書
か
衆
に
從
フ
［
之
］
義
（
一
）（
を
）
得
（
二
）
タ
ル
こ
と
を
善ホ
（
三
）
ム
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
182
・
注
）
（
・
し
た
が
ふ
・
た
り
・
ほ
む
・
） 
○
●
八
年
晉
侯
韓
―
穿
（
返
）
を
使シ
て
來
（
り
）
て
言イハ
（
く
）
・
汶
―
陽
（
の
）
［
之
］
田
・
之
（
を
）
齊
に
歸カ
へ
セ
［
シ使
］
（
再
讀
）
ム
ラ
ク
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
184
）
（
・
す
・
い
は
く
・
か
へ
す
・
し
む
・
ら
く
・
） 
○
季
文
子
之
（
を
）
餞セン
（
音
）
（
上
）
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
184
）
（
・
セ
ン
・
） 
○
餞
は
行
（
返
）
（
返
）
を
送
（
り
）
て
酒
（
返
）
を
飮ノ
マ
シ
ム
ル
ソ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
185
・
注
）
（
・
の
む
・
し
む
・
ぞ
・
） 
○
私
ワ
タ
ク
シ
ヽ
焉て
曰
イ
（
は
）
（
く
）
・
大
國
・
義
（
返
）
（
返
）
を
制
（
音
）
シ
て
以
て
盟
―
主
爲タ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
185
）
（
・
わ
た
く
し
す
・
い
は
く
・
す
・
た
り
・
） 
○
私
に
之
（
返
）
與
（
ふ
）
と
言イ
フ
ソ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
185
・
注
）
（
・
い
ふ
・
ぞ
・
） 
○
是
（
を
）
以
て
諸
侯
德
（
返
）
を
懷ヲモ
ヒ
・
討
（
返
）
（
返
）
を
畏
（
お
）
ソ
（
り
）
て
貳フタ
＿
心
有
（
る
）
こ
と
無
シ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
186
）
（
・
を
も
ふ
・
お
そ
る
・
ふ
た
ご
こ
ろ
・
な
し
・
） 
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 ○
汶
―
陽
（
の
）［
之
］
田
を
弊
―
邑
（
の
）
舊
（
去
）
（
一
）
ナ
リ
と
謂イ
（
二
）
（
ふ
）
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
186
）
（
・
な
り
・
い
ふ
・
） 
 
○
而
シ
カ
ウ
シ
て
師
イ
（
く
さ
）
を
齊
（
一
）
（
返
）
に
用
（
二
）
ヰ
て
諸
（
を
）
弊
―
邑
に
歸カへ
サ
使
（
む
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
187
）
（
・
し
か
う
し
て
・
い
く
さ
・
も
ち
ゐ
る
・
か
へ
す
・
） 
○
師
―
鞍アン
（
平
）
（
の
）
［
之
］
戰
（
一
）
を
用
（
二
）
ウ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
187
・
注
）
（
・
シ
ア
ン
・
も
ち
う
・
） 
○
今
・
二
命
（
返
）
有
（
り
）
て
諸
（
を
）
齊
に
歸
セ
と
曰
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
187
）
（
・
か
へ
す
・
い
ふ
・
） 
○
信
は
以
て
義
（
返
）
を
行
（
お
こ
）
ナ
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
188
）
（
・
お
こ
な
ふ
・
） 
○
小
國
の
望
（
み
）
而て
懷ヲモ
（
一
）
フ
所
（
二
）
ナ
リ
［
也
］
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
188
）
（
・
を
も
ふ
・
） 
○
信
知
（
返
）
ル
可
（
返
）
（
か
ら
）
不
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
189
）
（
・
し
る
・
） 
○
義
立
（
返
）
ツ
ル
所
（
返
）
無
シ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
189
）
（
・
た
つ
・
な
し
・
） 
○
四
方
の
諸
侯
・
其
（
れ
）
誰
か
解
（
上
）
―
體
セ
不サ
ラ
ン
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
189
）
（
・
す
・
ず
・
む
・
） 
○
言
は
復
（
た
）
［
於
］
晉
（
一
）
を
肅シク
（
入
）
―
敬
セ
不シ
（
二
）
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
190
・
注
）
（
・
シ
ク
ケ
イ
・
す
・
じ
・
） 
○
詩
（
に
）
曰
（
く
）
女
ナ
ン
チ
ニ
ハ
［
也
］
爽タカ
（
返
）
ハ
不
・
士
其
（
の
）
行
（
一
）
を
貳フタ
（
二
）
ツ
に
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
190
）
（
・
な
む
ぢ
・
に
・
は
・
た
が
ふ
・
ふ
た
つ
に
す
・
） 
○
士
［
也
］
・
極
（
き
）
マ
リ
（
返
）
罔ナ
キ
・
其
（
の
）
德
を
二
―
三
に
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
190
）
（
・
き
ま
り
・
な
し
・
） 
 
 
 
 
○
爽サウ
は
差
＼
サ
イ
（
去
）
［
イ
、
サ差
（
平
）
］［
也
］（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
191
・
注
）
（
・
サ
ウ
・
サ
イ
・
サ
・
）
（
「
差
」、
上
欄
「
差
初
買
反
名
又
初
佳
反
」。） 
 
○
婦
人
・
丈
―
夫
其
（
の
）
行
（
一
）
を
一
（
返
）
ツ
に
セ
不
（
二
）
（
る
）
こ
と
を
怨
（
三
）
む
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
191
・
注
）
（
・
い
つ
・
す
・
） 
○
喩
フ
・
魯
（
の
）
晉
に
事
フ
ル
を
・
猶
（
ほ
）
女
（
の
）［
之
］
夫
ヲ
フ
ト
（
返
）
に
事
（
一
）
フ
ル
か
敢
て
過
―
差
（
一
）
セ
不
（
二
）
（
さ
る
か
）
猶
（
再
讀
）
（
三
）
（
し
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
191
・
注
）
（
・
た
と
ふ
・
つ
か
ふ
・
を
ふ
と
・
つ
か
ふ
・
す
・
） 
○
而
る
を
晉
（
に
）
罔
―
極
（
の
）［
之
］
心
（
一
）
（
返
）
有
（
二
）
リ
て
反カへ
て
其
（
の
）
德
（
一
）
（
を
）
二
―
三
に
す
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
191
・
注
）
（
・
あ
り
・
か
へ
て
・
） 
○
七
年
（
の
）［
之
］
中
ウ
（
ち
）
に
・
一
（
ひ
と
）
た
ヒ
與アタ
へ
一
（
ひ
と
）
た
ヒ
奪
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
193
）
（
・
う
ち
・
ひ
と
た
び
・
あ
た
ふ
・
ひ
と
た
び
・
う
ば
ふ
・
） 
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 ○
二
―
三
孰
イ
ツ
レ
か
焉コレ
（
返
）
ヨ
リ
甚
シ
カ
ラ
ン
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
193
）
（
・
い
づ
れ
か
・
こ
れ
・
よ
り
・
い
た
し
・
む
・
） 
○
士
の
二
三
モ
・
猶
（
ほ
）
配ハイ
（
去
）
―
耦コウ
（
去
濁
）（
一
）
を
喪
ウ
シ
ナ
（
二
）
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
193
）
（
・
も
・
ハ
イ
ゴ
ウ
・
う
し
な
ふ
・
）
（
「
配
」
、
左
下
に
「
妃
本
乍
又
音
配
」。） 
○
而
を
況
（
や
）・
霸
―
主
ヲ
ヤ
［
乎
］。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
194
）
（
・
を
や
・
） 
○
霸
主
は
將
に
德
是
を
以モチ
（
一
）
ヰ
ン
と
［
將す
］（
再
讀
）（
二
）
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
194
）
（
・
も
ち
ゐ
る
・
む
・
）
（
「
霸
主
」
、
左
上
に
「
本
无
」
。
） 
○
其
（
れ
）
何
を
＿
以
て
長
ク
諸
侯
を
有タモ
タ
ン
乎ヤ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
194
）
（
・
な
が
し
・
た
も
つ
・
む
・
や
・
） 
○
武
（
人
名
）
・
姫
―
氏
（
返
）
（
に
）
從
（
ひ
）
て
［
于
］
公
宮
に
畜
ヤ
シ
ナ
ハ
レ
タ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
195
）
（
・
や
し
な
ふ
・
る
・
た
り
・
） 
○
趙
―
武
は
莊サウ
―
姫
（
の
）［
之
］
子
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
196
・
注
）
（
・
サ
ウ
キ
・
） 
○
莊
―
姫
は
晉
（
の
）
成
公
（
の
）
女
ム
ス
メ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
196
・
注
）
（
・
む
す
め
・
） 
○
其
（
の
）
田
（
返
）
を
以
て
祁キ
―
奚
（
平
）
韓
―
厥
に
與
（
ふ
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
196
）
（
・
キ
ケ
イ
・
） 
 
 
○
而
モ
後
（
返
）
無
ク
は
・
善
（
返
）
を
爲ス
ル
者
（
も
）
の
其
（
れ
）
懼ヲソ
レ
ン
［
矣
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
197
）
（
・
し
か
も
・
な
し
・
す
・
を
そ
る
・
む
・
） 
○
夫
（
れ
）
豈
（
に
）
辟へキ
―
王
（
返
）
無
（
か
）
ラ
ン
ヤ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
198
）
（
・
ヘ
キ
オ
ウ
・
な
し
・
む
・
や
・
） 
○
前
―
哲
（
返
）
に
賴ヨ
（
り
）
て
以
て
免
（
ま
ぬ
）
カ
レ
タ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
199
）
（
・
よ
る
・
ま
ぬ
か
る
・
た
り
・
） 
 
○
但
（
た
）
其
（
の
）
先
―
人
（
返
）
に
賴ヨ
（
り
）
て
以
て
禍
（
返
）
を
免
（
ま
ぬ
）
カ
ル
ラ
ク
耳ノ
ミ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
199
・
注
）
（
・
よ
る
・
ま
ぬ
か
る
・
ら
く
・
の
み
・
） 
○
周
書
（
に
）
曰
（
く
）
敢
て
鰥
―
寡
（
一
）
ヲ
モ
侮
ア
ナ
ト
（
二
）
ラ
不ス
（
三
）
ト
イ
ヘ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
199
）
（
・
を
も
・
あ
な
ど
る
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
り
・
） 
○
德
（
返
）
を
明
（
あ
き
ら
か
）
ニ
（
返
）
ス
ル
所
＿
以
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
200
）
（
・
あ
き
ら
か
に
す
・
な
り
・
） 
○
言
は
文
王
・
鰥
―
寡
（
一
）
ヲ
モ
侮
（
二
）
（
返
）
（
ら
）
不
（
し
）
而て
德
益
マ
ス
／
＼
明
ナ
リ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
200
・
注
）
（
・
を
も
・
ま
す
ま
す
・
あ
き
ら
か
な
り
・
） 
○
晉
侯
（
を
）
使
（
て
）
文
王
に
［
之
］
法ノト
（
二
）
ラ
レ
［
使シ
］
（
再
讀
）
（
三
）
（
返
）
メ
ン
コ
ト
ヲ
欲
す
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
200
・
注
）
（
・
の
と
る
・
る
・
し
む
・
む
・
こ
と
・
を
・
） 
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 ○
乃
ス
（
な
は
）
（
ち
）
武
（
人
名
）
を
立
（
て
）
而て
其
（
の
）
田
（
音
）
を
反カへ
ス
［
焉
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
200
）
（
・
す
な
は
ち
・
か
へ
す
・
） 
○
●
十
六
年
楚
―
子
鄭
（
返
）
を
救
フ
。（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
202
）
（
・
す
く
ふ
・
） 
○
司
―
馬
中
―
軍
に
將
タ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
202
）
（
・
た
り
・
） 
○
子
反
ソ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
202
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
申
（
平
輕
）
（
返
）
に
過ヨキ
ル
ト
キ
ニ
・
子
反
入
（
り
）
て
申
―
叔
―
時
（
返
）
に
見マミ
ヱ
て
曰
（
く
）
・
師
イ
（
く
さ
）
其
（
れ
）
何
＿
如
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
202
）
（
・
よ
ぎ
る
・
と
き
・
に
・
ま
み
ゆ
・
い
く
さ
・
） 
○
對
（
へ
）
て
曰
（
く
）
・
德
・
刑
・
詳
・
義
・
禮
・
信
は
戰
（
た
た
）
カ
ヒ
（
の
）
［
之
］
器
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
203
）
（
・
た
た
か
ひ
・
な
り
・
）
（
上
欄
、
「
正
云
詳
則
祥
也
古
字
同
年
」
。
） 
○
詳
は
以
て
神
（
返
）
に
事ツカ
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
204
）
（
・
つ
か
ふ
・
） 
○
義
は
以
て
利
（
返
）
を
建タ
ツ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
205
）
（
・
た
つ
・
） 
○
禮
は
以
て
時
（
返
）
に
順
フ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
205
）
（
・
し
た
が
ふ
・
） 
○
信
は
以
て
物
（
返
）
を
守
ル
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
205
）
（
・
ま
ぼ
る
・
） 
○
上
―
下
和
―
睦
シ
て
周
―
旋
逆
サ
カ
（
ら
）
（
返
）
エ
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
205
）
（
・
さ
か
ら
う
・
） 
 
○
動
（
く
）
と
理
（
返
）
に
順
フ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
206
・
注
）
（
・
し
た
が
ふ
・
）  
 
 
 
 
 
 
○
是
（
を
）
以
（
て
）
神
か
之
（
に
）
福
サ
イ
ハ
ヒ
（
返
）
を
降クタ
シ
て
時
に
災
―
害
無
シ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
206
）
（
・
さ
い
は
ひ
・
く
だ
す
・
な
し
・
） 
○
民
敦
―
厖ホウ
を
生ナ
シ
和
―
同
シ
て
以
て
聽
ク
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
206
）
（
・
タ
イ
ボ
ウ
・
な
す
・
す
・
き
く
・
） 
○
力
（
返
）
（
返
）
を
盡
（
返
）
（
し
）
て
以
て
上
命
（
一
）
に
從
（
し
た
）
カ
（
二
）
ハ
不ス
（
三
）
（
返
）
ト
イ
フ
こ
と
莫
シ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
207
）
（
・
し
た
が
ふ
・
ず
・
と
・
い
ふ
・
な
し
・
） 
○
此
（
れ
）
戰
（
の
）
［
之
］
由ヨ
（
り
）
て
克カ
ツ
所
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
207
）
（
・
よ
る
・
か
つ
・
な
り
・
） 
○
今
楚
内ウチ
其
（
の
）
民
を
棄
（
て
）
而て
外
其
（
の
）
好
ヨ
シ
ヒ
を
絶
ツ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
208
）
（
・
う
ち
・
よ
し
び
・
た
つ
・
） 
○
惠
（
返
）
を
施
（
返
）
サ
不
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
208
・
注
）
（
・
ほ
ど
こ
す
・
） 
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 ○
齊
（
平
）
―
盟
（
平
）
を
瀆ケカ
ス
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
208
）
（
・
け
が
す
・
） 
○
神
（
返
）
に
事
（
一
）
（
る
こ
と
）
詳
シ
ヤ
ウ
（
二
）
（
せ
）
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
209
・
注
）
（
・
シ
ヤ
ウ
・
） 
 
 
 
 
 
 
○
而
て
話
ク
ワ
イ
（
去
）
―
言
を
食
ハ
ム
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
209
）
（
・
ク
ワ
イ
ゲ
ン
・
く
ら
ふ
・
む
・
） 
○
信
物
（
返
）
を
守
（
返
）
ラ
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
209
・
注
）
（
・
ま
ぼ
る
・
） 
 
 
○
時
（
返
）
（
返
）
を
干ヲカ
シ
て
以
て
動
ク
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
209
）
（
・
を
か
す
・
う
ご
く
・
） 
○
時
（
返
）
に
順
（
返
）
（
は
）
不
・
農
―
業
を
妨
（
さ
ま
）
タ
ク
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
209
・
注
）
（
・
さ
ま
た
ぐ
・
） 
○
而
て
疲
―
民
（
し
）
以て
逞
タ
ク
マ
シ
ウ
ス
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
209
）
（
・
た
く
ま
し
う
す
・
） 
○
刑
耶
（
返
）
を
正タヽ
（
返
）
サ
不ス
シ
而て
苟
（
い
や
）
シ
ク
モ
意
（
返
）
を
快
タ
ク
マ
シ
ウ
ス
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
210
・
注
）
（
・
た
だ
す
・
ず
・
す
・
い
や
し
く
も
・
た
く
ま
し
う
す
・
） 
 
 
○
民
信
（
返
）
を
知
（
返
）
（
ら
）
不
・
進
―
退
罪
ア
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
210
）
（
・
あ
り
・
） 
○
子
（
音
）
其
（
れ
）
之
（
を
）
勉ツト
メ
ヨ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
210
）
（
・
つ
と
む
・
） 
○
吾
（
わ
）
レ
復
（
た
）
子
を
見ミ
不シ
［
矣
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
210
）
（
・
わ
れ
・
み
る
・
じ
・
） 
○
言
は
其
（
れ
）
必
（
す
）
敗
レ
て
反
（
返
）
ラ
不シ
［
也
］。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
211
・
注
）
（
・
や
ぶ
る
・
か
へ
る
・
じ
・
） 
○
晉
の
楚
・
［
於
］
鄢
（
平
輕
）
（
一
）
に
遇
（
二
）
ヒ
ヌ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
211
）
（
・
あ
ふ
・
ぬ
・
） 
○
范
―
文
―
子
戰
（
た
た
）
カ
（
返
）
ハ
ン
と
欲
（
返
）
セ
不
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
211
）
（
・
た
た
か
ふ
・
む
・
ほ
す
・
） 
○
郤
―
至
曰
（
く
）
韓
（
の
）
［
之
］
戰
に
・
惠
公
振
―
旅
セ
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
212
）
（
・
す
・
） 
○
衆
（
音
）
散アラ
ケ
＿
敗ヤフ
レ
タ
レ
ハ
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
212
・
注
）
（
・
あ
ら
く
・
や
ぶ
る
・
た
り
・
ば
・
な
り
・
） 
○
邲ヒツ
（
の
）
［
之
］
師
に
・
荀
―
伯
復
―
從
セ
不
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
212
）
（
・
ヒ
ツ
・
す
・
） 
○
荀
―
林
―
父
・
奔
リ
＿
走
（
り
）
て
故
―
道
（
一
）
を
復カへ
（
二
）
（
返
）
（
ら
）
不
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
213
・
注
）
（
・
は
し
る
・
か
へ
る
・
） 
○
皆
晉
（
の
）［
之
］
（
訓
）
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
213
）
（
・
な
り
・
） 
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 ○
子
亦
（
た
）
先
―
君
（
の
）［
之
］
事
を
見
タ
リ
［
矣
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
214
）
（
・
た
り
・
） 
○
先
―
君
成
―
敗
（
の
）［
之
］
事
（
一
）
を
見
（
二
）
タ
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
214
・
注
）
（
・
た
り
・
） 
○
今
我
（
わ
）
レ
楚
に
避サ
ラ
は
・
又
（
た
）
恥
（
返
）
を
益マ
ス
ナ
リ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
214
）
（
・
わ
れ
・
さ
る
・
ま
す
・
な
り
・
） 
○
文
子
曰
（
く
）
吾
か
先
君
（
の
）
［
之
］
亟
シ
ハ
／
＼
戰
フ
を
［
也
］
故ユへ
（
返
）
有
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
215
）
（
・
し
ば
し
ば
・
た
た
か
ふ
・
ゆ
へ
・
あ
り
・
） 
○
亟キ
（
去
）
は
數サク
（
入
）
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
215
・
注
）
（
・
キ
・
サ
ク
・
） 
 
 
 
○
秦
狄
齊
楚
皆
（
な
）
彊コハ
シ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
215
）
（
・
こ
は
し
・
） 
 
 
○
力
（
返
）
を
盡
（
返
）
（
さ
）
不
（
れ
）
は
・
子
孫
將
に
弱ヨハ
（
返
）
カ
ラ
ン
と
［
將
］（
再
讀
）
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
215
）
（
・
よ
は
し
・
む
・
） 
○
今
三
―
彊
服
（
音
）
シ
ヌ
［
矣
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
216
）
（
・
す
・
ぬ
・
） 
○
齊
秦
狄
ソ
［
也
］
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
216
・
注
）
（
・
ぞ
・
） 
○
敵アタ
・
楚
ナ
ラ
ク
而
＿
已
ノ
ミ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
216
）
（
・
あ
た
・
な
ら
し
・
の
み
・
） 
○
唯
（
た
）
聖
人
能
（
く
）・
外
―
内
患
（
う
れ
）
ヘ
無
シ
。
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
217
）
（
・
う
れ
へ
・
な
し
・
） 
○
聖
人
（
一
）
に
非
（
二
）
（
返
）
ス
自ヨ
リ
ハ
・
外
寧ヤス
キ
ト
キ
ン
ハ
必
（
す
）
内
の
憂
（
う
れ
）
ヘ
有
リ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
217
）
（
・
あ
ら
ず
・
よ
り
・
は
・
や
す
し
・
と
き
ん
ば
・
う
れ
へ
・
あ
り
・
） 
 
○
驕
―
亢
ナ
ル
ト
キ
ン
ハ
則
（
ち
）
憂
―
患
生ナ
レ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
218
・
注
）
（
・
な
り
・
と
き
ん
ば
・
な
る
・
） 
○
盍ナン
ソ
楚
（
返
）
を
釋ユル
シ
て
以
て
外
懼
ヲ
ソ
レ
（
一
）
を
爲ナ
（
二
）
サ
［
盍
］
（
再
讀
）
（
三
）
（
ら
ん
）
乎ヤ
（
群
書
治
要
巻
五
〔
春
秋
左
氏
傳
中
〕
‐
218
）
（
・
な
に
ぞ
・
ゆ
る
す
・
を
そ
れ
・
な
す
・
や
・
） 
（
以
下
、
続
く
） 
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 孫瑾
 
 
周
禮
 
○●天官
 
○●惟
コ
レ王國
（返）
を建
タ
チ・方
（返）
を辯
ワキ（ま）
（へ）位を正
タヽシウ
す（群書治
要巻八〔周
禮〕‐
5） （・これ・たつ・わきまふ・ただしうす・）
 
○四方
（一）
を別
ワキ（ま）
（二）
（へ） ・君―臣（の）
［之］位
ヰ
を正
タヽシウ
ス。 （群書
治要巻
八〔周禮〕‐
5・注） （・わきまふ・ゐ・ただしうす・）
 
○君は南―面シ臣は北―面スル屬
タクヒ
ソ（群書治
要巻八〔周禮〕‐
5・
注） （・す・す・たぐひ・ぞ・）
 
○國
（返）
を體
ワ
カチ・野
（音）
（返）
に經
（音）
す（群
書治要巻八〔周禮〕‐
5） （・わかつ・）
 
○邦―畿
キ
（平）
（の）
［之］度
（音）
（去）
ソ。 （群書治
要巻八〔周禮〕‐
6・
注） （・ホウキ・ぞ・）
 
○野
（返）
に經
ケ
イスとは
・其（の）井
（上）
―廬
（平） （一）
を疆
サ
カ
（二）
ヒ
＿
理オ
サ
ムルソ［也］ （群書
治要巻八〔周禮〕‐
6・注） （・ケイ・す・さか
ふ・おさむ・ぞ・
 
○官
（返）
を設ケ・職
（返）
を分ツ（群
書治要巻八〔周禮〕‐
6） （・
まうく・わかつ・）
 
○冢
チ
ウ
（去）
―宰
（上）
司―徒
ト
宗―伯司―馬司―寇
コ
ウ
（去）
司―空
（平輕）
（返）
を置
（二）
（き）て各（の）職
ツカサト
（返）
ル所
（返）
有（り） 。 （群書
治要巻
八〔周禮〕‐
6・注） （・チウサイ・シト・シコウ・つかさどる・）
 
○而て百―官の事擧
（音）
ス（群書
治要巻八〔周禮〕‐
7・注） （・
す・）
 
○以て民の極
（音） （一）
を爲
ス
（群書
治要巻八〔周禮〕‐
7） （・す・）
 
○天下（の）
［之］人
（一）
（返）
を合
ア
ハ
（二）
セて各（の）其（の）中
（音）
（一）
を得
ウ
（二）
。 （群書治
要巻八〔周禮〕‐
7・注） （・あはす・う・）
 
○其（の）所
（一）
を失
（うし）ナ
（二）
（返）
ハ不［也］ （群書
治要巻八〔周禮〕
‐８・注） （・うしなふ・）
 
○乃
ス（なわ）
（ち）天―官冢
（去）
―宰を立ツ。 （群書治要
巻八〔周禮〕‐
８） （・すなわち・たつ
 
○其（の）屬を帥
ヒ
キヰ而
て
其（の）邦―治
（一）
を掌
ツカサト
（二）
ラ使
（三）
（む）
。
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（群書治要
巻八〔周禮〕‐８） （・ひきゐる・つかさどる・）
 
○以て王
（返） （返）
を佐ケて邦―國を均
ヒトシウ
す（群
書治要巻八〔周禮〕‐
９） （・たすく・ひとしうす・）
 
○邦―治は王邦―國
（一）
を治
（二） （返）
ムル所＿
以の者
モ
ノナリ。 （群書治
要巻八〔周
禮〕‐９・注） （おさむ・もの・なり・）
 
○邦（の）
［之］六―典
（上） （一） （返）
を建
（二）
テて以て王
（返）
（返）
を
佐ケて邦―國を治ム。 （群
書治要巻八〔周禮〕‐
10） （・たつ・たす
く・おさむ・）
 
○一に曰（く）治 典・以て邦―國を經
ヲ
サメ
・以て官―府を治メ・以て
萬―民を紀
（音）
す。 （群
書治要巻八〔周禮〕‐
11） （・をさむ・おさ
む・）
 
○二曰（く 教―典・以て邦―國を安
（やす）ム
シ
・以て官―府を教（し） ・
以て萬―民
（一）
を擾
ナ
ツ
（二）
ク。 （群書治
要巻八〔周禮〕‐
12） （やすむ
ず・なつく・） （擾字下欄に「擾而小反又而昭反」有り）
 
○三曰（く）禮―典・以て邦―國を和
（やは）ラ
ケ・以て百官を統
ア
ハセ
・以て
萬―民を諧
トヽノ
フ。 （群書
治要巻八〔周禮〕‐
13） （・やはらぐ・あはす・
ととのふ・） （ 「諧」左「戸皆反」有り）
 
○四曰（く）政―典・以て邦―國を平
タヒラ
ケ
・以て百官を正
タ
ヽシ
・以て萬
民を均
ヒトシウ
ス。 （群書治要巻
八〔周禮〕‐
14） （・たひらぐ・ただす・
ひとしうす・）
 
○五曰（く）刑―典・邦―國を詰
イマシ
メ［ィ、
タ
ヽ
詰シ］ ・以て百官を刑
（音）
シ・以て萬民を糺
タ
ヽす。 （群
書治要巻八〔周禮〕‐
15） （・いましむ・
ただす す・ただす・）
 
○六曰（く）事―典・以て邦―國を富
ト
マシ
・以て百官を任
タ
チ
・以て萬民
を生
ヤシナ
ふ（群
書治要巻八 〔周禮〕‐
16） （・とます・たつ・やしなふ・）
 
○典は常―也
ヤ
法―也
ヤ
（群書治
要巻八〔周禮〕‐
17・注） （・ヤ・ヤ・）
 
○王は之を禮 經と謂フ。 群書
治要巻八〔周禮〕‐
17・注） （・い
ふ・） （この文は上欄より行う）
 
○常に秉リて以て天
下
（一）
を理
オ
サ
（二）
ムル所
（三）
者（も）の
ナリ［也］ （群
書治要
巻八〔周禮〕‐
17・注） （・とる・おさむ・なり・）
 
○常に守
マ（も）
（り）て以て法―式
（一）
と爲
ス
（二）
ル所
（三）
ナリ［也］ （群
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書治要
巻八〔周禮〕‐
18・注） （・まもる・す・なり・）
 
○擾
セ
ウ
（去濁）
は猶（ほ）馴
（平）
の［猶］
（再讀）
（し） ［也］ （群書治要
巻
八〔周禮〕‐
18・注） （・ゼウ・）
 
○詰
キ
ツ
（入）
は猶（ほ）禁の［猶］
（再讀）
（し） ［也］ （群
書治要巻八〔周
禮〕‐
18・注） （・キツ・）
 
○任
（去濁）
は猶（ほ）倳
シ
（去）
の［猶］
（再讀）
（し） ［也］ （群書治要
巻
八〔周禮〕‐
18・注） （・シ・） （ 「倳」左「側吏反」有り）
 
○●八―柄
（去） （返）
を以て王に詔
マ
ウシ［ィ、王
（返）
ヲ
タ
ス
詔ケて］群
臣を
馭キ
ヨ
（去濁）
す。 （群
書治要巻八〔周禮〕‐
18） （・もうす・を・たすく・
ギヨ・）
 
○二曰（く）禄・以て其（の）富
フ
（去）
を馭す。 （群
書治要巻八〔周禮〕
‐
19） （・フ・）
 
○三曰（く）予
ヨ
（上）
・以て其（の）幸
（音）
を馭す。 （群
書治要巻八〔周
禮〕‐
20） （・ヨ・）
 
○四曰（く）置
チ
（去）
・以て其（の）行
（去）
を馭す。 （群
書治要巻八〔周
禮〕‐
21） （・チ・）
 
○六曰（く）奪
タ
ツ
（入）
・以て其（の）貧
（音）
を馭（す）
。 （群書治要巻八
〔周禮〕‐
22） （・タツ・）
 
○七曰（く）廢
ハ
イ
（去）
・以て其（の）罪を馭（す）
。 （群書治要巻八〔周
禮〕‐
22） （・ハイ・）
 
○八曰（く）誅
チ
ウ（平輕）
・以て其（の）過
ア（やまり）
を馭す（群書
治要巻八〔周
禮〕‐
22） （・チウ・あやまり
 
○柄は秉
ト
リ＿
執
ト
（り）て以て事
（返）
を起
オ
コ
（一）
ス所
（二）
者（も）の
［也］ （群
書治要
巻八〔周禮〕‐
23・注） （・とる・とる・おこす・）
 
○爵とは公・侯・伯・子・男・卿・大―夫・士
（一）
を謂
（二）
ふ［也］
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
23・注） （・いふ・）
 
○禄は臣―下
（一）
を富
ト
マ（二） （返）
ス所
＿以ナリ［也］ （群
書治要巻八 〔周
禮〕‐
24・注） （・とます・なり・）
 
○幸
（音）
と
は言―行
（去）
［於］善
（一）
に偶
カ
ナ
（二）
ヒ＿
合カ
ナフトキン
ハ・
則（ち）以て之
（返） （返）
に賜
タ
マヒ＿
與ア
タヘて後
ノ
チ
（返）
を勸
ス
ヽ
（上）
ム
ルこと有
（中）
（る）を謂
（下）
フ［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
24・注）（・
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かなふ
・かなふ・ときんば・たまふ・あたふ・のち・すすむ・いふ・）
 
○賢―臣（の）
［之］老タル＿者をは王・以て養
ヤシナ
（一）
フこと有
（二）
リ［之］
［也］（群書治要巻八〔周禮〕‐
24・注）（・たり・やしな
ふ・あり・）
 
○
タ
ツ
奪
（入輕）
と
は臣大―罪
（返）
有（り）て家―財
（一）
を没
（二）
―入ス
ル者
（上）
を謂
（下）
フ［也］（群
書治要巻八〔周ス禮〕‐
24・注）（・
タツ・す・いふ・）
 
○誅
チ
ウは責
サ
ク
（入輕）
―譲
シヤウ
（上濁）
［也］ （群
書治要巻八〔周禮〕‐
25・注）
（・チウ・サクジヤウ・）
 
○●八―統
（返）
を以て王に詔
マ
ウシ［ィ、王
（返）
ヲ
タ
ス
詔ケて］萬民を馭す。
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
25）（・まうす・を・たすく・）
 
○三曰 く） ・賢
（返）
を進
ス
ヽム。（群書治要巻
八〔周禮〕‐
26）（・す
すむ・）
 
○四曰（く） ・能
（音） （返）
を使
ツ
カフ。 （群書
治要巻八〔周禮〕‐
26） （・
つかふ・）
 
○五曰（く） ・庸
ヨ
ウ
（平） （返）
を保
ヤ
スン。 （群書治
要巻八〔周禮〕‐
26） （・
ヨウ・やすん・）
 
○六曰（く） ・貴
（音） （返）
を尊フ。 （群書治
要巻八〔周禮〕‐
27） （・
たふとぶ・）
 
○統
（去）
は物
（返）
を總
ス
（返）
クル所＿以
ユ
ヘ
の者ナリ［也］（群
書治要巻
八〔周禮〕‐
27・注）（・すぶ・ゆへ・なり・）
 
○ゝ（親）
（返）
を親（する）と
は・堯九―族
（一）
を親
（音） （二）
スル
か若
コ
ト
（三）
キ
ソ［也］（群書治要巻八〔周禮〕‐
27・注）（・す・ご
とし・ぞ・）
 
○故
（音） （返）
を敬
（音）
（する） とは・舊
キ（う）
（返）
を慢
アナト
（返）
ラ不
サ
ルソ ［也］
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
28・注）（・キウ・あなどる・ず・ぞ・）
 
○賢は善―行有ルソ［也］（群
書治要巻八〔周禮〕‐
28・注）（・
あり・ぞ・）
 
○能
（音）
は才―藝
（去
濁） （一）
多
（二）
キソ［也］（群書
治要巻八〔周
禮〕‐
28・注）（・おほし・ぞ・）
 
○庸
（平） （返）
を保
ヤスン
ス（る）とは功
（返）
有
（返）
（る）を安
ヤスン
スルソ［也］
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
28・注）（・やすんず・やすんず・ぞ・）
 
○貴
（音）
を尊フ（る）とは天下 の）
［之］貴
（音） （一）
を尊
（二）
フ
ルソ［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
28・注）（・たふとぶ・たふ
とぶ・ぞ・）
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○吏
（返）
を達
タ
ツス（る）とは
・察
（音）
シ
て勤―勞（の） ［之］小吏
（一）
を擧
ア
（二）
クル
ソ［也］ 群書治要巻八〔周禮〕‐
28・注）（・タツ・
す・す・あぐ・ぞ・）
 
○賓
（返）
を禮（する）とは
・諸侯
（一）
をゝ（賓）
（二）
―客二スルソ。
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
29・注）（・に・す・ぞ・す・）
 
○民に仁
（返）
を親
（音）
シ隣
トナリ
（返）
に善
ヨ
（一）
イこ
とを示
（二） （返）
ス所
＿以ナリ［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
29・注）（・す・となり・
よし・しめす・なり・）
 
○●歳の終
ヲハリ
には則（ち） ・百―官―府
（返）
に令
レ
イシて各（の） ・其（の）
治
（音）
を正
タ
ヽシ・其（の）會
（音）
を受ク（群書
治要巻八〔周禮〕‐
29）
（・おはり・レイ・す・ただす・うく・）
 
○三歳には則（ち） ・大に郡―吏（の）
［之］治
（去）
を計
カ
ソヘ而
て
誅―賞
（入）
す（群
書治要巻八〔周禮〕‐
30）（・かぞふ・）
 
○三―載
サ
イ
（去）
に績
セ
キ
（入輕）
を考
カムカ
フ
ルソ（群書治要巻八〔周禮〕‐
31）
（・サンサイ・セキ・かむがふ・ぞ・）
 
○●膳
（去）
―夫・王（の）
［之］食
シ
（去）
―飲
（上）
膳
（去）
―羞
シ
ウ
（平） （一）
を掌
ツカサト
（二）
ル。（群書治要巻
八〔周禮〕‐
31）（・シイン・センシ
ウ・つかさどる・）（食字左に「音嗣」あり）
 
○大―喪には則（ち）擧
（音） （返）
セ不。（群書治要
巻八〔周禮〕‐
32）（・す・）
 
○大―荒には則（ち）擧
（返）
セ不。（群書治要巻八〔周禮〕‐
32）
（・す・）
 
○大―札
サ
ツには則（ち）擧
（返）
セ不。（群書治要巻八〔周禮〕‐
32）
（・ダイサ
ツ・す・）
 
○天地 災有ルト
キンハ・則（ち）擧
（返）
セ不。（群書治要巻
八〔周
禮〕‐
33）（・あり・ときんば・す・）
 
○邦大―故有ルトキ
ンハ・則（ち）擧
（返）
セ不。 （群書治
要巻八〔周
禮〕‐
33）（・あり・ときんは・す・）
 
○大―札は疫
（入）
―癘
レ
イ（去）
［也］ （群書
治要巻八〔周禮〕‐
34・注）
（・エキレイ・）
 
○春秋傳に曰（く） ・司―寇戮
（返）
行
（おこ）ナ
フトキ二は・君之
コ
レか爲に擧
（返）
セ不
ス
トイへ
リ（群書治要巻八〔周禮〕‐
34・注） （・おこなふ・
とき・に・これ・す・ず・と・いふ・り・）
 
○●地官
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○●大―司―徒
（平）
（の）
［之］職・邦
（訓） （返）
を建ツル［之］土―
地（の） ［之］圖
ト
（平）
與
ト
其（の）人―民（の）
［之］數
（一） （返）
［與
ト
］
（再讀） （二）
を掌
ツカサト
（三）
（り）て以て王
（返） （返）
を佐
タ
スケて邦―國を安―
擾セ
ウ
（去濁）
す［
ヤスン安シ
ナ
ツ
擾ク］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
36）（・たつ・
ト・と・と・つかさどる・たすく・アンゼウ・やすんず・なつく・）
 
○百姓
（一） （返）
を親
（音） （返）
スル所＿以
（二）
を教
（三）
へて五―品を
訓オ
シフ［也］ （群書
治要巻八〔周禮〕‐
37・注） （・をしふ・おしふ・）
 
○言は饒
セ
ウ
（去濁）
―衍
エ
ン
（去）
ナリ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
37・
注）（・ゼウエン・なり ）
 
○而て十―有―二―教
（一）
を施
ホトコ
（二）
す［焉］
。（群書治要巻八〔周
禮〕‐
37）（・ほどこす・）
 
○一に曰（く） ・祀―禮
（返）
を以て敬
（音） （返）
を教
オ
シフルトキ
ンハ・則
（ち）民
＼シハラ
クト
苟
（返）
セ［ィ、苟
イヤシクモ
セ］不。（群書治
要巻八〔周禮〕
‐
38）（・おしふ・ときんば・しばらくとす・いやしくもす・）
 
○二曰 （く） ・陽―
（返）
を以て譲
（音） （返）
を教フル
トキンハ・則 （ち）
民爭
（あら）ソ
（返）
ハ不。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
39）（・おしふ・とき
んば・あらそふ・）
 
○三曰 （く） ・陰―禮
（返）
を以て親
（音） （返）
を教フル
トキンハ・則 （ち）
民怨
（返）
ミ不。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
39）（・おしふ・ときん
ば・うらむ・）
 
○四曰（く） 樂
（入濁） （返） （返）
を以て和
（返）
（去）
を教フル
トキンハ・
則（ち）民乖
ソ
ム
（返）
カ不。（群書治要
巻八〔周禮〕‐
40）（・おしふ・
ときんば・そむく ）
 
○五曰（く） 儀
（返） （返）
を以て
＼トウ等
（返）
ヲ［ィ、等
シ
ナを］辯
ワキマ
フルトキ
ンハ
・則（ち）民越
（返）
エ不。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
41）（・
トウ・ヲ・しな・わきまふ・ときんば・こゆ・）
 
○六曰（く） 俗
（返） （返）
を以て安
ヤ
ス（返）
カラン
ことを教フルトキンハ・
則（ち）民愉
シハラク
ト
（返）
セ不。（群書治
要巻八〔周禮〕‐
42）（・やす
し・む・おしふ・ときんば・しばらくとす ）
 
○七曰（く） ・刑
（返） （返）
を以て中
（音） （返）
を教フ
ルトキンハ則（ち）
民虣
ホ
ウ
（去） （返）
ナラ不。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
42）（・おしふ・
ときんば・ホウ・なり ） （ 「虣」左「薄報及］有り）
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○八曰（く） ・誓
チカヒ
（返） （返）
を以て恤
スヰツ
（返）
を教フルトキ
ンハ・則（ち）
民怠
（おこ）タ
（返）
ラ不。（群書治
要巻八〔周禮〕‐
43）（・ちかひ・すゐ
つ・おしふ・ときんば・おこたる・）
 
○九曰（く） 度
（返） （返）
を以て節
（返）
を教フルト
キンハ・則（ち）
民足
タ
（返）
レ
ルことを知ル。（群書治要巻八〔周禮〕‐
43）（・おし
ふ・ときんば・たる・り・しる・）
 
○十曰（く） ・
＼ヨヽム
スルコト
世
事
（返）
ヲ［ィ、世―事を］以て能
（音） （返）
を教
フルト
キンハ［ィ、教（ふる）とは］ ・則（ち）民職
（返）
を失
（返）
（は）
不。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
44）（・おしふ・ときんば・）
 
○十―有―一に曰（く） ・賢
（返）
を以て爵
（返）
を制スルトキ
ンハ・則
（ち）民德
（返）
を慎ム。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
45）（す・とき
んば・つつしむ・）
 
○十―有―二に曰（く ・庸
（返） （返）
を以て祿
（返）
を制
（音）
スルト
キハ・則（ち）民功
（返）
を興
オ
コス（群書治
要巻八〔周禮〕‐
46）（・
す・ときんば・おこす・）
 
○陽―禮と
は郷
キヤウ
―射
シ
ヤ（上）
飲―酒を謂フ［也］ （群書治要
巻八〔周禮〕
‐
46・注）（・キヤウシヤ・いふ・）
 
○陰―禮とは男女（の）
［之］禮
（一）
を謂
（二）
フ［也］（群書
治要
巻八〔周禮〕‐
47・注）（・いふ・）
 
○昏
コ
ン
（平）
―姻
イ
ン
（平）
時
（返）
を以テスレは則（ち）・男曠
クワウ
（去） （返）
セ
不女怨
ヱ
ン
（上） （返）
セ不［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
47・注）（・
コンイン・もてす・クワウ・ヱン・）
 
○儀とは君は南―面シ
・臣は北―面シ・父は坐
ヰ
［ィ、
ス 坐ヰツ］子は伏
フ
ス（の）
［之］属
タクヒ
（一）
を謂
（二）
（ふ）
［也］（群書治要
‐
47・注）（・す・す・ゐる・すう・つ・ふす・たぐひ・）
 
○俗とは土―地の生―習
（一）
スル所
（二）
を謂
（三）
フ［也］（群
書治
要巻八〔周禮〕‐
47・注）（・す・いふ・）
 
○偸
（平）
とは朝にシて夕
（返）
を謀
（返）
ラ不
（一）
（る）ことを謂
（二）
フ［也］ （群書
治要巻八〔周禮〕‐
48・注） （・す・はかる・いふ・）
 
○恤
スヰツ
とは災―厄相（ひ）＿憂
（一）
フルを謂
（二）
フ［也］ 群書
治要
巻八〔周禮〕‐
48・注）（・うれふ・いふ・）
 
○民凶
（返）
有ルトキン
ハ・之を
＼（う）レ患へ＿憂＼フ［ィ、患憂ス］
。 （群
書治要巻八〔周禮〕‐
48・注）（・あり・ときんば・うれふ・うれ
ふ・す・）
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○則（ち）民懈
カ
イ
（音）
―怠セ不［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
48・
注）（・カイタイ・す・）
 
○度
ト
々ハ宮―室車
（平輕）
―服（の）［之］制
（一）
を謂
（二）
フ［也］
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
48・注）（・ト・とは・いふ・）
 
○世―事と
は士―農工
（平）
―商
（平）
（の）
［之］事・少
シヤウ
ヨリ
シ而
て
習ナ
ラ
（ひ）焉
て
其（の）心安
ヤスン
（一）
ス
ルを謂フ
（二）
［焉］。（群書治
要巻八
〔周禮〕‐
48・注）（・シヤウ・より・す・ならふ・やすんず・）
 
○教
カ
ウ
（返） （返）
に因
ヨ
（り）て以て能
（よ）ク
す其（の）業
（一）
を易
カ
（二） （返）
ヘ不［也］（群
書治要巻八〔周禮〕‐
49・注）（・カウ・よる・よ
くす・かふ・）
 
○德
（返）
を慎
ツヽシ
ムとは其（の）善―德
（返）
を矜
メ
クンて善
（返）
を爲
ス
（返）
ルに勸
ス
ヽ（一）
メル
を謂
（二）
フ［也］ （群書治要
巻八〔周禮〕‐
49・注）
（・つつしむ・めぐむ・す・すすむ・る・いふ・）
 
○以
コ
レ（返）
を爵 （し） て賢を顯
（あら）は
シ・以
コ
レ（返）
を祿 （し） て功を賞す ［也］
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
49・注）（・これ・あらはす・これ・）
 
○●以（て）六
（む）ツ
（返）
を保―息（し）て萬―民を畜
ヤシナ
フ。（群書
治要
巻八〔周禮〕‐
50）（・むつ・やしなふ・）
 
○一に曰（く）幼
（返）
を慈
イツクシ
ンス。 （群書
治要巻八〔周禮〕‐
50） （・
いつくしんす・）
 
○二曰（ ）老
（音） （返）
を養フ。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
50）（・
やしなふ・）
 
○三曰（く）窮
キハマ
（返）
レルことを振
ス
クフ。 （群書治
要巻八〔周禮〕‐
51）
（・きはまる・すくふ・）
 
○四曰 く）貧
（返）
シキ
を恤
メ
クム。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
51）（・
まどし・めぐむ・）
 
○五曰（く）疾
ヤマヒ
（返）
アルを寬
（音）
す。 （群書
治要巻八〔周禮〕‐
51）
（・やまひ・あり ）
 
○六曰 く）富
ト
（返）
メ
ルを安
ヤスン
ス。 （群
書治要巻八〔周禮〕‐
52） （・
とむ・る・やすんず・）
 
○保―息とは之
（返） （返）
を安
ヤスン
シ
て蕃
ハ
ン
（平）
―息
（一）
セ使
（二）
（む）
を謂
（三）
フ［也］
。（群書治要巻八〔周禮〕‐
52・注）（・やすん
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ず・ハ
ンシヨク・す・いふ・）
 
○幼
（返）
を慈
（いつく）シ
フとは・少
（返）
を愛ス
ルソ［也］（群書治要巻八
〔周禮〕‐
52・注）（・いつくしふ・す・）
 
○老を養フ
とは・七十をは［於］學に養フ。（群書治要巻八〔周禮〕
‐
52・注）（・やしなふ・やしなふ・）
 
○五十をは粮
カ
タ
（返）
を異
（け）二
スル［之］屬
タクヒ
ソ［也］（群書治要
巻八〔周
禮〕‐
52・注）（・かた・けにす・たぐひ・ぞ・）
 
○窮
（返）
レル
を振
ス
クフとは
・天―民（の） 窮
（きは）マ
レル
―
者を救
ス
クフ
［也］（群
書治要巻八〔周禮〕‐
53・注）（・きはまる・すくふ・
きはまる・すくふ・）
 
○貧
（返）
シキ
を恤
メ
クムと
は・々（貧）シ（く）て財―業食
（返）
を稟
ウ
ケ・
之
（返）
を貸
カ
（一）
ルこと無
（二）
（き）ソ［也］（群書治要巻
八〔周禮〕
‐
53・注）（・まどし・めぐむ・まどし・うく・かる・ぞ・）
 
○疾
（やま）ヒ
（返）
ア
ルを寬
（音）
スとは
・今の癃
ヤマヒ
ア（り）て事
ツ
カ（返）
フ可
（返）
（から）不・筭
カ
ソ
（返）
へ不
（一）
（る）か若
（二）
キ
ソ［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
53・注）（・やまひ・あり・す・やまひ・あり・つ
かふ・かぞふ・ごとし・ぞ・）
 
○富
ト
（返）
メルを安
ヤスン
スこととは
・傜
エ
ウ
（平）
―役
エ
キ
（返）
を平
ヒトシウ
シて專に取
ラ不
サ
ルソ［之也］（群
書治要巻八〔周禮〕‐
53・注）（・とむ・る・
やすんず・エウエキ・ひとしうす・とる・ず・ぞ・）
 
○郷
キヤウ
の三―物
（返）
を以て萬
民を教ヘ而
て
賓―興す［之］
。（群書治要
巻八〔周禮〕‐
54）（・キヤウ・おしふ・）
 
○二曰（く）六
行・孝・友・睦
（入濁）
・姻
（平）
・任
（去濁）
・恤
スヰツ
（群
書治要
巻八〔周禮〕‐
55）（・スヰツ・）（「姻」左、「音因」あ
り）
 
○三曰（く）・六藝・禮・樂・射
シ
ヤ
（上）
・馭
キ
ヨ
（去濁）
・書・數（群
書治
要巻八〔周禮〕‐
56）（・シヤ・キヨ・）
 
○民の三事（の）
［之］教
（去）
・卿
（返）
に成
ナ
（ら）ンヌルトキ二・
大夫・其（ ）賢―者能―者
（一） （返）
を擧
ア
（二）
ケて飮―酒（の）
［之］
禮
（一） （返）
を以
（二）
て之
（一）
を賓
（二）
―客にす。 （群書治
要巻八〔周
禮〕‐
56・注）（・なる・む・ぬ・ときに・あぐ・）
 
○既にシて則（ち） 書を［於］王
（一）
に獻
（二）
リ［矣］。
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（群書治要
巻八〔周禮〕‐
57・注）（・す・たてまつる・）
 
○智は［於］事
（一）
に明
（あき）ラカ
（二）
ナリ［也］（群書治
要巻八〔周禮〕
‐
57・注）（・あきらかなり・）
 
○仁は人
（返） （返）
を愛シ
て以て物
（返）
に及
（およ）ホ
す［也］（群
書治要巻
八〔周禮〕
57・注）（・す・およぼす・）
 
○聖は通
ト（ふ）
シ（て）
［而］先ツ
―
識
シ
ル［也］（群書
治要巻八〔周禮〕
‐
57・注）（・トフ・まづ しる・）（「識」本行見せ消ちあり）
 
○義は能ク時―宜を斷
タ
ムス［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
58・注）
（・タム・す・）
 
○忠は以て心
（返）
に中
ア
タル言
コ
ト［也］ （群書治要
巻八〔周禮〕‐
58・注）
（・あたる・こと・）
 
○和は剛
（音） （平）
ナ
ラ不柔
（音） （平濁）
ナ
ラ不［也］。（群書治要巻八
〔周禮〕‐
58・注）（・なり・なり・）
 
○［於］父母
（一）
に善
ヨ
（二）
キを孝
（返）
と爲
す
。（群書治要巻八〔周禮〕
‐
58・注）（・よ
し・）
 
○［於］兄―弟に善キを友
（上） （返）
と爲
す
。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
58・注）（・よし・）
 
○睦
ホ
ク
（音）
（入濁）
は［於］九―族
（一）
を親
（二）
スル
ソ［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
58・注）（・ボク・す・ぞ・）
 
○姻
（平）
は［於］外―親
（一）
を親
（二）
スル
ソ［也］（群書治要巻八
〔周禮〕‐
58・注）（・す・そ・）
 
○任は［於］友―道に信アルソ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
58・
注）（・あり・ぞ・）
 
○恤
スヰツ
は貧シキ
―
者を振
ス
クヒ
―
憂フルソ。 （群書
治要巻八 〔周禮〕 ‐
59・
注）（・スヰツ・まどし すくふ・うれふ・ぞ・）
 
○射
シ
ヤ
（上）
は五―射（の）［之］法［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
59・注）（・シヤ・）
 
○書は六書（の）
［之］品
ヒ
ン
（上）
［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
59・
注）（・ヒン・）
 
○數は九―數（の）
［之］計
ケ
イ
（去）
［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
59・注）（・ケイ・）
 
○五禮
（返）
を以て萬民（の）
［之］僞
イツハリ
（一）
を防
ハ
ウ（平輕） （二）
シ而
て
［之］
中
（音） （一）
を教
（二）
フ（群書治要巻
八〔周禮〕‐
60）（・いつはり・
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ハウ・
す・おしふ・）
 
○禮は民の［之］侈
シ
（上）
―僞
ク
ヰ
（返）
を節―止
（上）
シて其（の）行
（返）
を使
シ
て中
（返）
を得
ェ
（一）
［使
シ
］
（再讀） （二）
ムル所
―
以
（三）
ナリ［也］
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
60・注）（・シクヰ・す・す・う・しむ・
なり・）
 
○五禮とは吉・凶・賓・軍・嘉
（一）
を謂
（二）
フ（群書治要巻
八〔周
禮〕‐
61・注）（・いふ・）
 
○六樂
（返）
を以て萬民（の）
［之］情
（一）
を防
ハ
ウ
（平輕） （二）
シ而
て
［之］
和
（去） （一）
を教
（二）
フ（群書治
要巻八〔周禮〕‐
61）（ハウ・す・
おしふ・）
 
○樂は民（の
［之］情―思
（一） （返）
を蕩
（二）
―正
（去）
シ
て其（の）
心
（返）
を使て應
（去）
―和
（上）
セ［使］
（再讀） （中）
（む）所
（下）
―
以ナ
リ［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
62・注）（・す・す・なり・）
（ 「應」本行見せ消ちあり
 
○六樂とは雲―門・咸―池・大―詔
ゼ
ウ
（平）
・大―夏・大―濩
コ
（去）
・大―
武
（一）
を謂
（二）
フ［也］（群
書治要巻八〔周禮〕‐
62・注）（・タ
イセウ・タイコ・いふ・）
 
○●歳―時
（返）
を以て國及（ひ）野
（一）
を巡
メ
ク
（二）
（り）而
て
萬民（の）
艱カ
ン（去） （平輕）
―阨
ア
イ（一）
を賙
アマネ
（二）
ク
す。 （群書
治要巻八〔周禮〕‐
63）
（・めぐる・カンアイ・あまねし・）
 
○王命
（返）
を以て施―惠ス（群書治要
巻八〔周禮〕‐
64） （・す・）
 
○歳―時は［者］ 其（の）事（の）
［之］時
（一）
に随
（二）
フ。 （・
し
たがふ・）
 
○必（ず）シモ四時
（一）
ナラ不
（二）
［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
64・注）（・しも・なり・）
 
○艱―阨
ア
イは飢―乏
ハ
フ（入濁）
［也］ （群書
治要巻八〔周禮〕‐
64・注） （・
カンアイ・キバウ・）
 
○●師―氏・美
（音） （返） （返）
を以て王
（返）
に詔
マ
ウ（一）
ス
ことを掌
ツカサト
（二）
ル（群書治
要巻八〔周禮〕‐
64）（・まうす・つかさどる・）
 
○王
（返）
に告
マ
ウスに
・善―道を以す［也］（群書治要巻八〔周禮〕‐
65・注）（・まうす・）
 
○文―王―世―子に曰（く） ・師は［者］ ・教フル
に［之］ ・事を以
（も）テ
シ而
て
［諸］德
（一）
を論
サ
ト
（二）
ス者
モ
ノナリ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕
‐
65・注）（・おしふ・もてす・さとす・もの・なり・） （ 「德」本
行見消の「息」あり）
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○三德
（返）
を以て國子に教フ。（群書治
要巻八〔周禮〕‐
65）（・
おしふ・）
 
○以て逆―悪
（入輕）
を知
シ
ル［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
67）（・
しる・） （ 「知」本行見消の「智」 、左「音智」あり）
 
○三行（を 教フ。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
67）（・おしふ・）
 
○以て賢―良を尊
タ
トフ。 （群書治要
巻八〔周禮〕‐
68） （・たとぶ・） ・
 
○以て師―長に事
ツカウマツ
ル（群
書治要巻八〔周禮〕‐
69）（・つかうま
つる・）
 
○施
ホトコ
スを［之］行と爲
す
［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
69・注）（・
ほどこす・）
 
○覆
オ
ホヒ
―
壽オ
ホヒ持
タ
モチ
―
載
ノ
セて含
フ
クミ
―
容
イ
ルヽ者ナ
リ［也］ （群書治要巻八
〔周禮〕‐
70・注）（・おほふ・おほふ・たもつ・のす・ふくむ・
いる・なり・）
 
○敏―德は仁―義時
（返）
に順フ者
モ
ノナリ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕
‐
70・注）（・したがふ・もの・なり・） （見消「息」あり）
 
○孝―德は祖
（返）
を尊
（た）ト
ヒ親
（返）
を愛す。（群書治要
巻八〔周禮〕
‐
70・注）（・たとぶ・）
 
○其（の）者の生
（音） （一）
スル所
（二）
―
以を守
（三）
ル［也］（群書
治要巻
八〔周禮〕‐
70・注）（・す・まもる・）
 
○孔子曰（く）武
王
（人名）
周公
（人名）
其レ孝
（返）
に達セルカナ
トイ
へリ［矣乎］（群書治要巻八〔周禮〕‐
70・注）（・それ・す・る・
かな・と・いふ・り・）
 
○夫（れ） ・孝は［者］ ・善ク人（の）
［之］志
（一）
を繼
ツ
（二）
キ人（の）
［之］事
（一）
を述
ノ
（二）
フ［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
71・注）
（・それ・よく・つぐ・のぶ・）
 
○而て國―子を養フ
に・道
（訓） （返）
を以
（も）テ
シて乃
ス（なわ）
（ち）
［之］六藝
（一）
を教
（二）
フ。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
71）（・やしなふ・も
てす・すなわち・おしふ ）
 
○三曰（く）五射
シ
ヤ
（上）
。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
72）（・シヤ・）
 
○乃（ち） ［之］六
儀
（一）
を教
（二）
フ。 （群
書治要巻八〔周禮〕‐
73）
（・おしふ・
 
○國子を養フに
・道
（返）
を以
（も）テ
スレ
ハ［者］ ・師―氏（の） ［之］德―
行
（一） （返）
を以て審
（上）
―諭
ユ
（去）
す［之］
。（群書治要巻八〔周禮〕
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‐76・注）（・や
しなふ・もてす・ば・シンユ・）
 
○而て後に教フ
ルに［之］藝―儀
（一）
を以
（二）
す［也］（群
書治要
巻八〔周禮〕‐
76・注）（・おしふ・）
 
○五射
シ
ヤは白―矢・參
サ
ム
（平）
―連・剡
エ
ン
（上）
―注
シ
ウ
（去）
・襄
シヤウ
（去濁）
―尺
セ
キ・井
セ
イ
（上）
―儀
キ
（平）
ナ
リ［也］（群書治要巻八〔周禮〕‐
76・注）（・シ
ヤ・サムレム・エンシウ・ジヤウセキ・セイキ・） （上欄「剡
羊冉反
注
之樹反
」あり、下
欄「襄音讓本又作讓音非」あり）
 
○五馭は鳴―和―鸞
ラ
ン（平）
・逐
チ
ク―水―曲・過―君―表・舞―交―衢
ク
（平）
・
逐チ
ク
（入輕）
―禽―左「也」（群書治
要巻八〔周禮〕‐
77・注）（・メ
イクワラン・チクスイキヨク・ブコウク・チクキンサ・） （馭、鸞、逐は注より行った）
 
○六書は象
（上）
―形
（平）
・會
（去）
―意轉
（去）
―注
シ
ウ
（去）
・指―事・假
カ
―借
セ
キ・諧
（平）
―声［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
77・注）（・テ
ンシウ・カセキ・）
 
○九數は方 田・粟
シヨク
（入輕）
―米
（上）
・差
サ
（平）
―分
（去
濁）
・贏
エ
イ
（平輕）
―不―足・旁―要
エ
ウ
（平）
方
（平）
―程
（平輕）
・今・重
（平）
―差
サ
（平）
・句
コ
ウ
（平）
―股
コ
（上）
［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
77・注）（・シヨク
ベイ・サブ・エイフソク・ホウエウ・チヨウサ・コウコ・） （上欄「差初佳反又初亙反
」あり、本行「
二
字本无
方―程」あり）
 
○祭祀（の）
［之］容
ヨ
ウ
（平）
は穆―々（穆） ・皇―々（皇）タ
リ。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
78・注）（・ヨウ・たり・）
 
○賓―客（の）
［之］容は嚴
（平濁）
―
カ
ク
恪
（入）
・矜
キヨウ
（平）
―莊
サ
ウ
（平輕）
ナ
リ。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
78・注）（・ゲンカク・キヨウサウ・
なり・）
 
○朝―廷
（去）
（の）
［之］容は躋
セ
イ
（上）
―々（躋）蹌
シヤウ
（平）
―々（蹌）
タリ。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
78・注）（・セイセイ・シヤウシ
ヤウ・たり・） （ 「躋」左「子禮反」 、 「蹌」左「七良反」あり）
 
○喪紀（の）
［之］容は纍
ル
イ
（平）
―々（纍） ・顚―々（顚）タ
リ。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
78・注）（・ルイルイ・タリ・） （ 「纍」本行
見消あり、左「律悲反」 、 「顚」左「音田」あり）
 
○軍―旅（の）
［之］容は墍
キ
（去）
―々（墍） ・詻
カ
ク
（入濁）
―々（詻）
（た
り） 。（群書治要巻八〔周禮〕‐
79・注）（・キキ・ガクガク・） （上
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欄「墍
其器反
」
「詻
五格
反
」あり）
 
○車―馬（の）
［之］容は匪
ヒ
（平）
―々（匪）翼
ヨ
ク―々（翼）タ
リ（群書
治要巻八〔周禮〕‐
79・注）（・ヒヒ・ヨクヨク・たり・） （ 「匪」
左「方匪反」あり）
 
○●司―救・凡ソ歳―時に天の患民の病
（一）
有
（二）
（ル）トキ
ンハ
［則］節
（返）
を以て國―中及（ひ）郊―野
（一）
を巡
メ
ク
（二）
（り）而
て
王
命
（返）
を以て惠
（返）
を施
（上）
すこ
とを掌
（つかさ）ト
（下）
ル（群書
治要巻八
〔周禮〕‐
80）（・およそ・ときんば・めぐる・つかさどる・）
 
○節は旌
セ
イ
（平）
―節［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
81・注）（・セ
イセツ・）
 
○惠
（去） （返）
を施
（ほど）コ
スとは賙
ニキハ
ヘ
―
恤メ
クムソ（群書治
要巻八〔周禮〕‐
82・注）（・ほどこす・にぎはふ・めぐむ・）
 
○●春官
 
○●大―司―樂は樂―德
（返）
を以て國―子に
・中和・祇
シ
（平）
―庸
ヨ
ウ
（平
輕）
・孝―友
（一）
を教
（二）
フ（・
シヨウ・おしふ・）（群書治要巻八
〔周禮〕‐
84）（ 「以樂德」は補入符号より、本行見消あり）
 
○和は剛
（平）
―柔
（平濁）
・適
テ
キスルソ［也］ 。（群書治
要巻八〔周禮〕
‐
85・注）（・テキ・す・ぞ・）
 
○庸
（平）
は常
（返）
有ルソ［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
85・注）
（・あり・ぞ・）
 
○凡（そ） ・日
月の食・四―鎭・五―嶽・崩
ク
ツシ
・大―傀
キ
（上）
・異―災・
諸侯の薨には令
レ
イ（去）
シて樂
（返）
を去
ス
ツ （群書治要
巻八 〔周禮〕 ‐
85）
（くづす・ダイキ・レイ す・すつ・）
 
○四―鎭は山（の）
［之］重
（平）
―大ナル者［也］ （群書治
要巻八〔周
禮〕‐
86・注）（・なり・）
 
○會
（去）
―稽・沂
キ
（平）
―山・醫―無―閭
リ
ヨ・霍
クワク
（入輕）
―山
（一）
を謂
（二）
フ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
86・注）（・キサン・イム
リヨ・クワクサン・いふ・）
 
○五―嶽は岱
タ
イ
（去）
・衡
カ
ウ
（平）
・華
（去）
・嵩
ス
ウ
（平輕）
・恒
コ
ウ
（平）
［也］（群書
治要巻
八〔周禮〕‐
87・注）（・タイ・カウ・スウ・コウ・）
 
○傀
キ
（上）
は猶（ほ）怪の［猶］
（再讀）
（し） ［也］（群書治要
巻八〔周
禮〕‐
87・注）（群書治要巻八〔周禮〕‐
87・注）（・キ・）
 
○大―怪異―災とは天地の奇
キ
（平）
―變を謂フ（群書
治要巻八〔周禮〕
‐
87・注）（・キヘン・いふ・）
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○星―辰奔
ハ
シリ
―
霣
オ
チ
・及（ひ） ・震
（去）
―裂
レ
ツ害
（返）
を爲
ナ
（一）
スか若
コ
ト
（二）
キ者
（も）ノ
ナリ［也］（群
書治要巻八〔周禮〕‐
87・注）（・はし
る・おつ・シンレツ・なす・ごとし・もの・なり・） （ 「霣」左「于欲反」あり）
 
○樂
（返）
を去
ス
テて藏
オ
サ
ム［之也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
87・注）
（・すつ・おさむ
 
○大―札
サ
ツ［ィ、大―
セ
ツ
札］ ・大―凶・大―災・大―荒
（平）
・大臣の死・
凡ソ國（の）
［之］大―憂
（平）
には令
（去）
シ
て縣
（返）
を
＼ト弛ク［ィ、
弛ハ
ツス］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
88）・ダイサツ・ダイセツ・およ
そ・す・とく・はづす・
 
○札
サ
ツは疫―癘。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
89・注）（・サツ・）
 
○
＼ト弛ク［ィ、弛
ハ
ツス］とは釋
ト
キ
―
下ク
タス
ソ［之也］ （群書治要巻八〔周禮〕
‐
89・注）（・とく・はづす・とく・くだす・ぞ・）
 
○凡（そ） ・國
（返）
を建テヽハ・其の淫
（平輕）
―聲・過
（去）
―聲・凶
（平輕）
―聲・慢
（去）
―聲
（一）
を禁
キ
ム
（二）
す（群書治
要巻八〔周禮〕‐
89）（たつ・て・は・キム・）
 
○淫聲は今の鄭衛
（一）
の若
コ
ト
（二）
シ［也］（群
書治要巻八〔周禮〕‐
90・注）（・ごとし・）
 
○過―聲は哀―樂の節
（一）
を失
（二）
ヘル
ソ［也］ （群書治要巻八〔周
禮〕‐
90・注）（・うしなふ・り・ぞ・）
 
○凶―聲は亡國（の）
［之］聲
（訓）
・桑
（平輕）
―間
（平輕）
濮ホ
ク
（入濁）
―
上
（一）
の若
コ
ト
（二）
キソ（群書治要巻
八〔周禮〕‐
91・注）（・ボクジ
ヨウ・ごとし・ぞ・）
 
○慢―聲は惰
（上）
―慢
マ
ン
（去）
不―恭（の）
［之］聲（群書治要巻八〔周
禮〕‐
91・注）（・タマン・）
 
○●夏官
 
○●大―司―馬（の）
［之］職・邦―國
（一）
を建
（二）
（つ）ル［之］
九法
（上） （返）
を掌
ツカサト
（返）
（り）て以て王
（返）
を佐
タ
スケて邦―國を平
タヒラ
ク
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
92）（・たつ・つかさどる・たすく・た
ひらぐ・）
 
○畿
（平） （返）
を制
（音）
シ
・國
（返）
を封
（去）
シて以て邦―國を正
タ
ヽす（群
書治要
巻八〔周禮〕‐
93）（・す・す・ただす・）
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○封
ホ
ウスとは封
ホ
ウを［於］疆
サカヒ
（一） （返）
に立
タ
（二）
テて界
カキリ
（返）
と爲
ス
（上）
ル
を謂
（下）
フ（群
書治要巻八〔周禮〕‐
94・注）（・ホウ・す・さか
ひ・たつ・かぎり・す・いふ・）
 
○儀
（返）
を設
マ
ウケ
・位
（返）
を辯
ワキマ
ヘて以て邦―國を等
ヒトシウ
す（群書治要
巻
八〔周禮〕‐
94）（ まうく・わきまふ・ひとしうす・）
 
○儀とは諸―侯
諸―臣（の） ［之］儀
（一）
を謂
（二）
フ（群書
治要巻八
〔周禮〕‐
94・注）（・いふ・）
 
○賢
（返）
を進メ
・功を
＼ア興ケ［ィ、興
オ
コシ］て以 て 邦―國を作
オ
コす（群
書治要
巻八〔周禮〕‐
95）（・すすむ・あく・おこす・おこす・）
 
○其（の）善
（音） （返）
を進ミ業
（返）
を樂
（たの）シ
フ［之］心
（一）
を起
オ
コ
（二）
スソ（群書
治要巻八〔周禮〕‐
95・注）（・すすむ・たのしぶ・お
こす・ぞ・）
 
○牧
ホ
ク
（入
濁） （返）
を建
タ
テ・監
カ
ム
（去） （返）
を立（て）て以て邦―國を維
ヰ
（平）
す（群書治
要巻八〔周禮〕‐
96）（・ボク・たつ・カム・ヰ・）
 
○軍
（音） （返）
を制
（音）
シ
・禁
（平） （返） （返）
を詰
キ
ハメて以（て）邦―國
を糺
タ
ヽす（群書
治要巻八〔周禮〕‐
96）（・す・きはむ・ただす・）
 
○詰
キ
ツ
（入）
は窮
（平）
［也］（群書治要巻
八〔周禮〕‐
97・注）（・キ
ツ・）
 
○貢
（音） （返）
を施
（ほと）コ
シ
・職
（返） （返）
を分
ワ
カて以て邦―國に任
（去濁）
す
［ィ、邦國ヲ
マ
カ
任フ］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
97）（・ほどこす・
わかつ・を・まかふ・）
 
○職とは賦―税を謂フ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
98・注）（・
いふ・）
 
○郷
（去）
―民
（返）
を簡
（上）
―稽
ケ
イシて以て邦―國を用ウ（群
書治要巻
八〔周禮〕‐
98）（・カンケイ・す・もちう・） （ 「郷」左「計亮反」
あり）
 
○守
マホリ
（返）
を均
ヒトシウ
シ
・則
ノ
リ
（返） （返）
を平
ヒトシウ
シて以て邦―國を安す（群書
治要巻
八〔周禮〕‐
99）（・まほり・ひとしうす・のり・ひとしう
す・）
 
○均
ヒトシウ
スと
は尊
（た）ト
キ＿者
モ
ノは大
（返）
を守
（ま）ホ
リ卑
イ
ヤシキ＿者は小
（返）
を守
（一）
ル
を謂フ［也］（群書治要巻八〔周禮〕‐
99・注）（・ひとし
うす・たとし・もの・まぼる・いやし・まぼる・いふ・）
 
○小
（返）
を比
シタシウ
シ
・大
（返） （返）
に事
ツ
カヘて以て邦―國を和
（去）
す（群
235
書治要
巻八〔周禮〕‐
99）（・したしうす・つかふ・）
 
○大―國
（返）
を使
シ
て小國を親
（音）
（し） ・
ゝゝ（小國）を（し）て大
國
（一）
に事
（二）
ヘ［使］
（再讀） （三）
（む）（群書治
要巻八〔周禮〕‐
100・注）（・す・つかふ・）
 
○九―伐（の）
［之］法
（一） （返）
を以
（二）
シて邦―國を正
タ
ヽす（群書治
要巻八〔周
禮〕‐
100）（・もてす・ただす・）
 
○諸侯・王―命に違フこと有ルト
キンハ則 （ち） ・兵
（返） （返）
を出 （し）
て征―伐シ而
て
正タ
ヽス［也］（群
書治要巻八〔周禮〕‐
101・注）（・た
がふ・ある・ときんば・す・ただす・）
 
○弱キを馮
シ
ノキ
・寡
スクナ
（返）
キを犯（す）を
は・則（ち）青
ヤ
セス
す
［之］ （群
書治要
巻八〔周禮〕‐
101）（・よはし・しのぐ・すくなし・やす・
す・）
 
○青
セ
イ
（上）
は猶（ほ）人青
ヤ
セ＿痩
ヤ
スルか［猶］
（再讀）
（し） ［也］（群書
治要巻
八〔周禮〕‐
102・注）（・セイ・やす・やす・
 
○四面に其（の）地
（一）
を削
ケ
ツ
（二）
ル（群
書治要巻八〔周禮〕‐
102・
注）（・けづる・）
 
○賢
（返）
を賊
ソ
ク（去）
シ
・民
（返）
を害スルをは
・則（ち）伐
（音）
す［之］
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
102）（・ソク・す・す・）
 
○鐘―鼔
（一）
有
（二）
（る）に伐
（返） （音）
（と）曰フ。（群書
治要巻八
〔周禮〕‐
103・注）（・いふ・）
 
○以て其（の）罪を聲
キ
カシ
メントナリ（群書治要巻八〔周禮〕‐
103・
注）（・きく・しむ・む・と・なり・）
 
○内
（返）
を暴シ
レ外を陵
シ
ノクをは
・則（ち）壇
（去）
にす［之］（群書
治要巻
八〔周禮〕‐
103）（・しれ・しのぐ・） （ 「暴シレ」本文のま
ま）
 
○空―壇
（去）
（の）
［之］地
（一） （返）
に置
ヲ
イて別に君
（返）
を立ツ［也］
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
104・注）（・をく・たつ・）
 
○野
（音）
荒
ア
レ
・民
（訓）
散
（音）
スル
をは則（ち）削
ケ
ツル［之］（群
書治
要巻八〔周禮〕‐
104）（・ある・す・けづる・）
 
○田
（音）
治メ不・民附
ツ
（返）
カ不（る）ヲハ
・則（ち）其（の）地を
削ケ
ツル（群
書治要巻八〔周禮〕‐
104・注）（・をさむ・つく・をば・
けづる・）
 
○固
カタメ
（返） （返）
を負
タ
ノムて服
（音）
セ不（る）をは
・則（ち）侵
オ
カす［之］
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（群書治要
巻八〔周禮〕‐
105）（・かため・たのむ・す・おかす・）
 
○侵
オ
カスとは兵
（返）
を用（ふ）と
・之を淺
アサウ
シて侵スナ
ラク而＿已
ノ
ミ
（群
書治要
巻八〔周禮〕‐
105・注）（・おかす・あさうす・おかす・な
らく・のみ・）
 
○其（の）親
（音） （一）
を賊
（入輕） （二）
―殺
（入輕）
ス
ルをは・則（ち）
正タ
ヽす［之］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
105）（・す・ただす・）
 
○正
タ
ヽして殺
コ
ロスソ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
106・注）（・ただ
す・ころす・ぞ・）
 
○其（の）君を放―弑
シ
スル
とは・則（ち）殘
サ
ン
（去）
す［之］（群書治
要巻八〔周
禮〕‐
106）（・ハウシ・サン・）
 
○其（の）悪
（入） （返）
を爲スル者
（一）
を殘
サ
ン
（去）
―滅
（二）
ス（群書治
要巻八〔周
禮〕‐
107・注）（・す・サンベツ す・）
 
○令
（去）
を犯
オ
カシ
・政
（返）
を陵
シ
ノクをは
・則（ち）杜
フ
サク［之］（群
書治
要巻八〔周禮〕‐
107）（・おかす・しのぐ・ふさく・）
 
○令
（去） （返）
を犯（す）とは・命
（返）
を逆
サ
カフルソ［也］（群
書治要
巻八〔周禮〕‐
107・注）（・さかふ・ぞ・）
 
○政
（返）
を陵クと
は・法を輕
カロウ
スル
ソ［也］（群書治要巻八〔周禮〕
‐
107・注）（・しのぐ・かろうす・ぞ・）
 
○杜
ト
（上）
は塞
ソ
ク
（入）
。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
107・注）（・ト・ソ
ク・）
 
○諸―侯與
ト
通
（一）
ス
ルこと得
（二） （返）
不
サ
（返）
ラ使（む）（群書
治要
巻八〔周禮〕‐
108・注）（・と・す・ず・）
 
○外―内を亂
ミ
タレて鳥―獸
（去）
の行
ア
ル［ィ、行
（去）
］をは・則（ち）
滅
ホ（ろほ）
す［之］
。（群書治要巻八〔周禮〕‐
108）（・みだる・ある・ほ
ろぼす・）
 
○仲―春に
・振
シ
ン
（去）
―旅
リ
ヨ
（去） （一）
を教
（二）
フ（群書治
要巻八〔周禮〕
‐
108）（・シンリヨ・をしふ・）
 
○師イクセ出ルに治―兵
（一）
（と）曰
（二）
フ（群書
治要巻八〔周禮〕
‐
109・注）（・いくせ・づる・いふ・）
 
○入ルに振―旅
（一）
（と）曰
（二）
フ。（群書治
要巻八〔周禮〕‐
109・
注）（・いる・いふ・）
 
○皆（な 戰
タヽカヒ
を習
ナラハ
ス［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
109・注）（・
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たたか
ふ・ならはす・）
 
○四時の獵
カ
リは各（の）民を教フルに其の一
（一）
を以
（二）
（す）
［焉］
（群書治要巻八〔周禮〕‐
109・注）（・かり・をしふ・）
 
○遂
ツ（ひ）
に以て蒐
シ
ウ
（平）
―田す（群
書治要巻八〔周禮〕‐
109）（・つひ
に・シウテン・）
 
○禽―獸の孕
ハ
ラ（返）
マ不
サ
ル者
（一）
を擇
（二）
ヒ＿取ル（群
書治要巻八〔周
禮〕‐
110・注）（・はらむ・ず・えらぶ・とる・）
 
○仲―夏に拔
ハ
ツ
（入輕）
―舎を教フ（群書治
要巻八〔周禮〕‐
110）（・
ハツセキ・をしふ・）
 
○草―止（の）
［之］法
（一）
を謂
（二）
フ（群書治
要巻八〔周禮〕‐
110・
注）（・いふ・）
 
○遂
ツ（ひ）
に以て苗
ヘ
ウ
（平濁）
―田す（群書治要
巻八〔周禮〕‐
110）（・つ
ひに・ベウテン・）
 
○夏の田
カ
リを苗
（返）
と爲
す
。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
111・注）（・か
り・）
 
○禽―獸の孕―任
（一）
セ
（二）
不
サ
ルを簡
エ
ラ
（三）
ヒ＿取ル。（群書治
要巻
八〔周禮〕‐
111・注）（・す・ず・えらぶ・とる・）
 
○猶（ほ）苗
ナ
へ秀
ヒ
テ＿實
ミ
ノ
（一）
ラ不
（二）
ル者
モ
ノ
（上）
去
ス
（中）
ツル
か［猶］
（再
讀）
（下）
（し）（群書
治要巻八〔周禮〕‐
111・注）（・なへ・ひづ・
みのる・ず・もの・すつ・）
 
○仲―秋に治―兵を教フ。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
111）（・をし
ふ・）
 
○遂に以（て）獮
セ
ン―田す（群書治要
巻八〔周禮〕‐
112）（・センテ
ン・）
 
○獮
セ
ン
（上）
は猶（ほ）殺
サ
ツ［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
112・注）（・
セン・サツ・）
 
○殺
（返）
に中
ア
タル者多シ（群書治要
巻八〔周禮〕‐
112・注）（・あた
る・おほし・）
 
○仲―冬に大―閲
エ
ツ
（入輕）
を教フ（群書治
要巻八〔周禮〕‐
112）（・
ダイエツ・をしふ・） （ 「閲」左「音悦」あり）
 
○大―閲とは軍 實
（一）
を簡
エ
ラ
（二）
フソ。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
112・注）（・えらぶ・ぞ・）
 
○禮
（返）
を備
ソ
ナフルこと軍
イ（くさ）
（返）
を出ス時
（一）
（の）如
（二）
シ（群書
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治要巻
八〔周禮〕‐
113・注） （・そなふ・いくさ・いだす・ごとし・）
 
○遂
ツ（ひ）
に以て狩―田す（群
書治要巻八〔周禮〕‐
113） （・つひに・）
 
○冬の田
カ
リを狩と爲
す
。（群書治
要巻八〔周禮〕‐
113・注）（・かり・）
 
○言は守
マ
ホ（り）て之
（返）
を取ル。 （群書治
要巻八〔周禮〕‐
113・注）
（・まぼる・とる・）
 
○擇
（返）
フ所
（返）
無
（返）
シ［也］ （群書治要
巻八〔周禮〕‐
113・注）
（・えらぶ・なし・）
 
○司―勳
ク
ン
（平）
・其（の）功
（一）
を等
シ
ナ
（二）
（返）
ノキスルことを掌ル（群
書治要
巻八〔周禮〕‐
114） （・シクン・しな・の・く・つかさどる・）
 
○功の大小
（一） （返）
を以
（二）
て差
サ
（平）
―等
（一）
と爲
す
（二）
（群
書治
要巻八〔周禮〕‐
114・注）（・サトウ・）
 
○凡ソ
・功
（返）
有ル者
モ
ノ・銘をは［於］王（の）
［之］大―常
（一）
に書
シ
ル
（二）
す。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
114）（・およそ・ある・もの・
しるす・）
 
○［於］大烝
シヨウ
（平） （一）
に祭
（二）
ル（群書治要
巻八〔周禮〕‐
115）
（・ダイシヨウ・まつる・）
 
○生
イ
ケルトキ
ンハ則（ち） ［於］王―旌
セ
イ
（平） （一）
に書
（二）
ス。（群書
治要巻
八〔周禮〕‐
115・注）（・いく・ときんば・オウセイ・しる
す・）
 
○以て其（の）人與
ト
其（の）功
（一）
［
ト 與］
（再讀） （二）
ヲ識
シ
（三）
ル［也］
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
116・注） ・と・と・を・しる・）
 
○死
シ
ヌルトキ
ンハ則（ち） ［於］先王
（一） （返）
を烝
シヨウ
（二）
スルト
キニ
シて之
（返）
を祭ル。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
116・注）（・しぬ・
ときんば・シヨウ・す・とき に・す・まつる・）
 
○冬の祭
（まつ）リ
を烝
（返）
と曰フ。 （群書
治要巻八〔周禮〕‐
116・注） （・
まつり・いふ・）
 
○王―旌
セ
イ
（平）
に日
月
（一）
書
（一）
ケ
ルを・大―常と爲
す
［也］（群
書治
要巻八〔周禮〕‐
116・注）（・オウセイ・かく・）
 
○凡ソ賞は常
（返）
無シ。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
116）（・およそ・
なし・）
 
○輕―重 功に
ナソラ視フ（群書
治要巻八〔周禮〕‐
117） （・なぞらふ・）
（ 「視」右「眩折本」あり）
 
○常
（返）
無（し）と
は［者］ ・功（の） ［之］大小・豫
アラカシメ
（返）
ス可
（返）
239
（から）不ルソ（群
書治要巻八〔周禮〕‐
117・注）（・あらかじめ
す・ず・ぞ・）
 
○●秋官
 
○大―司―寇
コ
ウ（上）
（の）
［之］職・邦（の） ［之］三典
（一） （返）
を建
タ
（二）
テて以て王
（返） （返）
を佐ケて邦―國
（返）
を刑
（音）
シて四―方
（上）
に
詰
ツ
（中）
クルこ
とを掌
（つかさ）ト
（下）
ル。 （群書治要
巻八〔周禮〕‐
119）（・
ダイシコウ・たつ・たすく・す・つぐ つかさどる・）
 
○一に曰（く） ・新―國を刑スル
には・輕―典を用ウ（群書治要巻八
〔周禮〕‐
120）（・す・もちう・）
 
○新―國と
は地
（返） （返）
を闢
ヒ
ライて君
（返）
を立（つ）ル［之］國
（一）
を謂
（二）
フ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
120・注）（・ひらく・
たつ・いふ・）
 
○二曰 （く） 平 を刑スル
には・中―典を用ウ。 （群書治要巻八 〔周
禮〕‐
121）（・す・もちう・）
 
○三曰（く）亂―國を刑スルには
・重
（上）
―典を用ウ（群書
治要巻
八〔周禮〕‐
121）（・す・もちう・）
 
○亂―國と
は簒
サ
ン
（去）
―殺叛―逆（の）
［之］國
（一）
を謂
（二）
フ［也］
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
122・注）（・サンサツ・いふ・）
 
○圓
（平）
―土
（返）
を以て聚
ア
ツメて疲
（平）
―民を教フ（群書治要
巻八 〔周
禮〕‐
122）（・あつむ・をしふ・）
 
○疲―民を其 （の） 中
（一） （返）
に聚
（二）
メて困―苦セ
シメて以て ［之］
善
（返）
を爲
ス
（一）
ルこと
を教
（二）
フ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
123・注）（・あつむ・す・す・をしふ・）
 
○民勞
（返）
を作
ナ
（返）
スを愍
アハレ
ハ不。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
123・
注）（・なす・あはれぶ・）
 
○［於］疲
ツ
カ
（一）
レタルに似
ノ
（二） （返）
レルこと有リ［也］（群書
治要
巻八〔周禮〕‐
123・注）（・つかる・たり・のる・り・あり・）
 
○凡ソ
・人
（返）
を害ス
ル者
モ
ノをは［之］圓―土（に）寘イ而
て
職―事
（一）
を施
ホトコ
（二）
ス［焉］
。（群書治要巻八〔周禮〕‐
123）（・およそ・す・
もの・おく・ほどこす・）
 
○明―刑
（返）
を以て恥チシム［之］（群書治要巻八〔周禮〕‐
124）
（・はづ・
しむ・）
 
○明―刑と明
（あき）ラカ
に其 （の） 罪を ［於］ 大―方―板
（一） （返）
に書
（二）
イて以て背
（返）
に著
ツ
ク
（上）
ルを謂
（下）
フ［也］（群書治要巻
八〔周禮〕
‐
124・注）（・あきらかなり・かく・つくる・いふ・）
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○職―事と
は之
（返）
を役―使
（一）
スルを謂（ふ）
［也］（群書治要巻
八〔周禮〕‐
125・注）（・す・）
 
○其ノ能ク改ム
ル
―
者をは ［于］ 中―国に反
（か）ヘ
ス。 （群書治要
巻八 〔周
禮〕‐
125）（・の・よく・あらたむ・かへす・）
 
○齒
ヨハヒ
セ不（る）と
・三季。（群書治要巻八〔周禮〕‐
126）（・よは
ひ・す・）
 
○其（れ） 改（む）ルこ
と能（は）不（にし）而
て
圓―土を出
イ
テ
タル
者をは殺
コ
ロス
す
。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
126）（・あらたむ・いづ・
たり・ころす・）
 
○疲―民と
は邪―悪を爲
ス
ル者
（一）
を謂
（二）
フ［也］（群書治要
巻八
〔周禮〕‐
127・注）（・す・いふ・）
 
○凡ソ萬―民（の）
［之］罪―過
（一）
有
（二）
（り）而
て
未（た） ［於］法
（一）
に麗
ツ
（二） （返）
カ［
ス 未］
（再
讀）
シ而
て
州―里に害
（音）
ス
ル者をは桎
シ
ツ
（入輕）
―梏
コ
ク
（入
輕）
シ而
て
［諸］嘉―石
（返）
に
＼ス坐ヘ［ィ、坐
（去）
シ］て
［諸］司―空
（一）
に役
エ
キ
（二）
す。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
127）（・
およそ・つく・ず・す・す・シツコク・す・すう・す・エキ・） （ 「桎」左「音質」 、 「梏」左「古毒反」 、 「諸」左「辞字也」あり）
 
○州―里に之
（返） （返）
を任
（去濁）
シ
て則（ち）宥
ナ
タメ而
て
舎ユ
ルす［之］（群
書治要
巻八〔周禮〕‐
129）（・す・なだむ・ゆるす・）
 
○罪―過有（る）とは
・邪
（平）
―悪
（入輕）
（の）
［之］人罪―過
（一）
アル所
（二）
の者
（上）
を謂
（下）
フ［也］ （群書
治要巻八〔周禮〕‐
130・
注）（・あり・いふ・）
 
○麗
リ
（平輕）
は附
フ
（去）
［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
130・注）（・
リ・フ・）
 
○未（た）
［於］法
（一）
に附
ツ
（二）
カ［未］
（再
讀）
（る）とは
・未（た）
［於］法に著
ツ
カ［
サ 未］
（再讀）
ル
ソ
[ 也
] （群書治要
巻八〔周禮〕‐
130・
注）（・つく・つく・ず・ぞ・）
 
○［諸］司―空
（一）
に役
エ
キ
（二）
スとは・坐―日訖
オ
ハ（り）て百
工（の）
［之］役
（一）
を給
タ
マ
（二） （返）
ハ使
シ
ムル
ソ。（群書治要巻八〔周禮〕‐
130・注）（・エキ・す・おはる・たまふ・しむ・ぞ・）
 
○ゝ（役）―日訖
オ
ハ（り）て其（の）州―里（の）
［之］人
（返）
を使て
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之
（返）
を任
（一）
セ［使］
（再讀） （二）
（む）
［也］ （群書治要巻八〔周禮〕
‐
131・注）（・をはる・まかす・）
 
○肺
ハ
イ
（去）
―石
（返）
を以て窮―民を達
（音）
す（群書
治要巻八〔周禮〕
‐
131）（・ハイセキ・す ）
 
○窮―民は天―民（の）
［之］窮
（音）
シ而
て
告
ツ
（返）
ク
ルこと無キ者（群
書治要巻八〔周禮〕‐
131・注）（・す・つぐ・なし・）
 
○凡ソ
・遠―近・惸
ケ
イ
（平）
―獨・老―幼（の）
［之］ ・ ［於］上
（一）
に復
マ
ウ
（一） （返）
スこ
と有
（返）
 
ランと欲
ホ
セン
・而
（しか）ル
を其（の）長
（上）
達
（音） （返）
セ弗
ス
ンは［者］ ・
［於］肺―石に立（つ）と・三日に・士・其（の）辭
（返）
を聽
キ
イて
以て［於］上に告
マ
ウシ而
て
其（の）長
（上）
を罪
ツ
ミス（群書治
要巻八〔周禮〕
‐
132）（・およそ・ケイドク・まうす・あり・む・ほす・む・しか
るを・す・ず・きく・まうす・つみす・
 
○長とは諸―侯
及ヒ吏
（一）
を属
（返）
スル所の謂
（二）
フ（群書治
要巻
八〔周禮〕
134・注）（・および・す・いふ・）
 
○凡ソ
・命―夫命―婦は躬
ミ
獄―訟
（一）
に坐
ヰ
（二）
不
（三）
（群書治
要巻
八〔周禮〕‐
135）（・およそ・みづから・ゐる・）
 
○若（し）罪
（返）
有ル
トキンハ・自
ミツカ
ラ身
ミ
坐
サ
（一）
セ不
（二）
。（群
書治
要巻八〔周禮〕‐
136・注）（・あり・ときんば・みづから・み・サ・
す・）
 
○其（の）屬
（音）
及ヒ子―弟
（一）
を使
セ
（二）
シム［也］（群書
治要巻
八〔周禮〕‐
136・注）（・す・しむ・）
 
○凡ソ
・王（の） ［之］同―族・罪
（返）
有ルト
キンハ・市
イ
チ（返）
に卽
ツ
（返）
カ不（群書治
要巻八〔周禮〕‐
136）（・およそ・あり・ときんば・
いち・つく・）
 
○五聲
（返）
を以て獄―訟
（返）
を聽
キ
イて民の情を求ム。（群書
治要巻
八〔周禮〕‐
137・注）（・きく・もとむ・）
 
○辭
コトハ
・直
ナ
ホ
（返）
カラ不
サ
ルと則（ち）煩
ワツラ
フ［也］（群書治要巻八〔周
禮〕‐
138・注）（・こ
とば・なほし・ず・わづらふ・）
 
○色・直
（返）
カ
ラ不
サ
ルと則（ち）赧
ア
カム［也］（群書
治要巻八〔周禮〕
‐
138・注）（・なほし・ず・あかむ・） （ 「赧」左「女板反」あり）
 
○気・直（から）不（る）と則（ち）喘
ア
へク［也］（群書
治要巻八〔周
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禮〕‐
139・注）（・あへ
ぐ・）
 
○耳・直（から）不（る）と則（ち）惑
マ
トフ［也］（群書
治要巻八〔周
禮〕‐
139・注）（・まどふ・）
 
○目・直（から）不 る）と則 ち 眊
ボ
ウ
（上濁）
―然タリ（群書治
要巻
八〔周禮〕‐
139・注）（・ホウゼン・たり・） （ 「眊」左「莫報及本
又作旄」あり）
 
○八―辟
（返）
を以て邦―法
（返）
に麗
ツ
ケて［于］刑―罰に附
ツ
ク（群書
治要巻
八〔周禮〕‐
140）（・つく・つく・）
 
○麗
リ
（平）
は附
フ
（去）
［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
140・注）（・リ・
フ・）
 
○一曰（く 親
（平輕）
（の）
［之］辟
ツ
ミ
（一）
を議
ハ
カ
（二）
ル（群書治
要巻八
〔周禮〕‐
140）（・つみ・はかる・）
 
○今の時の宗―室罪
（返）
有ルトキン
ハ先
マ
ツ請
コ
（一）
フ
か若
コ
ク
（二）
キ是
シ
ナ
リ［也］（群書治要
巻八〔周禮〕‐
141・注）（・あり・ときんば・
まづ・こふ・ごくし・シ・なり・）
 
○二曰（く）故
（音）
（の）
［之］辟
ツ
ミ（一）
を議
ハ
カ（二）
ル（群書
治要巻八〔周
禮〕‐
141）（・つみ・はかる・）
 
○今の時の廉―吏罪
（返）
有ルトキ
ンハ先ツ請
（一）
（ふ）か若
コ
ク
（二）
キ
是
シ
ナリ［也］（群
書治要巻八〔周禮〕‐
142・注）（・あり・ときん
ば・まづ・ごとし・シ・なり・）
 
○四曰（く）能
（音）
（の）
［之］辟
（一）
を議
（二）
ル（群書治
要巻八〔周
禮〕‐
142）（・はかる・）
 
○能とは道―藝有ル者
（一）
を謂
（二）
フ（群書
治要巻八〔周禮〕‐
143・
注）（・あり・いふ・
 
○大―勳―力
（返）
有（り）て功
（返）
立ツル者
（一）
を謂
（二）
（ふ） （群
書治要
巻八〔周禮〕‐
143・注）（・たつ・）
 
○今の時の吏・墨
（入濁）
・綬
シ
ウ
（去）
・罪
（返）
有ルトキニ先ツ請
（一）
フか
若
（二）
キ・是
シ
ナリ［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
144・注）（・シ
ウ・あり・トキニ・まづ・こふ・ごとし シ・なり・）
 
○七曰（く）勤
キ
ン
（平）
（の）
［之］辟
（一）
を議
（二）
（る）（群
書治要巻
八〔周禮〕‐
144）（・キン・）
 
○憔
セ
ウ
（平）
―悴
ス
イ
（去）
シて國に事
ツ
カヘタル者
（一）
を謂
（二）
（ふ）（群
書治
要巻八〔周禮〕‐
144・注）（・セウスイ・す・つかふ・たり・）
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○臣
（返）
トセ不
（返）
（る）所の者
（一）
を謂
（二）
（ふ）
。（群書治要巻
八〔周禮〕‐
145・注）（・と・す・）
 
○三―恪
カ
ク
（入輕）
二―代（の）
［之］後ソ［之］（群書治要巻八〔周禮〕
‐
145・注）（・サンカク・ぞ・）
 
○司―刺
（去）
三刺
シ
（去）
三―宥
イ
ウ
（上）
三―赦
シ
ヤ
（去）
（の）
［之］法
（一） （返）
を掌
ツカサト
（二）
（り）て以て司―寇
コ
ウ（上） （一） （返）
を賛
タ
ス（二）
ケて獄―訟
（一）
を聽
（二）
ク（群
書治要巻八〔周禮〕‐
145）（・サンシ・サンイウ・
サンシヤ・つかさどる・シコウ・たすく・きく・）
 
○三問を之
（返）
致イ
タシて然て後に殺
（音）
ス（群書
治要巻八〔周禮〕‐
147・注）（・いたす・す・）
 
○一刺
シ
には曰ク群―臣に訊
ト
ヘ。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
147）（・
シ・いはく・とふ・）
 
○再―刺に
は曰ク群―吏に訊
ト
ヘ。（群書
治要巻八〔周禮〕‐
147）（・
いはく・とふ ）
 
○三―刺に
は曰ク萬―民に訊
ト
ヘ（群書治
要巻八〔周禮〕‐
148）（・
いはく・とふ・）
 
○壹―宥
イ
ウ
（上）
には曰ク識
シ
（返）
ラ不
サ
ルナ
ラン。 （群書治要巻八〔周禮〕
‐
148）（・イチイウ・いはく・ず・なり・む・）
 
○再―宥には曰ク過―失ナラン。（群書治
要巻八〔周禮〕‐
148）（・
いはく・なり・む・）
 
○三―宥には曰ク遺―忘ナラン（群
書治要巻八〔周禮〕‐
149）（・
いはく・なり・む・）
 
○識
（返）
（ら）不（る）とは愚―民の識
シ
（返）
ル所
（返）
無
（一）
（キ）
を謂
（二）
フ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
149・注）（・しる・い
ふ・）
 
○壹赦
シ
ヤには曰ク幼―弱。（群書治要
巻八〔周禮〕‐
150）（・シヤ・
いはく・）
 
○再―赦には曰ク老―耄。（群
書治要巻八〔周禮〕‐
150）（・いは
く・）
 
○三―赦には曰ク憃
シヨウ
（平）
―愚
（平濁）
（群書治要
巻八〔周禮〕‐
150）
（・いはく・シヨウグ・）
 
○憃
（平）
―愚
（平濁）
は生レ而
て
癡
チ
（入）
―騃
カ
イ
（去濁）
ナル
ソ［也］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
151・注）（・うまる・チガイ・なり・ぞ・）
 
○赦とは其（の）罪
（一）
免ユ
ル
（二） （返）
スを謂フ［也］（群書
治要巻八
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〔周禮〕‐
151・注）（・ゆる
す・いふ・）
 
○此ノ三―法の者
（一） （返）
を以
（二）
て民の情を求ム。（群書治
要巻
八〔周禮〕‐
151）（・の・もとむ・）
 
○●小―行―人・若
モ
シ國札
サ
ツ
（入輕）
―喪アルトキ
ンハ則（ち） ・賻
フ
（去）
―補
ホ
（上）
セ令
シ
ム［之］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
153）（・もし・サ
ツソウ・あい・ときんば・ふほ・す・しむ・）
 
○喪―家
（返）
に賻
オ
ク（り）て其の足（ら）不（る）を補
オキヌ
フソ（群
書治
要巻八〔周禮〕‐
153・注）（・おくる・おきぬふ・ぞ・） （ 「補」 ）
 
○若
モ
シ・國
凶―荒には則（ち）賙
シ
ウ
（平
輕）
―委
ヰ
（上）
セ［ィ、
ス
ク
賙ヒ―
イ
タ
委
サ］令（む） ［之］（群書治要巻
八〔周禮〕‐
154）（・もし・シウヰ・
す・すくふ・いたす・）
 
○若（し） ・國師―役アル
トキンハ・則（ち）槁
カ
ウ
（去）
―會
（去） （一）
セ
令
シ
（二）
ム［之］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
154）（・あり・ときんば・
カウカイ・しむ・） （ 「會」本行「 ｛ネ＋會｝ 」であり）
 
○合
ア
ハセ
―
助タ
スケ相（ひ）
―
振トヽノ
フル
を會と爲
す
（群書治
要巻八〔周禮〕‐
155・注）（・あはす・たすく・ととのふ・）
 
○若（し）國福―事有ルト
キンハ・則（ち）慶―賀
（一）
セ令
（二）
（む）
［之］
。（群書治要巻八〔周禮〕‐
155）（・あり・ときんば・す・）
 
○若 （し） ・國禍―災有ル
トキンハ・則 （ち） 哀―弔
チ
ウ（一）
セ令
（二）
（む）
［之］（群書
治要巻八〔周禮〕‐
156）（・あり・ときんば・アイチ
ウ・）
 
○●掌―客・凡ソ賓―客を禮ス
ルこと・國新ナルトキンハ禮
（返）
を
殺オ
ト［ィ、殺
ソ
ク］ス。（群書治
要巻八〔周禮〕‐
157）（・およそ・す・
あらたなり・ときんば おとす・そぐ・）
 
○凶―荒ナル
トキンハ禮を殺
オ
ト［ィ、殺
ソ
ク］ス。 （群
書治要巻八〔周禮〕
‐
158）（・なり・ときんば・おとす・そぐ・）
 
○札
サ
ツ―喪アル
トキンハ禮を殺
オ
ト［ィ、殺
ソ
ク］ス。 （群書治
要巻八〔周禮〕
‐
158）（・サツソウ あ
 
○禍―災アル
トキンハ禮を殺
オ
ト［ィ、殺
ソ
ク］ス。 （群
書治要巻八〔周禮〕
‐
158）（・あり・ときんば・おとす・そぐ・）
 
○野―外に在ルトキ
ンハ［ィ、野に在リ・外に在ルトキンハ］ ・禮を
殺オ
ト［ィ、殺
ソ
ク］ス（群書
治要巻八〔周禮〕‐
159）（・あり・ときん
ば・あり・あり・ときんば・おとす・そぐ・）
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○殺は減
カム
（上）
［也］（群書治要巻八〔周禮〕‐
159・注）（・カム・）
○國新ナルトイハ々（新）に國
（返）
を建（つ）ルソ［也］（群書治
要巻八〔周禮〕‐
159・注）（・あらたなり・といは・たつ・ぞ・）
○凶―荒は年
（訓） （返）
無
ナ
キソ［也］（群書治要巻八〔周禮〕‐
159・
注）（・なし・ぞ・）○札
サツ
―喪は疫―癘［也］（群書治要巻八〔周禮〕‐
159・注）（・サ
ツソウ・）
コ
159
160
○禍―災は新に兵―寇
ウ
（去）
及（ひ）水―火
（一）
有
（二）
ルソ［也］
（群書治要巻八〔周禮〕‐・注）（・ヘイコウ・あり・ぞ・）○野―外に在リとは・軍―行ソ［也］（群書治要巻八〔周禮〕‐・注）（・あり・ぞ・）???????　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　?? 集 ??????????????????? ??????? ???? 点語彙の意味論的研究�文脈付き訓点語彙コ�パスの作　　成�﹂︵課題番号
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